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第 1章.序論

第 1章.序論

1 .研究の背景と目的

1 -1 .廃棄物問題の特徴と課題

日本の廃棄物問題は、これまで 2度の危機的状況に至る度に、戦争とオイルショックという廃棄物問

題とは直接関係の少ない外的要因によって、問題回避をしてきた歴史的経緯を持つ。その後も排出され

続ける廃棄物の量の増大と質の多様化は、近い将来に都市環境の崩壊を引き起こす状況となっており、

不確定な外的要因の発生に頼れる状況ではなくなっている。(2章 2節参照)

一方現在まで廃棄物を処理し続けてきた都市基盤(インフラストラクチュア)のシステムは、公害に

代表される様々な問題が発生する度に、主に処理側の科学技術の発達によって改善を試みる方法を採っ

てきた。しかし地球環境問題として廃棄物問題を捉える観点からは、熱力学の法則から導かれるよう

に、処理側のみに頼った対症療法的な対応の有限性がすでに明らかにされている。 (2章 3節参照)

今後の廃棄物問題は、処理側における「技術的な対処」に頼るのみではなく、ごみそのものの発生を

抑えるより根本的な観点から、全ての排出者側と「問題を共有化Jしてゆくための働きかけが重要な課

題となっている。

1 -2.社会に対する働きかけの必要性

人間社会に対する働きかけとして、過去の歴史の中にも廃棄物の減量 ・リサイクル運動という形でソ

フト面での働きかけが幾度か展開された。しかし多くは「廃棄物の処理」に伴う公害問題の発生を根拠

として、不完全な時代の古い処理システムの維持を目的としたものであり、急激な物資不足を根拠とし

た運動も、状況が変わり物資が豊かになると下火になるなど、 「廃棄物の発生J自体を問題として捉え

たものではなかった。 (2章 2節参照)

廃棄物の排出そのものの問題が国レベルで明確に認識されたのは、 1992年の「廃棄物の処理及び清掃

に関する法律Jの改正以降である。 20年ぶりに改正された内容には、従来の行政による処理対策重視の

体制から、事業者、市民、行政の 3者の責務として、廃棄物の排出そのものの抑制を重視する体制への

転換が示された。

1992年(平成4) 7月 4a r.廃棄物の処理及び清掃に関する法律j改正

第二条の二(国民の責務)

「国毘は、厚手棄物の排出手抑制{ノ、 (中略)等により、磨棄物の減量その他その適

正な処理に関し冨及び地方公共団体の施策に協力しなければならない。 j

第四条(国及び地方公共団体の責務)

4項 f盟、都道府県及び市町村は、鹿棄物の排出を抑制し、及びその遮正な処理を確保

するため、 これらに関する国民及び事業者の走識の斡拝読ト関ろょう努めなければならな

じJo J 

-2-
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これらの法的整備もあり、近年では廃棄物問題に関する環境学習 ・環境教育が取り組まれるようにな

るなど、排出者側に対して問題を共有化するための対応として、ソフト面での働きかけは本格的に始ま

りつつある。

特に、年間に排出される量として「一般廃棄物J 5千万トンに対し 4億トン(約 8倍)という多さを

誇る「産業廃棄物Jの処理施設ではなく、 「一般廃棄物j に対する処理施設を研究対象とした理由とし

ては、ごみの問題が基本的に各個人の日常的な消費活動と不可分の関係にあるという認識のもと、市民

自身のごみに直接関わる施設を対象とする必要があると考えたことと、 「産業廃棄物Jは末端の消費活

動から生産側へ要求されて発生するものであり 、その意味で「一般廃棄物」の副産物であると考えたこ

とによる。

これまで都市基盤施設は、機能的には都市の人間活動の利便性を底辺から支える役割を担うものであ

り、その存在価値は、機能や役割、即ちサービスそのものの中に置かれてきた。

特に処理系の基盤施設は、公民館や美術館のような人が直接的に出向いて利用するような「表方Jの

都市施設とは異なり、人に対して目に見えないサービスを行う「裏方Jの都市施設として位置づけられ

てきたため、自に見えるデザインに対して関心が払われることは従来少なかったと言える。

さらに「清掃工場Jと総称される一般廃棄物焼却処理施設は、建築物というよりも巨大な都市設備と

して捉えられることが多く、デザインの実態に関してこれまでほとんど研究が行われずにいた。

しかし廃棄物問題には市民一人一人が関わる多くの社会的な問題を内在しており、デザインという物

理的な表象の分析を通じて、その社会的背景を捉え直す作業は重要な意義を持つと考える。

， -3. 働きかけとしての「清婦工場デザイン」

一方、これまで「環境デザイン学Jに関連する多くの研究が明らかにしてきたように、 「物理的な環

境のシステムと人間のシステムは常に相互に依存しているJ関係にあり、物理的な環境のシステムが、

感覚や心理などを通じて人間社会のシステムに深く影響を与えているこ とが知られている。

環境デザイン学釦

f人間とその周密のあらゆるスケールの物理的環境の相互関係を研究するものであり、そ

うして得た知識を、環境の政策、計画、デザイン、教育に活かし、生活の質を向上させる

ため、実際に適用することまで含んでいる。 j

本論ではこの考え方の立場に立って、ソフト面での働きかけを補足する、ハード面での重要な対応要

素と して、 「清掃工場デザイン」すなわち、 「一般廃棄物焼却処理施設の立地環境と建築形態に対する

環境設計Jを捉え直し、これまでの歴史的経緯と現状について見直すこととした。

(図 1.1-3.1)

f清掃工場デザインj

本論では、物理的な環境のシステムと人間のシステムの相互依存性を重裡する立場か

ら、物理的な環境システムの中でも、一度決定されると白常的に継続して認識されるため

に、社会に与える彫響力が大きいと考えられる、 f施設の立地環境と建築デザインに関す

る物理的なセッティングj を指すこととする。
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1 -4. 研究の目的

以上の背景をふまえて本研究では、廃棄物処理システムの中でも、代表的な都市施設である「清掃工

場Jすなわち一般廃棄物焼却処理施設を対象として、システムを担保してきた「ごみの輸送 ・処理伎

術」、施設の都市計画的な「立地環境J、施設を覆う「建築形態Jの3つの側面の時代推移と現状につ

いての調査 ・分析から、現在に至る 「清掃工場デザインJの歴史と現状を明らかにすることを目的とす

る。

さらに得られた成果について、 「排出者側に対して問題を共有化するJという観点、から考察を行い、

これまでの「清掃工場デザインJの持つ問題点と今後の可能性について論考する。

地球環境

「清掃工場デザインJ

からの働きかけ

ごみの排出

1 -5. 用語の定義

「清掃工場 = 一般廃棄物焼却処理施設」

一般廃棄物を焼却することによって滅容化する中間処理施設。本論中では 「ごみ焼却処理施設」、

「ごみ焼却場Jも同じ意味で用いることとする。

「ごみJ

生活系ごみと事業系ごみを含めた一般廃棄物を「ご、みj といい、地方公共団体の処理責任対象のもの

をいう。本論では「一般廃棄物Jの略称として用いる。

「一般廃棄物J

産業廃棄物以外の廃棄物を指し、現在これらの処理責任は地方公共団体にある。

「産業廃棄物J

事業活動に伴って生ずる廃棄物のうち、燃えがら、汚でい、廃YIII、廃アルカリ、廃プラスチック類、、

その他政令で定める廃棄物の 19種類、を指し、現在これらの処担r'.t任は事業主体にある。

争議議事参

" r清掃工場デザイン」

イ下
立地環境と

建築デザイン

イト

人間の活動

人聞社 z

ハード面での社会的チャンネル ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ソフト面での社会的チャンネル

図 1. 1 -3. 1 環境設計の間念
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2.研究の方法

対象となる清掃工場は、本来的に各時代の処理技術によって根拠づけられてきた設備系の基盤施設で

あり、その立地環境と建築形態の内容も、基本的には技術的要素に比重を置いて決定されてきた。この

ため「清掃工場デザイン」の変遷について調べる場合には、まず技術との関係、即ちごみの収集・運搬

技術と立地環境との関係、および、ごみの焼却処理技術と建築形態との関係の歴史的な推移を明らかにす

ることが必要となる。本論では「清掃工場デザイン」と技術との関係をベースとしながら、その社会的

な背景について整理する方法をとる。

具体的な研究方法として、立地環境の推移については、東京都区部と関西 3都市を対象として、時代

ごとのごみの収集・運搬技術に関して史料の整理を行い、実際の施設の都市計画的な立地環境に関して

は、過去の地図情報を基に調査・分析を行う。

特に近年の立地環境の傾向については、全国の大規模事例を対象として地理的な調査を行い、施設の

配置されやすい条件とその背景にある社会的な考え方について分析を行う。

建築形態の推移については、時代ごとのごみ焼却処理技術に関して史料整理を行い、当時の施設の建

築形態に関して過去の施設概要・図面・写真・広報資料等を基に調査・分析を行う。

特に近年の建築デザインの傾向については、大規模事例を全国に求め、設計担当者に対するアンケー

ト調査を通じて、具体的な建築デザインの手段とその背景にある考え方について調査・分析を行う。

3. 研究の位置づけ

生産・消費といった、経済社会の中で奨励されてきた活動に対して、廃棄という活動は一般に意識さ

れにくく、高度成長の弊害である公害問題の時代を経て環境意識が浸透し始めるまで、蓄積され続けて

きた処理技術の研究に比して、廃棄物問題そのものは陽の当たらない課題であった。

清掃工場を対象とした既往の歴史研究としては、ごみ焼却炉の歴史を詳細に調査した溝入による著作

出が重要な位置を占めており、本論文も焼却技術の歴史に関してこれによる部分が大きい。

一方、基盤施設一般を対象とした建築デザイン史的なアプローチを行った研究例では、西洋の基盤施

設の近代デザイン史を分野別に総括した片木の著作討が初めてまとめられた例として注目される。国内

の近代化遺産の建築デザインを対象とした調査は個別事例に重点を置くものが多く、その中に基盤施設

を含めた調査報告例胆が見られる。

しかしながら特に清掃工場を対象とし、技術以外の観点を含めて追跡・現状調査を行った研究例は数

少なく、特に建築デザインの観点からは、施設の景観形成に関する現状評価から地域融和のための具体

的な建築デザインの手段を示した瀬尾、古市らによる研究目が挙げられるにとどまる。都市計画的な観

点では、迷惑胞設であることを考慮した合意形成のための手続きについて、求められる考え方を示した

瀬尾、高橋らの研究目や、設置に当たって機能を複合化して地域に溶け込ませることと事前に街づくり

に組み込むことの重要性を論じた長谷川、紀伊らの研究討があるが、歴史的な惟移を基に調査を行った

ものではない。

ノJ、迷惑施設 4 般に|均tliする研究例では、火葬場について多角的な研究を行った矢木津、浅香らの
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一連の研究引が代表的であり、下水処理場の迷惑意識に関連する研究例としては、施設に付属する還元

施設と周辺住民の迷惑意識との関連について調査を行った柏原らの研究討が挙げられる。

本研究は、都市基盤施設の中でも、特に清掃工場の立地環境と建築形態という物理的事象の実態、につ

いて、時系列的調査を行う点でこれまで他に例がなく、環境問題としての廃棄物問題の根底にある市民

意識や社会構造について考察し、現状の問題点を示唆する点で特徴的である。

4.論文の構成

序論では、これまでの廃棄物問題の概略を示し、本研究において都市基盤施設の環境設計のあり方を

問う上で、清掃工場の技術・立地環境・建築形態の推移と現状を解明する意義と方法について明示して

いる。

第2章では、これまで日本が経験してきた廃棄物問題の歴史を整理することで、問題の特徴を明らか

にする一方、地球環境の視点から廃棄物問題を捉えた環境理論を整理する ことで、従来の対処方法に内

在していた問題を明らかにする。本章の内容は論文全体の背景となる問題意識を示すものである。

第3章では、主要都市における清掃工場の都市計画的な配置状況に着目し、その歴史的な推移と主な

根拠となるごみの収集・運搬技術の推移を明らかにし、傾向について考察している。

第4章では、第 3章で明らかとなった近年の施設配置の状況をより詳しく把握するために、全国の大

規模な清掃工場を対象として、その立地環境の特徴を明らかにしている。

第5章では、主要都市における清掃工場の建築形態に着目し、その役割と特徴の歴史的な推移と、主

な根拠となってきた焼却処理技術の推移を明らかにし、各時代毎の傾向について考察している。

第 6章では、第 5章で特に多様化しつつあることが明らかとなった1985年以降の建築形態の状況をよ

り詳しく把握するため、全国の大規模な清掃工場を対象として、その具体的なデザインの特徴と背景に

ある主旨との関係性を明らかにし、現在に至る傾向について考察している。

結論では、各章の論点をまとめ、本研究で明らかにした内容を通してi廃棄物問題に対する社会背景

について論考し、今後の都市基盤施設の環境設計に対するあるべき考え方とその方法について、指針の

提案を試みている。

第 1章 | |第 2章 第 3章

地廃 立清

球莱
i也掃

序 z掴m 物問 環

境題 境工
のの

の 場
子見 ;移量 t往
点と 事当F 刀、

図 1 4 

第 4章 第 5章

立清 建清
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環 形
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の
晃場

の 場

t世

状の 移の

論文の構成
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注2溝入茂:ごみの百年史/処理技術の移り変わり 学芸書林 1988年
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第 2章.廃棄物問題の推移と地球環境の視点

， .はじめに

廃棄物の処理は、人類の歴史とともに形成されてきた命題であり、人間の活動ひいては地球環境の活

動と切り放して考えることはできない。このため、本質的な問題の所在を明らかにするためにも、廃棄

物問題に関するこれまでの歴史をふまえ、かつ地球環境の視点から現在まで試みられてきた対応方法を

整理しておくことが必要となる。

本章の構成として、 2節では、各時代ごとの廃棄物問題とそれへの対応方法の関係について、これま

での経緯を整理することを通じて歴史的な特徴を明らかにする。 3節では、地球環境を視野に入れた環

境理論を援用することで、これまでの対応方法の見直しを行い、今後の環境の時代に必要とされる廃棄

物問題に対する考え方について整理を行う。 4節では、 2章全体に対する考察を行い、これをもって本

研究の背景と意義を示す。

2.廃棄物問題と対応方法の推移

廃棄物問題とその対応方法に関する歴史的推移について、文献・史料に基づいて整理を行う。

2 -， .江戸時代以前の廃棄物問題

( ， )古代のごみ問題

最も古いごみ処理形態は、貝塚に見られる。 1993年(平成 5)に福岡市の廃棄物埋立処分場建設の工事

の際に発見された員塚では、 「ガレキ等はほとんどなく、貝だけが堆積した層で、幼貝がほとんどな

く、 4種類程度の成貝のみの層であった。しかも、 発掘した 200m程度の範囲の貝塚のなかに、人骨

8体が整然と葬られていた。 Jnlと報告されており、 「投棄Jと「埋葬Jという概念の未分化が指摘さ

れている。貝塚は一般に集落の外周に隣接して集落を取り巻く形に形成されており、自分たちの生活圏

の範囲内で各個人の生活からの廃棄物を自然の分解過程にゆだねる形で行われており、人口規模も廃棄

の規模も十分に小さかったために環境への影響も少なく、大きな問題とはならなかったと考えられる。

ごみの処理が社会問題化したのは、平安時代に「清掃了Jという職掌が設けられた前後といわれるIU

が、ごみ捨て場として、河川、海、空き地に投棄して自然の分解作用によって処理するという最も原始

的な方法は、古墳時代から明治初期に至るまで続けらており、特に農村部では、地域内で生じたごみも

限られた資源(肥料)として地域内で自然の循環に還元されるなど、自然の分解作用とバランスを保ち

ながら自然環境との関係を維持していたと考え られる。

( 2 )江戸時代のごみ問題

100万人都市にまでに成長した、江戸に代表される大都市が形成されるようになると、都市域内で・

はごみも大量に発生し、処理しきれなくなったごみが本格的に社会問題となる。

江戸のごみは、初期の頃には「会所地」と呼ばれる各町の共通の空き地に集められ、まとめて処理さ

れていたが川、会所地だけではさばききれずにあふれ出しはじめ、 1637年(寛永14)にはり11筋における

こ‘みの投棄取締令Jが出されて、道路や河川へのごみの投棄が罰則を持って祭じられるなど、日本で初
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めてのごみ投棄の取締が制度化されている。山大阪でも1649年(慶安 2)I道路及び川筋の取締」のお触

れが出されており、この時代のごみ処理は衛生上の観念からではなく、当時の主要な輸送路であった運

河や道路をごみの不法投棄から守ることが主旨であった市と考えられている。

その後も会所地付近の生活環境が悪化し続けたため、江戸の奉行所では1649年(慶安 2)に「町触」を

出し、会所地にごみを投棄するのを禁止して、ごみ処理を本格的に実行するようになる。出 1655年(明暦

元)には、江戸各町が協力してごみを船で幕府公認の埋立地、永代浦に埋め立てるようにとの命令がださ

れ町、以来東京湾のごみによる埋立の歴史が始まる。

その後運搬中の不法投棄が問題となり、 1696年(元禄 9)には「芥改役Jという、帯万を許されたごみ

処理取締役人が任命され、川や空き地への不法投棄を監視した。出撃さ牛馬処理や死体処理については、

「えた、非人Jなどと呼ばれる、身分制度的な差別をうけていた人々が専門職とされていた。

第 2章.廃棄物問題の推移と地球環境の視点

東京市では、伝染病対策という衛生上の理由と、千葉方面へ輸送する肥料芥を途中で不法投棄する請

負業者が相次いだため、市としてもごみを焼却する方針を打ち出すが、ごみ焼却に関する技術的な蓄積

がなく、焼却場建設までをめどとして1901年(明治34)から深川区の埋立地で露天焼却が開始された。住I~

結果、その後1962年(昭和37)まで、 50余年にわたって露天焼却は続けられることとなる。

2 -2. 明治時代の廃棄物問題

( ， )明治初頭のごみ処理

明治初頭の東京では、 1869年(明治 2)に東京府町触れにより「市中往還掃除令Jが公布され、 1879

年(明治12)には警視庁が市街掃除規制法を制定し、東京市も公衆道徳の励行の一部として掃除励行、

取り締まりの強化を行った。しかし清掃事業の物理的環境を改善する努力はなされておらず、人手によ

2 -3. 大正から戦前までの廃棄物問題

( ， )ごみの露天焼却と公害問題

1914年(大正 3)第 l次世界大戦が勃発すると、 重工業化も加速を始めるが、依然ごみは有価物回収

を軸として処理されており、ごみの焼却は露天焼きが中心であった。露天焼却場はひどい臭気に熱気、

ハエも大量発生するという劣悪な環境となっており、東京深川区では「南風の日は臭気と降灰の為に食

卓の上も黒くなるJ状況の中、 1921年(大正10)に露天焼却場の撤廃を求める期成同盟が周辺住民に

よって結成されるに至っている。注目

特に埋立地に窮していた大阪市は、明治に建設した福崎、長柄の焼却場で大半のごみを焼却する一

方、新たに1916年(大正 5)木津川焼却場第一工場、 1918年(大正 7)に同第二工場を建設して、問題

の多かったごみ焼却を改善するために焼却実験を行っている。塵芥を使ったごみ発電実験や、乾留実

験、焼却の機械自動化の試みも行われ、以後第 2次世界大戦勃発まで、 「いかにして水分の多いごみを

る有価物回収をはじめとする江戸時代のシステムをそのまま受け継ぐものであった。注9 安定的に燃やすか」というごみ焼却の命題に対する工夫が続けられた。(l16一方東京では、江戸時代以来

東京湾に大きな埋立地が確保できたこと、屋内焼却場の建設の計画が住民の反対などで何度か失敗して

いた住17こと等から、近畿圏の都市から大きくたち遅れ、関東大震災の翌年(1924)になって、はじめて大

崎塵芥焼却場が建設されている。これ以降は次々に塵芥焼却場が建設されてゆき、 1932年(昭和 7)に

は、大崎町・渋谷町・目黒町が新市域として編入されると同時に、旧町の焼却場も移管され、旧市域か

ら排出されるごみの 2/3を焼却場で処理、残り 1/3を野焼きにまわすに至っている。Ill!!

( 2 )ごみの都市衛生上の問題

明治20年代の人口急増や産業経済の伸長のためごみが急増すると、スラムの拡大、伝染病の流行(明

治12年と19年のコレラ流行による死者は10万人を越える)等、都市衛生上無視し得ない事態になり、衛

生学的な伝染病予防の観点から、汚水処理・し尿処理とあわせてごみの焼却が推奨されはじめる。

1890年(明治23)の伝染病予防心得書で、コレラ発生時にはごみをなるべく焼却するよう指示される

と、 1897年(明治30)に伝染病予防法、 1900年(明治33)には汚物掃除法・下水道法が成立して、都市

衛生のためのごみの焼却処理の基本的な枠組みができあがる。(t1U汚物掃除法では、市直営の原則とごみ

の焼却が推奨されており、各市は民営を委託事業に切り替えて汚物収集を始める。

( 2 )ごみ焼却施設の普及とばい煙問題

ごみ焼却が一般化し始め、 1930年(昭和 5)汚物掃除法施行規則の改正によって、 ごみの焼却処理が

原則として義務づけられると、東京市はこれをきっかけに、蝿や蚊の発生を防ぐ目的と、住民の反対運

動とばい煙(水分の多い厨芥を燃やそうとすることが主な原因であった)対策として、翌年 7万戸を対

象に分別収集を開始する。仙の都市では、財政負担を軽減するという目的と農業肥料の需要から、ごみ

を分別することで堆肥化や、養豚飼料化が行われており (11'1、東京市も分別収集による厨芥対策として、

1935年(昭和10)養豚事業を本格的に始めている。

1933年(昭和 8)には代表的なばい煙問題として、東京市において、最新のごみ焼却施設であった深

川塵芥焼却場から発生する煙のために、隣後する小学校で、気管支を痛めた り目を患う学童が続出する11211

という、深)11ばい煙騒動が発生する。周辺の発展が間害されること、夏場に蝋が発生して住民に被害が

あること、他の区のごみをなぜ深川区がひきうけなければならないのかなどを理由に、区として工場の

移転促進運動が起きるが、これに対して市は、雑芥と厨芥、ガラスなどをはじめから分別し、菜、紙な

どを家庭内燃料化することによってごみを減量することこそがばい塵防止であることを訴えた。Illl

大阪市周辺では明治10年代すでに工業地帯が形成され、重大なばい煙問題が発生しており、ばい煙に

( 3 )ごみの焼却処理の発生

ごみの処理事業が自治体の直営を原則とされ、直接的な責任の所在が明示されると、各自治体は増え

続けるごみの問題に対して本格的に取り組み始める。

治体としてごみ焼却に取り組んだのは、大阪市が最初であったttll (日本最初の焼却炉は、 1897年

(明治30)に福井県敦賀市津内に作られたものとされる)。域内に埋め立て適地の少ない大阪市は当時

海中投棄(7割)と段地還元(3割)でごみ処理を行っていたが、海中投棄したごみが風向きによって

大阪港や神戸市、堺市に涼着するため、汚物掃除法の成立を機にごみ焼却実験を開始した。ペスト患者

家族を収容する隔離所だ、ったnL~ 鼠島で実験炉が建設され、同じころ京都市 (1904年・深草塵芥焼却

場)、神戸市 (1906年・浜添焼芥場)でも私設焼却炉が建設された。東京市も、 1900年(明治33)に外

国炉の導入を検討したが、コ スト回目で断念されている。!fl.;

nU 
4
l
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第 2章.廃棄物問題の推移と地球環境の視点

対する規制が1884年(明治17)から行われる。ごみ焼却場においては、本来ばい煙防止を押し進める市自

身が、ばい煙の発生者であってはならないという事情もあり、鉱山やセメント工場では早くから実用化

されていた電気集塵機 (EP)仰の設置が昭和10年頃から試みられるようになったが、経済的な要因や戦

争の影響を受けてω 、戦後1962年(昭和37)の大阪市住吉工場まで、電気集塵機の設置は実現しない。

ばい塵の他にも海中投棄IU~ や露天焼却による悪臭など、ごみの処理に伴う数多くの公害が発生した

が、いずれも本質的な解決を見いだすことなく、戦時下のごみの減少という外的要因によって、ごみ処

理の問題は収束してゆく。

2 -4.戦時中の廃棄物問題

( ， )戦時中のごみ利用運動

戦時色を帯びてくる昭和10年頃からはごみの減量運動がはじまり、 1941年(昭和16)太平洋戦争が勃

発すると、汚物掃除法施行規則が一部改正され、ごみの「焼却Jは義務から外される。燃料と人手の節

約を目的とするごみの減量運動は、町会、婦人会が単位となって廃品回収し、業者に売却するという現

在も見られる方式で行われ、ごみの焼却処理も規模を縮小するom

食糧増産が求められるようになると、大都市での厨芥の養豚事業が進められるが、戦争の影響で収集

の人手 ・燃料が不足し、市営事業としての養豚は成立しなくなる。農村では堆肥化が推奨されていた

が、清掃事業自体が機能しなくなり、農村で渇望されるごみが都市では汚物の山として集積される。

パルプ化、アルコール製造、乾溜なども、戦争資材の不足、民生物資の枯渇を反映して実験や実用化

がすすめられ、深川第一工場もパルプ工場に改造される。出品乾溜の目的は乾溜炭などの燃料の製造であ

り、 1940年(昭和15)には大阪の木津川焼却場の一部も炭化炉に改造された。

( 2 )終戦直前のごみの減少

1944年(昭和19)には、国防上の理由でし尿の海洋投棄が中止され、昭和20年 (1945)には灯火管制

の一環として、多くの都市で続けられていた露天焼きも中止される。出7

この時期国内では戦時下における極端な物資と食料の欠乏から、ごみ自体が出なくなっていった。

2 -5. 戦後から高度成長期の廃棄物問題

( ， )戦後復興期の都市衛生上の問題

終戦直後、ごみ処理は焦土の灰塵や瓦礁の処理という形で、進駐軍の指令により再開される。 1945年

(昭和20) 9月末「公衆衛生ニ関スル件Jという指令により、進駐軍のごみを日本政府の責任で処理す

るよう求められたことを契機に、大都市では戦災ごみを中心に収集されはじめ、陸上埋立てや爆撃跡の

池の埋立てを主体に処理が行われた。 (l28

京京は1947年(昭和22)に厨芥と雑芥の分別収集を再開、大阪市は1946年(昭和21)にごみ収集を再開

する。もともと哩立地の確保が難しかった大阪市でも、戦後間もなくの処理方法を陸上・河川埋立に頼

らざるを得なかったため、 1948年(昭和23)には全国に先駆けて焼却場を復旧した。

1954年(Il{{f日29) 4月には汚物掃除法を全面改正して「清帰法Jが公布される。この法律では汚物の

処理を文医する国の基本氏務がIljJ示されるが、当初J国庫補助が適JlJされたのはし尿処理施設だけであっ

円
/
』
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た。ごみ処理施設が対象に加えられたのは、 9年後の1963年(昭和38) となる。il:2'1

( 2 )高度経済成長によるごみの増大と煤煙問題

1950年(昭和25)朝鮮戦争が勃発すると、特需ブームの中で個人消費が急激に伸び、排出されるごみの

量も急激に増え始める。

対応を迫られた東京都では、 1955年(昭和30)に塵芥減量運動を開始し、組織面でも1949年(昭和24)設立

の清掃事業部が1956年(昭和31)に清掃局と改称され、衛生局から独立する。削

昭和30年代後半になると、ごみ処理事業の機械化も、下水整備や上水整備とともに、自治体による近

代化事業の柱となる。

しかしこれらの改良も、ばい塵問題や劣悪な作業環境の問題を根本的に改善することはできず11:31、大

阪市では周辺部の市街地化が急速に進んで‘埋立処分場の確保が困難になったことと、大気汚染の激化か

ら公害のでない焼却場を建設することが緊急課題となり、結果海外の技術を投入して完全自動化された

連続式仰の住吉工場 (1963年) ・西淀工場 (1965年)を建設する。

1963年(昭和38)に生活環境施設整備緊急措置法によってごみ処理施設整備 5カ年計画が策定されて

からは、ごみ焼却炉にも国庫補助が認められるようになり、 高い処理能力の要求と、公害対策、ごみの

高カロリー化に対応するために、都市部の自治体も連続式のごみ焼却炉を建設してゆく。

( 3 )新たな環境汚染問題の発生

1962年(昭和37)の「ばい煙の排出の規制等に関する法律j により、ごみ問題関連では初めてばい塵

の排出規制が行われる。当初は湿式の洗煙方式が試みられていたが、排水処理が問題となったため、昭

和40年代以降には電気集塵機 (EP)やマルチサイクロン(ivfC)仰による乾式の排ガス処理、 薬品に

よる排水処理が主流となり、ばい塵問題の多くは解決に向かう。削

しかし時代とともにごみの組成が変化し、プラスチックや塩化ビニルのごみが増加すると、排ガス中

のHCI(塩化水素)とSOx(硫黄酸化物)、 NOx(窒素酸化物)、排水中の重金属が引き起こす新たな環

境汚染問題が顕在化するようになる。

大気汚染防止法が施行された1968年(昭和43)にはSOx規制として新しく 最大着地濃度 (K値)規制が

施行される。 1970年(昭和45)に大阪府公害防止条例が出され、ごみ焼却炉にHCI除去のための排ガス

洗浄装置を設けるよう義務づけされると、 1977年(昭和52)にはHCIの排出規制が国により行われる。

さらに昭和40年以降には、産業廃棄物による公害が多発し始める。もともと清掃法制定の時点では、

一般廃棄物以外(産業廃棄物)の処理は予定されていなかったため、自治体が一般廃棄物の処理に追わ

れるうちに、急激な産業の展開は大量の産業廃棄物を生み出していたためである。1t351970年(昭和45)

の「公害国会Jでは、これまでの清掃法 (1954年)が全面改正され、廃棄物処理法 (廃掃法・廃棄物の

処理及び清掃に関する法律)が成立(1971年)。はじめて一般廃棄物と事業活動によって発生する産業

廃棄物とを区分(分別)して、処理義務の所在が明らかにされる。

その問もごみは増え続け、特に15号処分地のあった江東区民は、東京都区のごみが従来から最終処分

の多くを海面埋め立てに依存してきたために、他区からも運び込まれるごみによる交通渋滞、悪臭に悩

まされており、ごみを最終処分場へ版入する許可に他区でも焼却処理する体;jjljを笠えて、江東区への負担
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ダこれらの規制値は年を追うに従って強化され、ばい塵、 HCI、SOx， NOx、重金属類(特に水銀)、しかし焼却処理場の建設は進まず、 1967年(昭和42)に発表された杉並区高井を減らすよう主張した。

自治体毎の上乗せ基準も lJIlわり、 1998年(平成10) には、国際的にも最も刈応イオキシン類について、を起こしたこ とを受け、 江戸の清掃工場建設計画に対して計画予定地の住民が大反対運動(杉並紛争)

の遅れていたダイオキシン類の規制に関しても、具体的な規制値が定められるに至っている。を宣言する。1971年(昭和46)東京都は、「ごみ戦争J東区は杉並区のごみ搬入を 2度にわたって拒み、

関心は区部全域に広がり、都は都議会で「ごみ戦争 1年の最大の成果は「自区内処理の原則Jが広範な

(レベパ T"/プ)

焼却肢術レべ Jl-↑

()l例)と表明。柱361974年(昭和49)には杉並工場問題に関し、東京地裁の和解勧告を合意を得つつあることJ

受けて都と周辺住民との和解が成立した。

その問も東京都は公害対策として、フラスチッ クなど不燃ごみの分別収集の緊急実施を発表 (1973
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2 -6.石油ショックから現在に至るまでの廃棄物問題
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( ， )石油ショックによるごみ量の停滞

社会の動向として、 1973年の第四次中東戦争から始まった第一次石油ショックを契機として消費が急

激に落ち込んだため、 ごみの問題は、 再び排出量そのものの減少によって危機的状況を回避する。

( 2 )石油ショックと余熱利用
川11日l引110))曽)111

1 :焼却技術の歴史的変置と排ガス規制の変i星川

リサイクル運動や省エネル第一次石油ショ ックを契機として再資源化や余熱利用にも注目が集まり、

図 2.2 -6. ギーがブームとなる。

と名付けられた廃棄物からの総合的な資源化システムのパイロット事業横浜では「スターダス ト'80J

ごみ量の増大の現状

戦後の高度成長期を経て現在に至るま でに、 ごみ問題が深刻な状況となってきた根木には、者15i1i域に

おいて大量で、かつ質も以前とは異なるごみが排出されるようになり、対応が追いつかなくなっている

( 4 ) 
も試みられているom

余熱利用の代表的な方法に発電があるが、 1975年(昭和50)時点では、売電を行っているのは海外の

ごみ発電も多様なエネル

(1975・79年)

技術を直接導入した大阪市の西淀工場のみであったが、石油ショック以降は、

現状がある。

ごみ量の増大が全国的にどのように進行したかについて、全国のごみの総排出量と一人一日当たりの
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ギー供給源を確保するという観点から、 電力会社のメリットとして考えられるようになり、東京都葛飾

清掃工場 (1975年 ・1200t/d • 12000kW)は、 計画段階から売電を前提として設計された最初の施設と

2 -6. 
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「ごみ不足」から発電量も十分に得ることがでみ焼却施設も焼却能力にだぶつきが生じるようになる。

900 

800 

きなくなり 、石油ショ ックも一段落して原油価格が下落したことなどから、電力会社にも歓迎されなく

ごみ発電単体では積極的に事業ベースに乗らないまま現在に至っている。 住39

( 3 )公害問題と規制の多様化

なり 、

700 ごみ問題は公害対策基本法 (1967年・昭和42)による大気汚染防止法 (1968昭和40年代後半からは、

600 の制定をきっかけとして、焼却に伴う公害防止の観点から取り組まれるようになる 。 n~1I年 ・昭和43)

次々と汚染問題が発覚して規制項目が増加していく中で、特に石油ショック(1973年)以降では、

1973年(昭和48)にNOx規制が行われ、1983年 (昭和58) にはごみ焼却灰からダイオキシン類が検出さ

れたとの発表があり、翌年のごみ処理に関わるダイ オキシン等専門家会議の報告での安全宣言を経て、

(年度)

の経年変化刷

廃棄物処理法施行 オイルショ・ンク

図 2.2-6. 2:全国のごみの総排出量と一人一 日当たりの排出

只
U

。
「ごみ処理に係わるダイオキシン類、発生防止等ガイドライ ンJが出されて

-14 -

1990年(平成 2)厚生省より

， ) 2 -6. (図2.いる。
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図 2.2-6.3: 地域別に見たごみ排出量の推移i~n 指数/1983年=100

ごみの排出量は高度経済成長下の昭和30年代後半から急激に増加しており、昭和50年度 (1975)の時

点で、 10年前の昭和40年度 (1965)のおよそ 2倍に達している。一方地域別に見ると、大都市圏の増加

が特に顕著であることが判る。都市域に顕著であることの背景として以下の 3点が挙げられている。 itJ.l

-高度成長下で、大都市への人口集中が進ん t.だ~ざ、.f

.者都R市域での住宅の狭小化や集合住宅様式のj拡広大で、自家処理が困難となった。

・商業業務機能が都市部に集積し、それらの活動からごみが大量発生するようになった。

排出され続ける大量のごみは、焼却処理などの中間処理を経て、最終的には最終処分場に埋め立て処

分されることになる。しかし厚生省によれば、産業廃棄物の減量化やリサイクル、処分場の新設がすす

まない場合、 2008年度には処分場ゼロという事態が迫っているとしづ。桝

東京 23区は埋立に適した東京湾に恵まれており、江戸時代から最終処分の地を海に求めてきた。そ

れでも、埋立に使用している中央防波堤外側埋立処分場は平成 9年 9月で満杯、となり、計画中の新海面

処分場さえも 15年程度の試用期間しかないという状況にある。 i~~6

現在のペースでごみが増え続ける限り、ごみの排出量が処理体系の能力を上回り、処理が行き詰まる

といった危機的な状況となることは必至となっている。
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→ ①汚物掃除法成立・露天焼却開始

②屋内型ごみ焼却炉の登場

→ ③ごみの分別・減量運動

→ ④ごみの再利用運動・発電や乾溜実験

→ ①清掃法成立・焼却炉の復旧

→ ②処理方法の機械化と連続式炉の登場

→ ③不燃ゴミの分別運動

→ ④省エネとリサイクル運動・売電と油化実験

表 2. 2 -7. 1 廃棄物問題と対応方法

2 -7. 廃棄物問題と対応方法の推移のまとめ

ごみ問題と対応方法との関係について歴史的な推移を整理すると、明治から第二次世界大戦まで、敗

戦から石油ショックまで、そして以降現在に至るまで、それぞれの時代情勢の中で良く似た経験を繰り

返してきたことがわかる。特に過去の 2度は、非常によく似た問題に起因して対応を変化させている。

明治~第二次世界大戦

急速な都市化・伝染病の流行

重工業化・埋立地不足・露天焼き公害 → 

公害と反対運動

戦争と物資不足

敗戦~石油ショック

敗戦・衛生状態の悪化

高度成長・埋立地不足・ばい塵公害

公害と反対運動

石油ショック

明治 ~ 世界大戦II ~ 石油ショック バブル崩壊

都市衛生の悪化

↓① 

焼却処理の推進

政府の処理責任

ごみ増・埋立地不足

ごみ公害発生

↓② 

滅容(中間)処理技術

( 5 )ごみ質の変化の現状

高度成長期以降、ごみとして大量の紙類やプラスチック類、飲料容器などを中心に金属類やガラス

類、家電製品の普及等を背景とした粗大ごみが大量に排出されるようになる。 1980年代になり、プラス

チック類や重金属類などの有害物質を含有する大気汚染物質への対応が一定程度達成されてくると、発

ガン性物質であるダイオキシンが、 f~F ガスや焼却灰として排出される問題が浮上してきている。

即ち焼却処理は、今日排出されている紙類やプラスチック類の比率の高いごみを滅容化する上では効

率の高い処理方法といえるが、焼却滅容化の結果生じる排ガスやばい塵、 i先煙汚泥、焼却灰などの二次

生成物による環境汚染を制御するためには、多くの技術対応を迫られており、そのための施設整備費や

維持管理に多大な費用とエネルギーとを要する状況になっている。 i~4J

医療廃棄物や科学廃棄物など、処理自体の困難な廃棄物の新たな発生も問題となってきている。

ごみ公害・反対運動

↓③ 

排出者によるごみ分別

物資の不足・不況

↓④ 

資源として見直し

市民ごみ運動

ロU
4
E
E

・

コレラ大流行

焼却推奨(汚物掃除法)

市直営の原則(" ) 

重工業化・埋立地不足

露天焼き公害

バッチ炉の建設

煤煙問題(パッチ炉)

厨芥と雑芥の分別

太平洋戦争

堆肥-飼料化・パルプ化

ごみ減量・利用運動

敗戦と不衛生

パッチ炉の復旧

国の処理責任(清掃法)

高度成長・埋立地不足

煤塵問題(バッチ炉)

連続機械式炉

環境汚染 (HCI等)

プラスチックの分別

石油ショック

発電・余熱利用

省エネ・リサイクルプーム

-17 -

消費プーム・埋立地逼迫

ダイオキシン問題

ハ'グフィルタ・灰溶融炉

建築副産物問題

大手t'ネコンの分別排出

バブル崩壊

スーパーごみ発電など

(消費の冷却)
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表 2.2-7.2:廃棄物問題と対応方法の推移

環境問題 政治・法律 ごみ経済 処理方法 焼却技術

縄文時代

平安時代

一都市化の進行

江戸時代

一生活の向上

一身分制度

明治時代

一人口急増

ー産業の伸長

大正時代

清掃丁

都市美の維持

都市衛生の維持

1643 

慶安の御触書

:1696 

:芥改役

公衆道徳の励行

1900 

汚物掃除法

一市直営の原則

一焼却の推奨

:I900 

清潔保持に関する取

締規則
.公害の発生

-一都市部の汚染

一足尾銅山I 叡焼却一|
第 1次世界大戦 環境悪化 | 

一重工業化 焼却場反対運動 | 
埋立地の逼迫 i 

1923 

関東大震災

昭和初期

一世界不況

一公害の拡大

臨調
戦後復興期

1950 

(生活圏外に排除す

るだけの方針)

箆牛馬・死体処理の

専門職

有価物回収

1662 

公認の塵芥請負人

屑拾い

委託事業化

汚職多発

J911 ↓ 

直接収集開始

~ (東京市)

親方制度定着

: (有価物回収)

貝塚

会所地

1655 

永代浦の埋立

→不法投棄多発

始開

)

却

市

焼

京

叩

天

東

印
露
ィ
1
・

② 

③ 

陸事.~:l・岡田主・I!1ß・

繭開園 始開の

)

集

市
収

京

引

別

東

円

分

(

④ 
1945 

灯火規制による露天

焼却の中止

ごみ減量運動

ごみ利用運動

有価物回収業i裏減

:1897 

敦賀に焼却炉

:1903 

j福崎塵芥焼却場

:1907 

長柄塵芥焼却場

:1916.1918 

;木津川工場

:1919 

:塵芥処理方法調査報

:告

:ごみ発電実験

乾留実験
・1:1924

・大崎塵芥焼却場

:1925 

十条塵芥焼却場

J929 

‘滝頭塵芥処理所

:1929.1933 

;深川塵芥焼却場

パルプ・アルコール

製造実験

乾溜実験

朝鮮戦争勃発 ごみの急増 . 
特需ブーム →汚染問題 . 

-=個人消費の爆発 →苛酷な作業 団
i的な伸び 狸立地不足 圃

1954 

清掃法成立

一国の責任

1960 (東京都)

塵芥減量運動

大気汚染防止法

廃棄物処理法

1973 (東京)

不燃物の分別収集

③④  

ごみ公害が多発 l 
産廃の不法投棄 1 
lI!"f~ 

東京ごみ戦争 l 
-地媛エゴ l 
-集中処理問題 l 

し

安定成長期

1985-

第 2次ごみ戦争
バブル経済

ハブル崩壊

←昌治体処理の財政的

な行き詰まり

省エネルギー

リサイクル

爆撃跡、河川海洋の

直接埋立

パッチ炉の復旧

機械化バッチ炉

ごみ収集自動車

→全連続式焼却炉の建

設ブーム

(中間処理による滅

容化と公害対策の努

力)

余熱利用

・発電、給湯

環境影響評価 地域還元

産業廃棄物問題

越境廃棄物

適正処理困難物 1991 

廃掃法改正

ーリサイクル埋立地の逼迫

エコロジー

棄て得・計画倒産

処理費の肥大化

有料化

デポジット制

Q
U
 

1957 

夢の島埋立開始

全連続式の登場

1963 

住吉工場

1965 

西淀工場

:MC. EP 

埋立地の研究

1975 

葛飾清掃工場

1975・79

スターダスト'80計画

1979 

落合クリーンセンター

i容融処理 ←灰溶融炉

ごみ発電活発化 ←高効率ごみ発電
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ごみ問題への対応は、歴史的に見ても、焼却施設をはじめとする中間処理施設や最終処分場、収集車

両の拡充といった処理の受け皿の整備という下流(処理)対応が大部分であり、特に昭和60年頃まで、

上流(生産) JnIJ対応や排出者段階での積極的な対応は遅れてきた。

これは大気汚染における自動車排ガス対策や、水質汚染における家庭雑排水対策などと同じく、直接

的に上流側の企業行為が原因とならず、個人ベースの消費過程を介在した問題であることや、排山され

た段階で排出者の特定が難しくなるなどのごみの持つ特徴に起因する刷と考えられている 。

しかし現在、最終処分場の容量は日々限界に近づいており(図 2. 2-7. 3)、ごみの処理fWJの対

応もこれ以上は困難な域に達している。近年のごみ排出量の伸びゃ質の変化による、処理の複雑化、処

理施設の用地難などから、処理経費の面でも肥大化している(図 2.2-7.4) など、多面的に緊迫

した事態にある。

これまで直面してきたごみの諸問題は、戦時下の極端な物不足によりごみそのものが出なくな ったこ

と、石油ショックによるごみ増加の停滞によって処理に余裕が発生したこと、という外的要因によって

先送りにされてきた。しかし現在、過去に経験してきたような、ごみが減って しまうほどの外的要因の

到来を待つような、問題の先送りでは済まされない状況に直面している。
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3. 廃棄物問題と環境理論

本節では、廃棄物問題に対して地球環境の視点から組み立てられてきた理論の整理を行う。

熱物理学を基礎とし、現在では社会学・経済学など多くの分野に応用されている理論の中にエントロ

ビー論があるが、ここでは「生命系を重視する熱学的思考J (エントロビー学会設立趣意書より)を軸

とした環境理論の中で、特に廃棄物問題と関連する理論の概要について整理を行う。またこれまでの廃

棄物処理技術に対する、環境理論からの評価に関しても整理を行い、今後の環境の時代に必要とされる

考え方について考察する。

3 -1 .熱力学の法則

宇宙普遍の基本法則の一つに熱力学の法則があげられる。住51

- 熱力学の第 1法則(エネルギー保存の法則)

宇宙における物質とエネルギーの総和は一定で、けして創成したり消滅するようなことはない。

物質が変化するのは、その形態だけで、本質が変わることはない。

・熱力学の第 2法員IJ (エントロビー増大の法則)

物質とエネルギーは一つの方向のみに、すなわち使用可能なものから使用不可能なものへ、ある

いは利用可能なものから利用不可能なものへ、あるいはまた、秩序化されたものから、無秩序化

されたものへと変化する。

3 -2. エントロビー論(物質循環)

熱力学の法則に基づ、いたカルノーの熱機関研究の展開からは、以下の法則(エントロピ一発生則)が

導かれる。

- 生命や社会など全ての物質の集まり(系)は、その中の変化や活動によってエン トロビーが

発生・蓄積する 0・系にとって余分なエントロビーを系外へ取り出すには、熱または物にエントロビーを付着させて

捨てる以外になく、エントロビーと同時に系の熱と物質が減る。系は活動を続けるために外部か

らエントロビーの小さいエネルギーや物質を入れなければならず、活動し続ける系にとって

廃熱・廃物の廃棄と資源の導入が必要な条件となる。

・系の持続的活動を保証する条件として、系の中の活動が作動物質の循環になっていることが必要

であり、作動物質の循環によって、その範囲内で系の活動が持続できる。逆に循環が破壊されれ

ば余分なエントロビーが系内に蓄積し、系の活動は弱まり、ついには停止する。

地球殿坑も活動し続ける系であり、地球環境に存在する作動物質の循環を「自然の循環」とみなすこ

とができる。人間社会は「自然の術環Jから資源を得て活動を行った後、この循環に廃熱と廃物を返

し、地球以筑は rfl 然の何1 5r~ J (白然の浄化能力)によって、人間社会の廃熱と廃物を資源(再生可能

なh:iJ;;[)に戻す。そのj品ねで地球環境は系外から太陽エネルギーを取り入れ、廃熱を系外に欣出するこ

nu 
nζ 
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とで活動を維持している。仮に 「自然の循環Jが滞れば、これに依存する人間社会や他の生命も活動を

縮小し、ついには閉じることになり、この問題を「環境問題」 と呼ぶことができる。即ち 1つの系であ

る地球環境の中で、人間社会を持続的に維持していくために許される活動は、 「自然の循環Jから再生

可能な資源を得て、自然の浄化能力の範囲内の廃熱・廃物を「自然の循環Jへと返すことだけであり、

このエントロビー限界が人間の活動できる範囲の限界を規定することとなる。住52

この意味で、環境問題を解決しようとするいかなる科学技術一般についても、エントロビーによって

その限界は規定されることとなる。

3 -3.廃棄物処理技術の見直し

近代以降最も一般的なごみの処理方法として定着している「焼却処理」と、ごみ問題が逼迫する度に

推奨されてきた処理方法である「リサイクルJの2つを代表例として挙げ、その環境理論に基づいた地

球環境の視点からの再評価について整理する。

( 1 )廃棄物の焼却処理の問題

ごみの焼却処理も、自然の循環の中での微生物処理も、ごみを酸化させる(同じ量の酸素を消費す

る)点では同じであるが、前者はごみに含まれる炭素の多くを二酸化炭素として大気中に拡散させる

(エントロビーを増大させる)のに対し、後者は炭素の大部分を有機物として固定し、自然の循環に戻

す点で本質的に異なっている。 lt53

本来的に酸素の消費は、地球上の全ての生物にとって自然の循環を維持する上で必要な活動である

が、急速に大量の酸素を消費し、その結果として植物が固定化できる(自然の循環が処理できる)能力

を超えた、大量の二酸化炭素を放出するフロセスとなる現在の大規模なごみの焼却処理は、いかに排気

中から有毒物質を取り除くことができたとしても、それさえも残灰中に移行するだけであり、本質的に

自然の循環を破壊する要因となっている。

( 2 )廃棄物のリサイクルの問題

リサイクルの方法は大きく 2種類あり、自転車や家具や衣類、などをそのまま使い継いだり、リターナ

ルびんのように容器を生産ラインまで戻して繰り返し使用する「再使用Jと、紙くずや鉄、ワンウェイ

びんのように一度破砕・溶融するなどして原料化し、再び生産ラインに戻して作りなおす「再利用Jに

分けることができる。いずれの方法も利用できる回数が増えることになるため、その回数分だけごみの

減量化につながり、原料資源の採掘を抑える効果も期待される。しかし特に「再利用j の場合は、廃棄

物を原料化する際と再び製品に加工する際に石油エネルギーを使うことになり、かえってエントロビー

を増大させてしまうという本質的な問題があり(エネルギーを必要とせずに再利用されるようなものは

廃棄物ではなく資源と解釈される)、 「再使用Jも基本的に人間社会の中だけでの循環であるため、何

回か循環した後には廃棄されることになる。州

ただしリサイクルは、物質に関して閉鎖系にある地球環境の中で、物質が廃棄されるまでの時間を引

き延ばすという意味において、エントロビーが泊大する「速度Jを抑える効果があるため、環境の観点

からは人類、の死滅を先に延ばす労力として許制する立場1155もある。
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3 -4. 廃棄物問題と環境理論のまとめ

これまでの廃棄物問題は、常に廃棄物の処理側に重点を置き、科学技術を追求することによって問題

を解決しようとしてきた。しかしエントロビー論の考え方からは、いかに科学技術で環境問題の解決を

図ろうとしても、リサイクルも含めて、技術で可能なことはエントロビー限界内に限定されるため、こ

れに頼るのみで廃棄物問題を根本的な解決に結びつけることは困難なことを示している。

また、現在廃棄物処理の主流となっている焼却という方法も、有害物質の拡散に限らず、本来の自然

の循環とは離れた炭素の拡散によるエントロビーの増大をもたらす点で、地球環境の観点からは重大な

問題をはらむことも指摘される。

結果として「ごみの絶対的な量を減らす方向に進まない限り、環境問題としてのごみ問題は依然とし

て残ってしまう Jt}.S6ことが示され、 「環境問題としての廃棄物問題Jを本質的な解決に近づけるために

も、主流となってきた処理側での科学技術のみに頼る体系自体を問い直すことが求められている。

4. まとめと考察

2章を通じて整理を行った、廃棄物問題の歴史と地球環境の本質的特性から、今までの廃棄物問題へ

の対応方法に内在している 2つの問題点が明らかとなった。

( 1 )廃棄物問題に対して対症療法的な対応にとどまり、危機的状況に至る度に外的要因によって回避

することを繰り返してきた、歴史的な対応方法の問題。

( 2 )熱力学の法則と地球環境の視点から明らかとなった、処理側での科学技術のみに頼った解決方法

の持つ本質的な限界問題。

これまでの歴史が示すように、日本のごみ処理体系の持つ問題の多くは、大量生産一大量消費一大量

廃棄の生活様式が拡大したために、緊急の対応として行わなければならなかった焼却処理を中心とする

処理施設の整備という受け皿側の拡充に偏重した対応の中に、はじめから内在していた問題が顕在化し

てきたものと考えられる。

最近で、は、生産側すなわち事業者の中に、自主的に対策をはじめた例も現れている。例えばドイツの

ある自動車メーカーでは、部品や自動車全体の設計に際して簡単に再使用できることをあらかじめ計画

し、生産して社会に送り出す時点から出来るだけごみにならない対策を講じる試みがなされている。出7

これら生産者側の責任の考え方はまだ、認知され始めたばかりであるが、対策の対象が事業者中心となり

任の所在が比較的明らかになりやすいため、今後確実に広まる可能性を持つ。

しかし地球環境全体を視野に入れた考え方に立てば、生産一消費-処理の各フェーズの中で、残され

た消費者すなわちごみの排出者側からの主体的な行動が本質的に必要であり、はじめから貴重な資源を

ごみとして極力焼却しなくてすむような、 「廃棄物処理Jでなく「資源維持」のための、 「処理仮IJに主

体を[泣いた体系」から「排出者側に主体を置いた体系」への移行が終局的な目標となろう。

そのためにも、排出.x-の点任と意識の持続は基本的な条件となり、排出者側に対する問題の共有化が

不可欠な要素となっている。この観点に立って、人聞社会との問で相互に重要な影響を与え続ける物理

的環涜のーっとして ii古婦工場デザイン」を位置づけ、これまでの歴史と現状の調査から社会背景を読

みとることは、今後のあるべき環境デザインの指針を得る上で、重要な意義を持つと考えた。
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第3章.清掃工場の立地環境の推移

1 .はじめに

1 -1 .調査の背景と目的

ごみ処理施設整備の基本計画やごみ処理施設が有すべき技術的内容等についてとりまとめられた、 厚

生省の監修によるマニュアル「ごみ処理施設構造指針解説(1987)J によれば、焼却施設を含むごみ処理施

設の位置選定に当たって、総合的に検討しなければならないとする項目山が示されており、その第一番

目には「収集運搬の効率Jが挙げられている。

例えば費用面で見ると、東京都区部ではごみ処理費用のうち、収集・運搬費の割合は約 7害IJ'12に達

し、京都市の場合は処理費用全体に対する割合に換算して、家庭ごみで66%、粗大ごみでは54%、不燃ご

みでは83%を占め問、神戸市の報告白ではごみ処理費全体に対する収集運搬費の割合が70%となってい

るなど、一般に収集・運搬費はごみ処理費の 5"-'8害IJを占めており、大都市ほどその比率は大きくなる

傾向にある出といわれている。ごみの収集作業に自動車をはじめとする化石燃料を利用したエネルギー

機関が主に使用されている現在では、収集作業はエネルギーの消費と二酸化炭素の排出に大きく関わる

と考えられ、収集運搬効率の問題が与える影響はむしろ環境の面から見て極めて重大である。

しかしながら、現実には必ずしも合理的な都市計画となっていない場合が指摘されており、清掃工場

の立地環境の決定には技術以外の社会的な側面が大きな影響を及ぼしていると考えられる。

本章では、京阪神 3都市と東京都区部のごみ焼却処理施設を対象に、ごみの収集・運搬技術の歴史的

推移と、施設の都市計画的な立地環境の歴史的推移を照らし合わせ、施設配置と技術との関係性を明ら

かにすることを目的とする。その上で、技術に依らない部分の背景について考察することとした。

1 -2. 調査の対象と方法

調査地域の選定に関しては、古くからごみ焼却処理施設が発展してきた歴史的な経緯のある大阪市山

と、京都市・神戸市を含めた関西圏を代表する 3都市と、対する関東圏を代表する都市として東京都区

部を対象とした。調査対象とした時期は1996年現在までとする。

特に本章では、各時代ごとの施設の配置特性を明らかにする目的に沿って、その時代に新規に設置さ

れた(新規の敷地に新築された)事例を中心に調査を行い、同じ敷地に建て替えもしくは増設された場

合については、これと分けて分析を行うこととした。

調査方法として、ごみの収集方法と輸送技術の推移に関しては、各都市の自治体が年度ごとに発行し

ている「清掃事業概要」等、過去の刊行物を基に文献史料と照らし合わせて記述を整理した。

各時代のごみ焼却処理施設の都市計画的な立地環境の実態に関しては、国土地理院発行の 2万5千分

のl地形図(明治期については 2万分の 1)を基に、施設が建設されて以降で最も発行年数の近い旧版

地図上で場所を特定fいした上で、地図情報から周辺環境を読み取る形式を係用した。

これらについて時代的な一致を根拠として整理を行い、各自治体に対するヒアリングの結果とあわせ

て、ご、み焼却処理施設の都市計画と技術との間の対応関係を示した。
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昭和~第二次世界大戦• 2. ごみの収集方法と輸送技術の推移

昭和に入ると、 1930年の時点で、今宮焼却場のみ主に今宮

町地域のごみを肩引車で直接搬入していた以外は、各所の河

焼却処理施設の都市計画的な配置特性の推移を分析する上で、まず配置決定の主要因である機能的な

ごみの収集方法と輸送技術の歴史的な推移を明らかにする。

岸地の船積場26ヶ所まで肩引車で搬出したものを船積みして

木津川・寝屋川の焼却場に運漕するか、当時100ヶ所近く存

在した陸上処分地(最終処分場)に運搬して埋め立てていた

が、 1934年からは馬力車による収集を採用して、肩引車と馬

側面を把握するため、

江戸時代以前において、人々が自然界に大きく依存しながら集落単位で生活していた時代には、ごみ

処理場は集落の中にあるごみ捨て場(貝塚なども含む)という身近な存在であり、平安京など時代の中

で特化した一部都市を除いて、 ごみの収集や輸送、処分という流れのすべてが、個|人や家族、集落単位

で個別に行われ、人手で運べる範囲で運殿して自然の分解メカニズムに依存して処理が行われていた。

本節では、江戸時代以降、特に1900年(明治33年)汚物掃除法によってごみの処理が市町村の義務と

して位置づけられた以降の時代を中心に、関西の 3都市と東京都区部を対象として、ごみの収集方法と 写真 3.2-1.2 河川運漕

力車を併用する収集方法に改められた。 1932年時の塵芥処理

費の内訳を見ると、収集61.9%、運漕22.3%、焼却15.8%と

凶

なっており、塵芥処理費の84%以上を収集運搬費が占めてい

た。 1936年には収集作業の能率化とその美観を考慮して収集

作業に自動車を導入し始め、以後シャッター付きダンプ装置

を持つ特殊自動車の運用も試みられる。これにより収集制度

は自動車・馬力車・肩引車の併用とし、直接収集と中継収集

ごみの運潜作業は、自動車による長距離輸

送に代わる市内を縦横にめぐる50あまりの河川と運河を利用

した「水の都J大阪を象徴する効果的な作業形態として、

輸送技術の歴史的推移について整理を行う。

2 -， .大阪市における収集方法と輸送技術の推移住S

の併用となった。

江戸時代

大阪では江戸時代の初期に、当時主要な物流経路であった川筋の舟運の便と、道路の往来の便宜など

を図るために、それまで放置されていた道路や河川へのごみ投棄を取り締まるようになる。当時近郊の

姓がごみを肥料に利用していたが、肥料に適さないものや不要期には町年寄 (町.役人)

国

ー.-、、
L-の世話で低地

みの増量とともに強化されてゆくが、 1944年第 2次世界大戦や窪地に埋め立て処分したり、夜中に禁をやぶって河川に投棄するなどして処分していた。元禄時代
3 :木津川越しの焼却場写真 3.2-1 の影響によりごみ収集作業の中止とともに一時中止される。(1668年"'1710年)には芥取船 2隻で町中のごみ収集を行っていたが、 1763年に一手引請人が掃除賃を

戦後~高度経済成長圃

とって窪地にごみを埋め立てるようになる。

戦後になり、 1946年には収集作業の一部が再開される。排
明治~大正時代圃

出されたごみは、町会単位で設けられたごみ集積場に集め、
明治に入るとコレラの流行の反省から、 1889年の市政施行と同時に塵芥掃除規則を制定し、各区長の

トラックまたは肩引車で収集し、戦災跡や爆弾池で埋立処分
委任事業として、請負人が各戸の土間に掘られた塵芥溜から車(肩引車)を使って収集し運漕?処分し

された。 1948年には河川運漕作業も再開された。 1951年には

収集作業に小型三輪車を試験的に導入し、これが肩引車によ

ごみの収集作業が輸送と直結し

ており、浜地に近い場所では担い篭(背負い篭)で運搬して小舟に移して運漕・処分していた。

1900年に汚物掃除法が制定されると、大阪市は従来の請負に頼っていた収集作業の直営化を目指す

が、河川運j留については直営化に至らず、ごみは市内の河岸地に多く設けられていた塵芥溜場から船積 る収集がトラックに代わり、

て、処分地への直送が行われた端緒となる。
みして詰負人が運漕していた。当時の最終処分は堆肥に30%提供し、残り70%は尻無川下流の塵芥j宰場

で海中投棄をしていた。 1905年以降は河川運漕も請負から直
-有

蓋自動車を採用し、肩引車収集から小型自動車による直抜収集への転換を進め、問題となりやすかった

非衛生な中継作業と船積場の減少を進めた。その結果、 1950年には陸送と運漕との比率が53: 47であっ

1954年の清掃法の制定以降、本格的に小型自動車を増やし、 1957年から特殊架装車(パッカー)

品に移し、処理事業は全面的に直営事業となった。 1906年に

は石油発動機船を利用して従来の手潜ぎによる運漕が改めら

たものが、 1954年には69: 31となり、 1965年についにはごみ運漕作業は全面的に廃止された。交通体系
れ、 1916年には小舟制度を大型塵芥船に、衛生上問題の多い

輸送から、直接的この時期にごみの運j般の手段が、明治以来続いてきた中継による水の変化に伴い、
!窪芥j留場を直接船積みのできる桟橋式積出場へと切り替えが

な自動車による陸上輸送に変質し始めたといえる。

肩引車は、1965年には手掃きの道路清掃用および直後自動車の入らない道路の狭い地区の引き出し収

集用のみに使用されるようになったが、有蓋車収集の場合、中継作業が非能率 .4何年i生となるため、こ

の年から収集車のパッ力一化を実胞し、 1969年には全収集車のパッカ一化が完了した。道路の狭い地f5(

ー .--γ，.，-，;:，''';'

1 肩引車による収集作業写真 3. 2 -1 

ごみの運搬の主

要な手段であった運漕作業の充実が図られた。

始まり、曳航m汽船の借り入れも行われて、
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第 3章.清帰工場の立地環境の推移

対策として1968年から軽自動車を試験的に導入し、翌年度からは一部地域で本格的に作業を開始した。

1948年から再開された大掃除は、 1970年には廃止され、粗大ごみ収集に切り替えられた。開始当時は

年 1回、請負業者により無差 トラック に積み上げて回収していたが、 1974年には年 2回となって直営化

されると同時に、 粗大ごみを圧縮して自動的に積み込むプレスパック車が主力となり、 1977年には年4

回、 1984年には年6回、1990年からはおおむね月1回の回収体制となった。

一方、1961年頃スウェーデンで開発された空気輸送によるごみ収集システムは、大阪市でも市内の中

高居住宅対策として導入され、森ノ宮市街地第一住宅地区では、 1971年に着工して1976年から稼働して

おり、南港ポー トタウンでは1975年に着工して1977年から一部操業を開始している。

圃 平成時代

平成に入ると、 1992年に20年ぶりに廃棄物処理法改正が行われ、大阪市もごみの減量・リサイクル・

町の美化も含めた廃棄物対策を条例化する。 1991年にはアルミ缶・牛乳パックの回収受付を始めるとと

もに、 空き缶・ 空き瓶のモデル回収事業を行い、 1994年には全市で資源ごみの分別収集を行っている。
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1916. 

1918 

1925. 

1929.3 

1929.6 

1933. 

193-t. 

1936.8 

1944.6 

1946.6 

19-t7.4 

1947.9 

1949.4 

1949.9 

1951.11 

1954.4 

1957.8 

1958.6 

1958.8 

1958.9 

1959.8 

19o0.4 

19行0.11

lゆ行l.3

1963.1 

1%3.6 

19(>4.1 

lりβ4.-i

IlJ凸」日

I l)凸5 . ~

表 3. 2・1. 1 :大阪市の施設竣工時期とごみ収集・輸送に関する年表

ごみの処問、 区民受任'Hrtiとして公入札

による，lnu人による.

i'j物品111徐法施行。ごみ.11j配の処f1H、

diの1((常となる。

得崎1Ø芥焼却~ 綾工。

長柄塵芥焼却~ 綬工。

大哩!J僧:fi:船によるillimll"rl!th.桟前式的み

11¥し-U.Iの投i位。曳船Jllf(船の借り入れ。

木津川焼却~第 1 工~ 峻工。

木津川焼却~第 2 工~(附t世)峻[。

バih正鉱唱。 今宮焼却~ を引き絞ぐ。

木津川焼却~第 3 ・ 4 工場(J:{')，没)竣工。

寝屋川焼却~第 1 ・ 2 工場峻工。

寝屋川焼却場第 3・4工i易(J:{')，世)竣工。

木津川焼却~第 5 ・ 6 工~(則』世)竣 L

diHごみ受託~tll制度の設定. 9)Jより

IjÇ業を1J~!th.

収集作業へのrHilJlI(のふtJlJ.
部 2 次 l世界大 Ij貨の~~符で全Ï(IÎI下j に作業'1 '11: .

収集作業のi'jlJij(一部) . 

全di1t， i収集のj1J1別 (511取り) . 

r'J川出削作業のIlJlm.
~ dih末終， i収集 (3HI反り) の実施。

峨災泌がれきMMの開始.

オー ト3給による各戸以ililJil始。

j，'JM法制定。

ロー ド・ パッカーの試川Uil!th.
小J刊行持収集d(ぷ川開始.

パックマスター以川開始。

小)~! {j長'I(の改良佐川開始.

木津川焼却~新工~=大正工~ (il!将)

竣 1:.(トラック船人+ピッ トアンド

クレーンノiよの初段JIJ)
'1 ')\'1パッカ一、'I 1 )~14 愉佐川 Im !th .

大川船W .t.\.I~II:.
~t ，W制 ) M~l l1é ll : 。

ごみ焼却 lilが r.~di ， nllhj (大|以r.~di.i t Ilhj) 
決定を受ける.

住吉工~ 波1:.

i' 1 !IiIJ '1 ( 'J ~務所(l : ， ' n l'r ~1折 tri ，泣.
)L之助船川上~Irl~ 11:. 

11'IM憾勤時允足。

r~ ll \船 h1刷版 iI.，

I'I!IiIJ 'I( ・M15/frv4tllll叫 Ifrtri ，;~. .L 

人
馬
力
・
水
上
運
漕
の
利
用

11965.6 

^ 1

19倒

11965.9 

11965.10 

'1966.10 

'1969.2 

1969.12 

1970.2 

11970.10 

'1971.5 

'1971.6 

'I972.10 

11974.6 

1974.10 

1975.12 

1976.5 

1977.4 

1977.5 

1977.11 

1978.9 

1980.7 

1982.12 

198-t.4 

1984.10 

1988.9 

1989.20 

1990.4 

1990.10 

運
織
の
導
入

1991.10 

1992.1!l 

1994.10 

199-t.12 

1995.3 

-29-

西淀工iI 竣工。

普源寺、岩崎の両船前場~jJ二。

ごみのilli削作業が全而的に廃止される。

減東工場=鶴見工ij¥ 綾工。

自動*YjC務所城東出張所新設

八尾工湯綾工.

森之宮工i易綾工.

オールパッカー化完了。

万l司昨全fliーデ171~MWi環。不法投来-M.

おl大ごみ収!sIJU始。
平野工~ 綾工。

U!IiIJII['JC務所*住古山illi所新設。

ごみ空気愉送尖験開始。

将l大ごみ収集にプレスパックJjr:将入。

東注工i易綬工.

調!大ごみ収集作 2回収iliとなる。

ごみ空気愉i基胞投南港ポートタウンにお工。

ごみ空気輸送施設(森之'，':crli街地f!:宅-jUJ

工・Jc分)稼働。

羽l大ごみ収集作4回収集となる。

港工ij¥ 綾工.

l対港ポートタウン行路輸送出転開始。

南港工ij¥ 綾J~ 。

大正工~(出符)後て. 

.i'fr1J動II(・Jc務所|用品。

定附i円以itを全di-ffに尖Jj在。

羽l大ごみ{!:6回収集体制となる。

(前年皮は年 5回)

住之江工場峻工。

夫化被却l隊品川。

鶴見工ij¥ (il!将)綾J ~。

羽l大ごみ年12回収ili体制となる。

(，iij{!:位は{I:9回)

資源リサイクル'JC;l開始。
~t . 1m，Ç，~ . Jl!!.T<でqき;1;'.引き胤の

分};IJ JI.'X~‘テスト実胞lJil始。

ñ狐ごみ分}JIJ lIJ( iliの すそ di~施。

太郎，jll収集のlJil始。

西;定工~(辿将)綾 L。

八尾工場 (山林)波 r..

大
量
運
搬
・
長
距
離
化

収
集
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

- 明治~大正時代

京都市の清掃事業は1890年に始まったが、当時は人口約 29万人で世帯数 6万3千で、はじめは上 ・

下両区長に委任して業者に請け負わせる請負制であった。市によって本格的に事業が行われるのは1900

年の汚物掃除法の施行以降で、 翌年に市の衛生課の所管としてごみ処理の市直営化が開始されている。

当時の機材は馬車と肩引車であったが、1923年には他の都市に先駆けて自動車4台を採用している。

主なごみの処理に関しては周辺部の空地や池沼に投棄するのみであったが、 1925年の十候塵芥焼却場の

竣工とともに全収集量 230tのほぼ半分の焼却処分が可能となった。

- 戦後~高度経済成長

戦後の収集作業は1946年から再開され、翌年秋にはほぼ全市

の各戸収集が行われる。その後直営の収集区域の拡大、人員、

機材、施設の強化が進められ、 1955年には清掃法に基づく特別

清掃地域の指定が行われた。

生活水準の上昇と生活様式の変化などからごみの排出量は増

大し、 1961年には再び年間収集量が 11万 tに至る。1962年に

は、年中無休(年始年末 3日を除く)による 5日目完全収集体写真 3.

制の確保、失業対策事業の日雇い労働者による作業体制から

の全員正職員化が行われる。

収集・運織作業では、それまで自動車 ・オート三輪による

各戸収集から処理場搬入への直接収集と、 失業対策人夫の肩

引車による各戸収集から 自動車へ積み替えて処理場へ級入す

る間接収集の 2つの方法で行われていた作業が、ロードパッ

カー車による直俊収集と、テーラー車で各戸収集 した後ロー

ドパッカー車に積み替えて惚送する間接収集へと収集作業の

機械化が行われる。さらに1971年には、間段収集の各戸収集

- 昭和~第二次世界大戦

昭和にはいると市の人口も 100万を超えて1933年にはごみ

の量も日量33 9 t (年間収集量 11万7千 t)に達し、ごみ

の全量焼却を目標に1936年には大型の横大路焼却場が竣工す

る。

しかし戦争の激化とともに、機材、人員の不足による収集量

の低下、戦時体制の強化にともなう化学肥料の減産のためごみ

の肥料としての需要が増えたこと等によりごみがなくなり、

収集・処理に関して一時作業が中止される。
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

が軽四輪車に切り替えられ、中高層住宅などのダストシュート対策としてコンテナ収集が追加される。

現在ではロードパッカー車の入れない道の狭い場所で軽四輪車による中継収集が行われる以外は基本的

にロードパッカー車やコンテナによる直接収集となる。

1986年には各戸収集から定点・片側収集への切り替えが推進され始める。

田 平成時代

平成時代に入ると、環境思想の高まりを受けて、 1992年には空き缶の分別収集が全区で実施されるよ

うになり、 1993年には筒型乾電池の拠点回収が始まるなど、収集作業面でごみの多様化に対して細かい

対応が進められてきている。

1890.6 

1897.9 

1900.4 

1901.4 

19似 .12

1907.4 

1912.4 

1923.9 

1925.12 

1932.3 

1935. 

1936.6 

1951.11 

1954.4 

1956.12 

1962. 

19ら.u

表 3. 2・2. 1 :京都市の施設竣工時期とごみ収集・輸送に関する年表

による」

m投曜芥的て場が駐在の二ノ桶処血'jC務所

放地(東山氏制布i柿本町3H存地)に設世

され、政水による船迎が開始される。

汚物姉除法胞行。

，Iil白常収.mで一般家庭のごみ収llil別始。

私イf 深草塵芥焼却11 と契約。

各戸にl曜ナト;知を投，i't. 5 JJ大削除施行決定。

l供芥ìlli綴川に!.!~T!t (10台)を初めて使)1].

J.l，'?1i=l&.m作活にr'J.iIiJ)i1C (4台)を探川。

十僚塵芥焼却i曇 綾工。

伏見塵芥焼却iI 綾工。 (111伏凡rliより

移行後改築)

以.m作業が!.!S'I(から CJ動小:主体に変わる。

検大路鹿芥焼却~ 綾 L

イi ;(;i ごみ以.m ll[帥人。(ir'l州、'jÇ~機械化の

端怖となる)

i，'lMW施行。ごみのイi料収.m開始。

!.!_)tltをすべてオート 三輪に移行。 .'(j.J

テーラーおよびロードパッカーの民川開始。 m

繍大路新焼却炉=南清帰工i易第 1 工~

(辿林)綾r。
1968.2 ごみの泊 2回収見制実施。 (11111，1公休iL1J)

r!'，t':j/r>1{1:宅のごみ収見コンテナー佐川U目的。

1 %8.5 ~ t清婦工11 波 t.

1970.同 大)¥'1ごみ無料収集災施。

水
上
運
漕
の
利
用
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1971.9 

iI972.4 

i ^ 11974 7 

11976.4 

1976.6 

11976.10 

1977.11 

1978.9 

1980.9 

1986.12 

1987.4 

，1991.10 

1992.9 

1993.12 

西清得工~ 峻工。

ごみ収~中総作業の改善 (WMrl'継 → 

ドッキング中継へ)実施.

山科地区でAlfIドを廃止し、直営Ilt化する。

斑棄物処思!法施行。

大型ごみ収集を年 2回とし、秋の 1田を

大掛除と併せて行う。

家庇ごみの分別収集のテスト実施

(モデル地区11カ所)。

南;育得工i易第 2工!l(附設)緩工。

定JUJ有料ごみ収.m制度の斑11:。

ごみ減町、作資源を円的とし、分別回収の

モデル実施。

大担ごみのql/d収集制を北区より開始。

左京区fr.7'f、広河原など問辺区域の

ごみ定JQJl収集を開始。

東清得工~ 綾工。

南清得工i暴第 1 工~(辿杯)綾ーc。

空き{じ分別収!lS1)}J!lfl.

リサイクル法施行。

空き(1;-分別収lli全区;k施。

間)~1乾屯池の拠点回収Ufj始。 WIM'JÇ務

所 ・区役所・保健所など，n48カ所)

1995.6 終日日包装に係わる分別収民政びII}尚品化

2 -3. 神戸市における収集方法と輸送技術の推移住12

の促進等に|則するWiit公布

田 明治~大正時代

神戸市で組織的に塵芥の処理が行われるようになったのは1900年の汚物掃除法が制定されて以降で、

当初は清掃監視i限員の監'留で以前からご、み処理業務を行っていた業者に対する請負により、収集された

ごみは主に出家の枇)J巴と低地の思め立てに充てられていた。

その後1907年には事業をすべて市の|直営に改めて、最初の浜添焼芥場が建設される。さらに人口とご

-31ー
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

写真 3. 2-3. 1 :船積場(脇浜焼芥場)

- 昭和~第二次世界大戦

昭和に入り周辺村町の編入や1931年の 8区による区政の施行を経てごみの排出量が増加し始めると、

新規に編入された地域を中心に焼芥場が次々に設置され、 1930年に 7番目の中村焼芥場が設置された時

点で全市のごみはすべて焼却処分されるに至る。

しかし第二次世界大戦の激化に伴う 1945年の阪神大空襲よって作業が事実上麻庫すると、人口の減少

と物資の不足により塵芥の量も激減する一方で、焼跡整理の土砂や瓦撲が大量発生し、塵芥の混じった

堆積塵芥として路上に放置された。

- 戦後~高度経済成長

終戦後は機材がほとんど焼失し職員も減少していたため、

刑務所と交渉して囚人を動員し、焼け跡の整理に重点を置い

た。家庭の塵芥はの大半は各戸で焼却処分させる一方、瓦

際、土砂、塵芥の終末処分は池や海岸埋立地などに埋立処分

を行った。

1950年に清掃局が設置されると、ごみの処理が本格的な計

画作業へと改変される。 1957年にごみ収集輪送のためにクラ

ムパッカー車が試作されると、 1959年には実際に購入され、

ごみ収集作業の本格的な機械化が開始された。 1961年には定 写真 3.2-3.2:初採用のパツ力一車 日収

集が始まり、 1969年には荒ごみ(組大ごみ)の収集と街頭紙

屑容器の収集が実施され始めるなど、収集サービスが年を

追って多様化する一方、 1961年に中高層の市営住宅でクレー

ンによるコンテナ収集が開始され、 1977年にごみ収集車とし

てごみを圧縮して大量に収集可能なプレスパック車が採用さ

れ始めるなど、高度経済成長期を通じて収集形態の多係化、

運搬形態の大量 ・長距離化が進められた。

写真 3. 2-3. 3 大型アルミ架装車

み排出量の増加に対応するため、市の東部にも焼却場を建設

しようとするが適地が得られず、結果として浜添焼芥場付近

の海岸地に高松焼芥場を建設して、市の中心部よりごみを海

路運送、陸揚焼却する計画となる。東部に建設することがで

きたのは1926年であり、川崎造船と神戸製鋼脇の埋立工事申

請に際する付帯条件として無償提供された埋立地に、脇浜

(東部)焼芥場とあわせて船積場が建設された。船積場はご

みの搬入だけでなく焼却残灰の海洋投棄にも利用されてい

た。
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明治~大正時代• 平成時代• 
明治初年頃になって伝染病が蔓延するのをきっかけに、

を施行し、各戸にごみ容器を備えさせ、 全区に200人のごみ搬出業者を指定してごみの搬出に当たら

1887年東京市は警察令をもって「塵芥取締規1993年には全市で実施されるように

1990年にはごみステーションでの古紙回収事業と空きビン回収モデル事業が開始されるなど、

1988年の空き缶の分別収集のモデル実施が、平成時代に入ると、

則」なり、

せた。 1900年に「汚物掃除法」が制定されると、 東京市会では汚物掃除法施行規則を改正して、汚物掃
1991年の再生資源の利用の促進に関する法律(リサイクル法)施行に関連して、資源回収を目的とした

収集サービスが行われている。
ごみの惚除を市の義務として行うようになり、 事業に関係して特殊の経験を有する請負人と特約して、

だ

一

回
一
回
一回
一

J
F一回
一曹

↑
町
一
回
一回
一

nh
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出処分の一切を委託し、市は監督を行うこととした。

1911年には市は直営の方針を確定し、 1918年には全15区を

この時期のごみ処理は、毎月数回、掃除人夫の

手により箱馬車に収集され、

直営とした。

一定の汚物取扱場に搬入され

当時の汚物取扱場はすべて河岸地や橋際に位置してお

ここで民業時代と同様に肥料芥、燃料芥、利用の見込み

のある屑類、捨てごみ等に分類し、肥料芥は船積みして千葉

見込みのある屑類は人夫の私的収入に充てられ、残ったごみ

。
た

り、

肥料組合により千葉県下へ搬出し、燃料芥は湯屋へ、利用の

大
量
運
搬
・
長
距
離
化

1 :神戸市の施設綾工時期とごみ収集・輸送に関する年表

1 :万世橋汚物取扱所

を千口
2 写真 3. 2-4 

めの設備や基幹的施設がほとんど消失してしまう。市は塵芥

取扱所の復旧を図ったが、急場に応じるために警察署の了解

て、市内の消失区域においてごみの露天焼却処分を行った。

写真 3

は海岸地である深川埋立処分場等に船で搬送して、 露天焼却

の後埋立処分されていた。各戸より汚物取扱場への収集は手

車や牛馬車で行われ、汚物取扱場からの搬出は船 (1922年時

ていた。

街頭紙くず容器の専用車による収集実施。

特別W州地峡編入 5カ年計闘の決定。

特別消捕地峡編入 5カ年計11!ijの短縮。 47年度末

までに全市岐を編入することを決定。

ショベルローダー腕入(不法投来処理用)

廃棄物処理法施行。

西クリーンセンター 綾工。

反転式コンテナ収集車 (4台)導入。

ごみ収集川コンテナの集中化若手。

東クリーンセンタ一 級工。

改良型クレーン式コンテナ収集車 2台将入。

北区肢の官団地のコンテナ集中化完了。

荒ごみ収集市としてプレスパックを民用。

普通ごみ収集車としてプレスパックを民JIl。

落合クリーンセンター 綬工。

港島クリーンセンター 竣工。

兵廊区で、荒ごみの月 2回収集モデル実施。

小学校空き缶回収システム1m胎(6校)。

全市一斉荒ごみ季節月 2回収集開始

クレーン式コンテナ収集の雌l上。

空き缶分別収集モデル;:J..f施。

メタノール仁1!VJll[将入。
荒ごみ月 2回収集を全てのnに鉱大。

苅藻島クリーンセンター(i主将)綾工。

ごみステーションにおける古紙回収事業開始。

空びん回収モデル、Jc業(空びんポスト)開始。

リサイクル法施行。

空き (I~'分日'J 収集全f!îで実施。
阪和11 ・淡路大í:l災。災'ð~.!怪物処JlH'JÇ~

受け付けIJ日始。

西クリーンセンター(iI!符)峻て。

空き{Ij')]2回収.!tに拡大。

1969.3 

1969.12 

11971.1 

KM 1971.9 

1972.11 

1974.5 

1975.4 

1975.5 

1975.7 

1975.12 

11977.9 

1978.7 

1979.11 

1984.3 

1984.11 

1< I 

11985.4 

11985.10 

1988.7 

.1988.10 

i ~~~~' ~O 
1990.4 

i 1990.8 

: 1990.11 

1199110 
1993.10 

1995.1 

1887.4 各戸にごみ容加を備え、殿山業者を指定。

19∞.4 7/]物州除法施行。

1906.9 浜添焼芥~ 峻工.

1919.8 高松焼芥湯(高松船積i易) 峻工。

1925.3 東部=脇浜焼芥場(脇浜船積~) 峻工。

1928.12 須磨焼芥~ 峻工。

1929.6 魚崎焼芥~ 綾工。

.1930.11 御彫焼芥i易峻工。

| 中村焼芥~ 峻工。

1945.3 阪神大匂盤でがlM7U¥悩所のうち 6山iJU所を

焼失。作業は'Jc尖上マヒ状態となる。

ごみ大11排出-fi'に対して料金徴収開始。

WMJII} ，投位。ごみの本棉的計Ilhj作業に打手。

垂水焼芥i易竣工。

NJ締法施行.

鈴間台焼芥11 峻[。

クラムパッカー 1台拭作。

有馬焼芥場峻工。

クラムパッカー腕入。収.!Jミ作業の機械化.1f手

定11収集制Il日始。

rli民に+，!fだった鈴 I:rj'縦作業を全廃。

妙賀山i青梅工~ 竣ーに。

7r'IM11u{号制夫施。7r'JMパトロールカ一新r世.

7r'IM機!VJt欲新設。

1964.8 全 rliのがJ28.5%に定 U 収集 ~J及 。

1966.12 '-E f1 JI)(.!t全rliの60%汗及。

1967.7 脇浜クリーンセンター(辿将)後工.

，1968.9 苅漂島クリーンセンタ一 級 L

1969.1 ini丸山'/:t住宅でクレーン*によるコンテナ

収集~施。

1969.2 ÞPJî rlî'!' ・ 11.5附住宅のごみ収民Jj~~I!作成。

1969.7 Jn，ごみ収.!tlJlJ始.

1969.8 六甲山の定 11Jl)(.!t実施。

2・3.表 3.

点で市有の塵芥運搬船は百数十隻にのぼる)が主に利用され

収集運搬とも市直営となり、施設の充実、組織の整備が進

ごみ処理作業のた1923年の関東大震災により、められたが、

収
集
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ー
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の
多
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化

1949.4 

1950.12 

1953.12 

1954.7 

1955.12 

1957 

1959.3 

1961.9 

1962.3 

1963.6 

1995.3 

'1995.12 

昭和~第二次世界大戦圃

1932年に新市域が編入されるとごみの排出量も倍増する。近代的な処理方法が求められ昭和に入り、

た結果、焼却工場、処理場が次々に設置され始める。2 -4. 東京都区部における収集方法と輸送技術の推移注13

ごみ中の有用資源の再生利用を促進し、作業体制の混乱を|坊ぐため、第二次世界大戦が進展すると、

一定単位の共同制のもとに別々の容器に分別収集させ、極力再利用を進めごみ減量運動が開始された。江戸時代国

ごみの排出て市は厨芥と残芥だけを収集する方法に切り替えた。 1944年になり空襲が激化するにつれ、ごみは会所という各町共有の空き地(町内の裏庭)に捨てられており、衛生や美江戸初期の頃には、

量も急激に減少する。観上問題となっていた。明暦元年 (1655) にはこれを各町が共同して集めて船に積み、河川を利用して

永代前i(当時の東京湾で現在の江東区永田町付近)に運ばれて埋め立てられていた。東京湾の深奥部は

戦後~高度経済成長• もともと水深が浅く 、以降現代に至るまでの東京の伝統的な廃棄物処理方法となる。幕府は公認の塵芥

戦後1946年になると、作業の復旧を図るとともに、機動班を設自a して道路や空き地に投棄された堆積掃除請負人をして収集運搬処分に当たらせ、芥改役を新設して請負人の作業や市民のごみの投棄を取り

ごみの処理に当たらせた。1947年には雑厨芥の分別収集を再び実胞し、厨芥の収集は娠鈴を合図に各戸締まっていた。

その後の五五郎、終末処から手車まで持ち出させ、雑芥は容器の焼失のため一定の場所まで似山させて、
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分は都が行った。 1948年より焼却場の復旧も進められた。

1951年には作業面での確実な各戸収集と収集回数の増加を

運
鍛
・
長
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化

-輸送に関する年表1 :東京都区部の施設竣工時期とごみ収
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1973.9 

1974.3 

1974.12 

1974.4 

1974.7 

1976.12 

1977.9 

1982.8 

1982.10 

，.， 11983.4 
1983.9 

1985.7 

水
上
運
漕
の
利
用

1962.12 多摩川清掃工tI 綾工.

i 1964.3 足立清帰工.ta 峻1:.

1 葛飾清婦工tI 竣工.

119削 ごみ仰による定時収集制実施完了。

1966.4 江戸川清婦工tI 境工.

1967.3 繁治街の日附、休日作業開始(鋭向、 ffil?i、

| 下谷削 池袋)。

1969.3 北清婦工場峻工。

i 世田谷清婦工.ta 竣工.

| 石神井=練馬清帰工.ta(陸将) 峻I:。

11969.10 精l大ごみ収集開始 (5区). 

|197012 千問工場(制)机

1971.9 廃棄物処国法 (lflTl1M法の全1M改JE)施行.

1971.7 王子h'1柿 'jÇ務所作内で分別l収集拭験的に IJ~ 始。

1971.7 大姉除作業廃止。

1973.3 公百対策として分別収集(焼却不適ごみ"1心)

緊急実施を先.&.北区で遡 1四分別収集をImW1.

大井清帰工場峻L。

多摩川清帰工tI 峻工.

江東清婦工tI 綾工。

仮矯清帰工i忌(辿千平)綾工。

分別収X(不燃・焼却不適ごみ)全民で実施。

コンテナJI1による収集作業および111縦輸送IJaW1.
葛飾清得工i易(也符)綾工。

足立清婦工tI(住持)綾工。

早朝ごみ以x作業の試行1J~W1 (ド谷・法i，i.). 

ぴん・かん収集作業モデル実施1J~W1 (足立東)。

杉並清得工tI 峻工。

光が丘清帰工tI 綾工。

休日繁'W街作業と可燃ごみの江.llUJ1M工場

慣入IJH始.

将l大ごみ収x作業に中~lプレス*羽入。
メタノール取のよu予災験IJH始。

大田清帰工~.第 1 工tI 峻に.

大田清帰工11.第 2工tI<ULl!i)竣[.

目黒清婦工11 綾工。

再生資源の利川の促進に関するWHt
(リサイクル法)随行.

資源ごみ収集モデル事業主施(，'.1，)111ベ・ 足立区)

屯3VJごみ収集tIlの広行試験実施。

有明清婦工~ 峻工.

千歳清婦工場(辿杯)峻 I ~o

表 3. 2・4.

1887.4 

1889. 

19∞.4 

19∞.4 

1911.4 

(918.9 

1923.9 

1924.11 

~ 927.4 
928.10 
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:1929.8 

11931.5 
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車八大内。

目的として、分別収集から混合収集へと移行が開始される。

同時にごみ収集作業の近代化を図るため、収集運搬の機械化

時に、試験的に行われていた小型トレーラーによる収集作業

れた。 1955年には運搬面での機械化を完全にするために、牛

馬車運搬を小型自動車に切り替えて運搬の効率化を図ると同

1951年には試みとして小型トレーラーが導入さが進められ、

2-4. 写真 3.これにより手車による収集は都区内からなくな

「ごみ収集機械化 5

を継続した。

カ年

ごみ質もプラス

る。 1956年東京都清掃局が発足すると、

計画」が立てられ、 1961年には自動車の全面的な導入によって機械化が完了した。

高度経済成長は、 1960年から1969年までの10年間でごみの量を倍以上に増大させ、

チックの普及などにより多様化が進んだ。
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策と

ごみ焼却処理施設の立地環境の推移3. 

本節では、対象となる各施設の竣工当時の都市計画的な立地環境の実態を調査し、

前節で整理したごみの収集・運搬技術の推移に照らすことで、施

設の都市計画と技術との時代的な対応関係を整理し、背景にある技術に依らない社会的な部分について

その時代推移につ

さらにこの結果を、いて分析を行う。

輸送部門では、交通事情の悪化や処理施設の未整備・遍在

により作業効率の悪化を招き、 1972年にはコンテナ式収集車

を開発し、 1973年には浮きドック台船が晴海埠頭で操業を始

めるなど、以降、大型輸送専用車・コンテナ車・大型船舶輸

響祭令で畠芥取締周則公布.各戸に腿芥容器

を備えさせ鴎芥級出業者約2∞人を街定。

東京、京都、大阪で特別市制を施行。

15区からなる東京市となる.

汚物帰除法施行。

市の義務となり前向制で躍芥収集開始。

躍芥収集直営作業開始。

J!g芥収集作業全区直営となる.

関東大震災。 一切の計画事業燈針。

大崎塵芥焼却場 後工。

大井塵芥焼却i易 唆工。

王子塵芥焼却i易 綾工。

入新井塵芥焼却iI 竣工。

深川塵芥処理工場(第 1工!I) 竣工。

大崎塵芥焼却i易(第 2工場) (明設)竣..L.

厨芥と雑芥の分別収集開始。

日暮里塵芥焼却場 峻工。

新区域併合で35区となる。大崎・大)1:• 

王子・入新井・日u・里の各焼却場を引継ぐ。

深川塵芥処理工i易(第 2・3工i易) (附設)

蒲田塵芥焼却i最 後工。

足立塵芥焼却~ 後工。

多摩川・世田谷・千歳・杉並・練馬・板橋

の6M姉工場の郷市計画決定。

東京府と東京市を解消し部制施行。

!f， 2次世界大戦の激化で陛芥収集作業rjl断。

終戦後の臨芥収集作業丙IJHに伴い、灰邸、

堆前処理のため、臨芥処理俊動班設位。

回芥と維芥の分別収集再開。

小型トレーラ一、自動車作業開始。

消柑法施行。

ロード・パッカ一献による作業開始。

千歳塵芥焼却湯綾工。

ごみ小型自動車による作業開始。

パックオール車による作業開始。

石神井清婦工~ 峻工。

ごみ親子主n作業開始。 (1967年度で出Jl:)

，1;"1)11地区の狭小勝地で起小型*によるごみ収集

のテスト作業開始。

ごみ容~Iiによる定時収集作業開始。

ごみ収集作業の俊械化完了。

板信清婦工場後工。

のごみを一度に遠方まで移送するための設

ごみ質の多様化に対しては、 1973年に焼却不適ごみを中心

送方式など、大

備が採用され始めている。

4 :コンテナ輸送車2-4. 

とした分別収集を開始したことを皮切りに、翌年には不燃ご

み・焼却不適ごみの分別収集を全区で実施するなど、公害対

しての分別収集を行う一方で、 1982年にビン・カン収集のモ

業を実施し、 1992年には、 1991年の再生資源の利用の

促進に関する法律(リサイクル法)施行を受けて、資源ごみ

収集のモデル事業を実施するなど、資源回収を目的とした分

デル ι

別収集を実施することで対応している。

収集作業の内容に関しては、 1967年に繁華街の日曜・休日

1982 1969年には粗大ごみの収集を開始、収集作業を開始し、

もその特徴を明らかにする。年には早朝ごみ収集作業を試行するなど、社会の利便性追求

立地環境に関する具体的な調査方法としては、過去の事例を含めた、大阪市28施設、京都市10施設、る。5 :浮きドック台船2-4. 写真 3.に応じる形で細かな収集サービスも実施するようになってい

地理院発行し、国神戸市19施設、東京都区部33施設、全90施設の竣工時期と竣工当時の所在地を調

の体系から、竣工時期以の2万5千分の l地形図(一部明治時代の事例については 2万分の l地形図)平成時代• 
降で最も近い時期に発行された施設の所在地を含む地形図を抽出して位置を確認し、施設周辺の地図情の導入を試メタノール車 (1988年)や電気自動車 (1993年)環境意識の高まりを受けて、近年では、

報を読みとることで、各施設竣工当時の立地環境の実態、を把握する方法を採用する。ただし過去に施設みている。

が建てられていた同じ敷地に、後年新しく建替もしくは増設された場合には、都市計四(I~な配置条件が

新規の敷地に立地する場合とは異なることを考慮し、本節では新規設置の場合を主な対象として分析を
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

行い、建替・増設(増改築)による設置の場合については分けて分析を行うこととする。

調査で得られた都市計画的な配置特性と、前節で明らかとしたごみの収集方法・輸送技術との関連性

については、史料調査及び、大阪市環境事業局、京都市清掃局、神戸市環境局、東京都清掃局へのヒア

リングを参考とし、時代的な一致を根拠として整理を行う。

各施設の立地環境の実態に関する調査項目には以下の 9項目を設定した。

園 水域との関係

運河や河川、海など主要な水域に施設が近接する場合の、種類と施設までの距離。

あわせて、水域を埋め立てて造成された敷地に建設された場合の、施設の竣工時期。

圃 主要道路との関係

国道に準じる主要幹線道路、または4車線以上の道路に施設が近接する場合の、道路の種類、と

施設までの距離。

- 近隣の主要な土地利用状況

施設を中心に半径500m(人間の一般的な歩行限界距離注M であり、近隣を指す距離的な目安と

した)の距離内における、水域を除いた主要な土地利用状況。地図上の円内を占める割合が 1"-'

2番目までに多い代表的な土地利用を抽出することとし、種別は、農地、工業地、密集市街地

(地図上ハッチで示される市街地)、分散市街地(集落を含む)、山林地、空地、とした。

- 密集市街地までの距離

地図上でハッチをかけて表示されている密集市街地のうち 2区画以上連続するもの(1区画のみ

の場合は単体の建築物を示す可能性が高いため)までの、施設からの最短距離。密集市街地に隣

接または内接している場合は距離はOmとなる。

本節では、この密集市街地までの距離を施設の郊外立地の度合いの目安とし、特に密集市街地ま

で、の最短距離が500m以内にある、密集市街地の近隣(周縁部)を「近郊Jと呼ぶこととした。

- 都心までの距離

施設の清掃事業主体となっている地方自治体の庁舎までの直線距離。庁舎が移転されている場合

には、その時代の庁舎までの距離とする。

本節では、 「都心:市街地のほぼ中央に位置し、都市及び都市圏を動かす政治・経済・文化・娯

楽などの中枢的諸機能が集積しているところJ11:15との定義に沿って、庁舎のある場所を 1つの

市街地中心とみなし、都心までの距離の目安とした。

- 行政区i或境界線までの距離

施設に最も近い行政区域境界線(市町村境)までの距~iít。水域上に境界線が位置する場合は、

ノk域に後する陸地線を実質的な行政区域境界線とみなした。

マ
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

- 周辺の都市施設

施設から 1km以内の距離範囲に位置する、道路・水路を除く他の都市施設M の種類。

• l也i或還元施設との関係

施設の建設に際して建設された、地元地域への公益還元を目的とした施設の種類と設置時期。

国 建て替えの場合の時期

施設の建設に際して、特に過去に施設が建設されていた同じ場所に建て替えられた場合の、施設

の竣工時期。

3 -1. 大阪市における施設の立地環境の推移

大阪市の場合、新規の敷地に設置された施設数は 16施設である。

水域と施設との関係についてみると、市域外の八尾市に建

設された 1例を除いて、すべての施設が河川や運河に接して

おり、大阪市の一つの特徴となっている。この背景には、伝

統的に i71くの都Jと呼ばれてきたように、大阪市では特に近

代まで;7]<路網が重要な都市交通の役割を果たしてきでおり、

ごみの主要な運搬手段についても1965年にごみの運漕が全面

的に廃止されるまで、長い間河川運漕が用いられていた経緯

がある。(現在でも住之江工場と大正工場の 2施設について

は、焼却灰の搬出に灰出し設備を介して直接横付けできる船

が利用されている。(写真 3.3-1.1)) 

主要道路との関係をみると、 1963年に竣工した日本初の近代焼却処理施設である住吉工場以降に新規

写真 3. 3 -1. 1 :大正工場の船での灰出し

立地した施設については、八尾工場、港工場の 2施設を除いて、国道に準じる主要幹線道路か4車線以

上の道路;こ500m以内で、取付道が接続されるようになり、残る 2施設についても600m以内で‘国道に近接し

ている。大阪市では1951年に収集作業に小型三輪自動車を試験的に導入して以来、 1969年にはすべての

収集車のパッカー化が完了しており、この時期にごみ運搬の手段が明治以来続いてきた中継を介した水

上輸送から、自動車による陸上の直接収集・直接輸送へと変質したことが、施設の都市計画に直後影響

を与えたと考えることができる。

近隣の主要な土地利用状況をみると、歴史を通じて工業地との関連が深く、新規立地の全 15施設中

1 1施設が近隣(半径500m以内)に工場・倉庫の立地がある環境に建設されている。また近隣の一部を

密集市街地が占める例は 3施設にとどまり、密集市街地までの距離で見ても完全に隣接する例は 2施設

であった。逆に 2kmを超えて離れている例は埋立地に立地する l施設のみであるなど、初期の水運時代

も含めて、多くの新規立地の施設が密集市街地から一定の距離をおいた郊外地に立地している。この背

景には、平坦で海抜の低い土地のために発達した水路網を持っていた大阪市では、陸上交通へと輸送体

系が変化する以前から、施設を水路近くに配置することで、密集市街地というごみの発生地からある程
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

度の遠隔地輸送を介した収集対応が可能となっていた状況が影響したものと考えられる。

都心(大阪市庁舎)からの直線距離の時代変遷(図 3.3-1.1) をみると、変動はあるものの、

前出の1963年竣工の住吉工場を境に、 5km前後で推

移していたものがおよそ10km前後で‘推移する事例が

現れるようになる。この背景には、水上交通から地

理的条件に左右されにくい陸上交通へ、さらに小型

車から大型パッカー車による長距離の直接収集へと

長距離輸送が可能となった状況と、市街地そのもの

の拡大がある。

一方、社会的な外縁部である行政区域境界線との

関係(図 3.3-1.2) については、 1965年竣工

の鶴見工場以降の新規立地の 8施設では、 5施設が

境界線に直接的に隣接しており、残る 3施設の内で

も2施設が水域に接しているため、実質的に行政区

域境界線に隣接しない施設は、操車場用地に建設さ

れた森ノ宮工場のみとなる。なお、市域外の八尾市

に大阪市によって建設された八尾工場も、 八尾市と

東大阪市の境界線に接して建設されていた。

周辺の他の都市施設に関しては、新規設置の時点

で7施設について、塵芥海中投棄場、斎場、屠殺

場、下水処理場、鉄道操車場、大規模公園、取水場

が周辺に立地しており、増改築の時点で立地した都

市施設にも、下水処理場と尿尿処理場がある。 最初

km 
15 r--------------------------.. ----------------------

• 
• • 

10 1--------------------------------------------------• 
• -• • 

• • 
5 ト ・・------_ ._ ，. --------------- - - --------~- -- ------

• • 

。
1904191319231933194319531963197319831993 

綾工時期

図 3.3-1. 1:都心までの直線距離の推移

3 km以上………一・………………………・ー……・ー・…..・一一一・一一一

2.5 rー

1Q'………  

• 
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lr…ー……・……………・一一一一……・…一・一一
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tt工時期

1 91 5~手 1925~ 1935~手 1945年 1 9S5~ 1965年 1975年 1985年 1995~

図 3.3 -1. 2 :行政区域境界線までの最短距離の推移

の福崎塵芥焼却場脇に設けられていた塵芥海中投棄場を除けば、これらの施設はごみの処理とは直接関

係のない都市施設であり(下水処理場については廃棄物焼却処理に伴う汚水の処理や余熱の利用で関係

づけられる面もある)、密集市街地内に建てられた森ノ宮工場が大阪城公園に近接する例を除いては、

多くは迷惑施設と見なされている都市施設同士が近接して設置されている状況にある。

地域還元施設については、大阪市の場合、増改築の際に設けられたものも含めて 3施設の建設に際し

て建設されており、その初出は1969年の森ノ宮工場である。還元施設の内容については温水プールとい

う余熱利用施設と集会施設の 2種類である。

同じ敷地への建て替えとなる事例については、大阪市の場合 5つの場所で施設の増改築が行われてお

り、その 1つ寝屋川焼却場は増築後閉鎖されたが、残る 4ヶ所では現在も施設が稼働している。木津川

焼却場については、 1959年に大規模なパッチ式の新工場に建て替えられた後、1980年にも連続式の大正

場に建て替えられており、西淀・鶴見 ・八尾工場については1965""'1966年に新規に連続式の工場が建

設された後、 1990""'1995年に改めて建て替えられて現在に至っている。敷地の周辺環境の特徴は、時期

が下がるにつれて土地利用面で市街地の占める割合が増大し、密集市街地からの距離も近くなってお

り、最新の建て替えII.J点では4ヶ所の内 3ヶ所で密集市街地に直接する状況となっている。

-39-

第 3章.清掃工場の立地環境の推移

3 -2.京都市における施設の立地環境の推移

京都市の場合、契約によって市が焼却を委託していた私有の深草壁芥焼却場と、旧伏見市から市に移

管されて使用されていた伏見塵芥焼却場の、初期の 2施設について当時の所在が不明なため、調査でき

た新規設置の施設数は 5施設である。

水域と施設との関係についてみると、 1897年にごみの疏水による船運が開始されており、 1925年に竣

工した十僚塵芥焼却場は堀川沿いに設置された。近年の例では1980年に竣工した東清掃工場が山科}11に

隣接しているが、この場合は水運の関係ではなく、隣接する下水処理場の関係で位置づけられている。

主要道路との関係をみると、 1936年の横大路塵芥焼却場が当時の大阪街道に取り付く位置に設置され

るが、本格的な自動車時代の主要道路との関係では、 1968年に北清掃工場が京都と小浜を結ぶ国道162可

線(周山街道)に沿う形で高雄山系の山沿いに建設されて以降で、 1971年には西清掃工場が京都と山陰

とを結ぶ国道 9号線に取付く形で京都西山の山中に、 1980年には東清掃工場が外環状線に沿う形で市街

地に設置されている。

近隣の主要な土地利用状況と、近接する密集市街地からの

距離を目安に、各時代の施設の立地環境をみると、初期の十

僚・横大路の施設については、水田地帯で‘ありながら500m前

後で密集市街地が近づく近郊に位置するのに対して、北清掃

工場 (1968年) ・西清掃工場 (1971年)は密集市街地から 2

kmを超えて離れた山中(写真 3.3-2.1) にあり、東清

掃工場については旧市街地から離れた新規住宅団地内に位置

する。特に東清掃工場については初めから市街地内に立地し

ているが、周囲の新規住宅地開発とほぼ並行して計画が進め

られたケースである。

京都市の場合、他の都市よりもかなり早い1923年から収集

運搬作業に自動車の導入(写真 3. 3-2. 2) を始めてい

るが、 1951年に有蓋ごみ収集車が採用されて清掃事業の機械

化が始まって以降、 1962年にパッカー車が採用されるなど、

1950年代に本格的に収集・輸送の自動車化が進められてお

り、 1968年竣工の北清掃工場以降には、主要道に隣接してい

れば機能的には自由な配置が可能になっていたことが背景に

ある。

都心(京都市庁舎)からの距離については、 6""'12kmの範 写真 3. 3-2. 2 :自動車による搬入

囲で特に時代的な傾向は見られないが、密集市街地までの最短距離(図 3.3-2.1) については、

1968年以降に山中に立地するようになったことを反映して距隊が伸びてきている。社会的な外縁部とも

言える行政区域境界線との関係(図3.3-2. 2) については、 1970年以降に新規の土地に竣工した

西清婦工場と東清掃工場が、山中、市街地と立地条件が異なるにも関わらず、いずれも行政区域境界線

に接して建設されている。
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周辺の他の都市施設に関しては、新規設置の時点

で2施設について、屠殺場、下水処理場がそれぞれ

周辺に立地しており、増改築の時点でみると 1施設

で新たに下水処理場が隣接して設けられている。

地域還元施設については、増改築の際に新設され

たものも含めて 3施設の建設に際して建てられてお

り、その初出は1968年竣工の北清掃工場である。

還元施設の内容については、温水プール、公園、体

育館、図書館、集会施設がある。

同じ敷地への建て替えとなる事例については、京

都市の場合では横大路塵芥焼却場で施設の増改築が

行われており、 1936年に最初の焼却場が設置され、

1964年に連続式の南清掃工場第 1工場に建て替えら

れると、 1975年には南清掃工場第2工場が隣地に増

設され、 1986年には第 1工場が建て替えられて現在

に至っている。敷地の周辺環境の特徴としては、時

期が下がるにつれ、土地利用面で農地に対する工業

地の占める割合が増大しており、付近一帯が工業団

地として整備されつつある。

3 -3. 神戸市における施設の立地環境の推移

第3章.清掃工場の立地環境の推移
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図3. 3-2. 1 :密集市街地までの最短距離の推移
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図3.3-2.2:行政区域境界線までの最短距離の推移

神戸市の場合、新規の敷地に設置された施設数は 16施設である。

水域と施設との位置関係についてみると、 1906年に神戸市で初めて浜添焼芥場が設置されて以降、

1953年竣工の垂水焼芥場に至るまでの 8施設中 5施設までが河川または海面に隣接して立地しており、

これ以降では埋立地に立地する 3施設が海面に隣接する形となっている。

主要道路との関係をみると、 1930年竣工の中村焼芥場が後に国道 2号線として拡幅される道に沿って

設置されているが、本格的な自動車時代の主要道路との関係では、 1959年に宝塚と唐植を経由して神戸

へと結ぶ宝塚唐樋線に沿って建設された有馬焼芥場

が最初で、これ以降に建設された、西クリーンセン

ターを除く 6施設すべてが主要道に隣接する位置に

設置されている。西クリーンセンターについても後

の1995年に建て替えられた時点では、高速北神戸線

と第 2神明道路のインターチェンジが800mの位置

に建設されている。

一方、近隣の主要な土地利用状況と、密集市街地

までの鼠短距雌(図 3.3-3.1)から、各時代

の胞設の立地環境をみると、初出のj兵添焼芥場から

km 
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図3. 3-3. 1 :密集市街地までの最短距離の推移
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

垂水焼芥場に至るまでは、市街地や集落など住居系の用途との関連が深く、密集市街地からの距離で見

てもすべて500m以内で、近接しており、初期にはごみの発生源である市街地付近に位置づけられていたこ

とがわかる。その後1955年竣工の鈴蘭台焼芥場以降の全8施設については、地形的な内訳として山地に

5施設、埋立地に 3施設 (特に埋立地への立地は1968年以降)となっており 、山と海とに挟まれた神戸

市の伝統的な市街地を避けてすべての施設が立地してお り、 密集市街地からの距離で見ても、500m以上

離れた位置に設置されてきている。

初期の時代には、人手や牛馬車中心であったごみの収集作業形態と水運による輸送形態とを背景とし

て、施設はごみの発生地である市街地付近か、または水域に隣接して建設されていたが、 その後自動車

交通体系の整備を背景として市街地から離れた郊外(主に山地) に立地するようになり、 特に1968年以

降は海側の新しい郊外である埋立地に立地するという時代傾向が見られる。

都心(神戸市庁舎)から距離(図 3. 3 -3. 

2) については、市街地付近に立地していた1953年

竣工の垂水焼芥場までの初期の時期には増加する傾

向にあったが、それ以降は有馬焼芥場や西クリーン

センタ一、落合クリーンセンターなど都心から

10kmを超えるような距離に位置する施設が現れる

一方、 1968年竣工の苅藻島クリーンセンター以降、

都心部で増加するごみを処理するために都心に近い

埋立地を利用して新規に建設される 2つの傾向が見

られる。

行政区域境界線への最短距離(図 3. 3 -3. 

3 )については、山地に立地する 5施設を除いた 1

1のすべての施設に近接する境界線が海面との汀線

となり、その距離も 9施設で;500m以内となってい

る。これに対し、 1955年以降に山中に立地し始める

施設は、有馬焼芥場が西宮市との境界に隣接するの

を除いて、境界線から 3km以上離れており、海と

山に挟まれた細長い市街地と、山中に新規住宅地を

持つ神戸市の地理的条件を反映している。結果半数

以上が行政区域境界線に近接して建てられている。

周辺の他の都市施設としては、埋立地に建てられ
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図3. 3-3. 2 :都心からの直線距離の推移
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図3. 3-3. 3 :行政区域境界線からの最短距離の推移

た港島クリーンセンターに下水処理場が隣接する。地域還元施設については、増改築の際に新たに設け

られたものも含めて 4施設の設置に際して設けられており、その初出は1968年の苅藻島クリ ーンセンタ

ーである。還元施設の内容は温水プール、公園、温室となっている。

同じ敷地への建て替えとなる事例については、神戸市の場合 3つの場所で施設の増改築が行われてお

り、その lつ脇浜焼芥場は1925年に新設されて以降、 1967年に建て替えられた連続式の施設を最後に閉

鎖されたが、残る 2ヶ所では現在も施設が稼働している。 苅藻島クリ ーンセンターについては1968年、
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

西クリーンセンターについては1972年に新規に連続式の施設が建設されて以降、苅藻島では1990年、西

では1995年に隣地への建て替えがなされて現在に至っている。敷地の周辺環境の特徴は、埋立地である

脇浜と苅藻島では時期が下がるにつれて土地利用面で工業地の占める割合が増大し、山間部に位置する

西では周辺の住宅団地開発により密集市街地からの距離が近くなってきている。

3 -4. 東京都区部における施設の立地環境の推移

東京都区部の前身は、 1889年に施行された東京・京都・大阪の特別市制による東京市である。東京市

による焼却処理施設の初出時期は全国的に見ても遅く、大正末期の1924年である。

これは東京湾の深奥部がもともと水深が浅く、家康の江戸開府にともなう都市計画で盛んに埋立てが

行われはじめて以降現代に至るまで、ごみや土砂による東京湾の埋立は東京の伝統的なごみ処理方法と

なっており、埋立適地に恵まれていた注17ことが背景にある。

東京都区部の場合、 1996年までに新規の敷地に設置された施設数は 25施設である。

水域と施設との関係についてみると、新規立地の全 25施設中 19施設という 8割近くの施設が河川

や運河に接しており、 一つの特徴となっている。東京は江戸の時代から、江戸の地を洪水から守り水量

の安定した河川や運河を使って安全な舟運を確保するために、瀬替えと呼ばれる河川の付け替えをはじ

め、舟の上下に支障のないよう改修された小河川や網の目のようにつくられた掘割(運河)による基盤

整備が行われており、江戸時代の大量の物資輸送を担っていた制。

1924年に初めて大崎塵芥焼却場を設置して以降、 1935年の蒲田・足立の塵芥焼却場まで 8施設中 7施

設が水域に隣接して建てられており、戦前のご、みの大量運搬に主に水運が活用されていた背景が読みと

れる。

主要道路との関係をみると、 1931年竣工の日暮里塵芥焼却場以降の新規立地の全 20施設について

は、板橋清掃工場が施設竣工後に 4車線道路に接続

されたのを除いて、当初から国道やそれに類する主

要幹線道路に近接する形で配置されている。

また、密集市街地への最短距離(図 3. 3 -4. 

1 )と、近隣の主要な土地利用状況から各時代の施

設の立地環境をみると、初出の大崎塵芥焼却場から

1935年竣工の蒲田・足立の両塵芥焼却場に至る戦前

の8施設については、近隣環境を市街地が占める場

合が多く、密集市街地への距離を見ても、埋立地に

設置された深川塵芥処理工場を除くすべての施設が
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図 3. 3-4. 1 :密集市街地までの最短距離の推移

500m以内で・近接しているのに対し、戦後の1955年に

竣工した千歳塵芥焼却l場以降の施設についてみると、全 17施設中 12施設が密集市街地から500mを越

えて離れた位置にある。

特に1969年竣工の北・世田谷の両清掃工場までの 9施設では、近隣環境を農地や工業地が占める一

方、その後1973年に竣工した大井清掃工場以降の 8施設では、うち 5施設が埋立地に設置された。

初期の|時代には入手や牛馬車中心であったごみの収集作業形態を背景として、施設はごみの発生地で

q
u
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

ある市街地付近に建設され、その後、 1951年からの収集運搬作業の機械化と自動車交通体系の整備を背

景として、市街地からやや離れた農地や工業地などの郊外に立地するようになり、特に1973年竣工の大

井清掃工場以降は、海側の新しい郊外である埋立地

に立地するという時代傾向が見られる。

都心(都庁舎)からの距離(図 3. 3-4. 2) 

をみると、変動はあるものの前出の1955年竣工の千

歳塵芥焼却場を境に 5"-'10km前後で、推移していた

ものが10"-'15km前後で推移するようになる。

一方、社会的な外縁部である行政区域境界線との

関係(図 3. 3-4. 3) については、はじめから

区部外に設けられていた 5施設を除いた新規立地の

全20施設中、 1962年以降で半数にあたる 8施設が行

政区域境界線から500m以内で、近接している。

周辺の他の都市施設に関しては、新規設置の 6施

設について、下水処理場、卸売市場、大規模公園が

周辺に立地しており、後の増改築の時点でみると下

水処理場と卸売市場が建てられている。

地域還元施設については、東京都では1969年竣工

の世田谷清掃工場以降、増改築の際に設けられた例

も含めて全施設を対象に設置されており、還元施設

の内容については温水プール等の余熱利用施設以外

にも、児童・老人・身障者のための各福祉施設、体

育館、集会施設、防災広場などがある。特に1980年

代以降、焼却処理施設が住宅団地を含めた市街地内

の新規敷地に建てられた例については、複合的な機能を持った区民センターが併設されている。

同じ敷地への建て替えとなる事例については、東京都区部の場合 7つの場所で施設の増改築が行われ

ており、その 1つ大崎塵芥焼却場は1924年に東京で、最初に新設されて以降、 1931年の第 2工場の培築を

最後に閉鎖されたが、残る 6ヶ所では現在も施設が稼働している。 6施設とも1955"-'1962年に新規の敷

地に設置されて以降、 1969"-'1977年に建て替えがなされ、千歳清掃工場はさらに1996年に建て替えられ

て現在に至っている。

敷地の周辺環境の特徴は、時期が下がるにつれて土地利用面で市街地の占める割合が培大し、密集市
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図 3. 3-4. 2 :都心からの直線距離の推移

3km以上…ι……・………-・一一………-・・…・………....・ H ・....…・…

2.5 r-一一一一一一

• 2ド…一ー

• 
1.5ド・ー・

1十一一-一一一一一一一一一-一一一一一一一一一......-....・-一一

•• • 
0.5 r'一一一一…・一・…一:…-・-

• 組工時期

1915年 1925年 1935年 1945年 1955年 1965年 1975年 1985年 1995年

図 3. 3-4. 3 :行政区媛境界線への最短距離

街地からの距離も近くなっており、最新の建て替え時点では 6ヶ所ι内2ヶ所で密集市街地に直接面す

る状況にある。
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施設配置の変遷・京都市 (scale= 1/180000) 
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

4. まとめと考察

4 -1 .都市計画的な立地環境の時期区分と傾向

本節では、 3節で行った竣工当時の立地環境の実態調査の結果に、 2節で整理したごみの収集・輸送

に関する機能的・技術的な背景を照らし合わせて時代区分を行う。また、ごみ焼却処理施設の立地環境

と技術との関係性を明らかにすることで、その背景にある社会的な考え方について考察する。

( 1 )市街地近郊立地期 (1900年頃，....，1955年頃)

水域との関係について見ると、 1955年頃までは90%以上の施設が水路や海面、河川敷に隣接して建設

されており、水域と密接に関わりを持っていたことがわかる。(図 3.4-1.1)
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図 3. 4・1. 1 :水域までの距離

密集市街地との関係については、やはり 1955年頃までは市街地内部に設置される場合や、市街地から

500m以内に近接する市街地近郊に設置される例が中心となっていた(図 3.4-1.2)。
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第 3章.清婦工場の立地環境の推移

この背景には、当時各都市内の物資輸送の手段として水運が主流であったため、ごみの大量輸送にも

運漕が欠かせなかったことと、ごみの収集作業が手車(肩引車)や牛馬車により行われていたため、一

度に運搬できる量と距離とが限られており、中継施設や焼却処理施設などのごみ集積施設は、 水域およ

び主要なごみ発生地である市街地になるべく近い場所に設置する必要があったという事情がある。

この時期には、収集・運搬の技術的な理由が、立地環境の決定に大きく影響していたと考えられる。

第 3章.清掃工場の立地環境の推移

この時期、本来であれば物理的制約から自由になった分だけ、施設の都市計画に関して、ごみの収集

面でより効率の良い機能的な配置形態をとれるはずであるが、実際にはこれとは逆に、施設を地域から

可能な限り外に押し出そうとする傾向が現れ始めている。

( 2 )郊外立地第|期 (1955年頃"""'1965年頃)

第2次世界大戦を経た高度経済成長を時代背景として、陸上の道路網が整備され、自動車交通が一般

化し始めると、ごみの収集運搬作業も機械化が進み始める。

東京都で、は1951年に小型トレーラーによる自動車作業が開始され、 1961年には自動車の全面的な導入

により機械化が完了。大阪市で、は1951年に小型三輪自動車が試験的に導入されて、 1969年には全ての収

集車のパッカー化が完了している。京都市では自動車の試験導入が1923年頃で他都市よりも早いが、清

掃事業の機械化としてパッカー車が本格導入されたのは同様に1962年であった。神戸市では1959年には

収集作業にパッカー車が導入されている。

これにより直接的な長距離輸送が可能になると、焼却処理施設の立地条件として、道路に接続してい

ること以外は先の時代にあったような技術的・物理的な制約条件が弱まる結果となる。

しかし実際の立地環境の傾向を見ると、 1955年頃からは逆に密集市街地から離れた場所にも数多く建

てられ始めており (図 3.4- 1.2)、周辺の土地利用状況も農地や工業地などが主流となって、特

に域内に山地をもっ都市では、道路を敷設することで山中にまで施設が立地するようになる。また行政

区域境界線との関係では、この時期以降は500m以内の距縦で、境界線に近接する施設が全体の約半数を占

めるようになる。(図 3.4-1.3，4)

( 3 )郊外立地第 11期 (1965年頃，.....，)

この時期の施設の配置環境の特徴としては、同じ敷地への建て替えが行われるようになったこと(図

3.4-1.5) と、施設が埋立地に立地し始めたこと(図 3.4-1.6) が挙げられる。
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--神戸市----------------ーー・・・・・ー・・----------・・・・十・--------------・・・0 ・・ 0 ・・ー
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図 3. 4ー，.5 :建て替えによる施設
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図 3. 4 -，. 6 埋立地に立地する施設

O-....O.5km 

33% 

3km超

7% 

1.1 -""2km 

22% 15% 
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

同一の敷地に対する建て替えの時代傾向としては、 1970年代と1990年代に 2つのピークがある。 1970

年代のピークについては、 1960年代を通じて開発・標準化された連続式炉を、既存のバッチ式炉施設の

性能向上の目的でこの時期に導入し始めた東京都区部を中心とした動きを反映してお り、 1990年代のピ

ークについては、 1960年代に一斉に建設された連続式炉施設が、 20........30年経って更新の時期に差し掛

かった関西を中心とする動きを反映している。

連続式炉が導入されて以降は、一定期間稼働した後には炉の全体を更新するために建築部分も含めて

取り壊すことが一般的となっており(最近では建築部分を残して炉のみを更新できるような設計も試み

られている削)、今後は施設の機能を維持する上でも、新規の土地が得にくくなっている社会的状況か

らも、同じ敷地上で定期的に建て替えが行われるケースが多くなると考えられる。

また、東京都区内では1973年の大井清掃工場、大阪市では1977年の港工場、神戸市では1968年の刈藻

島クリーンセンターの設置以降、施設は埋立地に建設される形で再び水域を目指すようになる。この時

期、埋立地への建設技術の確立が大きく作用したものと考えられる。

これらの背景には、新規の敷地の確保が困難になり、焼却炉の更新を必要とする時期に差し掛かった

ことや、多くの都市で市街地内部が飽和状態に近づいたために、輸送コストの面から見ても理想的な都

心の近辺に、新規の郊外地を求めて埋立地への開発が積極的に行われてきたことが挙げられる。

一方1970年に第64回臨時国会(通称は公害国会)が聞かれるなど、 1965年頃以降には、公害問題がク

ローズアップされ始め、施設の設置に伴う地域住民の負担を補償するという考え方で、設置に際して地

域還元施設が地元に建設され始めている(図 3.4-1.7)。

竣工時期

1915年 1925年 1935年 1945年 1955年 1965年 1975年 1985年 1995年

図3. 4 -，. 7 :地域還元施設の併設(建て替え時の場合も含む)

(4 )時代を通じた傾向

都心の位置を九都市の市庁舎の位置と仮定し、そこから施設までの距離の変遷については、変動を伴

うものの 、 11.H~がドがるにつれて都心から速い場所に胞設が配置される緩やかな傾向がある。
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

施設の付近に設置されるその他の都市施設について挙げると、下水処理場、斎場、屠殺場、卸売市

場、大規模公園等があり、公園を除いて一般に迷惑施設とされる都市施設は、同じ地域にまとめて設置

される傾向があると考えられる。

4 -2.社会背景に関する考察

分析結果からは、時代とともにごみの収集・運搬の技術的な変化により施設配置の地理的な制約条件

が希薄になってきた一方で、実際には、時代とともに合理的な都市計画とは逆の、ごみの発生地である

市街地からは離れた各時代の「郊外地Jに新規施設が設置される傾向があること、さらに社会的な周縁

地とみなされる行政区域境界線に近接して設置される傾向があること、時代を通じて迷惑施設とされる

都市施設同士がまとめて設置される傾向があること、を明らかにすることができた。

この現象は、 清掃工場の都市計画を決定づける条件が、ごみの収集・運搬に係わる技術的必然性から

遊離し始め、できるだけ生活圏から遠ざけようとする社会意識に比重が移ってきたためと考えられる。

近年では、各都市の年表中にも示されるように、増え続けるごみ量に対応するために大型コンテナ車

を導入して長距離輸送を行ったり、多様化するごみ質と市民のニーズに応えるために、分別収集や粗大

ごみ回収、早朝や休日の臨時収集を行うなど、収集サービスの長距離化 ・複雑化が進んでおり、市街地

から可能な限り離して施設を配置するというこれまでの計画方針のままでは、さらなる収集・運搬作業

の非効率化は避けられない状況にある。
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第 3章.清掃工場の立地環境の推移

住1ごみ処理施設の位置選定の際の検討項目として、 ( 1 )収集運搬の効率、 ( 2 )周辺条件、 ( 3 )地形、地質

等、 (4 )施設の将来計画、 ( 5 )土地利用計画等との関係、 ( 6 )関連施設との位置関係、 ( 7 )災害等に対す

る安全性の 7項目を挙げている。

住2東京都:東京ごみ白書 1995年.p.54・55及びp.84
出京都市清掃局平成 7年度清掃事業概要. p.22の1t当たりの処理費用を参考に計算を行った。

山神戸市環境局:ごみ処理の現状 環境局業務部事業概要 1977年.p.7 を基に計算した。

出(社)全国都市清掃会議:ごみ処理施設構造指針解説 1996年. p.34 
出大阪市清掃局:20年のあゆみ 1968年. p.16及び、大阪市環境事業局:事業概要平成 7年度版 1995年.p.119、
溝入茂:ごみの100年史 処理技術の移り変わり 学芸書林 1987年.p.42の記述による。

tt7過去のごみ焼却処理施設の所在地住所については、東京都清掃局、大阪市環境事業局、京都市清掃局、 神戸市環

境事業局の調査協力による。

間大阪市環境事業局:昭和 5---平成9年度事業概要及び、大阪市清掃局:20年のあゆみ 1968年 の事業沿革に

関する記述と事業年表を基に整理を行った。

tt9京都市清掃局:昭和31年度清掃事業概要. p.15 及び 昭和38年度清掃事業概要. p.1・2 の事業沿革に関する記述

と 昭和31年~平成9年の清掃事業概要 の事業年表を基に整理を行った。
住10京都市清掃局:昭和32年度清掃事業概要.p.15 
ttJl京都市清掃局:昭和37年度清掃事業概要.p.23・24
il12神戸市環境局(旧清掃局) :昭和30年度~昭和38年度事業概要 の事業沿革に関する記述と 昭和39年度~平成

8年度事業概要 の事業年表を基に整理した。

itJ3東京都清掃局:清掃事業のあゆみ 1977年 及び、 (社)東京環境保全協会 :50年のあゆみ 1982年 の事業沿

革に関する記述と、東京都清掃局:事業概要 の事業年表を基に整理を行った。

住14例えば、土木学会:水辺の景観設計 1988年.p.124 歩行距離の表。

illS地理学辞典改訂版 二宮書庖 1989年.p.522 

出品都市計画法第11条に規定される「都市施設j は、交通事設、公園その他の公共空地、 供給施設または処理施設、

水路、教育文化施設、社会福祉施設、市場、と畜場または火葬場、一団地の住宅施設、一団地の官公庁施設、流通
業務団地、その他制令で定める施設、である。

rU7溝入茂:ごみの100年史処理技術の移り変わり 学芸書林 1987年. p.173・174
rus財)日本地図センター:地図で見る東京の変選 (平成改訂版)解説 1996年.p.2-4 
位19たとえば、 1998年竣工予定の東京都北清掃工場では、プラン ト収納部分の外装パネルを一部取り外し可能な構造

として、建築を取り壊すことなくプラントの更新が可能な設計とされている。
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第 4章.清掃工場の立地環境の現状

第4章清掃工場の立地環境の現状

1 .はじめに

1 -1 .調査の背景と目的

本章では第3章に引き続き、都市計画的な立地環境について特に近年の傾向分析を行う。

全国的な傾向を詳細に把握するため、 1985年以降1996年までの近年に新設された日本の大規模清掃工

場の立地環境について調査を行い、主に統計的な分析手法を通じて、全国の同時代的な施設の立地特性

について実証的に明らかにする。

この調査を通じて、各施設の立地環境と各自治体の地域特性との関連性を明らかにし、 背景にある廃

棄物処理に対する社会的な考え方の、都市計画への影響について考察を行うものとする。

研究の位置づけについて、清掃工場の配置問題に関する既往研究には、ごみの澱送システムの提案を

通じて清掃工場の合理的な配置を論じた研究注Iや、廃棄物の排出量と収集システムの実態調査からシス

テムの検証を行った研究出が例として挙げられるが、多くは物理的な処理効率の向上を目的とした技術

的研究であり、施設の立地特性を都市計画的観点から実証的に分析しようとするものではない。

一方、ごみ焼却処理施設以外で一般に迷惑施設と呼ばれる施設を対象とした研究例には、下水処理場

を対象にコミュニティ施設との複合化と迷惑意識の関係を調べた研究注3や、火葬場の建設計画の問題を

対象とした一連の研究出がある。本研究によって、清掃工場の立地特性を実証的に明らかにすること

は、環境問題解決の根本に関わるであろう、廃棄物問題に対する社会思想の実状を把握する上でも必要

な作業といえる。

1 -2. 調査の対象と方法

研究にあたり、まず現在の一般的な清掃工場の都市計画決定の内容とそのプロセスについて調査を行

い、前提となっている法的な配置条件について整理を行った。

立地環境の調査対象には、日本全国で1985年'"'-'1996年の最近10余年間に、建築もしくは建替・増築さ

れた施設のうち、多くの自治体で建設の際に環境影響評価報告の手続きが義務づけられる基準値となっ

ている 1日あたりのごみ処理量200t以上の大規模な施設のすべてに相当する山 122事例を選定した。た

だし過去に同じ敷地に建てられていた施設を建て替えたり増設したりする場合には、都市計画的な設置

条件が新規の敷地の場合とは異なってくるため、本章では新規設置の88施設を主な対象として分析を行

い、建替・増設による34事例はそれと分けて分析を行うこととした。

調査の方法は、対象となる122工場の自治体発行の広報用資料(パンフレット等)を収集し、国土地理

院発行の 5万分の l地形図および土地利用図、 DID地図等を基に場所を特定して、地図情報および電話

によるヒアリングから周辺環境を読みとる形式で‘行った。このうちの20事例It両については、自治体担当

者への直接ヒアリングおよび現地調査を行うことで、分析内容の補足を行った。また施設を運用する

治体の地域特性としては、面積、人口、ごみ排出量、用途地域等について、自治省発行の自治体要覧、

厚生省発行の廃棄物年鑑、および電話によるヒアリングにより抽出して整理を行った。

以上で得た各施設の立地環境と、 運用自治体の地域特性との関係を見ることから、背景にある社会的

な考え方について考察を行った。
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第 4章.清掃工場の立地環境の現状

2. 近年の清帰工場の都市計画決定手続き

都市では多くの人々が生活し、様々な都市活動が行われている。これらの都市活動が無秩序に行われ

ると、健康で文化的な都市生活や機能的な都市活動が阻害される恐れがあることから、現在土地利用や

道路・公園及び‘ごみ焼却場等の都市施設の配置については、その敷地の位置が都市計画で決定されてい

なければ、原則として建築できないとされている。ここでは一般廃棄物焼却処理施設の都市計画が、現

在法的にどのような制限を受けているのかを見るため、都市計画法・建築基準法をもとに整理を行い町

、代表的な大都市である東京都の一般廃棄物焼却処理施設の都市計画決定プロセスを示す。

2 -1.都市計画法・建築基準法との関連

一般廃棄物焼却処理施設は、都市計画法第11条第 1項第3号の中で、都市計画に定める主要な公共施

設としてあげられている。ここに示される施設は総合的な土地利用の計画化、都市計画制限、都市計画

事業等を行う必要がある場合に、選択的に都市計画決定されることになるが、さらに建築基準法第51条

において「卸売市場、火葬場又はと畜場、汚物処理場、ごみ焼却場その他の処理施設の用途に供する建

築物は、都市計画においてその位置が決定しているものでなければ、新築し、又は増築してはならな

い。 Jと規定されることから、原則的には都市計画決定がなければ焼却処理施設の建設はできなくなっ

ている。

都市計画法第11条

都市計画には、当該都市計画区域における次の各号に掲げる施設で必要なものを定めるものと

する。この場合において、特に必要があるときは、当該都市計画区域外においても、これらの

施設を定めることができる。

同条第3号

水道、電気供給処理施設、ガス供給施設、下水道、汚物処理場、ごみ焼却場その他の供給施設
又は処理施設

建築基準法第51条

卸売市場、火葬場又はと畜場、汚物処理場、ごみ焼却場その他の処理施設の用途に供する建築

物は、都市計画においてその位置が決定しているものでなければ、新築し、又は増築してはな

らない。ただし、特定行政庁が都市計画地方審議会の議を経てその位置が都市計画上支障がな

いと認めて許可した場合、又は政令で定める規模の範囲内において新築し、若しくは増築する
場合においては、この限りでない。

都市計画で定める事項は、都市施設の種類、名称、位置、区域及び面積である。計画決定主体につい

ては、 一般廃棄物の処理処分が、 1971年施行の「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に定められるよ

うに市町村義務であり、施設の都市計画は都市計画法第15条により市町村が定めるとされている。東京

都区部については、都市計画法第87条の二で i23区としての東京都Jが決定し、都知事が承認すること

となっている。

2 -2. 用途地織との関連

各用途地域内の建築制限については、建築基準法第48条各項及び別表第二に示されており、廃棄物焼

却処理場については、 建築基準法上は工場ではなくごみを中間処理する施設であるため、建築できる建

築物が列挙されている第一種低円住府専用地減、第二種住居専用地域、 第一種中高層住居専用地域以外
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の用途地域で建設可能となっている。第二種中高層住居専用地域について建築できない用途には該当し

ないが、実際には規模や内容について、建築基準法別表第二に項第七及び八号の3階以上または床面積

1500平方メートル以上の住宅関連施設以外は禁止する条文に該当するため、 この用途地域では原則とし

て建築できない。すなわち廃棄物焼却処理施設は、住居専用系以外の用途地域において建築できる都市

施設とされる。

2 -3.施設の建築または建て替え

計画区域内で建築物を建築する場合には、都市計画法第53条の建築制限から都知事の許可が必要とな

るが、都市計画事業の施行として行う行為(都市計画決定の中で建築を前提として許可されている施設

を実際に建築することなど)及びこれに準ずる行為については許可が不要とされる。計画区域内での施

設の建て替えについては、 1968年までの旧都市計画法では処理能力が都市計画決定事項に含まれていた

ため、建て替えに伴い処理能力に変更をする場合は都市計画決定手続き再びをやり直す必要があった

が、現在の都市計画法ではあくまで参考として処理能力が明示されており、建て替えに際しては改めて

手続きを取る必要はなくなっている。しかし、周辺住民に対して建て替えの事業内容や周辺環境に与え

る影響などについての説明を行い、理解と協力を得ることが望ましいとされている。

2 -4.都市計画決定と環境影響評価のプロセス

国が、大規模な事業の実施にあたり公害の防止及び自然環境の保全上極めて重要であるとして1984年

に「環境影響評価の実施について」の要綱を閣議決定すると、翌年には建設省が「都市計画における環

境影響評価の実施についてJの通達を出して、都市計画を定める際に環境への影響影響に配慮するよう

求めており、東京都都市計画局では、東京都環境影響評価条例に基づいて手続きを行う際に、この通達

を準用して準備書(評価書案)の作成や説明会の開催などを指導しており、東京都では都市計画を定め

る際に、環境影響評価対象事業については都市計画決定と並行して環境影響評価手続きを行うこととさ

れている。

都市計画決定のプロセスについては、一般的な形式を採る大阪市を例にみると、都市計画決定は府

(都道府県)の都市計画部局の管轄であり、ごみ焼却処理施設を建設しようとする事業者は市町村(地

方自治体)となるため、都市計画決定は市町村が準備を行い、府との協議や調整を経たうえで府が認可

を行う形式となっている。

これに対し東京都区部の場合は、都市計画決定が都(都道府県)の都市計画局の管轄であると同時

に、施設を建設しようとする事業者も都(都道府県)の清掃局であるため、都市計画局が清掃局の決定

手続きをサポートしながら、実際に建設される区に対して協議や調整を行い、認可を行う形式となって

いる。

(図 4.2-4.1)
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3.清掃工場の立地環境の現状

本節では、 1985年~1996年の近年11年間に日本全国に建設された、処理量200 t /日以上の大規模なご

み焼却処理施設122施設のうち、新規の土地に新築された88施設を主対象として、地理的な配置と周辺環

境について現況調査を行い、現在の主な施設の都市計画の特徴と傾向を明らかにする。

3章の都市計画の推移に関する調査項目に準じて、大規模施設が設置されている

と、その「施設周辺の特性Jについて以下の項目を設定した。

( 1 )自治体全体の特性

M-1 :人口密度(人口/面積)

各ごみ焼却処理施設に対して清掃事業を担当する自治体(広域事業としている場合は構成する複数の

自治体を含む)

• 

3 -1 .調査の項目と方法

調査項目としては、

「自治体の特性」

(複数の場合は平均化した)人口密度。

M-2: 010人口密度 (010人口/010面積)

の

• 

東京都の計画決定プロセス大阪市の計画決定プロセス

(複数の場合は平均化した)人口密度。同様に、その自治体内の人口集中地区 (DID) における

本論で扱うDIDとは、以下の 3点を条件として設定された地区it8とした。

-平成7年国勢調査基本単位区を基礎単位地域とする。

・市区町村内の境域内で人口密度の高い基本単位区 (原則として 1平方キロメートルあたり4000人以

上)が隣接していること。

-それらの地域の人口が平成 7年国勢調査時に5000人以上を有すること。

国土地理院により近年10年以内に発行された、各自治体に関する 2万 5千分の l地形図に記載される

物理的な地理情報を調査。行政境界線など社会的な地理情報も含める。

M-3 :地理情報• 
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図4. 2 -4. 1 :都市計画決定のプロセス
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( 2 )施設周辺の特性

園 ト1:都市計画上の地綾地区

各施設の立地している敷地について都市計画的に指定されている地域地区を調査。市街化区域 ・市街

化調整区域の別や、市街化区域内の場合は用途地域の別について示す。

園 卜2:周辺の土地利用状況

施設を中心に半径500mの範囲の実際の土地利用状況を調査し、主要な 14種類の土地利用区分ごとに

その面積比率を抽出。

圃 卜3:周辺都市施設・地域還元施設

施設周辺の半径 lkm程度の範囲に設置されている都市施設の種類を地図上から把握し、施設建設の

条件として併設された地域還元施設について自治体の広報用資料より調査。

圃 ト4:010境界線からの距離

人口の集中する地域の外縁から施設までの最短距離を調査。 DIDの内外で区別して計測。

. 卜5:行政境界線からの距離

自治体の外縁である行政境界線から施設までの最短距離を調査。
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3 -2. 土地利用に対する傾向分析

施設の立地環境に関して、近年の全国的な傾向を把握するために、 1985年以降1996年までに建設され

た全国の大規模なごみ焼却処理施設122事例を対象として、物理的・社会的な環境について傾向分析を

行った。

ここでは特に土地利用に関連する傾向を明らかにする。

園都市計画の地織地区区分

各清掃工場の敷地に関して、まず都市計画法により規定される地域地区区分について調査を行い、そ

の全国比率を調査した。(図 4.3-2.1)

2種住居 11量住居 11量中高住専 2fl中高住専

2% 1 % - 1 % ，- 1 % 
焦f旨定(白地)

都市計菌区峨外 1% 
2% 

13% 

図 4. 3-2. 1 :敷地の地織地区区分の割合

市街化調並区峨
52% 

清掃工場のプラントとしての機能面から、工業系の用途地域区分に立地する割合が多い(合計40%)

ことは妥当だとしても、実際には、都市施設であるにもかかわらず、都市計画法第7条3項で「市街化

を抑制すべき区域Jと定められている「市街化調整区域Jに建設されている例が、全体の半数以上 (52

%)を占めている。

圃敷地の土地利用区分

一方、実際の状況により近い地理的な土地利用区分で見た場合には、各清掃工場の立地する敷地がど

の項目に属しているのかを把握するため、国土地理院が発行している1985年以降の r5万分の l土地利

用図」をもとに調査を行った。敷地に該当する場所を地図上で特定したうえで、そこに示される土地利

用について、 14項目 ttlOに分けて集計する方法を採用した。

各土地利用区分に該当する施設数の、全施設数 (122施設)に対する割合を示す。

(図 4. 3-2. 2) 

全体の中で、 33%が農地(田 畑，牧草地)、 21%が林地(林)に属しており、合計で54%と半数以

上の施設が農林地に建設されていることがわかる。清掃工場の役割からみて標準的な立地区分と考えら

れる、公共公益用地に建設されている例は17%で、順位で見ても田、林、工業地に次ぐ位置にとどまっ

ている。

園周辺の土地利用状況

さらに、清掃工場を取り巻く周辺地域の、 一般的な土地利用状況について把握するために、施設周辺
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における各種土地利用区分の面積比について、全国的な平均値を求める。

調査手順としては、同様の土地利用図をもとに、施設を取り巻く半径 lkmの円内を「周辺Jとみな

して88個の200mメッシュに分割し、 15種類の土地利用項目ごとの面積を概算して、全数に対する割合を

算出した。周辺土地利用面積の全国平均の割合を示す。(図 4. 3-2. 3) 

笠岡地

7% 

12% 

野E匝地 牧草地 線地

3%一

住宅地

6%ー

17% 

図4. 3-2.2:敷地の土地利用区分

野草地 公園緑地

5% 

;毎
6% 

工業地

7% 
17% 

図4.3-2.3:敷地周辺の平均的な土地利用割合

施設周辺の全国平均面積比率で見ても、農林地の占める割合は50%と半分の面積を占めている。

一方、公共公益用地の面積比率は 5%とかなり低くなっているが、公共公益用地の設定されるエリア

が清掃工場近辺に限定される場合が多く、面積的にも一般に狭いことが影響していると考えられる。

逆に住宅地に関しては、敷地の土地利用区分では全体の 5%の施設のみが住宅地内に立地していたの

に対して、周辺土地利用の全国平均面積比率では17%を占めている。この結果は、清掃工場に直接隣接

する住宅は少ないものの、周辺の1km圏内には、ある程度の割合で住宅が存在していることを示してお

り、実際には一部の住民が、その影響圏内にあることが読みとれる。

3 -3.地理的条件に対する傾向

消掃工場の立地する環境について、水域や山地といった地理的な条件との関係性について全国的な傾
向を把侵する。

・水域との関係

2章で明らかとなった、歴史的に清婦工場の立地に深い関わりを持っていた水域との関係について、

近年の大規模施設における傾向を把握するため、 500m以内で水域に近接するかどうか、近接する場合に

は水域の程績について、地形図をもとに調査・集計を行った。

各条件に該当する施設数の割合を(図 4.3-3.1)に示す。

水域lこ500m以内で・近接する施設数を全体に対する割合で見ると、合計59%の施設が水域に近接して建
設されていた。
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近年では、 1955年以前の状況とは異なり、清掃工場までのごみの収集運搬に水上運漕を利用している

自治体はほとんどなく、埋立地に立地する一部の施設が焼却灰の積み出しのために船積み装置を備え

て、海面上の埋立地へ直接船で運搬しているにとどまる。

水域に関係して立地する近年の傾向として、特に全体の31%の事例が河川敷付近に立地することにつ

いては、氾濫の危険性などから歴史的にも人が住み難かった場所であるため、設置に際しては土地収用

の問題が発生しにくく、行政側 としても設置しやすいという背景があると考えられる。

園山地との関係

施設の敷地と山地との関係について、近年の大規模事例における一般的な傾向を把握するため、施設

の敷地が山中に位置するか、または500m以内の距離で山地に近接するかどうかについて、地形図をもと

に調査-集計を行った。

条件に該当する施設数の全数に対する比率を(図 4. 3-3. 2) に示す。

山地との関連では、山中に立地するものが20%、山地に近接するものが7%あり、合計27%の施設が山

地に関連して建設されている。

結果全体の 1/4程度の施設が、あえて平地ではない山地に関係する場所に設置される背景には、山

地には一般に民家が少なく、他の土地利用が難しい上、見通しの悪い場所になりやすいため、設置にあ

たって比較的反発を受けにくい傾向があるものと考えられる。

総じて、水域や山地に直接的に係わる土地は、 λの居住地として利用されることが少なく、清掃工場

は物理的に、人の住みにくい場所に立地する傾向があるといえる。

運河

川・海池
淘 Hも

2~も

1 :水域との関係

3 -4.各種境界線に対する傾向

20% 

山地に近鍍

(SOOm内)
7% 

図4. 3-3. 2 :山地との関係

ある条件を満たす領域に対してその外縁に該当する「境界線」と、清掃工場の敷地との関係について

全国的な傾向を把握する。・010境界線までの距離

総務庁統計局により設定されている人口集中地区 (DID) の境界線 (1995年版)を、人口の集中する

地域の外縁とみなし、各施設から最寄りのDID境界線までの距離を測定する。全国的な傾向を把握する

ことで、施設の立地環境が人口の集中する地区の外縁とどのような関係にあるのかを明らかにする。

DID境界線までの距離帯別の施設数を(図 4. 3 -4. 1)に示す。
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図4. 3 -4. 1 : DID境界線までの距離

DID境界線から内外100mの範囲に設置されている施設数について集計すると全体の半数以上 (56%)

を占めており、グラフからもDID境界線付近に大きく偏って分布していることがわかる。

この結果からは、施設は人口の集中している地域に対して、その外縁付近に立地する一般的傾向があ

ることがわかる。

・行政区i或境界線までの距離

自治体の行政区域境界線を一つの社会的な外縁部とみなし、各施設から、施設の属する清掃事業主体

である自治体(市町村)の行政区域境界線(複数の自治体で広域清掃事業を行っている場合は、あわせ

て 1つの自治体と見なす)までの最短距隣を地形図上で測定した。これを集計し、施設の立地環境が社

会的な外縁部とどのような関係にあるのかを明らかにする。

境界線までの距離帯ごとに、該当する施設数を示す。(図 4. 3-4. 2) 
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図4.3-4.2:行政区域境界線までの距離

行政区域境界線から500m未満の純lJl:lに設内されている施設数のみで全体のほぼ半数 (47%)を占めて
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おり、グラフからも境界線に近接して立地する ケースと 3km 以上離れる ケースとに大きく 偏って分布す

る傾向にあることがわかる。

3 -5.各種周辺施設に対する傾向

清掃工場の敷地周辺に立地している他の各種都市施設との関係について、 全国的な傾向を把握する 0

.公園施設との関係

施設立地と、市民が自由に利用することのできる公園施設(緑地公園・運動公園・都市公園など)と

の関係について、近年の大規模事例における傾向を把握するため、敷地内に公園施設を併設している

か、 500m以内で、公園施設に近接するかについて、地形図をもとに集計を行った。

各条件に該当する施設数の全国比率を(図 4. 3 -5. 1)に示す。

外部の公園

近接する

19% 

公園内にある

3% 

図4. 3 -5. 1 :公園施設との関係

合計で35%の施設が公園に接する形をとっており、特に13%の施設は敷地内部に公園を設けている 。

公園は施設の周辺に対する緩衝地帯としての役割と、地域に対する一種の地域還元施設としての役割を

果たす要素として、比較的多くの施設で関連づけられているものと考えられる。

園地域還元施設の併設

清掃工場の設置に際して、周辺地域に及ぼすマイナスの影響を補償する目的で、 1965年頃以降に設置

され始めた「地域還元施設jの傾向を把握するため、各清掃工場の広報用資料に基づき種別ごとに集計

を行っ fこO

付随する公園施設を除いた地域還元施設の種別について見ると、大きく、余熱利用温水プールや体育

館、浴場などの福利厚生施設と、老人ホームや老人憩いの家などの高齢者を主対象とした高齢者福祉施

設の 2つに分けることができる。 62例の清掃工場に福利厚生施設が、 20例に高齢者福祉施設が併設され

ており、全体で見ても 7割近い67%の清掃工場に何らかの地域還元施設が設けられていることとなる。

清掃工場を設置する代わりに還元施設も設置するといった、地域住民と自治体との間での物的な迷惑

意識の補償が、実際によく行われている状況を読みとることができる。
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ピ ー クを持つことから、 0% ~60%未満をDID面積

割合「低」、 60%以上~100% を「高J と大分類

自治体数

30 

第 4章.清掃工場の立地環境の現状

中でも、清掃工場をこれからの環境教育の場として重要な役割を果たすべき立場にあると捉え、従来

の工場見学者用の展示コーナーを越えて、環境学習のための独立したプログラムを持つ施設や部屋を設

した。DID人口割合については、 100%近辺にピー

• 

25 

20 
ける例も見られるが、全体でも 11例にとどまり、一般化しているとは言えない状況にある 0

・ その他の周辺都市施設 クがあるのみで度数分布図(図 4.

は0%へ向けて等比級数的に減少しているため、

全体事例数の半数を占める 80% 以上~ 100%を

「高」、残る0%-80%未満を「低J

かな分類を行うこととした。

3 ) 

として大ま

4 -4. 

8% 
よ
σ、

図 4. 4 -4. 2 : DID面積割合別の度数分布
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施設に直接関連する上記 (1)， (2)項の施設を除く、周辺lkmの範囲に立地しているその他の都

市施設について、地図上で調査を行い、種類別に集計を行った。

付近に立地する代表的な都市施設としては、上水・下水・尿尿処理場 (26例)、 リサイクルプラザ注11

( 17例)、火葬場・墓地(12例)

、卸売市場 (9例)、最終処分場 (5例)が挙げられる。

リサイクルプラザと最終処分場は清掃工場に関連の深い施設であるが、上水・下水・尿尿処理場や火

葬場・墓地については、清掃工場とあわせて「代表的な迷惑施設Jtt12と見なされているが、直接関係す

自治体数

60 

50 

40 

るものではない。

このため、すでに他の迷惑施設が決定されている場所であれば、新しく清掃工場を建設する場合でも

問題とされにくいという事情が働いているも のと考えられる。

卸売市場については、建設に際して同様に都市計画決定を行わなければならない施設であるため、法

規的要因により近接して立地する傾向にあるものと考えられる。
30 

20 

。%。

L 。、
図4. 4 -4. 3 : DID人口割合別の度数分布
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4 .近年における地域特性別の立地傾向

次いで、施設の立地する自治体(広域清掃事業を行う複数の自治体は、

した)を地域特性ごとに 5つの型に分類し、それぞれの地域特性ごとの施設の立地傾向について大まか

な分析を行った。調査対象は 3章同様に、近年11年間に建設された全国の大規模清掃工場122例とした。

まとめて lつの自治体と見な

自治体の地域特性による分類4-1 

可住地面積割合・高 可住地面積割合・低

D I D面積割合 D I D面積割合

官R主司r 低 言RZz3 低

D ( 1 ) ( 2 ) ( 4 ) 

r.ヨ:J) 平野部 都市+ 一 山間部

D 都市型 農村型 都市型

人

口 ( 3 ) ( 5 ) 
割 低 平野部 一 山間部
4E2コ』 農村型 農村型

のように地域特性別に区分を行った。4 -4. この指標をもとに(表-4.

対象施設の立地する自治体について、可住地面

積割合(総面積から林野面積を差しヲ|いた面積

の総面積に対する比率)、 DID面積割合(人口集

中地区の面積の総面積に対する比率)、 DID人口

割合(人口集中地区に居住する人口の総人口に

対する比率)の 3つの指標によって分類した。

可住地面積割合は、度数分布図(図 4. 

1 )により 70%近辺を谷として100%近辺と

-・・・・・・ー・・ー ・ ・・ー・・・ー・・ーーーーー .一一一 一 一一一一一 一 一一 一 一一ーー ー ー. . . . . . 
'・ー・・・ーー............... ，.ーーーー一一一 一一一一 ー一一 一 一一ーーーー ー .......... ... ーー .

-. . . . . ..................... ，_ーーーーー......................... ..ーーー一一一 ー 一一一 一 一一一一ーーーー . . 

自治体数

50 

40 

30 

20 

10 

4-

50%近辺との 2つをピークを持つことから、 0%

-70%未満を可住地面積割合「低J、70%以上

-100%を「高Jと大きく分類した。同様にDID

4 . 

図 4. 4 -4. 1 :可住地面積割合別の度数分布

面積割合は、度数分布図(図 4.4-4. 2) により 40-80%を谷として100%近辺と20%近辺の 2つを
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表・ 4. 4 -4. 1 :大まかな地埠特性区分
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第 4章.清掃工場の立地環境の現状

施設の敷地の用途地域については、市街化調整区域が全体の85% (全国平均:53%) を占めており、

敷地のある場所の土地利用区分についても、回に立地する例が全体の62% (全国平均:25%) と最も多

い(図 4. 4-4. 5)。この型に該当する地域の場合、コンパクトにまとまった都市の外側に広がる

田園地に、多くの施設が立地する傾向にあることを示している。

( 2 )都市+農村型

(図 4.

(全

図4.4-4.5:敷地の土地利用区分割合(内側は全国平均)

( 3 )平野部農村型

行政区域境界線までの距離について、全国平均よりも距離を取って分布する傾向が見られる

4-4. 6)。また敷地のある場所の土地利用区分については、農林地に立地する例が全体の75%

国平均:53%) を占めている。

この型のように、都市部は存在しても小規模で、全域に渡って人口がまばらに分布し、平野部が多い

第4章.清掃工場の立地環境の現状

表中(1)は多くの面積比を占める平野部(可住地)全域にわたって市街化されている、東京都・大阪

市・名古屋市など、 30の自治体を含む「平野部都市型J、(2)は人口の集中しているコンパクトな市街地

を持ち、その周囲に人口の集中しない平野部が広がる、新潟市・熊本市・埼玉県東部清掃組合など、 14

の自治体を含む「都市+農村型j、(3)は市街地はあってもコンパクトで人口集中も少なく、平野部に低

密度で人口が分布している、土浦市・宇都宮市・浜松市など、 15の自治体を含む「平野部農村型Jと表

すことができる。一方、可住地面積割合の低い平野部が狭く限定された山間部のような地形では、 (4)は

平野部の占める面積割合が少ないにもかかわらず市街地に人口が集中している、京都市・金沢市・仙台

市など、 30の自治体を含む「山間部都市型」、 (5)は平野部の占める面積割合が少なく人口集中も少な

い、生駒市・八戸市・郡山市など、 33の自治体を含む「山間部農村型Jと表記することができ、便宜的

に各地域特性をこの分類型で示すものとする。なお、表中の記号 f-Jで示される型は、物理的に含ま

れる要素がほぼ存在しないことを表す。

4 -2.各地域特性ごとの施設の立地傾向

各地域特性を持つ自治体では、施設がどのような立地環境に建設される傾向があるのかを把握するた

め、 5つの特性ごとに分析を行う。

( 1 )平野部都市型

この型に分類される地域では、建て替えにより設置される施設割合が全体の40% (全国平均:28%) 

を占めている。これは都市部では新規の敷地が得にくいことと、一般に大都市は都市としての歴史が古

いために、昔から清掃工場が建設されているケースが含まれることが背景となっている。

敷地のある場所の土地利用区分については、公共公益用地に立地する例が33% (全国平均:16%) と

最も多く(図 4. 4-4. 4)、市街地に設置せざるを得ない場合に、公共公益用地の形で他の公益施

設と併せて集中配置する計画手法が採られていることを反映している。埋立地に立地する事例が30%

(全国平均:15%) と多いのも、通常の市街地内には敷地が得にくい地域特性を反映している。

場合には、施設を行政区画境界線付近にまで遠ざけて設置する必要性も少なく、広がる農林地の中に建

てられていることが示されている。
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図4.4-4.6:行政区焼境界線までの距離帯別割合
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第 4章.清掃工場の立地環境の現状

本調査研究では、近年の大規模清掃工場の立地状況について立地特性を分析し、それに影響を与えて

いる技術的・社会的背景について把握することができた。以下に結果を要約し、考察を加える 0

・土地利用に対する近年の立地特性

まとめと考察5. 
第 4章.清掃工場の立地環境の現状

次いで1985年-1996年の近年11年間に新設された大規模清掃工場を対象に、配置環境に関する全国的

な調査を行った。

都市計画的な土地利用規制である地域地区区分について見ると、本来は都市化を抑制すべき区域であ

る市街化調整区域に設置されているケースが過半数を占めており、実際の土地利用区分で見ても田、

畑、牧草地、林などの農林地が過半を占めていることが明らかとなった。

特に「平野部都市型」の自治体では、市街地内では公共公益用地として特別に設定された場所に設置

される例が多く、 「都市+農村型」の自治体では、回に立地する場合が多いことが明らかとなった。

・地理的条件に対する近年の立地特性

歴史的に深い関わりのあった水域との関係では、近年でも 6割の施設が水域に近接して設置されてお

り、その半数の施設が河川敷に近接して立地している。山地との関係でも、全体の 1/4の施設が山地

に関連して設置されており、いずれの地理的条件も生活圏の中心からは外れた場所を示している。

圃各種境界線に対する近年の立地特性

施設の立地場所に対して、人口の集中する地区の外縁部であるDID境界線と、社会的領域の外縁部と

みなせる自治体の行政区域境界線との関係性を見ると、いずれの場合も境界線付近に大きく偏在してい

おり、施設立地は、人口面でも社会的側面でも外縁部を指向していることが明らかとなった。

行政区域境界線に関して、特に「平野部農村型」の自治体では、全国平均よりも離れて立地する傾向

にあり、山中に集落が分散するような「山間部農村型jでは、 3km以上離れて立地する例が全体の 7割

近くを占めている。都市域が狭い範囲に限られる場合には、清掃工場を行政区域境界線付近にまで遠く

に押しゃる傾向は比較的低いといえる。

( 4 )山間部都市型

基本的に「平野部都市型Jと同様の立地傾向を示すが、 「平野部都市型」の場合、都市周辺に余地が

ないためDID内部に全体の60% (全国平均:26%) もの施設が立地するのに対し、 「山間部都市型」の

場合、 DIDの外部に立地してかつ境界線からの距離が100m以内に位置する割合が全体の71% (全国平

均:40%) と極めて高くなっている(図 4. 4 -4. 7)。これは可住地が限定されているために、残さ

れた都市部外周の狭い領域に、施設が集中して建設される傾向があることを示している。

図山間部都市型

ロ全国平均

509も p ・・ ・

30%← ・

40% 

20% 

10% 

( 5 )山間部農村型

基本的に「平野部農村型」によく似た立地傾向を示すが、敷地の場所の土地利用区分については、林

に立地する例が36% (全国平均:20%) と比較的多く、少ない可住地を占拠することを避けて山地に設

置される傾向を示している。また行政区域境界線から3km以上離れて立地する事例が全体の67%

平均:39%) を占めている(図 4. 4-4. 8)。

これは平野部が比較的少なくかっ人口も分散しているため、施設の立地による影響圏が狭い範囲に限

られるために、特に行政区域境界線付近にまで遠ざけて設置する必要性が少ないためと考えられる。
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図 4. 4 -4. 7: 010境界線までの距離帯別割合
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DID境界線に関しては、特に「山間部都市型Jの自治体では、 7割以上の施設が100m以内で近接して

おり、面積的に狭いにも関わらず少しでも都市部から離して設置しようとした結果、都市部外周に集中

して建てられたものと考えられる。

(全国

圏各種周辺施設に対する近年の立地特性

公園に隣接する事例が全体の 4割にのぼり、 7割近くの事例で地域還元施設が併設されている。周辺

住民の迷惑意識への対応として、公共サーピス施設との併設が一般的に行われている実状を反映してい

ると考えられる。その他周辺の都市施設との関係性では、水処理施設や斎場・墓地が、清掃工場と近接

している例が見られ、社会的に迷惑視される複数の施設がーカ所にまとめて配置される例が全体の 3割

に上っている。

以上、近年の大規模清掃工場における全国的傾向としては、土地利用・地理的条件から見た「都市圏

外」、人口・社会的領域から見た「周縁部Jを指向する傾向にあり、他方では地域還元施設や他の迷惑

施設によって、 「迷惑意識を緩和するjという考え方が広く導入されていることが示された。
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第4章.清掃工場の立地環境の現状

このことから、廃棄物の処理という現在の都市活動にとって重要な役割を担う清掃工場の立地環境

は、機能的な配置を目指しながらも、なるべく一般市民の日常生活からは遠ざけるように選定される傾.

向があることが明らかとなったが、この背景では、消費者側に対して廃棄後のことを極力意識させない

ことで消費活動を促進させてきた近代産業社会の論理や、自分のごみ以外のごみを持ち込まれることに

対して常に被害者の立場をとる周辺住民の論理、それらに起因して設置の際には極力人口の少ない、即

ち土地の利用価値が低く地価の低い場所を選択するという清掃行政側の論理が、時代を通じて配置計画

の根底に影響を与えてきたものと考えることができる。

しかし、今後もさらに廃棄物の質的な多様化が進み、収集サーピスが多岐に細分化されることを考慮

すると、輸送にかかる環境への影響増大が避けられないことは明白である。また現在の立地傾向は、ご

みを排出する側の市民に対して、排出した後のことを極力意識させない構造を示しており、環境問題を

自分たち自身の問題として捉え直す時代に対して、現在までの傾向のままでは近い将来に大きな問題を

抱えることになる。

今後の環境の時代においては、むしろ多くの市民が日常的に意識する都市の中枢部に設置し、市役所

などの他の公共活動と機能的に複合化させることで、市民の日常生活の中に廃棄の問題を積極的に位置

づける考え方が必要となろう。
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注l尾島俊雄ほか (1980年)， r東京リサイクル都市構想に関する基礎的研究(その 3. ゴミ搬送システム)J ，日
本建築学会大会学術梗概集， pp.443 --....pp.科4

出大崎一仁、村上正吾ほか (1987年)， r東京都の廃棄物排出量と収集に関する実態研究(その 1，その 2)J ， 
日本建築学会大会学術梗概集， pp.605 --....pp.608 

出柏原士郎ほか (1982年)， r迷惑施設とコミュニテイ施設の複合化に対する住民の評価に関する研究ー下水処理
場の場合J，日本建築学会近畿支部研究報告集， pp.257 ---pp.260 
注4浅香勝補、八木津社一 (1983年)， r火葬場J，大明堂， pp.25 --.... pp.31など
出厚生省生活衛生局水道環境部環境整備課:廃棄物処理事業・施設年報 平成 7年版 1995年，環境産業新聞社
および、 環境産業新聞社:廃棄物年鑑1994年版 1995年 環境産業新聞社 を基に、双方に不足している情報を
補足し合う形で抽出した。

出ヒアリングおよび現地踏査を行ったごみ焼却処理施設の自治体名と工場名を以下に示す。埼玉県東部清掃組合・
第一工場ごみ処理施設、浦安市・クリーンセンタ一、東京都・千歳清掃工場、東京都・太田清掃工場第 1工場、東
京都・太田清掃工場第 2工場、東京都・目黒清掃工場、東京都・有明清掃工場、東京都・練馬清掃工場、横浜市・
鶴見工場、岡崎市・中央クリーンセンタ一、名古屋市・新南陽工場、名古屋市・富田工場、名古屋市・山田工場、
京都市・南清掃工場第 l工場、大阪市・住之江工場、大阪市・西淀工場、大阪市・鶴見工場、大阪市・八尾工場、
神戸市・苅藻島クリーンセンター、神戸市・西クリーンセンター
注7建設省住宅局建築指導課:基本建築基準法関連法令集 1994年，建築資料研究社
出(人口集中地区の資料名称)

出総務庁統計局:社会生活統計指標一市区町村の指標 平成 7年
注10地図上では 19項目に分けられているが、普通畑、果樹園、茶畑、桑畑、その他の樹木畑、を「畑Jに集約し、
針葉樹林、広葉樹林、混交樹林及びその他の林地、を「林jに集約した 14項目について集計を行った。
注11一般に、空き瓶や空き缶、粗大ゴミなどの選別・回収を通じて資源の再利用に資することを目的に設置される施
設で、分別・再資源化の装置を備えており、リサイクルプラザの名称、で厚生省の補助金事業の対象となっている。
これ以外にも環境教育のための学習コーナーやリサイクル体験教室などを併設する例もある。
注12大阪市清掃局 (1969年)， r20年のあゆみJ，大阪市清掃局庶務課， pp.l3 
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第 5章.清掃工場の建築形態の推移

1 .はじめに

1 -1 .調査の目的と背景

人間活動の中でも処理系を担う代表的施設と言える廃棄物焼却処理施設は、現在の社会構造において

は、多くの基盤施設の中でも無くてはならない重要な要素となっている一方で、大量生産・大量消費の

サイクルの中で、生産すること・消費することを善であるとする社会の考え方の陰となりながら、人間

社会を底辺から支えてきた。

この状況の中、近年には社会的な景観意識の高まりに応じて、施設建設の際の環境アセスメントの評

価項目の一つに「景観Jが盛り込まれるなど、今まで省みられることの少なかった基盤施設の建築形態

加の面でも、社会の考え方を反映する形で何らかの取り組みがなされてきている。

本章は、ここに至った背景を含めた社会的な動向を把握するために、我が国の一般廃棄物焼却処理施

設の建築形態の歴史的な推移について調査分析を行うものである。建築形態の時代的な特徴を整理し、

主な決定要因となるごみの焼却処理技術の推移と比較することを通じて、現在に至るまでの建築部分の

役割の変化について明らかにすることを目的とする。

1 -2.調査の対象と方法

調査地域の選定に関しては、古くから焼却処理施設が発展してきた歴史的な経緯のある地域である大

阪市を含めて、既に取り壊された施設についてもある程度の図面が残存するため詳細な調査が可能で

あった、大阪市・京都市・神戸市という関西都市圏を代表する 3都市と、対する関東都市圏を代表する

東京都区部を対象とした。調査対象となった施設数は関西3都市(大阪市 28、京都市 10、神戸市 1

9)で57施設、東京都区部で 33施設の計90施設である。このうち本章で重点を置いた近代の処理

施設と言われる連続式出以降の事例数は、関西 3都市(大阪市 14、京都市6、神戸市8)で28施

設、東京都区部で 18施設の計46施設である。

具体的な調査方法については、各施設について過去の例を含めて写真・建築図面・行政刊行物・諸元

に関するデータ収集を行い、現存する事例については現地調査及び設計側に対するヒアリング調査m を

加えて、施設の建築形態の実際について整理し、時代ごとの特徴を記述する。ごみの焼却処理技術及び

社会背景の調査に関しては、市の報告書、市史、既往研究等、文献資料の整理を中心に行い、焼却処理

施設の建築形態と技術・社会背景との間の時代的な対応関係を示した。

2.バッチ式以前の建築形態の推移

調査の結果、明らかとなった建築形態の変遷について、現在都市部で主流となっている連続式炉の施

設と、その出現以前に主流となっていたパッチ式炉山の施設との問に大きな違いが見られた。

このため、本節ではまずパッチ式の時代に枠を限定し、処理路設の発生期、バッチ式施設の発展期を

経て、連続式施設への転換に至るまで、時代ごとの建築形態の特徴について社会背景 ・処理技術と併せ

て記述する。

円。7 



2 -1. 焼却場発生期 (1900年頃"-'1910年頃)

焼却炉の発生自体は北陸地方を起源とし、 1897年に福井県敦

賀町に建設されたものが日本で最初の炉とされており、自然通

風式のパッチ式焼却炉であった。木ノ芽川の土手の高低差を利

用して上からごみを投入する 3連の炉となっており、煙突及び

炉体は赤煉瓦が使用され、煙突は高さ10m程度の四角断面で

あった。建築については炉の上部に投入作業のための雨よけの

小屋がおかれており、木造で瓦葺きの切妻屋根であった。出

(図 5.2-1.1)

大阪市は当時ごみを海中投棄をしていたが、衛生上の理由か

ら1900年の汚物掃除法の施行をきっかけとして、 1903年に尻無

川下流の福崎町に13炉を築き、これが地方自治体が建造し実用

運転した最初の炉となった。出

その後1907年には市外に 10炉を持つ長柄塵芥焼却場(写真

5.2-1.1) tHが建造されている。写真からは高さ約 5

m、長さは 30m程度まで延長された高床木造の切妻瓦葺きの

小屋がつくられており、ごみは人力で船から小屋の中へスロー

フ。で揚げられた後上部から炉に投入され、下部から灰が搬出さ

れていた様子を見ることができる。

当時既に、重工業に代表される工場では耐火構造が実現され

ていたが、内部で火を燃やす焼却処理施設の構造は依然木造の

ままであり、当時の施設の社会的な地位の低さをうかがわせる

部分である。

東京での最初の焼却炉の登場は、関東大震災の翌年になる

1924年の大11.時塵芥焼却場(写真 5.2-1-2)出を待つこと

になる。炉の形式は当時の代表的な煉瓦積みによる自然通風を

利用するものであったが、建屋については、震災の直後だけに

第 5章.清掃工場の建築形態の推移

べアーによる灰出し、ピットアンドクレーン方式によるごみ投入など、燃焼以外の作業の部分で機械化

が進められる。

大阪市ではごみの全量焼却を目指して今までの福崎・長柄の

焼却場を廃止し、木津川河口南恩加島町に塵芥焼却場を建設し

始め、 1916年には木津川焼却場第 1工場を、 1918年には第 2工

場(写真 5.2-2.1)出を建設する。建築部分は木造で壁

がなく、並列する炉を収納するために連続した屋根を持ち、屋

根上部には換気用と思われる越屋根が見られる。ごみを投入口

まで持ち上げるために、第 1工場ではウインチを、第 2工場で

はクレーンを装備しており、建築は炉の上部に木造平屋建てで

造られ、ごみ投入のためのデヅキとしての役割が与えられた。

1929年には第 3、第4工場が完成する。焼却炉の周囲に鉄骨

の柱を立てて 2階の投入口の床スラブを支える構造となってお

り、形状こそ従来と共通するものの、鉄骨 2階建てのスレート

葺きの上屋となった。小屋組の梁下に r1ビームJと呼ばれる

レールを設置してホイスト(起重機)を吊り下げ、ご、みをデッ

キに揚げて上部から炉に投入していた。

1934年には鉄筋コンクリート 2階建ての上屋を持つ第 5、第

6工場(写真 5. 2 -2. 2) n.l0が完成する。ここではごみの

搬入方向以外の 3面に新たに壁がつくられており、ごみの飛散
写真 5.2-2.2:大阪・木津川第 6焼却場

を極力防ぐための策であったと同時に、炉の性能向上により煙

の逆流が少なくなったことが背景にあると考えられる。

一方、東京市が自ら建設した最初の本格的な焼却場として、

1929年に深川処理工場第 1工場(写真 5. 2-2. 3) 住IIが建

設される。構造は鉄骨 3階建てでスレートの壁を持ち、屋根は

大阪と異なり陸屋根で、12m程の高さがあった。第 1工場の最大

の特徴は、あらかじめごみの中から有価物を回収して残りを焼

却する選別焼却法を日本で初めて採用した往12ことであり、ごみ

は船からクレーンで選別ラインのある 3階まで上げていた。 写真 5. 2-2.3:東京・深川第 1処理工場

この時代の建築形態の特徴をまとめると、小屋には壁がつけ

られるようになり、規模の拡大とともに木造から鉄骨及び鉄筋コンクリート造へ、屋根も切妻屋根から

陸屋根へと移り変わってゆく。施設の高さについては、クレーンやベルトコンベアーの設置により階高

そのものが高くなっていった。

第5章.清掃工場の建築形態の推移

図5. 2ー 1. 1 :敦賀町の焼却施設

写真 5. 2ー 1-1 :大阪・長柄塵芥焼却場

写真 5. 2 -1. 2:東京・大崎塵芥焼却場

はじめから鉄骨コンクリート造で建設されていた。

いづれも初期の施設では、建築はごみ投入作業のための雨避けとしてデザインされており、基礎を立

ち上げるか掘り下げることで炉を収納していたため基本的に平屋であった。人手によってごみの投入・

灰の癒き出しを行っていたために 1炉当たりの規模に限界があり、小規模の炉を並列に連結することで

焼却能力を上げていた。このため焼却の規模が大きくなるほど、屋根も含めて左右に長さが延長される

という特徴を持っていた。

2 -2.バッチ式発展期 (1910年頃"-'1960年頃)

この時期の焼却炉はパッチ式の燃焼方式を継続して発展させながら、公害を抑えるという目的の下で

技術的改善が進められた。さらに戦後昭和30年代に入ると、大量焼却・労働環境の改善のために、コン

-77-

写真5. 2 -2. 1 :大阪・木津川第2焼却場

2 -3. パッチ式時代のデザインの試み

廃棄物焼却施設はこの時代すでに迷惑施設として位置づけられており川、基盤施設としての重要性の

割に、建築の意匠面が考慮されることはなかった。しかし戦前にも意匠を施された幾つかの例外が報告
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されており削、ここでは追加調査の結果を紹介する。

第5章.清掃工場の建築形態の推移

築いた最後のバッチ式炉となった。

神戸市では1963年に竣工した妙賀山清掃工場(写真 5. 2-

4. 3)聞でピットアンドクレーン方式を採用するが、これが

神戸市による最後のバッチ式炉となった。

社会背景として昭和30年代末の大阪市は、すでに焼却が追い

つかず、に埋め立てに頼っていたが、郊外の市街化による用地の

不足、ごみの増加による容量不足、埋め立ての公害発生の問題

から全量焼却以外に方法がなくなる。

当時欧米では既に全連続式の機械炉が実用化されていたた

め、市は調査の結果、ごみ発電を可能とするスイス製の連続式

炉の導入を決定する。結果1965年に西淀工場(写真 5. 2-

4. 4) 注21が竣工し、日本で初めて外国炉を導入したごみ発電

を行う工場となった。

西淀工場を計画する問にもごみは増え続け、大阪市は同等の

国産炉の建設を田熊汽維に依頼し、西淀工場よりも早い1963年

に住吉工場(旧住之江工場)を完成する。

( 1 )京都市十条塵芥焼却場 (1925年)

京都市はごみの増加に伴い焼却場を新たに建設することにな

る。当時の京都は1891年に琵琶湖疏水による日本初の水力発電

所である蹴上発電所が設置され、 1895年には七条~伏見聞に日

本初の電車が走るなど、電気が産業・生活の両面で欠かせない

ものとなっており、当初十僚工場ではごみの焼却熱を利用し

て、炉内へ送風するモーターを駆動するための発電を行う計画
写真 5. 2 -3. 1 :京都・十倍塵芥焼却場

であった。

この時期京都では、電力関連施設は、その重要性から建築的にも意匠を凝らした近代的なデザインが

施される傾向があり、十僚工場は発電器が設置されることで近代工場として設計されたものと考えられ

る。実際には予算の都合から発電器の設置は見送られることになるが、日本初の発電を行うはず、だ、った

廃棄物焼却処理施設は、当時としては例外的に意匠を盛り込んでデザインされた施設となった。

(写真 5.2-3.1) 削

(2 )深川塵芥処理工場第 2・第 3工場 (1933年)

東京市の震災復興事業として、第一工場と同じ敷地に建設さ

れた施設である。震災復興事業であるため、鉄骨と鉄筋コンク

リートの混構造を採用しており、建築そのものは近年まで倉庫

として残されていたが、調査の結果1996年現在では取り壊され

てしまっていた。当時の写真を見ると人が立ち入って作業を行

う上階部分のファサードに、大きな円形窓と円柱型の付け柱な

これ以降、他の自治体も相次いで連続式炉を採用しており、

各自治体が初めて連続式炉を採用した施設は、京都市では1964

年の南清掃工場第 1工場、神戸市では1967年の脇浜クリーンセ

ンタ一、東京都では1966年の江戸川清掃工場である。

これら西淀や住吉工場をはじめとした連続式炉を備える新し

い施設の外観上の特徴は、前部が横幅のある直方体で、後部が

奥行きのある直方体という 2つのボリュームから構成される点

にある。前部にはごみを貯留するピットと、ごみを炉に移すた

めのクレーンが収納されており、気密を確保するためRC造とさ

れていた。後部のボリュームは、基礎の上に自立した炉を囲む

形のS造フレームにパネルが貼られる形式であった。

写真 5.2-3.2:東京・深川第 2・3工場

どの細かな近代建築の意匠が現れており、復興事業に対する当時の市の意欲を推し量ることのできる部

分となっている。(写真 5. 2-3. 2)削

2 -4.連続式への転換 (1960年頃"'1965年頃)

昭和30年代に入ると、機械化の流れとともに規模が拡大し、施設は小屋型の小規模建築から大規模な

近代工場建築へと姿を変えていく。

1958年竣工の練馬区の東京都第 5ごみ焼却施設(石神井工

場) (写真 5.2-4.1)山 7では、拡大したスパンをまたぐ

ためにボールト型の屋根が架けられており、 1960年に竣工した

大阪市木津川新焼却場(大正工場) (写真 5. 2 -4. 2) nl~ 

では日本で初めてピットアンドクレーン方式rllYが採用された結

果、 2~IJのガータークレーンを内蔵するために施設の規模と高

さが倍地するなど、パッチ式廃棄物焼却施設は基本精成を変え

ずに規模が大きくなっていった。この木津川新工場は大阪市が 写真 5. 2 -4. 1 :東京・石神井工場
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写真 5.2-4.2:大阪・木津川新工場

写真 5.2-4.3:神戸・妙賀山清掃工場

写真 5. 2-4.4:大阪・西淀工場

この形式は、これまで日本独自の発展を遂げてきた廃棄物焼

却処理施設のデザインのその後に大きく影響を与えることとなる問。大型のクレーンを備えるごみピッ

トや、余熱利用設備、外壁への彩色などは、以降に作られるパッチ式炉を採用したより小規模の施設に

おいても導入されるようになり、この 2工場の完成は、連続機械式の炉を導入するだけでなく、欧米の

工場デザインの考え方を日本に浸透させる重要な契機となったと見ることができる。

3.連続式以降の建築形態の推移

本節では前節の内容に引き続き、連続式炉を採用して以降の時代、いわゆる現在稼働している都市部

の廃棄物焼却処理施設に直接関わる時代について、施設建築の各梢成要素ごとの変遷を見ていく。成立

過程をより詳しく分析するために、以下では建築形態の時代変遷と、その社会背呆と妓術の変遷との関

nu 

Q
U
 



第 5章.清掃工場の建築形態の推移

わりについて節を分けて記述する。 3節では建築形態の時代変遷についてスケール、形状、色彩の 3つ

の側面から分析し、 4節では分析結果を社会背景と技術史に対応させながら、建築形態の時期区分を試

みる。

なお初期に建てられたため、図面が現存しなかった東西合わせて4施設凶については、数値的な分析

の対象からは外している。

3 -1. 連続式焼却処理施設の構成要素の定義

以降の連続式炉を採用する施設については基本構成がほぼ一定の形式を採るため、はじめに外観に大

きく影響する各構成要素の定義を行い、 4棟 9部分に分類した(図 5.3-1.1)注240

・ プラットフォーム棟(プラッ トフォーム部)

ごみをピットと呼ばれる貯留室にごみを投入するためのデッキを中心に構成される 0

・ ごみピット棟 (ピット部、クレーン部、クレーン操作室部)

ごみを貯留するためのピット(バンカ)部、貯留されているごみを撹伴しながら炉に投入するための

クレーンを納めるクレーン部、操作を行うためのクレーン操作室部の 3つの部分で構成される。

圃 炉室練(炉室部、 EVシャフト部)

焼却炉本体及び灰出し機構などの焼却処理に関わる諸設備を納める炉室部と、装置のメンテナンスや

見学者動線のためのEV(エレベータ)シャフト部の 2つの部分で構成される。

圃 集塵機械(集塵機部、復水機部)

ごみを燃焼した後のガスを浄化するための集塵機や洗煙装置、脱硝装置などの環境対策に関わる装置

群を納める集塵機部と、ボイラーによる廃熱利用後の蒸気を空気冷却により復水する復水機部の 2つの

部分で構成される。

・ 煙突部

ごみの燃焼ガスをドラフトを利用して上空へ放出するための筒とその支持材で構成される。

EV 
シャフト部

復水位部

煩~部

図4.3-1.1:構成要素の定義
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( 1 )処理能力・敷地面積・建築面積

処理能力については施設ごとに異なる要求条件に依存し、敷地面積については立地条件に大きく依存

するため、特に竣工年代との関連性は見られず、建築面積についても年代との明確な関連性は見られな

かった。

( 2 )建物高さ・煙突高さ

関西 3都市の施設の場合、建物の高さは25m-40

高き (m)

120 

mの範囲内で様々だが、特に1975年頃以降は全ての I∞

施設が30mを超ぇ、 85年頃以降は35mを超えて推移
80 

するなど、漸増状態にある。煙突高さについては、
ω 

1968年の大気汚染防止法により最大着地点濃度 (K 40 

値)規制が行われたことから、ノズル付き高煙突が 20 

-.・・・4・・4.......・・・‘・・‘...P

普及し始め、 1975年頃からすべてが80m級となり、 !糊 附 1970 1975 1980 1985 1附 1995 
緩工時期(年)

85年頃以降はすべて100m級となるなど、年代と共 図 5. 3ー2. 1 :関西3都市の建物高さ・煙突高さ

に段階的に高くなる傾向が見られる。 保

高き (m)

(図 5.3-2-1)
-建物高 さ &煙突高さ t"・'<司 ， .. 

東京都区部の施設の場合も、 1985年頃までは、建刷

物の高さが28m-40mの範囲内で漸増状態にあり、 l∞ 

煙突高さも65年頃から既に100m級で、 75年頃には 80 

一手

..._一一、... .:"・・・ ・ ・・・・ ・"lI ....~~ ~~~'!~・・-_.._-- ・T・_. ... て ・_.. . .....

略-"

-・
一点 ~‘ 
、4‘

.. j“ ち &

大図鯨 1・2ヱ嶋の型車突

130m、85年頃からは150m級へと段階的に高くなる
ω L..ーー・・ ・4 ・ー … ・ーーー ーーーーーー…-一-…・・・・・ー・・ 0・一.-.....1. 

40 

傾向が見られる。一方1985年頃以降になると、大田 20 

清掃工場第 1・第 2工場が羽田空港の新設滑走路の o 
19ω 1965 1970 1975 1980 1990 1995 

2量工時期 {年)

延長線付近にあるため航空法で煙突高さが40mに

抑えられ脳、ごみ戦争の起こった杉並工場以降、

図 5. 3-2. 2 :東京都区部の建物高さ・煙突高さ

目黒、千歳の 3清掃工場については、施設が既に形成されている密集市街地の中に新規に建設すること

となるため建物高さが25m前後に抑えられるなど、周辺環境の状況に応じる形で推移してきている 。

(図 5. 3-2-2) 

全体に1985年頃に至るまでは、東西の事例ともに建物高さは40mを目指して漸増傾向にあり、煙突高

さについても、東京都区部の事例のほうが関西 3都市の事例よりも常lこ20-50m高い状態を維持しなが

ら、 1975年頃、および1985年頃を境に段階的に高くなってきている。特に1985年頃以降(1983年の杉並

清掃工場以降)の東京の事例では、周辺環境に応じて建物・煙突の高さ設定が行われ始めている。

( 3 )単位処理量当たりの施設容積(地上部)

単位処理量 (t/日)当たりの施設全体の地上部の容積、すなわち施設のボリュームについてみる

と、関西 3都市の事例では、容積が1975年を境に急激に増加傾向となり、これ以降、ある程度の幅を持

ちながら増加を続けてきている。(図 5. 3-2. 3) 
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東京都区部についても、市街地内に立地する周辺ご処担当たりの開 (叫)

環境を考慮して特に地上のボリュームを抑えて建設

された杉並・目黒・千歳清掃工場の 3例と、第 1・ 側

第2工場で機能の一部を分担している大田工場の例制

を除いて、ある程度の幅を持ちながら、関西3都市

と同様に1975年頃から増加する傾向にある。 2∞

(図 5. 3-2. 4) 

( 4 )ごみピット棟と炉室及び集塵機棟の容積比

施設の容積(ボリューム)に関連して、連続式

施設の前部を構成しているごみピット棟と後部を

構成している炉室及び、集塵機棟について、前後の

容積の比率を見た。(ごみピット棟のさらに前部

に設置されるプラットフォーム棟については初期

の施設には設置されておらず、年代を通じて条件 2∞ 

を合わせるため合計する容積からは除外した。 )

関西 3都市の施設では、年代が下がるにつれ後

部の容積が増大する傾向にあり、 1975年頃を境に

前部よりも後部の容積が大きくなり始めると同時二?

に、後部の容積が前部の 2倍を越える事例が現れ

始めている。(図 5. 3-2. 5) 

東京都区部の事例については施設ごとにかなり

の差が見られるが、後部の容積が前部の 2倍を越加%

える事例が現れ始めるのはやはり 1975年頃であ

り、特に杉並・千歳の 2つの工場では後部が前部

の3倍を越えるボリュームを持っていることがわ

かる。(図 5. 3ー2. 6) 

3 -3.形状の推移

( 1 )プラットフォーム棟

関西 3都市の事例では、 1975年の神戸市東クリ m 

ーンセンター以降、初期の工場を除いてこれまで

主に l階にあったプラットフォームが2階以上に

作られる例が現れるようになり、形状もデッキと

庇のみであったものから、全体をカバーする上屋

がついて屋内化されるようになる。

第 5章.清掃工場の建築形態の推移 第 5章.清掃工場の建築形態の推移

東京都区部の事例でも、同様に1973年の(旧)大井清掃工場から 2階以上に設けられる事例が出現す

るようになるが、フラットフォーム部の上屋についてはパッチ式時代の施設から付けられており、全体

をカバーするものは1964年の足立・葛飾の旧清掃工場以降に現れている。

( 2 )ごみピット棟

関西3都市の事例では、 1968年の京都市北清掃工場以降、ピット部と一体的な形状であったクレーン

部が全て外側に張り出すようになり、その後1980年の大阪市大正工場を最後に、再び一体化した形式が

主流となる。東京都区部についても同様で、 1969年の世田谷清掃工場以降 (1970年の旧千歳清掃工場を

除いて)クレーン部の張り出しが現れ、 1977年の足立清掃工場を最後に一体化した形式に変わってい

る。との頃より同時的に、ごみピット棟と炉室・集塵機棟全体についても一体化を始める傾向が見られ

るが、この背景には施設の規模拡大に伴い、狭い敷地内での空間の有効利用のため、平面計画について

プラントの収納部の周囲にも倉庫や居室がつくられるようになったことが挙げられる。

クレーン操作室部については基本的にピット部の壁面外側に張り出す形で付けられていたが、関西で

は1975年の神戸市東クリーンセンタ一以降、東京では1974年の板橋清掃工場について、クレーン部に一

体的に取り込まれる例が現れるようになる。

a
 -

• • • • • • • • • • • 

wω1965  1970 1975 1980 1985 1990 1995 

竣工時間(年)

図5. 3-2. 3 :関西3都市の単位処理量当たりの

施設容積

s∞ 
単位処理量当たりの容積 (m3，¥)

“)() 

4α3 

①紅

19ω19唱5 1970 1975 1980 1985 1990 1995 

峻工時期(年)

図5. 3-2. 4:東京都区部の単位処理量当たりの

施設容積

( 3) 炉室棟・集塵機棟

EVシャフ卜部の初出は、関西では1968年の京都市北清掃工場、東京では1969年の石神井(練馬)清掃

工場で、当初形状的に炉室に対して付加的に取り付けられていたが、 1979年の京都市南清掃工場第 2工

場と1983年の東京都杉並清掃工場以降には、炉室と一体化した形で付けられる例が出現してくる。

炉室部と集塵機部の形状については、当初集塵機は、スイスのフラントメーカーの技術指導により当

初より集塵機を内蔵していた旧西淀工場の例外を除いて屋外に別置きの機械として作られていたが、関

西では1969年の大阪市森ノ宮工場、東京でも1969年の世田谷清掃工場以降には、炉室部と一体として屋

内に(江東清掃工場の 1例を除いて)整備されるようになり、以来炉室と集塵機とは基本的に一つのボ

リューム内に作られるようになる。

復水機部については、関西では1968年の京都市北清掃工場、東京では1969年の北・石神井・世田谷清

掃工場から現れ始め、当初別体の機械として設置されていたが、関西では1976年の京都市南清婦工場第

2工場以降、東京では1976年の葛飾清掃工場から以降は、炉室棟と一体的に作られるようになる。

300% ~ . 
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• • 
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附iO 1965 1970 1975 1980 1985 問 的 1 ~殉5

図5. 3ー 2. 5 :関西3都市のごみピット棟と話一

集塵機棟との容積比の推移
容情比

4∞% 

(4)煙突部

煙突の形状については、関西では、神戸市が比較的早い1975年以降すべて正方形断面を標準としてき

た例を除いて、伝統的にRC造の円筒形を使用してきた。一方東京では1970年の(旧)千歳清帰工場ま

でRC造の円筒形が基本となっており、その後1973年の大井清掃工場以降1976年の葛飾清帰工場までの

問は 3管構成の鋼管製煙突となり、さらに1977年の足立清掃工場から1991年の目黒清掃工場までは再び

RC造の円筒形煙突を採用している。

関西では1986年以降、東京で・は1994年有明清掃工場以降には煙突がデサ・ィンの対象として工夫がなさ

れるようになり、クローパー型や多角形、楕円などの断面形状も現れ始めている。
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図 5. 3ー 2. 6 :東京都区部のごみピット棟と詰lQj(l!ol 

集塵機棟との容積比の推移
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例外としては、関西で、は1978年大阪市南港工場では復水機部のみ通気性のある濃灰色のルーパー状の

外壁材で囲んでおり、 1980年大阪市大正工場では炉室棟・集塵機棟のボリュームのみを濃茶色のパネル( 5 )全体的傾向

で覆っている。東京では1970年の千歳清掃工場で炉室棟・集塵機棟のボリュームを管理部に合わせた濃形状についての全体的傾向を見ると、関西と東京の事例ともほぼ共通しており、 1975年頃からプラッ

青色で仕上げている。トフォーム部と復水機部とが新たに一体的なボリュームとして組み込まれ、全体としてのボリュームが

増大し始める。 1970年頃からは集塵機棟が炉室棟と一体化し始め、 75年頃からはEVシャフ ト部と復水機

(4)煙突部部がそのボリュームに吸収されるようになり、 80年頃からはピット部とクレーン部とが再び一体化し、

関西の事例については、今まで煙突を赤白に塗ったことのない神戸市の例と、高さが60rn以下の 7例

を除けば、初期の頃から1986年の京都市南清掃工場第 1工場に至るまですべて赤白に塗られており、東

京の事例についても、高さの低い初期の 2例を除いて1977年の足立清掃工場に至るまで、すべて航空法

さらにごみピット棟と炉室・集塵機棟が一体的に形成されるようになるなど、時代と共に全体の形状が

一体化する傾向が見られる。煙突について1985年以降には、従来の形式とは異なるデザインを施した事

例が現れ始めている。

の規制による赤白の縞模様を採用している。

これに対して1985年頃以降の事例については、全ての煙突が白または薄色ベースに変わり、縦ストラ3 -4.色彩の推移

イフ。や頂部に模様の入った例も現れている。

( 1 )プラットフォーム棟

( 5 )全体的傾向

色彩について全体的な傾向を見ると、関西3都市・東京都区部とも、 1975年頃までの段階では、 RC

打ち放し仕上げか、茶、青、灰色を初めとする比較的濃い色でごみピット部など部分が塗り分けられる

傾向があったが、 1975年頃以降には全体を白色系統のほぼ均質な色で仕上げることが主流となる。

8部分に定義した工場本体の構成要素のうち、

プラットフォーム棟の色彩については、当初の上屋の無い時代から袖壁がピット部と同色に塗られて

いたが、関西 3都市では1972年に、東京都区内では1964年に上屋が出現して以降は、

ピット部と同色に塗られている。例外として1970年の東京都(旧)千歳清掃工場では、管理部門がプ

ラッ トフォーム部の上部を利用してつくられているためこの部分の塗り替えがなされている。

ほぼ完全にごみ

(図

白

色系を主体として彩色された要素の数を竣工時期順に見たものである。

1985年頃以降は、逆に白以外の色を全体に施した例や、 壁面に白・青・灰色を用いた帯状の横ストラ

工場全体の地上 2'"'-'3層までの外装にそれ以上とは別な彩色を施すことで基壇とし

てデザインした例や、施設全体を意匠的に構成し直した例が現れはじめ、煙突についても断面形状や色

彩によって意匠的なデザインが施されるようになってきている。

2 )は、3 -4. ， )、および(図 5.

イプを付加した例、

3 -4. 5. 

ごみピット棟

クレーン部とピット部の色彩については、関西の事例では当初同じ色で仕上げられていたが、 1968年

の京都市北清掃工場以降別々の色が使われるようになり、その後1976年の京都市南清掃工場第 2工場以

降には再び同色で仕上げられるようになる。東京の事例では当初よりすべてが同色で塗られており、思!

な色が塗られたのは、竣工した後の外装塗り替えの際 (1989年)に新たにデザイン事務所仰が参加して

( 2 ) 

経
M
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田

塗り分けが筋された、多摩川清掃工場の l例のみである。

グレーン操作室部については、関西では初期の頃よりクレーン部やピット部とは異なる独立した彩色

がなされていたが、 1974年の大阪市東淀工場以降は基本色としてクレーン部と同じ彩色が施されるよう

なる。逆に東京では、初期にはRC打ち放し仕上げで同色とされていたが、 1969年の石神井・千歳清掃
話
回
寓
陣

A清掃工場に至るまでの大部分の事例では、基本的にクレーン操作部についての塗一場以降1991年の

一 一一 一今一言
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図 5.3-4.2:東京都区部の白色に塗られた

要素数の推移
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図 5. 3 -4. 1 :関西 3都市の白色に塗られた要素数の推移

り分けがなされている。

棟・集塵機棟( 3 )炉

EVシャフト部については、関西では1968年、東京では1969年の出現と同時に、色彩的にはピット部も

しくはクレーン部と同色で仕上げられるようになる。

・東京とも1969年より集塵機部が屋内に一体的に内蔵されるようになり、炉

室部と集塵機部とは色彩的にも一体としてデザインされるようになる。

4. 社会背景と技術史から見る建築形態の時期区分

前節の内容を受けて、分析結果を社会背景と技術史に対応させながら読み直すことを通じて、連続式

炉を備えた廃棄物焼却処理施設の建築形態について時期区分を試みる。各時期の代表的な事例について1京とも1976年以降は基本的に集塵機部に内蔵されるようになり、色彩

炉室部については、関

復水機部についても、関西 ・
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は写真及び章末の年表中に表すものとした。
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第 5章 i膏帰工場の建築形態の推移 第 5章.清掃工場の建築形態の推移

4 -1 .連続式第|期 (1960年頃，.....，1965年頃) 4 -2.連続式第 11期 (1965年頃"'1975年頃)

ぜR、

施設のスケールを見ると、関西・東京の事例とも単位処理量あたりの容積は漸増傾向にある。特に関

西3都市では、この時期に後部の容積が前部よりも大きくなる事例が現れ始め、東京都区部でも前部の

容積に対する後部の比率が急増している。背景には、 1970年に第64回臨時国会(通称公害国会)が開か

れ、 1971年に環境庁が発足するなど、公害問題が社会的にクローズアップされてきたため、自治体自身

が運営している施設が自ら公害の発生源となることは許されず、 1968年大気汚染防止法、 1969年SOxに

係わる環境基準設定、 1970年COに係わる環境基準設定など次々と増える規制項目に、主に集塵機部に設

備を追加する形で技術的に対応してきた状況がある。煙突高さは、関西では80m、東京では100mが標準

となる。

工場の形状については、 1965年頃からごみピット棟のクレーン部がごみピット部よりも左右に張り出

し始めている。これはそれまで焼却機械の管理を行うための管理棟が、故障や運転状況を振動や音を通

じて身体で感じるためにピット部の左右に内蔵されていた注目)ものが、遠隔操作など設備の機能向上から

その必要がなくなり、労働環境の向上のために別棟化されるようになったこと、炉室部が当初ピット部

に半分貫入する構成になっていたものが、ごみピットの容量確保のために独立構成となったことが主な

原因と考えられる。 EVシャフト部も、この頃よりごみピット棟と炉室棟との間に設置されるようにな

る。当初は設備の大型化に伴って整備性の向上を目的として設置されており、 75年頃までは工場外壁に

付加的に取り付けられていた。集塵機棟については、 1970年頃以降にこれまで屋外に設置されていた設

備が炉室棟の内部に取り込まれる形で一体化するようになる。これは1967年公害対策基本法、 1968年大

気汚染防止法、 1970年廃棄物処理法制定の動きに見られるように、昭和40年代の高度経済成長の負の側

面である公害問題の深刻化により集塵機の設置が標準とされるようになり、炉と不可分の装置として位

置づけられ始めた削)ためと考えられる。またこの時期ボイラーによる熱回収が一般化し初め、復水機が

新たに設置されるようになるが、工場棟とは別の機械として屋外に設置されていた。

色彩については、 1965年頃より形状的にごみピット棟のクレーン部が張り出し始めると同時に、特に

関西ではクレーン部とピット部とで色の塗り分けがなされるようになる。 EVシャフ卜部については設計

当初よりほぼピット部と同色に仕上げられ、 集塵機棟についても炉室棟に吸収された段階で炉室練と同

色に仕上げられた。復水機部は屋外に設置されており、異なる仕上げとなっていた。煙突は60mを超え

る高さが標準化したため、航空法により赤臼の縞模様が一般的となる。色彩を全体で見ると、構成要素

の一部に白色が使われ始めたことが特徴的であるが、茶や灰、 RCの地の色が支配的で、白系の色が全体

に及んで使われることはまだ少ない。

この時期の清掃工場は、全体にスケールが増大し、炉室棟と集塵機棟の一体化、 EVシャフトの出現、

クレーン部とピット部のボリューム分割、白系のポイント的な彩色、煙突の赤白塗装の一般化などの特

徴を持つ。

この背景にはごみ量の増加と公害関連法の整備、労働環境の改善、清潔なイメージを持つ色の使用に

見られるイメージ対策の始まりを見ることができる。

一部2-4節の内容に重複するが、ここでは連続式炉を備える施設の発生期の建築形態の特徴につい

て、特に社会背景と技術との関係性を含めて詳細に記述する。

スケールについてみると、煙突の高さについて、関西 3都市における最初期の大阪市 (旧)住之江工

場と(旧)西淀工場で;70mと100mという現在でも通用する突出した高さを誇る点が自に付くが、これは

海外の技術を直接輸入したことによる現象と考えられ、それ以降については50mから段階的に高さを増

している。東京都区部の事例については、江戸川 ・北清掃工場の図面が存在しないため最初期の煙突高

さは不明であるが、それ以降75m'"'"100m以上で、推移し始めてお り、東京の場合は関西よりも一般に20'"'"

50m程度煙突が高く設定されるという特徴がある。

形状については、関西では初期の施設にはプラットフォーム部に上屋が形成されておらず、復水機も

存在しないため、ごみピット棟と炉室棟の 2つの直方体のボリュームで、全体が形成され、東京ではこれ

にプラットフォーム部上屋を含めた構成となっていた。集塵機は当初炉室棟と煙突との問の屋外にむき

出しのまま独立して設置されていたが、これは竣工後に装置の増設を可能にすることと、国の補助金制

度比21が処理量トンあたりで算出されていたため建物まで予算をかけることができず、最低限の費用で工

場を作らなければならなかったことが原因と考えられる。煙突は主に円筒形でRC造の煉瓦内張りライニ

ングであった。

色彩については、 RC打ち放しのままか、特に関西の事例では茶や青といった濃色系のはっきりした

色が使われていたが、これは当時参考にされた欧州の工場が、森の中など都市郊外部に立地していたた

め濃色で塗られることが多かったことによる影響と思われる住211。またコンクリートやスレートなど素材

が地のまま使われることが多いのも、この時代の特徴となっている。煙突の色彩は60mまで、の高さでは

航空法の基準件"にほ触しないため、関西では工場と同色やRC打ち放しで‘仕上げられていたのに対し、す

でに100m級の煙突を建てていた東京では、赤白の塗り分けが施されていた。

この時期の廃棄物焼却処理施設は、基本的に海外の技術を直接導入もしくは模倣することで成立した

経緯がある。このためデザインの面でも影響が色濃く反映されている一方で、社会的にはとにかく早く

安く作ることが求められていた背景を読みとることができる。

写真 5. 4ー 1. 1 大阪・住吉工場
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第5章.清帰工場の建築形態の推移第5章.清掃工場の建築形態の推移

1976年以降は初めから集塵機部と一体的に造られるようになった。

色彩についてみると、一体化したクレーン部とピット部が基本的に同色で仕上げられるようになり、

炉室棟・集塵機棟に吸収されたEVシャフト部と復水機部についても一体的に扱われ始めたため、工場全

体として同じ色で塗られる傾向が強くなる。色の種類については、集塵機の性能向上により煤が外壁を

汚さなくなったことと、 1971年東京都杉並区で起こった「杉並ごみ戦争Jω に象徴されるように、この

時期住民の反対運動が全国規模で紛糾しており、工場を建設を推進するためにはごみの不潔なイメージ

を払拭した清潔な施設であることを視覚的にもアピールする必要があったことから、白色系をベース・

カラーとする工場が関西・東京合わせて 9割を超えており、清潔なイメージを与えようとする際の常套

手段として定着する。

全体としてこの時期の廃棄物焼却施設の特徴は、規模がさらに大きくなり、クレーン部の張り出しゃ

EVシャフト部、復水機部が一体的に吸収され、関西の事例ではプラットフォーム部が新たなボリューム

として追加されている。色彩についても、煙突部が赤白塗装のままであることを除いて、全ての構成要

素が白系統の同一色で塗られるなど、形状的にも色彩的にも全体を一つのボリュームとして表現する方

向へ推移している。この背景には、さらなるごみの増加と、公害対策設備の強化のため、限られた敷地

面積下で機能の立体配置化が進んだことと、周辺住民対策として中身を見せない清潔な一つの白い箱と

して表現しようとする考え方の一般化が挙げられる。

写真 5.4-2.2:東京・大井工場写真 5. 4 -2. 1 :京都・南第 2工場

4 -3.連続式第川期 (1975年頃......，1985年頃)

施設のスケールを見ると、 1975年頃より関西3都市・東京都区部の事例ともに単位処理量当たりの施

設全体の容積に関して200m3
/ tを超え、 80年頃以降は300m3〆tを超えるなどこの時期に急増し始めて

いる。前後部の容積比については、ごみピットを徹底して地下化したために相対的に地上部の前後の容

積比が300%を超えている東京の杉並 ・千歳清掃工場の例と、鉄分の回収設備や残灰の処理に大規模な溶

融処埋設備を備えるなど特殊な機能を持った東京の矢田清掃工場第 1・第 2工場の事例を除いて、 1975

年以降にはほぼ200%前後で推移するようになる。これは時代と共にごみの量が急激に増加し始め、ごみ

を貯めておく機能を担うごみピット部の容量を中心に施設全体が急速に大型化し始めたことと、 1970年

代に次々に課された公害防止規制の項目がこの時期には一定レベルに到達し、 1979年竣工の神戸市落合

クリーンセンターの準備に際して、日本でネ刀めて廃棄物焼却処理施設の建設に対する環境アセスメント

が行われるなどの制度的な強制力もあり、ほぼ一定の割合ではじめから洗煙装置や排水処理装置が後部

に設置されるようになったことが原因となっている。煙突高さについても、公害規制レベル安定化の影

蝉を受けてこの時期以降は1995年現在まで、関西では100'"'-'120m、東京では130'"'-'160mの高さに達し、

RC造としてはほぼ最高のレベルで推移している。

形状について見ると、プラッ トフォーム棟については、関西の事例では1974年の大阪市東淀工場以降

に上屋が架けられて屋内化し、 ごみの投入デ、ツキが主に 2階以上の位置に造られるようになる。これは

施設周辺の都市化仰に伴い臭気の発散が大きな問題となってきたことと、ごみの増加に対応してピット

の容虫を確保するために投入デッキの位置を高くする方法が採られたためである。対する東京の事例で

は、プラットフォームの上屋は既にパッチ式炉の時代からつくられていた。ごみピット棟については、

クレーン部の張り出しが、関西では1980年、東京で‘は1977年を境に再び消滅してピット部と一体化する

傾向が見られるが、これは限られた敷地の中で延べ床面積の増大に対処するために施設全体が立体的に

配置されるようになったことと、設備の騒音もれを低減する目的もあって、ごみピットを含めた設備の

内墜と工場外壁との間にも居室や倉庫、見学者動線などが取られるようになったためである。この影響

を受けて、これまで外壁に付加的に取り付けられていたEVシャフト部も、関西では1979年、東京では

1983年頃以降は工場木体と一体化される例が現れてきている。復水機部についても、 1973年のオイル

ショックの経験から余熱利用役fti1fの重点整備が進められ、廃熱利用が標準化したため、関西 ・東京とも

写真 5.4-3.2:京都・東工場写真 5. 4ー3. 1 :神戸・港嶋クリーンセンター

4 -4. 連続式第 IV期 (1985年頃"""'1996年現在)

施設のスケールを見ると、 単位処理量当たりの容積については、関西3都市・東京都区部とも第III期

の延長で増加傾向にあるが、特に1985年頃以降は500m
3
/ tを超える施設が現れ始める。

形状についてみると、工場全体の一体化が進んだ次の段階として、出角にRをつける、もしくは角

切りを施す、または地上 2'"'-'3階までを基壇のように表現するなど、細かな意匠的手法が採られるよう

になる。

一方、このように第III期に形成された白い箱状の施設をベースとしながら、細かく意匠を施す方向に

対して、施設構成までも含めて、全体に渡って意匠的にデザインし直す例も現れ始める。

Q
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第 5章.清掃工場の建築形態の推移

これに対し1975年頃以降は、様々な付加的設備も含めて、一つの箱に一体的に納める方向が主流とな

り、 1985年頃以降の近年の事例では、全体を覆う機々な意匠的デザインが施されてきている。

(次ページ:年表)

近年では周辺住民の反対運動などの動向を反映して、 「ごみ焼却処理施設に見えないようにJという

イメージの上での社会的要求が重要な建築形態の決定要因となってきているという指摘出2 もある。

過去のパッチ式の例の中には、発電計画や震災復興計画などの重要な事業に関連づけられていたが故

に、例外的に意匠を施された施設も存在したが、このことは裏返せば、社会が清掃事業そのものだけで

は重要性を十分に認識していないことを端的に示していると考えられる。

本章における分析の結果、施設の建築部分の役割は、機能的な設備の「上屋Jとしての位置づけか

ら、設備を包み込む「カバーJを経て、 「意匠を表現する媒体」へと変化してきており、特に1985年頃

以降には、ごみ焼却処理施設の建築形態を決定づけている主な条件が、ごみの焼却処理にかかわる技術

的側面から遊離し、意匠的な側面に比重が移りつつあることを読みとることができた。

第 5章.清掃工場の建築形態の推移

煙突についても、 1985年頃以降はそれ以前の円筒形のものから三角形、正方形、六角形、八角形、楕

円形などの断面を持ち、時計やストライプをあしらうなど通称「デザイン煙突Jと呼ばれるものへと多

様化してきている。

色彩についてみると、全体を覆う色調が、白系だけであったものから、薄茶、薄灰、薄青色などをベ

ースにしたものへと主流が移り変わり、その上に、巨大化した壁面を水平に分割して低 く見せることを

意図した白、灰、青色等の水平ストライプを施したり、面ごとに色を変えるなど、壁面に対する意匠的

な塗り分けが行われるようになる。

全体としてこの時期の清掃工場の建築形態は、細部に装飾的な意匠を施すよ うになっ た段階をベース

として、施設の構成にまで及ぶデザインが試みられ始めたことが読みとれる。

写真 5. 4-4. 1 :大阪・西淀工場

5. まと めと考察

写真 5. 4-4. 2 :東京・有明工場

本章では、東西主要都市部の廃棄物焼却施設の建築形態に関 して、発生当初から現在に至るまでの歴

史的変遷を調査・分析し、背景に流れる処理技術 ・社会情勢と の関係性を考察することで時期区分を行

うことができた。その結果を図 4. 5 -1に略記する。

ごみの焼却処理のための技術は、増大し多様化し続けるごみの処理問題に対応する形で、 (初期の野

焼き) → 人手によるパッチ式炉 → パッチ式機械炉 → 連続式機械炉 → 公害対策設備を強

化した連続式機械炉 へと推移し、それを覆う建築形態も、 上部を覆う屋根 → ごみ投入作業の足場

小屋 → ピットやクレーンを備える直方体の工場建築 (パッチ式炉) → 前後2つの直方体を基本

とする工場建築(連続式炉) → 後部が拡大し一体化の進んだ工場建築(公害対策設備の増強)へと
技術に対応する形で推移してきた。

すなわち清掃工場の建築形態を決定づけている要因は、初期の頃から、ごみ量の増大に対応 して ピッ

ト・炉室の容積が増加し、ごみ質の多様化に起因する公害問題の拡大に対応 して集塵機棟の容積の増

加、煙突の高層化、プラットフォーム部の屋内化が進行し、省エネルギーの重視に対応して復水機の追
加がなされるなど、ごみ焼却のための機能的要求が中心となってきた。
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第5章.清掃工場の建築形態の推移

注I建築形態という用語は一般に広い内容を持つが、本稿では廃棄物焼却施設という構造物の「スケール、色彩、形

状という建築設計に関わるデザインJという限定的な意味で用いるものとした。

t1:2連続燃焼式焼却施設とも呼ぴ、焼却炉内への連続的なごみの挿入機構を持ち、炉内におけるごみの燃焼、炉内か

らの灰の取り出しなどが、供給されたごみの質にあわせて任意の速度で連続的に、しかも機械力で円滑に行われる

燃焼方式。(厚生省監修:ごみ処理施設構造指針解説 1987年)

注3大阪市環境事業局、京都市清掃局、神戸市環境局、東京都清掃局および今回調査した連続式炉の施設のうち14工

場の設計を担当した実績を持つ 1設計事務所に対するヒアリングを行った。

花 1連続式炉に対して、ごみを投入口から炉に入れて火格子の上で燃焼させ、燃焼が完結した後に灰を下から掻き出

すという、 l回ごとのサイクルを繰り返す燃焼方式。

tt5精入茂:ごみの100年史処理技術の移り変わり 学芸書林 1987年， p.36 

m溝入茂:ごみ焼却の技術史，都市と廃棄物， vo1.16. No.4， p.20 

tl'.7出典/大阪市住之江工場内資料展示室より

tl:8出典/東京都清掃局:清掃事業のあゆみ 1977年， p.17 

削 出典/大阪市住之江工場内資料展示室に模型が保存されており、これを撮影。

注10出典/大阪市環境事業局:昭和10年度事業概要， p.25 

ttll東京都杉並ごみ焼却施設内資料展示室の所蔵資料より。

ttl2溝入茂:ごみの100年史処理技術の移り変わり 学芸書林 1987年， p.222 

tt.13溝入茂:ごみの100年史処理技術の移り変わり 学芸書林 1987年， p.33 

tl:H 溝入茂:ごみの100年史処理技術の移り変わり 学芸書林 1987年， p.277 
'115出典/京都市清掃局保管の資料より。

花16出典/東京都杉並ごみ焼却施設内資料展示室に保管の資料より。

ttl7出典/東京都清掃局作成のパンフレット

内111出典/大阪市清掃局:20年のあゆみ 1967年， pp.17 

ttl9搬入されるごみを一旦ピッ ト(パンカ)とよばれるごみ溜に貯めておき、クレーンで撹枠しながら順次炉の中へ

投入していく供給方法。これによりごみの安定供給とごみ質の均等化が促進され、理想的な燃焼状態を維持しやす
くなるというメ リットがある。

問。出典/神戸市環境局作成のパンフレッ ト

ti21出典/大阪市環境事業局保管の資料

tl:22潜入茂:ごみの100年史処理技術の移り変わり 学芸書林 1987年， p.404 

役:!3関西 3都市では、京都市南清掃工場第 1工場(1964年)、 東京都区内では、江戸川清掃工場(1966年)、北清

掃工場 (1969年)、千歳清掃工場(1970年)について図面が現存せず、写真と広報用資料のみから分析した。
rt:!.1 厚生省監修:ごみ処理施設構造指針解説 1987年、を基に分類・作図を行った。

tt:!5津川敬:ドキュメントごみ工場 技術と人間 1993年， p.53-54 
1't:!ti神谷空間計画事務所

n::!T 1963年の消帰法改正に伴い、ごみ処理施設への国庫補助が開始された。

向 調査対象とした連続式炉の施設のうち14工場の設計に携わった経歴を持つ建築事務所へのヒアリングに基づく。

ttω 航空法第51条・維持管理の項に、高さ60m以上の構造物は赤白の塗装を施したうえで航空障害灯を設置する規定

空あるが、近年では高輝度障害灯を設置するか縦横比を10:1以上とすることで緩和措置がとられている。

日制 特に京都市の東工場や、神戸市の落合クリーンセンターの建設の際には、計画以前から工場周辺の宅地開発計画
があった。

11，:11東京都杉並工場の建設は戦争で中断された後に、 1967年 5月に都市計画事業決定された。しかし住民の反対運動

のため計画は進まず、 15号埋立地の延命化でごみ問題が顕在化。 1971年に当時の美濃部都知事が「ごみ戦争」を宣
言した。

it:;:!前掲注 3に同じ。
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第 6章.清掃工場の建築形態の現状

第 6章.清掃工場の建築形態の現状

1 .はじめに

1 -1 .調査の背景と目的

第 5章の、清掃工場の建築形態の推移に関する分析の結果、特に1985年頃以降に分類される「連続式

第 IV 期Jの事例について、建築形態を決定づける要因が、機能的な側面のみによるものから遊離し始

め、意匠的な側面を加味したものへと変化し始めている状況にあることが把握された。

本章では、この現象を詳しく調査するため、 1985年以降1996年までに竣工した日本の大規模清掃工場

について、採用された建築デザインの手段とその設計主旨について調査分析を行った。

建築デザインの具体的な特徴と背景にある設計者の考え方(=社会が要求する考え方)との関係性を

明らかにし、特に設計主旨の時間的な推移傾向を分析することで、近年の清掃工場の建築部分に与えら

れてきた役割と、背景にある往会的な考え方の潮流を明らかにすることを目的とする。

1 -2.調査の対象と方法

調査対象は、現在多くの自治体で設置に際して環境影響評価報告を義務づけられる、処理量 1日当た

り200t以上の全国の大規模清掃工場のうち、 1 985年以降 1996年までの近年 11年間に竣工

した 122施設住1から、炉の増築または改築のみで、建築の更新を伴わなかった 7施設を除く全 115施

設を採り上げた。

調査方法は、まず対象となる清掃工場の自治体作成による広報用資料(パンフレットおよび類する資

料)を収集し、施設の外観写真および施設概要、施設の解説文、図面についてデータベース上に整理を

行った。

広報用資料中に記載される施設外観の解説文を対象としたキーワード分析を通じて代表的な「建築デ

ザインの主旨j を項目として抽出し、同様に施設の外観写真と図面等の資料から代表的な「建築デザイ

ンの手段Jを抽出した。

2節にもとづいて本論では、社会の考え方の一つのバロメーターとして建築設計担当者の考え方を位

置づけ、各対象施設の設計担当者に対して、抽出した項目を用いた選択形式のアンケート調査を行い、

具体的な「手段」の採用状況と、対応する「主旨Jの傾向に関して整理・分析を行った。

代表的な事例については、現地調査と施設関係者に対するヒアリングを行い、建築図面・写真の収集

および、建築デザインの主旨や考え方について'情報の補足を行った。

最終的に、各主旨項目の選択度数を施設の竣工時期順に並べることで、近年の清掃工場の建築デザイ

ンに投影されてきた社会的な考え方の潮流を明らかにした。
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第 6章.清掃工場の建築形態の現状

物は、都市計画においてその位置が決定しているものでなければ、新築し、文は増築してはな

らない。ただし、特定行政庁が都市計画地方審議会の議を経てその位置が都市計画上支障がな

いと認めて許可した場合、文は政令で定める規模の範囲内において新築し、若しくは増築する
場合においては、この限りでない。

第 6章.清掃工場の建築形態の現状

の考え方がと市民(住民等)

2.施設計画の決定プロセス

はじめに、施設計画に関する決定プロセスの中で、行政(地方自治体)

計画決定主体については、一般廃棄物の処理処分が、 1971年施行の「廃棄物の処理及び清掃に関する

法律Jに定められるように市町村義務であり、施設の都市計画は都市計画法第15条により市町村が定め

どのように反映されているのかを調べるため、建設に際しての現在の一般的な発注プロセス、及び施設

設置に関わる都市計画決定プロセスについて整理する。

さらに国が、大規模な事業の実施にあたり公害の防止及び自然環境の保全上極めて重要であるとして

1984年に「環境影響評価の実施についてJの要綱を閣議決定すると、翌年には建設省が「都市計画にお

ける環境影響評価の実施についてJの通達を出して、都市計画を定める際に環境への影響影響に配慮す

るよう求めており、 1985年以降、大規模な廃棄物焼却処理施設の建設に際しては、基本的にこの通達を

準用して準備書(評価書案)の作成や説明会の開催などが行われている。

東西の代表的な都市である東京都と大阪市では、都市計画を定める際に、環境影響評価対象事業につ

るとされている。
2 -， .発注プロセスにおける行政意見の反映

近年のごみ焼却処理施設は複雑かつ大規模な技術システムとなっているため、市町村側(行政)で独

このため他の公共事業で行われている施

この施設の場合は設計施工契約方式が一般的となって

に具体的な設計まで行うことが事実上できない状況にある。

おり、受注者が契約後に実施設計を行う発注方式、 即ち「性能発注方式j となっている。

発注者 (行政)は契約時にできるだけ契約内容を明確化し、契約後の実施設計段階で受注者との問で

「基本設計図書Jを作成し、この基本設計図書は、発注者が受注者

」と、これに基づいて受注者側が提出した「見積設計図書(発注仕様書の内

・確認書を含む、 外観図、各階平面図、建築標準仕様書その他の概略図面)J 

工契約方式では設計と施工は分離されているが、

大きく解釈が異なることが無いよう

側に提示した「発注仕様
A
句
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2 -2. (図 6.いては都市計画決定と並行して環境影響評価手続きを行う こととされている。
とで構容に対する見解

成される。 ft2 この都市計画決定手続きおよび環境影響評価の手続きは、 事前の住民説明会による意見収集、都市計

画案(都市計画素案)および環境影響評価書案(環境影響評価準備書)の縦覧、その後の公聴会による

意見収集、収集された意見に対する見解書の縦覧、その後の公聴会による意見収集、

度の市民意見の取り込みを行う構造となっている。

と実質的に最低 3
行政側が提示する「発注仕様書Jの内容には施設の建築部分のデザインに関する概要も含まれるた

め、行政側の意見はこの発注仕様書作成の段階でまず投影される。さらに発注仕様書に基づく各社の

「見積設計図書Jは原則と して複数(最低3社以上とされている)提出されることから、最終的な「機

種審査(設計施工業者の決定)Jの段階では、行政側は建築のデザインも含めて複数の中から選択する
の項目を主に建築デザインの具体的な計画案に関しても、環境影響評価書に挙げられている「景観J

この環境影響評価手続きのプロセスの中で通じて示されるため、施設設計に対する市民側の考え方は、

意見収集を通じて反映される形式となっている。

こととなる。

施設設計に対する行政側の考え方は、現状では発注契約の段階で反映される形式となっている。

2 -3. 行政・市民の考え方と建築デザイン

ごみ焼却処理施設の建築デザインの決定プロセスは、1985年以降、特に1979年竣

工の神戸市落合クリーンセンターでごみ焼却処理施設としては最初に環境影響評価が行われて以降、行

以上の整理により、

政と市民の双方の意見を取り込んで決定される構造となっており、この意味で実際の設計は建築設計担

当者が行うものの、最終的に決定された建築デザインやその背景にある考え方・主旨には、基本的に施

設に対する行政側と市民側の双方が持つ社会的な考え方が反映されて成立していると考えられる。

本章では、社会的な考え方の一つのバロメータとして、建築設計担当者を位置づけ、主にそこからの

ごみ焼却処理施設は、都市計画法第11条第 1項第 3号の中で、都市計画に定める主要な公共施設とし

てあげられている。ここに示される施設は総合的な土地利用の計画化、都市計画制限、都市計画事業等

を行う必要がある場合に、選択的に都市計画決定されることになるが、さらに建築基準法第51条におい

て「卸売市場、火葬場又はと畜場、汚物処理場、ごみ焼却場その他の処理施設の用途に供する建築物

は、都市計画においてその位置が決定しているものでなければ、新築し、又は増築してはならない。 J

と規定されることから、原則的には都市計画決定がなければごみ焼却処理施設の建設はできなくなって

いる。tI:.:l

2 -2.環境影響評価における住民意見の反映

意見収集を通じて、現在のごみ焼却処理施設の建築デザインに与えられた社会的な役割と、背景にある

社会的な考え方について明らかにすることとした。

3. 建築デザインの主旨に関する分析

都市計画法第11条

都市計画には、当該都市計画区域における次の各号に掲げる施設で必要なものを定めるものと
する。この場合において、特に必要があるときは、当該都市計画区域外においても、これらの
施設を定めることができる。
同条第3号

水近、電気供給処理施設、ガス供給施設、下水道、汚物処理場、ご、み焼却場その他の供給施設
又は処理施設

以降では、近年の我が国の廃棄物焼却処理施設の建築デザインについて、実際に採用されているデザ

イン手段とその設計主旨について具体的な調査分析を行う。

本節ではまず、近年の大規模ごみ焼却処理施設の建築部分がデザインされる際に、 デザインを決定づ
建築基準法第51条

卸売市場、火葬場 (意図)について整理を行う。

n
3
 

G
d
 

ける背景となっている設計主旨はと畜場、汚物処理場、ご、み焼却l場その他の処理施設の用途に供する建築
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大阪市の計画決定プロセス

知事 f事業者 ( 知事

第 6章.清掃工場の建築形態の現状 第 6章.清掃工場の建築形態の現状

東京都の計画決定プロセス

3 -1 .広報資料に表れるキーワード分類

時代的な幅を確保するために、 1997年以降の竣工予定施設についても把握できた12例を含めた全127施

設について、社会見学用に自治体が公式に配布している広報用パンフレット、または一般説明用の資料

に記載されている施設の外観や建築部分に関連する解説の中から、建築デザインの主旨や表現内容に関

するキーワードを抽出し、整理・分類を行った。

以下に抽出したキーワードの一覧を要約して示す。(文頭の数字は施設の整理番号)

( 市民等 γ 知事 γ事業者 ，，( 知事 Y都民等 ¥

演

量2
響

E平

il 
|会 i

縦覧 : ....-; 

~- i I 

A一意見書提出 i ! IREE l 
-~ ~ の憲見|

承認申精都市計画「定書送付 一一一J
4 案・評価尋問-=---'~-

案川作成愈見回答 意見回答

一副
lj

一-， --， 
公示と

V 
前説明

会の開催

V 
都市計画検認 都市計画図・.J平価書
地方審m ..... ;1.¥与
.d.. ---. 

E 縦覧

都市計画局 清婦局 環境保全局

"" 

~J:一一

園 周辺環境との調和

10・周囲の自然環境にマッチした建屋構造 76・機器はすべて建屋内に収納し、生活環境にマッチし

11・周辺環境との調和にも十分配慮した(後略) た美観を備える

12・周辺環境との調和したイメージ 77・地域環境との調和を図っています

13・周辺地域との調和を図っています 78・周囲の自然環境に調和した(後略)

19・機器はすべて屋内に収納し、周辺の環境と景観に配 80・淀川流域の広大な自然と調和し、近隣の地域とも調

慮、した外観は(中略)緑を多く配するなど見沼の自 和する施設の配置、建物構造

然との調和に配慮、しました 81・周囲を緑の木々でおおうなど、周辺環境との調和を

20・周囲の環境にマッチした構造物 図った

23・樹木を多く配したり建物壁面のデザイン化などによ 83・敷地内は緑地・植栽部分を十分にとり、景観に配慮

り地域との調和を図り(後略) しています

24・.荒川流域の広大な自然と調和し、近隣の住宅地とも 84・建物は近代的な外観で付近との調和を図るとともに

調和する施設の配置、建物構造 86・建物は近代的な外観で付近との調和を図る

30・江戸川流域の広大な自然と調和し、近隣の住宅地と'"87・周辺の調和

も調和する施設の配置、建物構造 88・機器はすべて建屋内に収納し、自然とマッチした美

31・環境への調和 観を備え(後略)

32・隣践する海浜公園と調和のとれた(後略) 96・建物の外壁は周辺環境との調和を考えタイル貼りと

34・周辺との調和に充分配慮 し(後略)

36・静かな住宅地と自然環境にマッチした建屋構造と 97・固定公圏内のため半地下式の施設とし・・環境と調

し(後略) 和した施設としています

37・工場周辺の環境に調和し(中略)周辺環境のスケー 100・周囲との調和を図っています

ルに合わせて細分化 101・周囲の景観を損なわないようにします

38・周辺の景観を損ねないようにしています 105・瀬戸内海国立公園景勝地との調和を図っています

39・周辺の景観を損ねないようにしています 107・周囲の景観にも十分溶け込むよう配慮

40・緩衝緑地を設けて周辺環境との調和を図っています 108・周辺との調和

43・周辺の調和 109・周囲には樹木を多く配し周囲の環境との調和を図

51・周辺環境になじむ るなど(後略)

52・風景と調和し(後略) 112・周辺との調和を図っています

54・調和と景観を重視し(後略) 113・機器はすべて建屋内に収納し、周辺の静かな環境

56・一般住宅地および卯辰山風致地区という周辺環境に にマッチした景観を備え(後略)

調和するよう(後略) 114・周辺環境との調和を考定、した外観としています

58・周辺環境との調和を図っています 115・建物等は周辺の自然に良く調和するように配置

61・周辺環境との調和を図っています 117・周辺環境との調和

63・周辺地域の緑に包まれた環境とマッチする調和のあ 119・緑との調和

る外観(中略)周囲の景観を損ねないようにしてい 123・地域にマッチした清掃工場
ます 124・ (煙突に関して)周辺環境に調和して(後略)

64・富士山及び周辺地域の風景との調和を図るため(後 125・周辺環境にマッチしたまとまりのある工場として
略) 126・人や街と調和するやさしい工場

65・機器はすべて建屋内に収納し、周辺の静かな環境と 133・建設予定地周辺は工業専用地域で、工場が多く

マッチした景観を備え(後略) ごみ焼却工場が違和感を党えるものではありません

69・機器はすべて建屋内に収納し、自然とマッチした美 133・色彩は、都市長観条例に基づき周辺環境に融和

観を備え(後略) し(後略)

70・機器はすべて建屋内に収納し、自然とマッチした美

観を備え(後略)

76・機器はすべて建屋内に収納し、生活環境にマッチし
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圃 従来の清掃工場の持つ印象の一新

11・従来の清婦工場のイメージを一新する美観を備

え(後略)

18・従来の清掃工場のイメージを一新し(後略)

22・ごみ処理工場の概念からエネルギー生産工場へと

イメージを一新

23・従来イメージを一新した

25・都市景観的にも配慮して建屋内にすべての設備を

収納し、これまでのイメージを一新した施設

32・従来のごみ処理施設のイメージを一新し

34・従来のごみ処理施設のイメージを一新し

35・ごみ焼却工場のイメージを一新する

40・建物の色彩や形状を一新するとともに

45・従来のイメージから脱し

48・従来のごみ焼却工場のイメージを一新する

53・ごみ焼却工場のイメージを一新する施設

58・従来のごみ焼却場のイメージを一新させる斬新な

意匠・景観

61・従来のごみ焼却場のイメージを一掃する近代的な

施設

64・従来のイメージを一新する

66・従来のイメージを一新した斬新な外観とし(中略)

従来の清掃工場のイメージから脱皮させた清潔感あ

ふれた超近代的な工場

田 清潔感の表現

10・機器はすべて建屋内に収納するなど、清潔なイメー

ジの施設づくりに配慮

11・清潔な施設です

24・内部も明るく 、清潔感のある設備

30・内部も明るく、消潔感のある設備

36・機器はすべて建屋内に収納するなど、清潔なイメー

ジの施設づくりに配慮、

51・クリーンな施設

54・清潔な施設となるようにしています

65・消潔で能率の良い施設

66・消潔感あふれた

69・消潔で能率の良い施設

70・消潔で能率の良い施設

- 近代的な印象の表現

18・近代的施設として建設

25・近代的な感党を深り入れたものとし(後略)

32・近代的なアメニティー施設

35・近代的な施設としています

45・未来へ向かうイメージ

48・近代的な施設

57・近代的施設として述物外観にも配慮し(後略)
61・近代的な施設

64・ft観を虫視した近代的建物

66・超近代的な工場

74・スマー ト・近代的・ソフトな印象

78・近代的な工場です

第 6章.清掃工場の建築形態の現状

72・焼却工場であることを感じさせない外観づくりに努

めていく

74・清掃工場のイメージを抑制

92・建物の景観を十分配慮するなど、今までのイメージ

を一新した

95・外観は従来のごみ処理施設のイメージを払拭した

スマートな建物としました

107・従来のごみ焼却場のイメージを一新する斬新な

デザイン

109・従来のイメージを一新し

111・従来のごみ焼却工場のイメージを一新する近代的

な施設

112・従来のごみ処理施設のイメージを一新する近代的

な外観

123・清掃工場のイメージを和らげ

123・意匠の工夫等により煙突のイメージを和らげる

126・"工場らしくない工場"を目指す

127・煙突らしさのイメージを軽減

72・明るく、清潔な感じを与え(中略)威圧感のない清

潔な感じを与えるような形状、色彩等を採用し
73・明るく清潔な感じを与え

80・内部も明るく清潔感のある施設としています
88・清潔で、能率の良い施設としています

96・清潔で明るい施設

100・美観、清潔感に十分配慮し(後略)

105・美観、清潔感に十分配慮し(後略)

114・広く明るく清潔なイメージのエントランスホール

が、来場者を優しく迎えます

133・色彩は、都市景観条例に基づき周辺環境に融和し
清潔感あるものとする

78・近代的な工場です

83・建物は白を基調としたモダンな外観にすると
ともに(後略)

84・建物は近代的な外観で付近との調和を図ると
ともに(後略)

86・建物は近代的な外観で・付近との調和を図る

92・近代的施設として建物外観にも配慮、し(後略)

95・外観は従来のごみ処理施設のイメージを払拭した

スマートな建物としました

111・近代的な施設としています

112・近代的な外観
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圃 親しみやすさの表現

18・市民の皆様に親しまれる施設となるように計画

23・市民に親しまれる(後略)

37・地域住民から親しまれるとともに(後略)

45・親しみと開放感

52・暖かく親しみのある施設

57・コーナ一部を曲面とし、ソフトなイメージとした

74・スマート・近代的・ソフトな印象

圃 威圧感・圧迫感の低減

72・威圧感のない(中略)形状・色彩等を採用し(後

略)

123・閉鎖感を緩和するため建築物の意匠等を軽快な

ものとする

123・圧迫感を緩和するため、建物の外壁や仕上げ材料

等を工夫し、敷地内の外周部などは極力緑化する

125・ (煙突に関して)形状を 目立たなく(中略)圧迫

感を出来る限り軽減

- シンボル・ランドマークとしての表現

21・アメニティある地域のシンボル施設

21・ (煙突に関して)地域のランドマーク的存在

37・ (煙突に関して)地域のランドマークになるような

デザイン

41・時計のついたシャープな形状の煙突は、地域のシン

ボル、ランドマークになるようにしています

- 特定のテーマの表現

19・ (前略)外観は、本市の象徴として指定されており

ますサクラソウをモチーフにするとともに(後略)

21・外観デザインは中世ヨーロッパの城をイメージ

し(後略)

45・特徴的な大きなうねり(波)をモティーフに、翼を

広げた鳥をイメージ

- 景観の創出

36・質の高い地域景観の形成に寄与する公共施設

45・景観形成を主導できるランドマーク

125・出来る限り良好な景観の創出に(後略)

126・敷地周辺部を極力緑化し、より良好な景観を創出

- 機能上の要求

23・プラントの更新を考慮、した構造

113・効率の良い施設としています

- 地域住民の要求
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91・景観を親しみやすいソフトなイメージにしました

92・市民に親しまれる施設を目指したものであり(後

略)

96・緑に囲まれた市民に親しまれる(後略)

109・市民に親しまれる施設を目指したもの

128・やさしい感じ

126・ステップガーデンとすることによって圧迫感を

減じ(後略)

128・圧迫感の抑制

129・圧迫感を少しでも和らげるような雰囲気を表現

するため(後略)

129・ (煙突に関して)圧迫感は軽減される

45・ (煙突に関して)巨大なシンボルタワー (中略)都

市景観に大きなインパクト

110・施設のシンボルとして煙突に展望台を設置

124・ (煙突)地域の新しいシンボルとなるものと

考えている

127・地域の新たなランドマーク

59・森の中の清掃工場をコンセプトに計画

96・時計台をイメージした煙突にするなど(後目的

124・海原に浮かぶヨットをイメージさせている

125・蓮の花をモティーフとする(後略)

129・屋根は河川の水面を連想させる波形を採り入れて

いる

64・特に色彩については住民の皆段のご意見をいただき(後略)
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3 -2.建築デザインの主旨項目の整理

具体的な建築デザインの手段との関連や全体的な時代傾向を分析するために、建築デザインの主旨に

ついて、 3-1. で行ったキーワード分類を基に「主旨項目Jとして整理する。

「周辺環境との調和Jについては、周辺環境の中に姿を消していくことで調和を図ろうとする消極的

な方向 (a) と、周辺環境の持つ特質を強調することで調和を図ろうとする積極的な方向 (b)の2つ

の調和の考え方が含まれているため、 2項目を区別して設定した。

「従来の清掃工場の持つ印象の一新Jについては、内容が広範に渡り、すべての主旨を包括してしま

うため、逆の考え方である「従来の清掃工場の印象を継続するJ項目(j )を加えることで、対応する

こととした。

「機能上の要求Jについては、キーワード分析の中にはあまり現れなかったが、予備的なヒアリング

調査の結果、多く関連する回答が含まれていたため、独立した項目 (h) として扱うことと した。

残る「景観の創出jや「地域住民の要求」等の主旨は、その他 (k)の項目として扱うこととした。

以上の調整により主要な建築デザインの主旨について、 1 1の「主旨項目Jとして整理した。

I (a)周辺環境に対し、目立たなくして調和を図る ・「周辺環演への融合」

いb)周辺環境に対し、特徴を表現して調和を図る 「周辺環境の特徴表現」

I (c)清潔感を表現する 「清潔感の表現J

i (d)近代的な印象を表現する '"'， r近代的な印象の表現J

( e)親しみやすさを表現する

( f )威圧感・圧迫感を低減する

I (g) シンボル・ランドマークとして表現する

! (h)機能上の要求条件に従う

( i )特定のテーマを表現する

i(j)従来の施設の印象を継続する

L (k)その他

4.建築デザインの手段に関する分析

「親しみやすさの表現」

「威圧感 ・圧迫感の低減J

fシンボル性の表現」

「機能的条件への対応J

「特定のテーマの表現J

「従来の印象の継続J

各事例の外観写真と図面等の資料調査に加え、建築設計担当者に対する自由記述方式の予備調査に基

づき、清掃工場の外観を構成している建築部分を 18，の主要な「要素Jに分類、し、各要素に対して実際

に採用されている具体的な建築デザインの「手段Jについて項目抽出を行った。

ここで得た「手段j項目と、 3節で得た「主旨J項目とを用いて、設計主旨とデザイン手段の一般的

な関係性を抱握し、設計主旨の時代的な推移傾向を明らかにするために、各施設の建築設計担当者に対

してアンケート調査を実施した。

アンケート制査は、建築設計担当者に対して、各施設について 18の要素ごとに、建築デザインの

!手段」項目の巾から実際に採用した項目を選択してもらうと同時に その手段を採用した主な設計主

旨について、 1 1の「主旨J項目から 2つ選択してもらう形式で行った。

調査時期は1997年lln'""12月で、調査対象とした115施設の各建築設計担当者に対して郵送による配布

と回収を行い、応終的に回収された釘効回答欽は99件、回収率は86.1%であった。
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4 -， .建築デザインの要素と手段項目の整理

以下では各建築デザインの「要素J別に、具体的な「手段Jの項目について列挙する。同時に建築設

計担当者へのアンケート調査の結果から明らかとなった、全施設に対する各「手段Jの採用率を示す。

- 表面のデザインに関する手段の項目

基調色(施設本体の外壁の基調となる色について)

白系淡色 (57%)、茶系淡色 (15 %)、灰系淡色 (13 %)、青系淡色 (6%)、

茶系濃色 (3%)、その他 (5%) 

基調仕上(施設本体の外壁の基調となる仕上について)

吹き付けタイル (74%)、吹き付けタイル+磁器タイル (7%)、磁器タイル (5%)、

PCデザインパネル (4%)、その他 (7%) 

塗り分け等(施設本体の外壁に対する色・仕上げによる塗り分け等について)

水平ストライプの設置 (30%)、目地割りの整理 (30%)、基壇部の塗り分け(1 6 %)、

ボリューム要素別の塗り分け(1 4 %)、サッシュ等の塗り分け (11 %)、

壁面のグラフィック状塗り分け (4%)、マーク・ロゴ等の設置 (3%)、特になし (33 %) 

関口部等の配置と形状(施設本体の外壁に設けられる窓や開口部の配置と形状について)

連続窓の設置(横 61%・縦 20%)、その他配置の意匠的な整理 (36%)、

大関口部の設置 (22%)、特になし (14 %) 

- 細部のデザインに関する手段の項目

出角部の処理(施設本体の出角部の形状に関する処理について)

曲線的な面取り (21 %)、直線的な面取り (5%)、エッジの強調 (4%)、その他(1 %) 

特になし (71 %) 

- 部分のデザインに関する手段の項目

部分的要素の造形(見学者通路部やシャフト部など施設本体の部分的要素の形状について)

管理部・玄関まわり (37 %) (吹き抜け、カーテンウオール等)、

見学者通路部まわり (31 %) (装飾的屋根、曲線的壁面等)、

ランプウェイ部まわり(1 6 %) (装飾的屋根、シェルタ一等)、

シャフト部まわり(1 8 %) (装飾的屋根、カーテンウオール等)、

他の部分的要素 (21 %)、特になし (26%)

園 全体構成のデザインに関する手段の項目

主要な屋根形状(施設本体のシルエットに影響を与える主要な屋根形状について)

陸屋根 (80%)、ボールト屋根 (12 %)、傾斜屋根 (5%)、その他 (9%) 

ボリュ-ム構成(胞設本体の全体的ボリューム構成について)

プラント地成を優先した椛成 (57 %)、 一体的な梢成(1 9 %)、分室IJ的な構成(1 3 %)、
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意匠を優先した構成 (9%) 

高さ方向の構成(施設本体の高さに関連するボリューム構成について)

地下への掘り下げ (33%)、頂部の壁面後退(1 3 %)、基壇部での壁面後退 (9%)、

その他(1 4 %)、特になし (40%)

施設本体のテーマ

- 煙突のデザインに関する手段の項目

断面形状

四角形 (57 %)、円形 (11 %)、三角形 (9%)、多角形 (9%)、楕円形 (8%)、

鉄搭型(1 %)、その他 (4%) 

基調色

施設本体と同色 (80%)、施設本体と別色 (12 %)、赤白 (7%) 

基調仕上

吹き付けタイル (83%)、RC打ち放し (5%)、磁器タイル (3%)、鋼板塗装 (2%)、

その他 (7%) 

塗り分け等

垂直ストライプ (52 %)、模様・マーク (17 %)、頂部の塗り分け (13 %)、

基坦部の塗り分け (4%)、特になし (29 %) 

出角部の処理

曲線的な面取り (19 %)、 直線的な面取り (1 0 %)、

角部の強調 (リブ等の設置) (9 %)、角部への溝切り (8%)、その他 (6%)、

特になし (47%)

本体との連結部の処理

カバーを設置 (24%)、施設本体と一体 (11 %)、地下化 (7%)、

特になし(配管の露出) (5 5 %) 

煙突以外の機能等の付加

時計の設置 (8%)、発電でライ トアップ (7%)、展望台 (2%)、その他 (2%)、

特になし (81 %) 

煙突部のテーマ

国 外構のデザインに関する手段の項目

外構・配置等の全体計画

他栽帯の設置 (65 %)、施設配置の工夫 (24%)、敷地内公園の設置 (8%)、

その他 (8%)、特になし (20 %) 

植栽・柵等の細部の計画

植栽の種煩に配慮 (29 %)、値栽でフェンスを隠す (7%)、

フェンスを意匠的にデ・サ'イン (5%)、その他 (6%)、特になし (55 %) 
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4 -2.標準的モデルの特徴と設計主旨の想定

施設建築の 18の各「要素」に対し、建築設計者に対するアンケート調査の結果最も採用率の高かっ

た、いわば標準的「手段Jを組み合わせて全体を構成した、標準的モデル(図 6.4-2.1)を想定

し、その特徴について分析する。

同時に、アンケート調査の結果、各標準的「手段Jに対して上位2番目までに多く選択された「主

旨J項目とその選択率を示し、標準的モデルの建築デザインは主にどのような主旨に基づいて形成され

ているのかについて明らかにする。

デザイン「要素」の項目

・表面のデザイン
基調色

基調仕上

塗り分け等

関口部等の配置と形状

圃細部のデザイン

出角部の処理

園 部分のデザイン

部分的要素の造形

園 全体構成のデザイン

主要な屋根形状

ボリューム構成

高さ方向の構成

圃 煙突のデザイン

断面形状

基調色

基調仕上

塗り分け等

出角部の処理

本体との連結部の処理

最も多く採用された「手段」 2番目まで多く選択された「主旨J

→ 白系淡色 (58%) → 1. 清潔感の表現 (41%)
2. 周辺環境への融合 (12%)

→ 吹き付けタイル (75%) → 1 .清潔感の表現 (24%)
2. 親しみやすさの表現 (15%)

→ 特になし (33%) → 1. 周辺環境への融合 (25%)
2. 清潔感の表現 (17%)
2. 威圧感・圧迫感の低減 (17%)

→ 横連窓 (61%) → 1. 近代的な印象の表現 (31%)
2. 威圧感・圧迫感の低減 (15%)

→ 特になし (71%) → 1. 無回答 (45%)
2. 近代的な印象の表現 (14%)

→ 管理部 ・玄関周りの意匠的造形 (37%)
→ 1. 親しみやすさの表現 (30%)

2. 近代的な印象の表現 (25%)

→ 陸屋根 (82%) → 1 .清潔感の表現 (17%)

2. 周辺環境への融合 (14%)
2. 近代的な印象の表現 (14%)

→ プラント優先 (58%) → 1. 清潔感の表現 (24%)
2. 機能的条件への対応 (17%)

→ 特になし (40%) → 1 .無回答 (76%)
2~ 機能的条件への対応 (5%)

→ 四角形 (58%) → 1. シンボル性の表現 (23%)
2. 清潔感の表現 (15%)

→ 施設本体と同色 (80%) → 1 .清潔感の表現 (29%)
2. 無回答 (15%)

→ 吹き付けタイル (83%) → 1. 無回答 (24%)
2. 清潔感の表現 (21%)

→ 垂直ストライプ (53%) → 1. 無回答 (20%)
2. 威圧感 ・圧迫感の低減 (18%)
2. シンボル性の表現 (18%)

→ 特になし (47%) → 1. 無回答 (83%)
2. 清潔感の表現 (4%)

→ 特になし (55%) → 1. 無回答 (87%)

2. 機能的条件への対応 (5%)
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煙突以外の機能等の付加 → 特になし (81%)
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→ 1. 無回答 (85%)

2. 清潔感の表現 (3%)

第 6章.清掃工場の建築形態の現状

- 外構のデザイン
外構 ・配置等の全体計画 → 植栽帯の設置 (65%)

選択回数

10 

植栽 ・柵等の細部の計画 → 特になし (56%)

→ 1.親しみやすさの表現 (29%)
2.周辺環境への融合 (20%)
2.無回答 (20%)

→ 1. 無回答 (98%)

2.その他 (1%)

6 

---・・・ーー一一一 一一一一一一一一一ーーーー......................................--ーーーーーー一一一一 一一一一一一一一一一一一ーーーーーー............... 

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーー一一一一ー 一一一一一一一一一一一ーーー................................... 

4 

2 

外構・配置等の全体計画:寸

植栽帯の設置 (65%) ~ 
植栽・柵等の細部の計画._j

特になし (56%) 

開口部等の配置と形状:

横連続窓 (61 %) 
図 6. 4 -2. 1 :標準的モデルの概要

/煙突の断面形状 :

//  四角形 (58%) 

/ 煙突の

/ 1"基調色:施設本体と同色

k' I (80%) 

基調仕上:吹付タイル

(83%) 

塗り分け等:ストライプ

(53%) 

煙突の出角部の処理:

特になし (47%) 

本体との連結部の処理:

特になし (55%) 

一一 出角部の処理:特になし

(47%) 

基一淡色
(58%) 

基調仕上:吹付タイル

(75%) 

塗り分け等:特になし

(33%) 

、部分的要素の造形:

管理部・玄関周りの意匠

。
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図 6.4-2.2:標準的モデルにおいて想定される主旨構成

5.主旨と手段の一般的な対応関係に関する事例分析

アンケー ト調査の結果を基に、それぞれの 「主旨」の特徴を表す代表的な事例を抽出し、各設計「主

旨Jとそれを表現する具体的なデザイン「手段Jとの一般的な対応関係について分析を行う。

各主旨を表現する代表的事例の抽出方法については、施設ごとの特定の主旨項目の選択回数を基準に

行うこととした。即ち 1つの施設全体の建築デザインは、 各要素ごとのデザイ ン 「手段Jの重ね合わせ

によって形成されていることから、設計者が個々の要素のデザイ ン決定を通じて特定の 「主旨」を選択

してい く回数 (度数)には、その建築デザイン全体をまとめる際に、何回その 「主旨Jについて意識

し、いくつの要素の建築デザインを決定してきたか知反映される。

このため、事例ごとに特定の「主旨」の選択回数を集計する ことで、その回数の特に多い事例、即ち

その 「主旨Jを表現するために特に多くの建築デザイン「手段Jを採用しているよ うな特徴的な事例を

抽出するこ とができると考えた。

代表的事例の抽出は、 (k) の「その他j の項目および、 9割近くめ事例で 1度も選択されなかった

項目を除いた上で、特に近年の特徴を表す(i )の「特定のテーマの表現」を加えた、 (a)'"'-' (i) 

の9項目について、それぞれ選択回数の多かった上位の事例から、現地調査を考慮して任意に選んだ。

本節では概要として、各代表的事例で採用されているデザイン 「手段Jの幾つかを例示し、全事例の

集計の結果得られたその 「手段Jに対する各「主旨Jの平均選択率を示し、併せて外観写真と設計者の

コメントを引用することで、デザイン手段と背景にある設計主旨との一般的な対応関係を例示する。

表 6. 5. 1 :各主旨項目ごとの上位の施設一覧 (No.:施設番号)

主要な屋栂形状:ー一一一一一

陸屋栂 (82%) 

得られた標準的モテソレの施設本体に関しては、全体に白系の淡色で統一された色彩、 プラ ントの立体

配置化に従ったボ リューム構成、 陸屋根と直角の出角部で構成された直方体ベースの形態など、前章で

分煩した1975年頃'"'-'1985年頃までの、 本来は 1つ前のタイプである「連続式第III期Jに見られる典型的

な特徴を備えている。煙突に関しては、 全体に白系の淡色で統一された四角形断面の形態に縦にス トラ

イフが施される形式で、細く 見せて威圧感を抑え、簡潔なランドマークとして表現する方向性を持って

おり 、 「連続式第III期」の典型であった円筒形に赤白塗装の形式とは異なっている。外構に関しては外

周に他栽帯を設け、親しみやすさを表現したり 、構内の目隠しとすることが一般的となっている。

198 5年以降の近年に竣工した事例であっても、 多くの建築デザイ ン「手段Jは以前の形式をベー

スとして継承しており 、煙突の角柱にストライブを施す方向性も含めて、 「主旨」については 「清潔感

の表現Jが的も多く怠識されている (10/40)ことがわかる(図6.4-2. 2) 

(d) No. 

16 70 石口75
14 113 16 

14 10 15 54 

13 97 14 23 16 

13 55 12 22 16 

12 67 13 66 11 7 

12 14 11 27 

114 10 74 8 7 

101 10 120 7 78 

9|85|11|23 10 83 71 116 
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11 15 

11 93 

11 11 
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( a )周辺環境への融合

- 浦安市・クリーンセンター (No.27)

く施設の概要>

東京ディズニーランドのある舞浜から東側に延長された埋

立地に建設されており、隣地には岡市のし尿処理施設と余熱

利用施設の建設が計画されているが、周辺はまだ開発が進め

られていないため、南端の海面沿いに本施設が建設されてい

るのみの広大な空き地となっている。岡市では従来プラス

チックを不燃ごみとして埋め立て処分してきたが、埋め立て

用地を他の自治体に依存してきた経緯から、この新施設の建

設によってプラスチックも焼却処理をする方針を採ることと

なっている。

く主旨に対応する主要な建築デザイン手段>

0 表面のデザイン

基調色:海に接しているため青系淡色を選択

塗り分け等:ボリュームが大きいため青の水平ラインを設ける

開口部等の配置と形状:横連続窓を設置して水平ラ インを強調。部分のデザイン

ランプウェイ部まわりの造形:収集車が外部から見えないよう

目隠しの壁を設置。全体構成のデザイン

高さ方向の構成地盤面を掘り下げる一方、深度を浅くするため

プラットフォームを 2Fに設定
0 煙突のデザイン

基調色:施設本体と同色

基調仕上:施設本体と同様

煙突以外の機能等の付加:目立たないよう配慮 し、特に無し
O 外構のデザイン

外構・配置等の今体計画:周辺に植栽帯を配し、収集車を住民

の視線から遮断。煙突の位置も建物

の影になるよう配慮

植栽・柵等の細部の計画 :海風に強い高さのある種類を選定

盛り土を施して植栽帯とした

く2宣言十側のコメン ト>

f地域の環境特性(海と埋立地の平板な水平線)を乱さないよう留

ιし、建築・外構の構成についても、ディズニーランド、ホテル群
などと調和するよう配慮した。 J
fプラント形状に忠実な立体構成を基本とし、ボリューム感低減の

ため水平ラインの強調、サーフェイスの変化、地域の色の採用等に
よりデザインを構成j
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( b )周辺環境の特徴表現

* 地域ごとにデザイン手段が異なり一、般的傾向を持たないことから、グラフは省略する。

国横浜市・鶴見工場 (No.45)

く施設の概要>

横浜市の臨海工業地帯となっている埋立地の突端に建設さ

れた清掃工場である。丁度海岸から沖合側およそ lkmの場

所を高速道路湾岸線の「鶴見つばさ橋」が通過しており、そ

こからの景観も考慮に入れてデザインが決められている。一

日あたり 1200tと最大クラスの処理能力を誇り、全体のボ

リュームは日本でも有数の規模を誇る。余熱利用施設と下水

処理施設に隣接して建設されている。

く表記の手段に対する各主旨の割合>

(全事例についての集計結果)

く主旨に対応する主要な建築デザイン手段>

O 表面のデザイン

基調色:市が策定した「かがやきポートヨコハマ・みなと色彩計画Jに基づいて選定
関口部等の配置と形状:ウォーターフロントという場所の眺望を活かすために横連続窓を設

O 全体構成のデザイン

ボリューム構成:ウォーターフロントの重工業地帯であることを考慮しながら、プラントに合わせて構成
主要な屋根形状:弓なりに連続する形状として、周辺工場群のスカイラインに対して変化を持たせた

0 施設本体のテーマ:地域に寄せる新しい波

0 煙突のデザイン

断面形状:煙突のイメージを変え、地域のランドマ r クとして位置づける

本体との連結部の処理:カバーを付けて'煙突のイメージを消し、周囲の景観に配慮。外構のデザイン

全体計画:地域イメージの向上に向けて、全体を新しい施設として市民に開放する観点で配置

30β 
# b 

d 

く設計側のコメント>

f工業港の中に緩やかに弓なりに続く大屋根の特徴的な大きなうねり(波)と、翼を広げた鶴をイメージしたシル
エットによって、鶴の飛来地であったこの土地をイメージさせる造形デザインjが意図されている。

J
'
 

下掘のへ下給
率

「

択
で
選

g
い

旨
つ
主

に

の

成

合
情
喝

の
た

向

し

方

周

さ

係

官

閣

を

圃 芦屋市・環境処理センター (No.91) 

30β 

く施設の概要>

芦屋市の海側に位置する、埋立地上に開発された新規住宅地

の一角に建設された、 一日あたり処理量230tの清掃工場。

c 

く主旨に対応する主要な建築デザイン手段>

O 表面のデザイン

基調色:文化度の高い芦屋市の臨海住宅地にあり、ウォー

ム・エレガントな地域イメージから、ベージュ系を採用

O 全体構成のデザイン

ボリューム構成:穏やかさやエレガントなイメージを表現

するために、意匠的に一体的な形状とした

高さに方向の構成:住民協定の高さ制限を満たすため、プ

ラント機器を工夫して調整した
主要な屋根形状:住宅地の穏やかでエレガントなイメージから屋根面の段差を R形で柔らかく波のように表現

O 施設本体のテーマ:市の文化性や住宅地に合ったイメージである、ウォーム・エレガント

0 煙突のデザイン
断面形状:ハート形(クローパー形)によりウォーム・エレガントなイメージを表現

d 

e 

g 

外傷・配置事事の全体計画について「幅緩帯の位置j
を採用した渇合の主旨選択窓

く設計側のコメント>
f居住区域が間近であり、当初発注サイドより、高さを抑制し、屋根も切妻形にする要望があったが、敷地の手狭

さ、プラント機器形状の制約から、思い切った低層化が困難な物件であった。j
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( c )清潔感の表現

園 名古屋市・新南陽工場 (No.72)

く施設の概要>

旧施設(南陽工場・ 1978年竣工)の老朽化に対応するため、

名古屋市港区の河口付近にある旧施設の隣地に建設中 (1996年
度内完成予定)の、囲内最大級のごみ焼却施設である。名古屋

港水族館やポートタワー等とともに、ウォーターフロントにお

けるランドマーク的な景観構成要素であることが求められた。

「焼却工場であることを感じさせない外観づくりをデザインの

基本方針Jとして施設設計が行われた。敷地外周には、敷地の

30%以上に相当する緑地が確保されており、敷地北側には散策

路が整備される予定である。旧施設にヲ|き続いて名古屋市南陽

プール(かなり離れて立地する)に熱供給を行う。

く主旨に対応する主要な建築デザイン手段>

O 表面のデザイン

基誼危:査丞益金a

基盟辻よ:磁器タイル

塗り分け等:白色の水平ストライプ・白色の基壇部

開口部等の配置と形状:横連続窓の設置

0 部分のデザイン

その他の部分的要素の造形:吸気口のコーナーを曲面処理し、

形状を整理した

0 全体構成のデザイン

主要な屋根形状:陸屋根(部分)

O 煙突のデザイン

断面形状:三角形

基調仕上:磁器タイル

塗り分け等:頂部を表現する塗り分け

出角部の処理:曲線的に角切り

くE宣言十側のコメント>

r r海辺にマッチする清掃工場Jをデザインテーマとし、 「碧い海と

い空に浮かぶ船Jをイメージコンセプトとして計画された。 1500t 

/日という処理量を誇る施設の持つ、絶対的な威圧感のデザイン的な

処理に留意した。 j
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( d )近代的な印象の表現

国 大阪市・八尾工場 (No.86)

く施設の概要>

もと の (旧)八尾工場は、 1966年に大阪市と八尾市との行政

協定に基づいて、市域内に施設用地を取得することが困難と

なっていた大阪市が、八尾市から用地の無償譲渡を受けて建設

したも ので、大阪市が管理運営を行いながら両市のごみを焼却

処理するという行政協力方式のモデルを示すものであった。隣

地に建て替えられた現在の施設も同じ協定に基づいて建設され

たも ので、大阪市と八尾市のごみが処理されている。

く主旨に対応する主要な建築デザイン手段>

く表記の手段に対する各主旨の割合>

(全事例についての集計結果)

0 表面のデザイン

塗り分け等 :見学者通路部の屋根をアクセントとして青に

塗り分けた・目地割りの整理

開口部等の配置と形状:横連続窓の設置(見学者通路部等)

O 部分のデザイン

見学者通路部まわり の造形:水平線を強調した造形kした

管理部・ 玄関まわりの造形 :独立させグレードを高めた

0 全体構成のデザイン

主要な屋根形状 :陸屋根(防音壁も同様のデザイン)

見学者通路部のみ傾斜屋根

施設本体のテーマ:近代的で清潔な工場

0 煙突のデザイン

基調色 :青系淡色(施設本体と同色)

塗 り分け等 :吹き付けタイル

40% 

く設計側のコメント >

色淡系膏てつ
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を
『清掃工場は建設される地域にとっては迷惑施設であり、いかに抵抗

感の少ないデザインにするかに留意した。 j

40% 

9 

8革t宣*体の外uの41J1仕上げについて「硲器タ イルJ
を採用したiI合の主旨選択率
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く表記の手段に対する各主旨の割合>

(全事例についての集計結果)

30% 

9 

関口昔日事の配置と形状について「繍遠鏡窓の段置J
を嫁周したiI合の主旨選択!f!

30% 

節分的要素のi盆形について「管理部・玄関周りJ
への造形を探周したiI合の主旨選択怠
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( f )威圧感・圧迫感の低減

東京都・目黒工場 (No.40)圃

( e )親しみやすさの表現

内
向
一

く施設の概要>

J R目黒駅から約700mの都心に建設された施設で、周辺に

は小学校や女子学園、都立教育研究所などが立地する閑静な住

宅街が形成されている。

南側を目黒川に面するのに対して、北側には住宅街があるた

め、北側に約8000m1の緩衝緑地(公園)を設けている。緑地側

にも管理棟への出入り口を設けて、管理棟に内に併設されてい

る集会室やリサイクルコーナ}の利用が可能となっている。

余熱給湯は、目黒区民センタ一、国道ふれあい館に対して行

われている。

名古屋市・富田工場 (No.73)

老朽化した旧施設 (1964年竣工)の建て替えである。周囲は

施設建設以降の新しい住宅地であるが、計画当初から住宅地に

配慮、したデザインが求められた。いかにも工場的な外見の旧施

設に対する反省から、 「明るく、清潔な感じを与え、緑につつ

まれた施設とする」ことによって、住宅地にふさわしい景観の

創造を行うことが目標とされた。施設正面には滝、緩衝緑地に

は遊歩道が住民に開放され、隣接地に地域センターやプールが

建設されている。

圃

く施段の概要〉

く表記の手段に対する各主旨の割合>

(全事例についての集計結果)
く主旨に対応する主要な建築デザイン手段>

く表記の手段に対する各主旨の割合>

(全事例についての集計結果)

9 

絡鈴本体の外uの塗り分IHJについて「水平ストライブ

の位置Jを係周したi，I合の主旨選択8

# 

d 

c 

e 

9 

出角筋の処理について「曲線的な面取りJ
を係周したi，I合の主旨選択皐

b 

# 

く主旨に対応する主要な建築デザイン手段>

表面のデザイン

塗り分け等:グラデーション状の水平ストライプを設置して、

壁面の単調さを補い、ボリュームを小さく見せる

関口部等の配置と形状:横連続窓の設置でアクセン+をつけ、

全体のボリュームを小さく見せる

細部のデザイン

出角部の処理:曲線的な面取りを施して、全体のボリュームを

極力小さく見せる

全体構成のデザイン

高さ方向の構成:地下への掘り下げを行い、近隣に対して圧迫感

を少なくすると同時に、日影規制に対応させる

煙突のデザイン

断面形状:目立たなくするため、円形とした

本体との連結部の処理;カバーを設置して、沿道のボリューム感

及びプラント施設のイメージをなくした

外構のデザイン

外構・配置等の全体計画:工場と公園との間にレベル差を設けた。

植栽・柵等の細部の計画:フェンスを植栽帯で隠すことにより、

道路歩行者からの圧迫感を少なくする

。
。

。

。

。

く設計側のコメント>

『建物全体ではコーナ一部、渡り廊下屋根、煙突等曲線とし、色彩も

全体のボリュームが大きいため、アクセント部以外はアイポリ一系と

し、用途から来る、硬く暗いイメージを払拭している。 J

k 

B革段*体の外壁の基銅色について「茶系淡色j
を採用したi，I合の主旨選択率

でf

g 

外情・配置事事の全体計画について「敷地内公園の位置J
を練用した沼会の主旨選択率

40% a 

# b 

表面のデザイン

基調企:益丞法生
基調仕上:磁器タイル

関口部等の配置と形状:横連続窓

細部のデザイン

出角部の処理:曲線的な角切りの部分的採用

部分のデザイン

EVシャフト部まわりの造形:吸気口とともにポールト屋根を採用

見学者通路部まわりの造形:曲線的な壁面

その他の部分的要素まわりの造形:トップライト

全体構成のデザイン

主要な屋根形状:陸屋根(曲面パラペット) ・曲面屋根・

プランターの設置

ボリューム構成:低層住宅地内に建つため分割的な形状とした

高さ方向の構成:基壇部でセットノ〈ツク

煙突のデザイン

断面形状:三角形

基調色:茶系淡色

出角部の処理:曲線的な面取り

外構のデザイン

外構・配置等の全体計画:外周に植栽帯を設置し、

敷地内に公園を設置

植栽・柵等の細部の計画:樹種の選定に配慮

。

-
0
・

0
・

。

。

。

くE宣言十側のコメント>

『地域との調和を図り、市民に親しまれる施設を意図した。 j
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東京テレポート構想 (1985年発表)のなかで、臨海部のごみ

を共同溝によって管路収集し、地域冷暖房を行う都心立地型の

ゴミ焼却施設、仮称、・臨海副都心清掃工場として計画された。

周囲には、有明コロシアム、国際展示場(東京ビッグサイ

ト)、有明テニスの森などのレクレーション施設の他、材木置

場や倉庫が立ち並んでいる。すぐ脇を走る首都高速湾岸線から

のランドマーク性の獲得や、質の高い都市景

観を創造してゆくためのリーダーシップを形成する観点から、

建築家を中心に基本デザインがまとめられた。余剰電力の売

や、有明スポーツセンター・地域冷暖房プラン ト・隣接す

る下水処理場の上部を利用した施設などに熱供給を行うなど

により、約60%の熱利用率を得るとされる。

( h )機能的条件への従属

神戸市・ 苅藻島クリーンセンター(No.93)

神戸市の臨海工業地帯である埋立地上の敷地に、海面に隣

接する形で建設されており、周辺には倉庫、工場が集中して

立地している。

立て替えによ る施設であり、規模に対して狭小な敷地に建

設されている

神戸市の場合、煙突に関して四角形断面に垂直ストライプ

のペイントと市章の設置が標準化している白

地域還元施設と してj財くプールが併設されている。

• 
<施設の概要>

シンボル性の表現

東京都・有明清得工場 (No.41) 

く施段の概要〉

( 9 ) 

国

く表記の手段に対する各主旨の劃合>

(全事例についての集計結果)

く主旨に対応する主要な建築デザイン手段>
く表記の手段に対する各主旨の割合>

(全事例についての集計結果)

d 

a 
2S~も

表面のデザイン

基調仕上:耐塩性を考慮したPCパネル

関口部等の配置と形状 :横連続窓として短尺のパネルをなくす

部分のデザイン

部分的要素の造形:ランプウェイをプラッ トフォームと一体化

させ、遮音機能を持たせる

全体構成のデザイ ン

主要な屋根形状 :最も単純な形状である陸屋根

ボリューム構成:プラ ント構成を優先した構成

煙突のデザイン

断面形状:3本の内筒を経済的に成立させる形

基調仕上:吹き付けタイル

本体との連結部の処理 :特になし

外構のデザイ ン

外構・配置等の全体計画 :施設配置の工夫

。
。
。
。

。

d 

40% 

絡t宣*i事のボリューム偶成について「プラントtJlla
を優先した4脅威jを係周した11合の主旨選択窓

煙突の出角部の処理について「角部の強調j

を鍔周した11合の主旨選択率

d 

g 

外傷・配置事事の全体計画について「鈍段配置の工夫J
を探周した11合の主旨選択$

C k 

く設計側のコメン卜>

fプラント基本計画の工場棟を基準に、ランプウェイ、煙突等の配置

を計画し、 10 c m単位の寸法調整を行って敷地内にセットした。 J

d 

C 

e 

煙突以外の制使舵の付加について 「時計の位置J
を得用 した沼会の主旨選択率

b 

g 

a 
40% 

30% 

# 

k 

表面のデザイン 昨

塗り分け等:コア部分を灰系の磁器タイル仕上げと した

細部のデザイン

出角部の処理:エッジの強調(鋭いフッ トボール型)

部分のデザイン

EVシャフトまわ!りの造形塔状

全体構成のデザイン

主要な屋根形状:パラペッ トを廃 したボールト屋根

ボリューム構成:凹凸を減ら した一体的な形状・意匠を

優先した形状

高さ方向の構成:ボリュームを浮遊させる

施設本体のテーマ:近未来的なイメージ

煙突のデザイン

断面形状:三角形

基調色:灰系

塗り分け等:斜めにカッ トされたパターン

出角部の処理:シャープなエッジの強調

煙突以外の機能等の付加:時計の設置

煙突部のテーマ:シンボル・タワー

く主旨に対応する主要な建築デザイン手段>

0
・

0
・

0
・

0
・

。

r i臨海」の言葉からイメージされる海上での浮遊感覚を

シャープなハイテツク調にまとめたデザインである也j

fこれから開発される場所のため、近未来的なイメージを
創出j

f巨大な工場を、いかにして、臨海部という東京の近未来

の顔となる場にふさわしいランドマークに高めるかjに留

意した

くE宣言十側のコメン ト>
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6.建築デザインの主旨に関する傾向分析

198 5年'"'-'1996年までの 11年間の、大規模清掃工場の建築デザインに込められた考え方の時

代推移を見るために、主旨項目の度数を年代J!I真に並べて大まかな傾向を把握し、現在の建築デザインの

背景にある考え方の潮流を明らかにする。

1つの施設全体の建築デザインは、独立した各要素ごとの建築デザイン「手段Jの重ね合わせによっ

て形成されていることから、設計者が 1つの施設全体の建築デザインを決定する過程で特定の「主旨J

を選択した回数(度数)には、設計者がその建築デザインをまとめる際に、何回その「主旨j について

意識し、結果として幾つの要素の建築デザインを決定してきたかが反映されると考えられる。

このため、施設ごとに各「主旨Jの選択回数を集計し、次いでその回数を竣工時期に従って時間軸上

に並べることで時代推移を視覚化し、 l次の近似曲線を導入して傾きを評価する ことで、時代の推移に

伴う各「主旨Jの平均的な増減の傾向を見ることとした。

傾向分析は、 (k) iその他Jの項目および、 90%近くの事例で 1度も選択されなかった項目を除

く、 (a) '"'-' (h)の8項目について行った。なお(i) i特定のテーマの表現Jについては、 参考と

して選択回数の時代分布のみ示すこととした。

( i )特定のテーマの表現

* テーマごとにデザイン手段が異なり、一般的傾向を持たないことから、グラフは省略する。

田 埼玉県東部・第一工場 (No.21) 

く施政の概要>

郊外の田園地帯にある旧施設の隣地建替である。越谷市の事

業方針により、市民会館や児童館、中学校をはじめとする公共

施設が、 「越谷カラーJと通称される歴史的なデザインを参照

して装飾的デザインで建設されてきた。この施設建替も、施設

の寿命終了後の転用も考慮、し、地域シンボルとしてのデザイン

が追求された。住民説明ではごみ焼却場ではなく「ごみ火力発

電所」であるとされ、圏内最高水準の高性能ポイラにより、年

間8憶から 9億の売電収入があるという。更に溶融した焼却灰

と、破砕された不燃ゴミの多くが再生資源として使用され、

「うめたて処分ゼロ目前庄リの自治体として紹介されている。

周囲には滝や噴水も設けられ、夜はライ トアップされる。

く主旨に対応する主要な建築デザイン手段>

O 細部のデザイン

出角部の処理:中世ヨーロッパの城をイメージし具現化するため、尖塔を配して強調した
O 部分のデザイン

部分的要素の造形:中世ヨーロッパの城をイメージし具現化するため、ランプウェイ周りと玄関周りを意匠的
に造形した

0 煙突のデザイン

塗り分け等:中世ヨーロッパの城をイメージ し具現化するため、頂部に経年により質感が出る鋼板を使用
O 外構のデザイン

外構・配置等の全体計画:中世ヨーロッパの域をイメージし具現化するため、シンメトリーな配置とした

( 1 )漸減・安定傾向にある主旨項目(図 6.6-1)

主旨項目(a) i周辺環境への融合Jの度数は 1年間にー0.073、主旨項目(c ) i清潔感の表現Jの度

数も 1年間に-0.073、主旨項目 (d) i近代的な印象の表現Jの度数は 1年間に-0.036と、それぞれ百分

の一単位の漸減傾向にあり 、主旨項目 (h) i機能的条件への対応Jの度数は 1年間に0.000018でほぼ

横這いの傾向を示している。
く設計側のコメント〉

f越谷市の公共建築物で多く取り入れられている「中世ヨーロッパの域Jがデザインベースとなっている。 j

く主旨に対応する主要な建築デザイン手段>

O 表面のデザイン

水平ストライプの設置:水平ストライプに甲府盆地の
「ブドウ色」を採用

0 全体構成のデザイン

主要な屋根形状:傾斜屋根状の特殊パラペッ トを採用し、山並みを表現
施設本体のテーマ:森の中の清掃工場

0 煙突のデザイン

塗り分け等..煙突の四面に吹き付けによる塗り分けで「木立ち、青空、白い雲、木漏れ陽Jを表現

く段計側のコメント>

r i山の都 こうふ」にふさわしい施設として、森の中の清掃工場をコンセプトに計画j

- 甲府市・環境センター (No.59)

く施設の概要>

甲府盆地を流れる濁川の平板な河川敷に沿った、農地と住

宅の混在している市街地郊外に建設された。

ごみの総合処理を目指して、粗大ゴミ 処理施設、リサイク
ルプラザが併殺される。
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( 2 )増加傾向にある主旨項目(図 6. 6-2) 

主旨項目 (b) r周辺環境の特徴表現」 の度数は 1年間に0.18、主旨項目(f ) r威圧感 ・圧迫感の

低減Jの度数は 1年間に0.26、主旨項目 (g) rシンボル性の表現」の度数は 1年間に0.29と、それぞれ

十分の一単位の割合で増加しており、特に主旨項目(e ) r親しみやすさの表現Jの度数は、 1年間に

0.51と他の項目の 2倍近い割合で増加する傾向にある。

主旨項目(i) r特定のテーマの表現」を選択する事例については、 1 994年頃以降にまとまって

現れ始めている。
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図6.6 -2 :増加傾向にある主旨項目

( 3 )各主旨の傾向に関する分析

( a) r周辺環境への融合Jを主旨として、施設を周りの風景の中に極力目立たないように隠し込ん

でいく考え方と、 ( c ) r清潔感の表現Jを主旨として、ごみの持つ不潔な印象を否定しようとする考

え方、 (d) r近代的な印象の表現Jを主旨として、従来の前近代的な技術に起因する公害発生源とし

ての印象を否定していく考え方については、年間に百分の l単位で漸減する傾向にある一方、あくまで

も設備系の処理施設として (h) r機能的条件への対応」を主旨とする考え方については、時代に係わ

らずほぽ一定傾向の認識がなされていることがわかる。

以上に挙げられた一定傾向もし くは漸増傾向にある主旨項目の内容を見ると、 (h)施設としての基

本的な機能を確保する方向性以外は、 ( a)存在そのものの否定、 (d) 前近代的な設備しか持たない

公害発生源としての印象の否定、 ( c )ごみの不潔な印象の否定といった、ごみそのものや従来の施設

の持つマイナスの印象を否定する方向性を持つことが主な特徴となっている。
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これらに対し、年間十分の一単位の割合で増加傾向を示す主旨項目には、 (b) r周辺環境の特徴表

現」、 (e) r親しみやすさの表現」、 ( f ) r威圧感 ・圧迫感の低減J、 (g) rシンボル性の表

現Jが挙げられる。

これらの内容は、 最近の環境保全設備の強化に伴い、巨大化しはじめた施設に対する対応(f) を除

けば、施設自らが積極的にシンボル性、地域性、親しみやすさの表明を意図するものであり、先のマイ

ナスの印象の否定とは異なり、周辺環境に対する積極的な表現の方向性を持つ点が特徴となっている。

テーマを設定して特徴的な建築デザインを施す、 ( i) r特定のテーマの表現Jの主旨項目について

は、当初はほとんど挙げられなかったのに対し、 1 994年頃以降に集中して現れている。

7. まとめと考察

清掃工場の建築デザインを含めた施設計画の決定プロセスには、本来的に事業主体である行政や周辺

住民を含めた市民の考え方が反映される構造を持っており、結果として建設された施設の具体的な建築

デザインには、直接の設計者を介して、行政や市民の施設に対する社会的な思想が投影されていること

がわかった。

調査対象とした各施設の建築デザインについて、広報資料のキーワード分析からは 11のデザインの

主旨項目が得られ、施設の外観写真や図面の分析からは8つの要素ごとの建築デザインの手段項目が得

られた。この中で、各要素ごとに最も多く採用された建築デザイン手段を当てはめて、仮想の標準的モ

デルを導いた結果、煙突を除いて基本的に一つ前の時期である、 1975~1985 年頃の「連続式第

III期j に成立してきた形態がベースとなっており、主旨としては「清潔感の表現」が特に重視されてい

ることがわかった。

各施設の設計担当者を対象に、 実際に採用した建築デザインの手段項目ごとに、背景となった主旨項

目との対応関係を示す選択形式のアンケート調査を行い、各事例について物理的な建築デザインの手段

と背景にあるデザインの主旨について、具体例を示すことで特徴を明らかにした。

各施設の建築デザインの設計主旨を竣工時期JiI買に並べることで時間推移の傾向分析を行った結果、近

年の施設の建築デザインに対する考え方として、 「周辺環境への融合J、 「近代的な印象表現」、 「清

潔な印象表現」という、ごみそのものや旧来のごみ処理施設の持つマイナスの印象を否定する方向性を

ベースとしながらも、特に周辺環境に対して「シンボル性J、 「地域特性」、 「親しみやすさ」を強調

するという、ごみ処理問題からは離れた設計主旨が伸びを見せており、 1994年以降には「特定のデザイ

ン・テーマ」を掲げる事例が現れ始めることが示された。

即ち1985年以降、近年の大規模清掃工場の建築デサ'インの役割は、それまでの「設備機器のカバー」

としての機能的な位置づけに加えて、ごみの処理に対するマイナスの印象を包み隠し、 「清掃工場らし

さを低減するJことを基本方針とする一方で、さらに、ごみ問題とは直接関連しない別のメッセージを

積極的に表現することで、 「清掃工場以外のものに見せるJためのものとして捉える考え方が増加傾向

にあることが明らかとなった。
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ここに示された近年の建築デザインの方向性は、ごみに関係するマイナス印象の低減に加え、ごみ問

題とは直接関係しない要素を強調するがゆえに、同時に市民に対して、都市環境という日常生活の中か

ら自分たちがごみを排出し続けることに対する問題意識を遠ざける可能性も併せ持っている。

地球環境問題として廃棄物問題を捉えた場合に、市民意識の向上は現在必須の課題となっており、こ

の観点からは、現在の方向性は見直されるべき要素を含んでいるといえよう。
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注l環境産業新聞社の発行する、平成 7年度廃棄物処理事業施設年報および平成6年廃棄物年鑑のそれぞれに記載さ

れる全国の廃棄物焼却処理施設一覧をもとに、双方に不足している情報を補完するかたちで抽出した。

出厚生省監修:発注仕様書作成の手引き ごみ編，社団法人全国都市清掃会議 1992年

注3建設省住宅局建築指導課:基本建築基準法関連法令集 1994年，建築資料研究社

出大阪市環境事業局および東京都清掃局に対する調査に基づく。

出臨海福都心清掃工場(仮称)建設計画の概要 清掃技報・第17号/東京都

出日本経済新聞 1996.10.6 
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1 .本研究の結論

1ーし廃棄物問題の推移と地球環境問題

( 1 )廃棄物問題の推移と現状

( 2 )地球環境問題としての廃棄物問題

( 3 )清掃工場デザインを位置づける意義

1 -2.収集・運搬技術と都市計画の推移

( 1 )収集・運搬技術の推移

( 2 )施設の都市計画的な立地環境の推移

( 3 )立地環境の推移と背景

1 -3.清掃工場の立地環境に関する近年の傾向

( 1 )都市計画の決定プロセス

( 2 )近年の立地環境の実状

( 3 )近年の立地環境の特性と社会背景

1 -4.焼却処理技術と建築形態の推移

( 1 )ごみの焼却処理技術の推移

( 2 )施設の建築形態の推移

( 3 )建築形態の推移と背景

1 -5.清掃工場の建築デザインに関する近年の傾向

( 1 )施設計画の決定プロセス

( 2 )近年の建築デザインの傾向

( 3 )近年の建築部分の役割の変化

2.本研究の展望

2 -1. これまでの「清掃工場デザインjの評価

2 -2.今後の「清掃工場デザインjへの視座

2 -3.今後の課題

( 1 )立地環境の問題

( 2 )建築デザインの問題

( 3 )立地環境と建築デザインの関係

( 4 )他の都市基盤施設への展開

( 5 )環境社会への移行過程に対する技術的検討

2 -4. r清得工場デザインjの可能性を示唆する事例

( 1 )立地環境

( 2 )建築デザイン
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第 7章.結論

， .本研究の結論

本研究を通して、 清掃工場の立地環境と建築形態について、時代的な変遷とその社会背景について明

らかにした。本節で、は各章それぞれの着眼点において得られた知見と考察の結果を整理する。

， -， .廃棄物問題の推移と地球環境問題

( ， )廃棄物問題の推移と現状

これまでの廃棄物問題の歴史は、 伝染病の流行と混乱による「都市衛生上の問題発生J → 衛生的

処理と廃棄物の増加に対処するための「焼却処理技術の開発」 → 焼却処理に伴う新たな公害問題と

廃棄物の増加による「危機的状況の発生J → 第 2次世界大戦とオイルショックという「外的要因に

よる廃棄物の減少」、というよく似た状況を、2度に渡って繰り返してきたことが明らかとなった。

現在では、バブル経済の崩壊後も廃棄物は増加し続け、 処理困難物質の新たな廃棄物化による質の多

様化も進んできており、再び外的要因による延命を待つのみでは、 根本的な問題解決が困難であること

を明らかにした。

( 2 )地球環境問題としての廃棄物問題

無制限に排出され続ける廃棄物を、科学技術に頼って下流側で一括処理しようとする従来の方法論

は、地球環境の観点に立つ環境理論からは、本質的な解決には結びつかないことが示され、処理側の技

術的進歩のみに委ねられた、従来の対症療法的な対応には限界がある ことを明 らかにした。

( 3 )清帰工場デザインを位置づける意義

以上から、地球環境問題として廃棄物問題を本質的に改善するためには、廃棄物を排出する主体であ

る人間社会に対して問題を「共有化j する考え方が重要となり、 そのための物理的な「社会的側面」か

らの働きかけとして、現行の廃棄物処理システムを代表する都市施設である清掃工場の、立地環境と建

築形態、を含んだ「清掃工場デザイン」を位置づけることの意義と、 これまでの歴史的推移を研究する必

要性を示した。

， -2.収集・運搬技術と立地環境の推移

京阪神の関西3都市と東京都区部を対象に、ごみの収集 ・運搬技術の歴史的推移と施設の立地環境の

推移を整理した結果、以下の特徴が明らかとなった。

( ， )収集・運搬技術の推移

1900年頃以降の初期には、ごみの収集は主に人力や牛馬力によって行われており、運搬は当時主要な

大量輸送方法であった水運が利用されていた。 1950年代以降に戦後の経済成長が始まると、収集 ・運殿

技術も近代化が進み、自動車の導入に始まりパッカー車による直後収集 ・直筏運織という陸上利用へと
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移り変わる。 1970年代以降はごみ量の増加と収集サービスの多様化により、収集・運搬技術面でも大型

化・多様化が進み、現在に至っている。

( 2 )施設の都市計画的な立地環境の推移

清掃工場の都市計画的な立地環境の実態を時系列順に整理し、収集 ・運搬技術の推移と照らした結

果、施設の立地環境の変遷は以下の3期に区分できることが明らかとなった。

1900年頃""1955年頃までの「市街地近郊立地期Jは、ごみの収集・運搬に水運や人馬力を利用してい

た技術的な制限から、施設は水面付近の市街地になるべく近い場所に立地していた。

1955年頃""1965年頃までの「郊外立地第 I期Jは、収集・運搬が自動車化された結果、施設はごみの

発生地である市街地から離れた郊外地に立地しはじめる。

1965年頃以降の「郊外立地第 II期」には、従来の郊外地の飽和を背景として、新規の郊外地である埋

立地に立地するか、同じ敷地に建て替えるケースが増加する。同時にこの時期以降、補償の名目で地域

、m 元施設が併設され始める。

( 3 )立地環演の推移と社会背景

調査結果から、ごみの収集 ・運殿技術の変化により、時代が下がるにつれ施設配置の機能的条件が自

由になってきたことが明らかとなった。

反面、実際の立地環境を見る と、むしろ合理的な配置計画とは逆に、ごみ発生の中心である市街地か

らは離れた、各時代ごとの「郊外地Jに新規設置される傾向が見られた。

このことから、施設配置の決定に際して、機能的な条件から社会的な条件へと、時代を追うごとに相

対的に比重が推移してきたことが明らかとなった。

1 -3. 立地環境に関する近年の傾向

近年の清掃工場の全国的な立地環境について調査するため、 1985年""1996年の近年に設置された全国

の大規模清掃工場122施設の立地特性を分析し、背景にある技術的・社会的背景について整理を行った。

( 1 )都市計画の決定プロセス

現在の法制度では、 一般廃棄物焼却処理施設は「処理施設Jのーっとして設置の際に都市計画決定が

必要となり、決定プロセスの中に手続き上は 3回の市民意見を問う機会が設定されいている。原則的に

施設配置の決定は、対象地域市民の考えを反映したものであることを示した。

( 2 )近年の立地環境の実状

施設の敷地に関して、都市計画法上の地域地区区分について見ると、本来都市化を抑制すべき区域で

ある市街化調笠区域に設置されているケースが過半数を占めており、実際の土地利用状況も、回、畑、

牧草地、林といった段林地が過半を占めていることが明らかとなった。

地理的な条件に関しては、 6割の施設が水面に近接して設置されており 、全体の 1/3の施設が河川

以に近段して立地していた。山地との関係では、全体の 1/4の施設が、山地に関連して設置されてい
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ることが明らかとなった。

人口の集中する地区の外縁部であるDID境界線と、社会的な外縁部とみなせる自治体の行政区域境界

線との関係性を見ると、いずれも境界線付近に半数以上の割合で偏在していることが明らかとなった。

都市施設との関係については、公園に隣接する事例が全体の4割にのぼり、 7割近くの事例で地域還

元施設が併設されている。周辺の他の都市施設との関係性では、一般に迷惑施設とされている水処理施

設や斎場・墓地と、清掃工場が近接している例が見られ、全体の 3割に上ることが明らかとなった。

( 3 )近年の施設配置の特性と社会背景

近年の大規模清掃工場においては、 立地に際して土地利用、地理的条件、人口、社会的領域面での

「郊外地Jや「外縁部Jを指向する傾向にあり、迷惑意識を別な要素で補償することや、迷惑施設を集

中配置するという考え方が浸透していることが実証された。

清掃工場は、なるべく見えないように、なるべく周縁部のほうへ、なるべく迷惑を意識させない方向

へと都市計画的に立地環境を選ぶ傾向にあり、技術的な理由より社会的な迷惑意識が、実際に影響して

いる実状が明らかとなった。

1 -4.焼却処理技術と建築形態の推移

関西3都市と東京都区部を対象に、ごみ焼却技術と施設の建築形態の時代推移を整理した。

( 1 )ごみの焼却処理技術の推移

焼却処理技術は、初期の露天焼却 → 人手によるバッチ式炉の登場 → パッチ式炉の機械化 → 

連続式炉の登場 → 公害対策設備を付加した連続式炉、へと推移していることが明らかとなった。

( 2 )施設の建築形態の推移

清掃工場の建築形態について時系列順に整理し、焼却処理技術の推移と照らした結果、特徴ごとに以

下の 6期に時期区分できることが明らかとなった。

1900年頃の「焼却場発生期Jに、建築はごみ投入作業の雨よけとして登場 し、 1960年頃までの 「パッ

チ式発展期Jには作業の機械化に伴い、建築に起重機を内蔵するなど 2階建て以上の工場建築と してデ

ザインされるようになる。 1960年頃""1965年頃の 「連続式第 I期」に連続式炉が初めて導入されると、

システムの特徴を表出した 2つの箱型となり、 1975年頃までの 「連続式第 II期Jには設備の屋内化によ

り後部の容積が増え、形態も箱形の複合形へと変化する。 1985年頃までの 「連続式第 III期」には公害対

策設備の増強でさらに容積が増加した結果、空間の立体利用が進んで一体的な箱形の形状に近づき、 外

装も白色が主流となる。 1985年以降の「連続式第 IV期」には、複雑なシステムを包む皮膜となった建築

に、彩色や造形による意匠的デザインが施されるようになり、現在に至っている。

( 3 )建築形態の推移と社会背景

調査結果からは、胞設の建築形態を決定づけている要因が、 1985年頃までは主に炉の形式や公害対策

設備の追加などの機能的要求に重点が置かれていたのに対し、 1985年頃以降は機能的合理性から離れた
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部分で意匠的なデザインが施されはじめることが明らかとなった。

建築部分の役割は、機能的にも炉の上屋としての位置づけから、設備を内包するカバーを経て、意匠

的な表現の媒体へと変化してきたことが実証された。

1 -5.建築デザインに関する近年の傾向

建築形態の推移調査によって転機が見られた1985年以降の近年の全国的な傾向について、設計主旨も

含めて詳細な調査を行った。

( 1 )施設計画の決定プロセス

現在の清掃工場の建築デザインを含めた施設計画の決定プロセスについて調査し、手続き上は事業主

体である行政と、周辺住民を含めた市民の考え方を反映する構造を持っていることを示した。

結果として建設された施設のデザインには、直接の設計者を介して行政や市民の施設に対する社会的

な思想、が投影されるため、設計者の考え方を調査することから社会的な考え方の傾向を読みとることの

妥当性を示した。

( 2 )近年の建築デザインの傾向

1985年"'-'1996年までに建設された、全国の大規模な清掃工場の建築デザインについて分析を行った結

果、以下の特徴が明らかとなった。

広報資料のキーワード分析から、 1 1のデザインの主旨項目が得られ、施設の外観写真と図面の分析

からは、建築を構成する 18の要素ごとに建築デザインの手段項目が得られた。

各要素ごとに最も多く採用された建築デザイン手段を組み合わせて、標準的モデルを導いた結果、煙

突を除いて基本的に1975"'-'1985年頃の一つ前の時期に成立した形態が基となっており、デザインの主旨

は「清潔感の表現Jが特に重視されていることが導かれた。

各施設の設計担当者を対象にアンケート調査を行い、結果をもとに物理的な建築デザインの手段と背

武にあるデザインの主旨との関係性について、具体例を示すことで特徴を明らかにした。

建築デザインの主旨について、時間推移の傾向分析を行った結果、近年の建築デザインに対する考え

方の潮流として、ごみ処理の問題、即ちごみそのものや従来の焼却処理施設が持つマイナスの印象を否

定する方向性を基にしながら、逆にごみの問題からは離れた別の意図を、積極的に表現する方向性が強

制されてきており、特定のデザイン ・テーマを掲げる事例も現れ始めていることが明らかとなった。

( 3 )近年の建築部分の役割の変化

1985年以降、近年の廃棄物焼却処理施設の建築部分の役割は、それまでの「設備のカバーJとしての

機能的な位置づけに加えて、ごみの処理に対するマイナスの印象を包み隠し「清掃工場らしさを弱め

るJため「皮膜Jとして、さらには別の意図を表現することで「清掃工場以外のものに見せるJための

いわば「包装」へと移り変わる傾向にあることが明らかとなった。
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2.本研究の展望

研究成果から読みとれる社会的な環境意識と、そこに内在する問題点について考察を加え、 「清掃工

場デザインj に対する今後の展望を示す。

2 -1 .これまでの「清掃工場デザインj の評価

「清掃工場デザインJと技術的背景との関連性がこれまで辿ってきた経緯を総括すると、施設の配置

環境は、当初ごみの収集・運搬技術上の制約から限られた場所に設置されていたが、 1955年頃以降の自

動車交通への技術変革によって地理的な制約条件がほぼ取り払われてきた。

一方、施設の建築形態は、初期にはごみ焼却処理技術の推移に並行して変選を遂げていたが、 1975年

頃以降に白系統の彩色が全体に施されはじめ、 1985年頃以降には技術的背景とは関連の少ない彩色や造

形による意匠的なデザインが施されるようになった。

これら技術的背景からの遊離は、相対的に技術以外の「社会的背景Jがもたらす影響が反映した結果

と言え、施設の配置環境は、ごみの収集・運搬の観点からはむしろ非合理的な地理的な周縁や社会的な

周縁に設置される傾向を示し、施設の建築デザインは、ごみの存在や従来の施設の印象の否定から、ご

み問題とは別のメッセージの発信に至るまで、清掃工場である事実を意識させないことを主眼とする傾

向を示している。

日本の廃棄物処理が最初に近代法規によって規定されたのは、 1900年(明治33)の「汚物掃除法Jに

遡る。この法律以降、廃棄物処理の責任主体は地方公共団体(自治体)にあることが規定されており、

以来ごみは自治体がどこかで、しかも無料で処理するものという見方iU が定着しはじめる。市民生活に

おけるごみ問題は、その発端から、自分たち自身の問題というよりむしろ自治体の行政の問題へとすり

かえられてきたといえる。

一方、日本の近代産業社会は、生産の規模を巨大化させることで大量消費を実現し、 GNPの伸び率

の維持を第一の目的として自己拡大を続けてきた。その結果、生産と消費を拡大することが善とされ、

逆に生産・消費を滞らせるようなむしろ「廃棄物問題の社会問題化Jこそを悪と見なす社会状況がっく

り出されてきた。モデルチェンジのシステムに表れるように、いかに大量の廃棄物を出すかということ

で成立してきた産業構造は、逆に廃棄物を出さない構造にした途端に経済成長が止まってしまうのでは

ないか、という恐怖心を根底に根付かせてきた山のである。

つまり近代産業構造がこれまでの廃棄物処理システムに要求してきた性能とは、 「廃棄の問題を社会

問題へと移行させないJit3 ことを命題として行政に廃棄物処理を肩代わりさせることであり、むしろ生

産・消費側に対しては廃棄した後のことを「包み隠して意識させない」ことによって、大量生産・大

消費を担保する機能であったと考えることができる。この観点は、 「立地環境jや「建築デザインJを

も含めたこれまでの廃棄物処理システムの傾向に対して、警鐘を鳴らすものといえる。
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2 -2.今後の「清掃工場デサoインJへの視座

人間社会と物理的環境との相互関連性という特性上、人間社会が環境を創り出してきたように、物理

的環境は人間社会に常に影響を与え続ける存在であり、環境設計はこの特質を認識した上で行うことが

重要となる。

既に進行する環境問題が示すように、これまで大量生産・大量消費を旨として「臭いものに蓋をJし

続けてきた従来の社会体系は行き詰まりを見せ始めている。

この意味で、現在の施設の立地環境や建築デザインも、逆に「情報を共有するJことを目的として、

個人個人のまなざしを事実の認識へ向けて解放する考え方へと、本質的な転換を迫られている。

以上の観点から、清掃工場の立地環境は、生活圏外ではなく「生活の核施設として都市の中枢に位置

づける|ことが重要となり、建築デザインについては、事実を隠蔽するのではなく「情報を共有化する

賞味での透明性と理解しやすさを備える|ことが重要となる。

従来の都市基盤は、都市で展開される人間活動の要求に対して、できる限りのサービスを行うための

手段として計画されてきた。このため目的の達成のみが重視される傾向にあり、それ以外の環境側から

の情報(公害発生などの副作用)を人間側に伝えるチャンネルを内部に持たなかった。

このため、逆に新しくより有効な方法(例えば宍り環境に対する負荷の低い方法)が発見されても、

現行のシステムに対して一般市民側が広くその問題を意識しない限り、従来の方法から切り替わるため

に多くの時間をとエネルギーを要してきた。

これらの問題についても、システム内部に常に情報チャンネルを内蔵しておくことによって、改

装が可能となる。

システムを利用して目的を遂行しようとする各個人に対して、直接的に環境からの情報を伝えること

は、常に自己評価の機会を与えることとなり、これにより別な可能性を探ったり、逆に問題を承知で活

動を続けるなど、個人個人が責任を自覚した上で活動を選択することが可能となる。

環境問題としての廃棄物問題は、熱力学の法則によって宿命づけられた人類史始まって以来の課題で

あり続けている。終局的には、完全な解決に至る方法は人類の消滅以外には存在しないのかもしれな

い。この限られた地球環境の上で、それでも人間が自分たちにとってより良く生きてゆくためには、個

人個人が状況を正しく把握した上で、総意としてその生き方を主体的に選択していくことが重要とな

る。その意味でも、これまで特に意識することの少なかった環境と深い関わりを持つ都市基盤の実状に

ついて、個人個人が日常的に認識可能な状況を創り出すことは、都市基盤施設のデザインが為し得る、

環境問題の改善へ向けた重要な役割であると考える。
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2 -3.今後の課題

( ， )立地環境の問題 → 「分散・都心立地型Jへ向けた検討

本研究を通じて、清掃工場の立地環境は、歴史的には一貫して各時代ごとの「郊外j に設定されてき

ており、近年においても大規模な施設は都市圏外の周縁部に設定される傾向が明らかとなった。

一方で国レベルで清掃事業を統括する厚生省は、 1997年(平成9年) 1月に「ごみ処理に係るダイオ

キシン類発生防止などガイドラインJを取りまとめており、ダイオキシン類の発生しやすい小規模な間

欠運転炉(バッチ式炉)を集約化し、全連続炉(連続式炉)化するために、都道府県が広域化計画を策

定して、市町村が市町村の範囲を超えた広域的な処理を推進する旨の「ごみ処理の広域化j を進めてい

る。今後ますます清掃工場の規模は拡大し、広範な地域からごみを 1カ所に集めることとなるため配置

計画も偏在した「一極集中・郊外立地型Jの施設が増大することが予測される。

しかしながら、本来ダイオキシン類、が発生する種類のごみまでも「焼却処理」してしまうという現在

の処理方針の問題を考慮することなく進めることは危険であり、生産段階での規制や排出段階での分別

によって、ごみを燃やさない処理体系を形成することが先決であろう。

そのためには、清掃工場は全てのごみを焼却する施設としてではなく、ごみを分別・管理するための

施設として位置づけ、各地域の中枢に設置するという方針を検討することが重要となろう。

地域ごとに設けることで、収集・輸送にかかる経済・環境コストを減らし、コンポスト等を活用して

処理できないごみは保管するなど極力焼却を行わないことで、建設コストと環境への負荷を低減する。

そしてなによりも自分達の出すごみに対する責任を地域単位で取るという「理解しやすいJ構造とす

ることは、ごみの排出源となっている各個人が自律的に消費活動をコントロールする上で重要な要素と

して位置づけることができる。

地域としての適切な規模の設定も含めて、 「環境容量論」出を筆頭に多くの研究が蓄積されつつある

が、これらを整理して「分散・都心立地型Jの処理施設の有用性・可能性を検討することは、今後の重

要な課題である。

( 2 )建築デザインの問題 → 「情報公開型Jデザインの可能性とその検証

本研究を通じて、清掃工場の建築形態は、歴史的には炉形式の変化や公害対策設備の追加等ごみを燃

やすための技術に治う形で推移してきたのに対し、 1985年以降には建築部分に対して意匠的なデザイン

が施され始め、ごみ処理に対するマイナスの印象の緩和を基本方針としながら、廃棄物問題とは別の価

値観に基づく印象表現がなされてきていることが明らかとなった。

しかしながら、 「清掃工場らしくない表現」で覆うという建築デザインの考え方は、 「臭いものに蓋

をする」のと同時に、市民一般に対して自分たちがごみを廃棄し、同時に影響を受け続けているという

情報までにも蓋をしてしまい、自律的な消費活動をコントロールするための契機を閉ざしてしまう意味

も併せ持っている。

このため、廃棄した後のことを極力意識させないこれまでの考え方ではなく、 自分たちの排出したご

みがどのような形で自分たちの環境に影響しているのかを 「理解しやすいJように、情報を発信してい

く「情報公開型Jのデザインが求められている。
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この具体的なデザインの方法については、高度に複雑化してしまった技術をシンフルでわかりやすい

ものへ転化する(各個人が自分でメンテナンス出来るわかりやすさを備えたレベルが環境技術としては

最も優れるとされる)という、技術そのものを見直すデザインのレベルから、建築物の外装デザイ ンの

工夫によって内部情報を公開していくような、建築物の外装デザインのレベルなど多様なレベルがあ

り、そのそれぞれについて、現実の環境に対する効果を検証するための実践と評価は、 重要な課題とし

て位置づけられる。

( 3)立地環境と建築デザインとの関係

本論文では、清掃工場の立地環境の持つ傾向と、 建築デザインの持つ傾向とのそれぞれについて調査

分析を行った。

一方で、立地環境の持つ特徴によって、そこに設置される施設の建築デザインが多くの影響を受けて

いること (一例として、住宅地に建設される清掃工場の場合、建築デザインの主旨として「親しみやす

さJが重視される傾向があること等)は明らかである。

今後、立地環境と建築デザイン相互の関係性についても分析を行うことで、より細かな傾向分析が可

能となると思われる。今後、重要な課題として優先的に取り組むことを考えている。

(4 )他の都市基盤施設への展開

本論文では、都市基盤施設の中でも特に問題とされることが多く、社会的問題を浮き彫りにする上で

適切な素材であるという観点から ry青掃工場Jを調査対象とした。

さらに調査対象の幅を広げる ことで、いわゆる「迷惑施設Jに対するより普遍的な方針を得ることが

できると考えられる。環境問題との関係から、都市基盤施設のデザインを見直すことは今後も重要な課

題と して取り組む必要があると考える。

( 5 )環境社会への移行過程に対する技術的検討

本論文では、清掃工場の立地環境と建築デサ・インの背景を把握することを目的としたため、主に歴史

的な観点からごみに関する科学技術の概要について調査を行った。このため、最新のものも含めて特に

科学技術に絞った詳細なレビューを行っていない。

しかしながら、現状の消費主導型の産業社会体系を、 実際に環境を主体とした社会体系へと移行して

いく「過程Jにおいては、突然ごみの排出量をセeロにすることが現実的でない以上、技術的側面からの

パックアップが不可欠となる。

この意味において、第 2章3・3の調査の結果、基本的にその限界が指摘された科学技術についても、

現実に社会体系を移行させていくプロセスにおいては、 極めて重要な役割を果たすものと考えられる。

ここでは、幾つかの代表的な事例を示し、本研究で触れなかった技術的な可能性について補足する。

「焼却処理技術Jに関しては、清掃工場のごみ焼却処理活動を、高効率 ・低環境負荷で運用する こと

が当面の技術的な重要課題となるが、この考え方をすでに 10年以上前から実現している、先駆的な事

例として「金沢市・四郎郡市環涜施設復合体JIいを挙げることができる(第 2章 :図2. 2-6. 1) 0 
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この事例は、西部清掃工場(都市廃棄物焼却場)と、伏見川衛生処理場(し尿処理場)、西部下水処

理場との間で、余剰エネルギーと処理の役割分担に関して計画的に連携を図ることにより、技術的に高

効率 ・低環境負荷を目指している。

具体的には、清掃工場は余熱発電による電力を下水処理場、尿尿処理場の各施設に供給し、そこで発

生する排水を下水処理場で浄化する一方、下水処理場で発生する脱水汚泥を清掃工場で、焼却処理すると

いうシステムとなっている。連携によるもの以外でも、余熱をプールや浴場などの地域還元施設へ給湯

したり、下水処理場を地下化するこ とで地上部を公園施設として解放したり、尿尿処理汚泥を脱水して

全量を農地還元するなど、総合的に計画されている点が注目される。

機能的に公害対策を徹底することで、都心部への立地を可能にしたうえで、都市公園や還元施設によっ

て地域住民の関心を集めているため、日常的にごみと環境の問題について住民意識を向上させる可能性

を持っている。

一方の「リサイクル技術Jに関しては、現在ではその設置も一般化しており、国からの補助も設定さ

れている「リサイクルセンター」について、厚生省の 「廃棄物再生利用総合施設整備事業」の第 1号と

して1992年から実際に運用を行ってきた先駆的事例と して、大阪府吹田市の「吹田市資源リサイクルセ

ンターJを挙げることができる。

吹田市は千里ニュータウンへの入居が始まった1962年から20年間で人口が20万人も増加したため、市

は1985年にごみ減量化と資源、の有効利用、公害の未然防止の方針を打ち出しており、この施設はその中

核施設として整備された。出

この施設は、 当時大阪大学の末石冨太郎氏らを中心として結成された 「財団法人千里リサイクルプラ

ザ」によって運営されており、 1""3階が破砕選別工場で、 4"'5階は 「くるく るプラザ」という、基

本的に使用しなくなった自転車やその他の日用品を市民自らの手により補修 ・修繕する「市民工房J、

衣類のリフォームなどのリサイクル実践教室、廃棄物・ 環境問題の講演や講座、フリーマーケットやリ

サイクルアートなどのイベントの開催、市民研究員によるごみ問題の調査研究など、市民主体のリサイ

クル活動を実現するための場となっている。

そのプロセスが市民自身の手によって行われるという このシステムは、同時に環境教育の実践の場と

しても機能しており、市民の日常と密接に関わる 日用品を接点として、環境への積極的な働きかけへと

人々を誘導する可能性を持っている点で注目されよう。
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2 -4. r清婦工場デザインJの可能性を示唆する事例

最後に、論考してきた清掃工場デザインに関する以下の 2つの指針について、幾つかの具体的事例を

挙げ、それらの可能性と手がかりを示す。

( 1 )清掃工場の立地環境は、生活圏外ではなく「生活の核施設として都市の中枢に位置づける」

ことが重要となる。

(2・)清掃工場の建築デザインは、問題を含む事実を隠蔽する方向性ではなく「事実を公開する

意味での透明性やわかりやすさを備えるJことが重要となる。

( 1 )立地環境

・地i或核として都市中枢部に位置づける ・東京都豊島地区清掃工場(仮称)

東京都により1999年3月の竣工予定で現在建設が進められている処理量400t /日の清掃工場である。

建設予定地は JR池袋駅から300m程の元国鉄操車場であり、池袋スケートセンタ一等の跡地を利用し

て建設されるため、都内でも随一の都心に位置することとなる。煙突の高さは現在の最高クラスである

210mにおよび、周辺の広範囲から存在が認識される。

(図 7. 2・3. 1) 

併置される管理事務室棟は、区のスポーツセンタごや生涯学習センターを含めて建設されることと

なっており、日常的な区民生活と清掃工場とを物理的に複合化させることと、都心という場所の特質に

より、日常的に排出する側の人々に意識させる要素として働きかける可能性を持つ。

(写真 7. 2・3. 1) 

図7.
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- 都市中心から市民に情報を公開し続ける - 東京都日の出町処分場問題に対する提案

本事例は本論で対象とした清掃工場ではなく、焼却灰等を埋め立てる最終処分場の提案であるが、ご

み焼却処理に対しても同一線上の考え方で対応できると考える。

東京都「自区内処理を実現する市民プロジェクトJでは、東京都の最終処分場設置計画に際して、水

源地ともなっている山中に設置する代わりに、ごみの発生する中心地に設置するべきとの考え方から、

市役所隣のコミュニティー広場に地下埋設型のコンパクトな「ゴミ保管庫J (写真 7. 2・3. 2)加を

作る提案を行った。

「ゴミ保管庫」の性格としては、

( 1 )非焼却ゴミと焼却ゴミの残灰とを、再資源化および自然還元可能化されるまで、充分な監視機

能を備えた鉄筋コンクリートピットに安全管理・保管する。

( 2 )将来、ゴミの焼却をほとんどしない、即ち大部分を再資源化する時代を生み出したときには、

再資源、化施設の一部として、再資源、化待機物保管庫となり得る。

( 3 )ゴミの処分場ではないので、行政・市民とも意識を高め、市街化された地区内でも設置可能な

ものとする。

街の中心に設置され、どれくらいのペースで排出し続けるといつ頃一杯になるかが日々知らされるた

め、自分たちの責任でごみの排出をコントロールすることとなり、市民の意識向上が促進されることが

意図されている。

ガス銭きf!

水漏れなど監視スペース 後偏重

写真 7. 2・3. 2: rゴミ保管庫J概念図
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(2 )建築デザイン

園 事実を公開する透明性をデザインする ・東京都千歳清掃工場・ 1次案

東京都千歳清掃工場の建築設計者が、基本設計に際して一つの提案を行った。その 1次案は、通常ブ

ラック・ボックスの中に配置されることとなるプラントの一部をガラスのスクリーンで囲み、ダクト類

によって立体的に構成される最新技術を駆使した装置を、外部から自由に見ることができるように計画

されていた。

結果的にその提案自体は、装置から発生する低周波を遮蔽するガラス厚を確保するための費用の問題

で実現しなかったものの、そこには今後の建築デザインのあり方に対する重要な視点が含まれていると

考えられる。

以下に設計者により発表された解説文の一部と写真出 (写真 7. 2・3. 3)を引用する。

「必然性の積み重ねによって組み上げられたプラント部分に対しては、その精密な機能を無関係な皮

践で覆うという行為によって、工場らしくない別のものに見せようという方向は避けようとした。逆に

その最新テクノロジーを人々の自に曝すことによって、私たちが無意識に捨てているごみの処理プロセ

スがいかに大変なものか、人々にデモンス トレーションすることが、この清掃工場を意味ある存在にす

るものと患った。(中路)清掃工場でのごみ焼却は、都市が排出するごみ処理の一次的対芯でしかな

い。不燃物や焼却灰は、 23区では海を埋め立て、多摩地区では山を削ってごみダムをつくり、そこで

最終的に処分されている。現状のままで行けば、東京は自然を改変しつつ、ごみに函まれてゆく。その

・実に人々の視線を誘発する装置としての清掃工場こそ、公共建築に求められる解放性につながるもの

になるということを見定めての提案であった。 j

写真 7. 2・3. 3 プラント部をガラスで囲んだ 1次案
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- 市民参加によってデザインを完成させる - 大阪市舞洲清掃工場(仮称)

大阪市の2008年オリンピック会場予定地となっている大阪湾に浮かぶ舞洲埋立地に、 2001年の完成を

目指して処理量900t/日、 SRC造地下2階地上 7階建て、建築面積 1万 6千平米の大規模な清掃工場を

新設する計画が進められている。

建築デザイン担当者として、オーストリア(ウィーン)の画家で建築も手がけるアーテイスト、ウン

デルト・パッサ一氏が指名された。氏は環境保護の視点に立った芸術家として著名であり、氏がデザイ

ンしたウィーンのシュピッテラウ焼却工場は観光コースに組み入れられるなど、設計思想、が「技術とエ

コロジーと芸術の融合」を生み出していると世界的に評価仰を受けている。

氏のデザインは、不定形な黒の縁取りと澄んだ色を中心とした絵画的配色による、東欧の童話世界の

ような幻想的な表現が主体となっており、その感覚の中には誰しもが持っている幼い頃の夢の中のよう

な雰囲気が存在している(写真 7. 2・3. 4)。それゆえこれまで氏が手がけた建築の施工の際にも、

バッサー氏の指示に従いすべてを厳密に規定するのではなく、職人と基本的なルールを共有することを

通じて、ある程度の細部については各担当職人の裁量で仕上げる方法が採用されている。

このような一人の作家の車越したセンスにすべてを依存する形式ではないパッサー氏の作風を、多く

の人々とともに完成させる「共同幻想アート」として捉えると、この清掃工場のデザイン・プロセス

を、多くの市民を巻き込むチャンネルとして活用する可能性があらわれる。

即ち、清掃工場の建築デザインそのものを、自分たちの環境を考える一つの「市民イベントJとして

位置づける考え方である。

例えば基本デザインが決定した後に、パッサー氏をマスターデザイナーとして定期的に指導に当たら

せながら、施工の一部を市民自らの手によって行い、自分たちの排出した廃材を用いながら、長い時間

をかけてデザインを形成し続けるという方法が提案される。これにより清掃工場のデザインを「環境と

芸術について考える」ための市民参加の場として位置づけることが可能となる。

この企画は大阪市によって検討されている。

写真 7. 2・3. 4 :パッサ一氏による舞洲工場のデザイン案
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If集面積 沼 44rn

延床面積 5373 rrl 
m造 SRC 411 階

煙突高さ 80 m 

-関遺箆I!I:

-周辺のS市‘鐙

大阪市西淀川区大和図2・5-68

鴫舞鶴十

東灘礎築事務所

・っちント唄豆

デ・ロール
・備考ロンゼブト喝の -切或鍵区区分

-建築鞠十主旨
周辺環礎ヘ町血合

鯛辺圃壇の..圃漢壇

9・lIf暗的安現
近代的な印象町痩現
慢 しみや可rd町後壇

匝距_.圧迫狙島田量厳

シシポル住町表現
圃貧定的金体への財局5

・・定のテーマへの財e
Ii(煤の印象の・膚

ぞ由也
. 同 事

大IIlA町立.
.1t!II制盃盟主f

-建築鍛置す笠置
周辺鋼網巴へ町血合

周辺圃唄町縛圃4・lIt
情揖嘩町量R喧

喧代的忽申.司11哩
阻しみやすさ的11唖

量産週E・圧迫.田甚圃
シシボル守主的IIl!I

・・医師.，与へ田剣6
・・電副テ，マへの"'Ili

健康的町a町・皿

その・・
・・盲

-地繊雌彊分

-建震強針金冨
周辺・唄へ骨岨e

a・i7l.‘司"..唖
柵a・E咽侵喧

喧代的危即・町11喧
睡しみ令すさ司11哩

風足E・定車盛時量掴

y ンポル性のg・唖
・量的‘件へ町"'11;

悼定時テーマヘ町剣耳
世礎的印.拘. .  

そのti
鍾回答

森之宮工場 I 

大飯府
大阪市織東区森之宮1丁目6香11号

・躍踏十

東処礎築事務所

・コFラント甜E
タクマ

・備考口ンゼブト喝の -矧霊地血相

-建築鍛量十主冨
周辺.'lヘ由融合

周辺唄後町ItIU!現
湖沼感回表現

近代的危町・叩.理
担しみやすさ回復現

IlJHo;，庄迫感町依植

yンボル健司11哩
・・E的令件へのm応

N~のテーマヘ町対応
碇東田町a隆司.壇

その邑

績回冨

! 大山

l 平野工場 |目

大阪~'l 1・

大阪市鶴見区魚野2・11-5

東悠燈築事鞠寺町
Eフラン崎u

・傷事Q:ノゼブト句9

大阪府
大阪府平野区瓜破南1-4-35

東知髄築事萌者

・フラント省E
デロール

ロンゼブ河ぬ -量担割区区分

-建築訟針金富
岡司竃壇への血合

同辺...司Itlllll現
111111154>11理

tilt的な印.四lt喧
圃しみやすさ的夜型E

llA!! 'IUl盛時邑蝿
~...ポルfIの表現

Il賃・e・件への対6
"竃向今一マへの1<6

置1!の申a際的・R
そ酌・a

11> 

J・111_ _ _  _ 
、〆WI

旧/八尾工場 . 

大阪1:

9 

八尾市上尾町7丁目1の1

蜘建築'漸
Eフラット笥江

目立製作所

0:ノゼブト暢



何

回

属

内

開

放

仰

2
捌

日建援費f
・フラント積江

タクマ

ロンゼブ1-48) .!I!II制妥盟主オ

• 主主書
周辺・均値ヘ田歯歯

周辺圃賓の".llll
内・1II!!1の.割

近代的な即・的表唄
11しみやすさ町11哩

1l1E!!I'座通O!!l骨量掴
シンボル世田表現

恒鍵的・h悔への針同5
特定的テーマヘ町財lIi

量調隆司自a除同銀蹟

その岨
JII園事

mw
緩

凶

山

m

m
M
m
m
2
仰

月

時

カ

カ

年

品

川

能

能

工

規

却

数

竃

竣

新

焼

炉

売

験地面積 9731.9m 

建築面積 1()53.56 rri 
延床面積 1150.13rri 
m造 SRC 8/2階

煙突高さ 80 m 

.JttlIjt鍵怒区分 -周辺の都市飽訟

(.~聖絹/;1移転}

時節間十笠宮
周辺圃鳴へ司岨歯

周辺圃強骨"..唖

'"圃層的・哩
瞳代的匁町a除町禽喧
圃しみやすさのtl唖

圃疋・ -庫副嘩拘置揖
シンボル世的畿司E

・量的・骨へ町"1Ii
""0'，.，. #へ.，側臨

質調険酌"'.町・瞳
宅~.Itft

・圃‘

.山ー 』‘ - ・.、μm. ・
大正工場 I 

大阪~ ・

験地面積 4306.7m・
建築面積 3印 7lTi・

延床面積 7603 rri 
m造 S舵 6/2階

煙突;r;さ 80m 

-周辺の笛市範鎗

取'"

町

田

属

凶

剛

久

幅

削

9
2
ω

ヲ
'

q

m

p

t

L

Y
M町
今

'

!

，L

勾

4

E

月

時

カ

カ

刻

年

組

能

能

倒
工
掴
脱
却
数
篭

剛
拙
明

新

焼

炉

発

敷地面積 14272rri 
建築面績 3974 rri 
延床面積 11266rri 
m進 SRC 7/2階

煙突高さ 80 m 

-関透節E量

-周辺の都市飽段

下水処理場

仰
帽
腐
凶

W

N

内

側

3
-

1日計

東淀工場 圃

地 mt
ヨン暗証

デローJ~
ロンゼブト噂)

大阪府
大阪市大正区南恩加島1-11・24

・顕掛十

大建措十
・っちント積立

目立造船

・備考口ンゼプ卜暢 .tt!lt葉艦砲分

大同市 圃

港工a1 ・
大阪f'.f

一一一川一一一一一首嘉一一一一一一一
大阪市港区福崎1丁目2嘗51号

・建摸包断

蜘建築事務所
・つわント衡工

目立造船

・傷害口ンセブ卜4覇。

峻工年月 95.03 

新規/建幸子 長章容

焼却能力 600 t/d 

炉数 2 

発電能力 14反JOINV

敷地面積 34αJOrri

建築面積 8021 rri 

延床面積 23492rri 

m逃 SRC 7/1 階

煙突高さ 120 m 

-比慎重m区主主 -周辺の郷市飽訟

同JJ・喰へe唱1&
/'lill・-置の".表現

働組車町民唖

lIi代前段聞11田11岨
置しみφす主的血岨

凪I'~' 修圃量骨量蝿
シシボル綾町11壇

..  .. 補作へ師"庖
柿宮町.，.-ザヘ町・111>

瞳・医師印aの..  

ぞ時・a
s 

-建築怨針金冨
周辺唖壇への血合

周辺楓境町嶋田u隆司E
flltII畢司褒壇

近代的危印象咽表現

" しみやすきの表現
量庄JII;.圧迫S町量揖

νンポル世の雪量唖・・E的金伴へのJ;tJ!.;
骨量田テーマヘ町..串

6建策的印a陵町・ー
その・

同省

大市 | 

西淀工場 |目

大阪府
大阪市西達川区大和国2丁目5番68号

大建援費十

・フラツ崎区

ロンゼプ卜4置の -制糞鑓定区分

-建据量~t主旨
鍵辺掴唄への融昔

周辺酒場置の怜償還民現

柵沼豊富町表現
近代的危印.の表現

世しみやすさ由理III
a庄草・圧迫喧町量圃

yンボル性の置喧
蝿主的魚体への対応

。.定のテーマへの剖応

世家田町・R白血盟

その岨
量画書

峻エ年月 95.03 

新規/建替 建ぎ

焼却能力 氏JOνd

炉数 2 
発電能力 1451∞}例

.錨草健室~ヨ -周辺の郵市範滋

下京処理

..祭19!t笠宮
周辺・・への量舎

周辺司司l'>"圃E受理
嫡調官喝の<<唖

量IUCJ危聞.崎署民廻
置しみやす主的..

IlJ1oI15'AH町邑圃

シンボル慌の置唖

.If酔犠It-ヘ咽Ij‘む
柿Ii':のテ マへ国対応

従業側事・の・民
そ酌岨
録画書

大山市 園

八尾工場 園

大阪r..，:

八尾市上尾町7了邑1番

東怨磁築事調明
富プラント曽江

ロンゼブド唱の -鎚嫌煙盟主ヨ

-建酒益tt主冨
周辺・11へ町.宮

周辺司慢即時.獲哩

a・犀霊的g受理
近代町なa:a"Jfl喧
岨Lみやすぎの仮唖

11.'亨6・底追墨田位回
シJレヨr.;tt骨長壇

a延岡長体へ由旬事

純電.，テーマへの匂E
IlJ長白骨11の・11

そめ・8

'‘ 

圃踊彊勉強軍

峻工年月 85.12 
新規/建替隣地建幸子

焼却能力 600νd 

炉数 2 

発電能力 11∞OINV 

敷地面積 32699rri 
建築面積 7164 lTi 

延床面積 21238rri 
m造 SRC 6/1 階

煙突高さ 100 m 

-関連施股

住之江窓会会館{会館.

プール} 下水処慶場

-周辺の都市範段

2費工年月 卯 .03

新規/建警 鐘害事

焼却能力 600νd 

炉数 ・ 2 
発電能力 12000 INV 

敷地面積 3氏問 rri

建築面積 7411 rri 
延床面積却328 rr{ 

m造 SRC 7/1 階

煙突高さ I∞m 

-周辺の都市箆E量

守口市情信工

東知漣築事務所
・っちント備工

タクマ

〈コンゼブト喝の

UI!.l足1I

鶴見工t易 . 

大阪

大阪市.見区II野2丁目11番5号

昭束事澄十

3ン暗証

日立造船

(コンゼブド唱の
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.~区分

-建蝿鎗世15
周辺繍嶋への量舎

周辺圃唄町嶋田俊壇
情揖量の袋壇

量代的flc印.の表現
慢しみやすさの.唖

岨且.11.庄迫喧町低圃
シンボ J~世の 11哩

..的..件ヘ由旬I!;
，，~町テーマへ回対応

瞳礁の印・骨組且
その也

・・白書

-貫単量健留区分

-建鑓般!t主望書
周辺..への融合

周辺..町".量現
網目R喧町獲量

置代肺な町.の.唖
帽しみやすI!師表現

圃AS'庄温畢の置掴
シシボル性町演壇

・E的.. 体への対S
悼璽町テーマへの筒I!;

瞳棄の印象由・置
その他

錘図書

lIfJ1!l従揃

唆工年月 32.03 
新規/建替 童話綾

焼却能力 ー νd
炉数

発篭能力 一}抑

敷地面積 ー πf

建築面積 ー π1

延床面積 ー π1

精進 ー / 階

煙突高さ ー町1

-関連絡1量

-周辺の都市施E量

-縫蕗注目華

綾工年月 36.06 

新規健替 新規

焼却能力 ー νd
炉数

発電能力 -k.W 

敷地面積 ー ロ1

建築面積 ー π】

延床面積 -rri 

相暗造 ー / 階

煙突高さ - m 

-関連箆I量

-周辺の都市鎌怨

一重量密2

週量F国圃圃薗薗璽冒

喝
京都府

渇所不明{旧伏見市より移管)

・遭難鎗f

-フラント範工

-備巷ロンゼブド唱の

横大路塵芥焼却場

耳~15府
京.市伏見区術大路八反図29

・建賂鎗十

-コFヨント噸E

-備司;cコンゼブト奄J)

-似或地区区分

-建築盟十主雷
同辺胃潰への融合

同辺環境町鱒償表現
柵置畢司書現

近代的f1.印象由表現
睡しみやすさの表現

威圧盛・ 正温盛田ItM
シンボル性町葺哩

櫨量的余件へ町対応
鱒置のテーマへの対応

置3僚の印・町.眠
その岨
録回書

圃雌副重盛治

園建築怒~t主富
周辺..ヘ町副古
E圃慢の".iI現

情寝耳回表現
置代周な印.隆司表現
圃しみやすさ酌表現

IlIE!S '11'迫畢の-
シンボル世田11唖

置健闘条件への，呼応
....のテーマヘ町鮒昆;

臣家の印・h由a・t
与の也

11.甚

-踊彊鑑賞司直

峻工年月 04.12 

新規/建替 車長短

焼却能力 ー νd 一概と契約

炉数

発電能力 ー }例

敷地面積 ー π1

建築面積 -m 
延床面積 ーロ1

事降造ー / 階

煙突高さ ー ロ1

圃関 連 筋Z量

京15府
泊所不明 (紀伊野深草村)

汁

-コちント剖E工

-周辺の都市範E量 -備考ロンゼブト暢

-縫髭泣鎗

峻工年月 25.12 
新車見但替 新規

焼却能力 -tld 

炉数

発電能力 一}抑

敷地面積
_ rri 

建築面積 - m 

延床面積 -rri 
相町造 ー / 階

煙突高さ ー ロ1

-関連範E量

京都市下京区西九条o本町

箇プラント頓E

1955 
-周辺の都市勉I量 ロンゼブト暢



.l!!凋倣!s区分

υ
掴

属

凶

附

九

仰

2
-

'_-=::.ol… ー
'一、... .-_----

西活情工場 . 

京都

京毎府
東信市西京区大緩沓峰町26香油

大強鍍費十
町コFラン暗証

タクマ
EコンゼブH⑥

Ifi 

.
m
.
m
.
m
階

m

制

脱

却

印

ω轄官
凶

附

似
措
置
∞

2
-

。。

京.市伏見区繍大路八反田29

-周辺の都市街股 ・傭替 口ンゼプト号〉

-フラント剖u

園制裁I!fg区匁

-建築鐙置す主主雪
周辺司纏への揖舎

周辺圃.. 町怜圃表現
情lIJI5山a哩

軍陣拘町a・.)JI理E
置しみやすさ町署受理

厳正11.正迫!sの量掴
シンボル性白後壇

岨轟的.停への.1&
..置のテーマへの対E

提患の印・白血盟
そ白血

!!I聞事

敷地面積 13，氏10m
建築面積 ω42m 
延床面積 11580 m 
m造 SRC 81 階

煙突高さ 80 m 

-ω轟鍵怒区分 匝周辺の都市随N

-建築匙遮十主宣言
周辺・，.ヘ町画音

周辺欄司E町怜111ft哩
n・置阜の2提唱

曜代的な印.司会壇
111しみやすさのE提唱

凪lHS.伍迫嘩的・U(
シンボJ!c笹田袋町E

..的a除件へ由旬創E
悼11':'"テーマへ軒町民，

...由印.‘"・櫨

...、'"
例目寝

m
w
潔
凶

W

刊

M
g
仰

3
-

京都市伏見区繍大路八反図

・建窺酷 f
則強築事靭1

・フラント範工

三菱重工

・備考ロンゼプト⑥ Z町l/!l!i~tl16
.lt9I蓑lt!t8区分

-建彊掛主富
周辺環壇へ町血合

周辺環喧町特徴復現
11111<<患の表現

近代的な印象の書現

副しみやすさの2祭壇
厳正答 ・正迫軍司監圃

シンボル依田表現
岨鉱的‘件への対応

怜Itのテーマへの対応
健司拠出町..内・a

そ咽・8
.‘仮調.. 

置斑段位指匝

峻工年月 68.05 
新規/途普 新規

焼却能力 4∞νd 
炉数 2 
発電能力 -kW 

.
m
d
.
m
階

m

制
加
聞
い
…
四

積

積

積

哨

さ

面

面

面

5

高

地

築

床

造

突

敷

建

延

国情

煙

-関連B値段
グランド‘プール

-周辺の都市M9Ml

京都 1

北青掃工場 圃， I :.Jπ~:í1I， ___  _ 

京事E府
右京区侮ヶ畑恵侮町27番地

・建留軍錯す

関十連合

・プラント頓江

日本デロール

・備考ロンセブ同署9

-制裁出茎区分

-建築郵活十主旨
周辺環嶋への血古

周辺唖喰由持問g受理
情1I:!l!町表現

近代的色町.町車理
慨しみやすさ町署長理

匝庄!S.圧迫車町量蝿
シンボル住町表唖

園自E的条件への対応
怜定町テーマへ四割応

世調医師印象町銀融

そ由岨
型車図書

ω
甥

凶

明

肌

新

制

3
側

l
替
H
J

り

揖

府

四

唱

肱

佐

佐

工

規

却

数

亀

聞

協
明
日
新
焼
炉
発

敷地面積 42ωorrl 

建築面積 9443rrl 

延床面積 28474rrl 

m造 SRC 81 階

煙突高さ 80 m 

-関連施般

車余貫性事1)/1センター {プー

Jv. 関.値.老人保量産セン

ター).下水処種嶋

-周辺の都市施段

認 汁

東型掃工場，Fモ.1可"吃乃

京穆市伏見区石図面ノ鐸2-18

大建mt
.7.ラント鈍江

川崎重工

・備替口ンゼブト寄

』官

-惣割程区分

-建築訟tt主賃
周辺曹境への昌吉

岡置司糧自縛・a理
情涙量的審理

車代的な印.crJ.理
組しみやすさの表現

虚A!S・EU!量町低M
Yン芋凡佳押さ現

・量院後件へのnil接
持軍.，テーマへの尚喜

喧*'"聞a隆司・畦
そ町値

.園署

♂

曲

皆

凶

山

間

託

建

仰

2
側

E

月

時

カ

力

団

年

必

能

能

副

工

規

却

数

電

岡
崎
明
新
焼
炉
発

敷地面積 26αJOm 

建築面積 9361 rrl 

延床面積 26402ぱ

精造 SRC 1 階

煙突高さ 1∞m 

V大路運動公・体

巾h↑司市 I 

南清掃工場第一工場 |目

京.市伏見区繍大路八反田29番地

日建殻費十
百フラント趣江

日本鋼管

・周辺の都市億Z宝 ・備考ロンゼブト⑤

債大路11.公
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清掃工場デザイン・データベース:歴史編/神戸市



-建策般雪十主冨
a周辺・司Eへ的融合

周辺圃慢の・・・11現
情蹴畢の漫贋

近代的色町a島田辺聖喧
睡しみ令ずさのIl現

凪u.底週扇町量掴
シンボル性的表唖

圃量的‘仲ヘ町鋪q;
帽司E町テーマヘ町JlIli

置濃町印象町・睡
そ町包

鳳園事

-建震強針金望書
.i1l.Iltへ町融合

周辺噸績の".Il唖
111111層的復哩

近代的な印a隣町Il理
組しみ4併すき町Il唖

JtJF.JtI 圧迫.町11..
シンボル健田辺受理

蝿E的.作ヘ町制臨
・・置のテーマへのIllIli

置3医師印.町飽躍
そ町他

鎌田事

-纏魁肱蛤聾

綾工年月 25.03 
新規/建替 童話綾

焼却能力 100 t/d 

炉数 6 
発電能力 -1&1 

敷地面積 3印4rrl 
建築面繍 1167ぱ

延床面積 ー π1

精進 S 2/ 階

煙突i1iさ 36 m 

-関遷筋I量

-周辺の鶴市飽I量

-組鎚損

峻工年月 28.12 
新規/建幸子 新規

焼却能力 45νd 
炉数 8 

発‘能力 -1&1 

敷地面積 4256 m 

建築面積 928 rrl 
延床面積 -rrl 
押時進 RC 2/ 階

煙突高さ 35m 

-関連施Ii

-周辺の都市範N

-フラント甜u
川崎造船所

・備考 Oンゼブト喝の

神戸市須庫区小寺町2・与16
賢建嬰箇十

-フラン崎区
太陽築炉

ロンゼブト⑥

-ω愛雌8I&分

-建築訟針主旨
周辺環境への凪合

周辺欄境町縛徹夜唖

測lfC里町表現
近代的危町・白表現
麗しみやすさの表現

嵐圧盛・ E坦畢のat.
シンボル伎の表現

圃量的全体へ町対応
鱒置のテーマへの同E

置3艇の印.町担置

その飽
a霊園事

-鑓淘飽箆翠玄泊

-建築鐙針主主童
周辺."へ由量古

周辺圃喧町・・iIIll哩
1II.!Sの褒喧

置It同な聞.的表現
置しみやすさの表現

a足感・庄量豊田量減
シンボル健司表現

・E時全体ヘ町-
N電町テーマへの対IZ>

復奈の町.の・a
そ町包

園事

費 量正大

I海 J争事4

圃徳副首輔

峻工年月 06.09 
新規/建嘗 新規

焼却能力 8νd 
炉数

発電能力 ー}例

敷他面積 _ m 

建築面積 一rrl
延床面積 ー rrl
精造木造 1/ 階

煙突高さ - m 

-関連1A91量

-局辺の都市飽E量

回掘鑑埠

緩工年月 19.08 

新規/建替 新規

焼却能力 66 t/d 

炉数 12 
発電能力 一}例

敷地面積 4219 rrl 
建築面積 761 rrl 
延床面積 - rri 
m造木造 2/ 階

煙突高さ 30 m 

-関連箆E量

-周辺の都市施段

神戸市長田区浜港通4丁目

-っちント唄E

ロンゼプト喝の

ZII 

宇田-

哩 聖 書
神戸市兵庫区高松町1-55

百フラント-n
太陽築炉

ロンゼプトベ唱の



小1tIfl
幼11，

30.11 

11l 
l即凶

16 
-凶V

d
，m
d
臨
聞

m

M
m

-

/
お

-フラント嘱rr
太陽書E炉
際ロンゼプト@ -制轟鍵区区分

-建築訟2t主冨
網辺調喧ヘ町畠古

周辺唄慢の鈴匝d昼寝
lIIdIt!Sの11喧

近代同危印・町褒司E
睡しみやすさの表現

係正15・圧迫昌司ltIIl
シンボM室町表唖

圃健崎条件への鴛応
縛軍司テーマヘ町対車

健局院の印象的・凪
その也
繍閉答

-制政箆盟主f -周辺の都市Iil!!金

-建掴鎗十
周辺・・Eへの副宮

町辺噸喧のIt!・袋現
1II'<<&s1T)1l現

睡ft向，.印.の11唖
"しみやすぎの聾唖

-底迫感町‘掴
ンポル守室町11.. 
t'1l色体ヘ"'1'応."医師， マへの匂11:

睡恨の...刷.雄
司t.，‘

1同事

U
却

属

凶

附

幻
自
相
応

3
-

霊水焼芥場 . 

49戸8 ・

1102 rri 
246 rri 

ー π1

階

30m 

-周辺の都市飽鈴・E神電量UI.... -'1 

加

問府

内

山m

m
a刊

m
2
-

兵
神戸市東遭区魚鱒西町4

ン崎区

三11工作所

ロンゼフド曜の

19部吋

128 rri 
ー π1

/ 階

24 m 

兵庫県
神戸市垂水区東垂水町字流団

・建婦簿十

-っちント到江

十方工業

・備きロンゼブト等〕 .11!!1葺惣:8区分

-建築怨2十主s
期辺司漫への融合

周辺朝q隆司令.恒表現
1前揖J5の表現

近ftt91"印.の袋哩
慢しみやすさの表現

量庄惑・ 圧迫華町位揖
シンボル世の表現

岨庭的4量作への剣E
鱒定的テーマへの;wrz;

従家的叩a隣町組担
その健
民 同 .. 

~出鎌

峻工年月 30.11 

新規11主管 事長銀

焼却能力 7 Vd 
炉数 l 
発電能力 ー}州

敷地面積 1118ぱ

建築面積 179ぱ

延床面積 -rri 
精進 S / 階

煙突月間さ 30 m 

-関連16股

御影焼芥場 I 

49戸61・

兵庫県
神戸市東溜区御膨緑町2-27-20

・遺留!l9富十

-っちント範工
三被工作所

園周辺の郡市街段 ・備考(コンゼブト警の

阪締官E綾石屋J'I-'1

敷地面積

建築面積

延床面積

布陣造 S
煙突高さ

-関連161量

園周辺の都市飽E量.1邸前出玄区主主

.ll灘間十笠宮
周辺圃喰への岨合

燭辺・9‘的岬..唖
摘a慎重回獲規

雇代的Il.印・町...
置しみやす主的破哩

岨圧感 ・庇迫感の・t.
シンボル性的.哩

圃健崎・h併への対臨
時置のテーマヘ町財b

担寝田町.町・眼健
{'的也

随胴"

2327 m ， 
36ぱ

ー町1

1 /階

24 m 

敷地面積 16288m・
建築面績 3388 rri 

延床面積 4441 rri 
m造応 / 階

煙突高さ 印 m

挿戸.. . 1967 
-雌量鍵区区虫ヨ -周辺の都市崎段

-建築級量f主旨
周辺圃喰へ時・ft

網辺慣噴町...111唖
補血園町宮受理

量代刷な即a・由度理
鰻しみや，.さの震里

民E・5・底追圃の量蝿
シンボル惜咽.電

機圃新曲作への何応
崎電町'1"-マへ明1tlli

置患の印.の健雄
そ町岨

'‘ 

四
割
m
凶

w

m
g
5
1
-

置建認鑓十

-フラント鉱工
十方工業

・傷警ロンゼブト喝の
神戸11. 1967 

園地波地区区治

園建築訟針主E雪
周辺田壇への凪告

側辺圏鳴の神髄表現
111111患の表現

近代的fJ.印愈の蜜現
置しみやす苫の.現

威圧11.匡国盛田匪圃
シンボル健司捜壇

檀艇朗..，字への対E
特定のテーマへの対Z

世泉町印象の植陵

その岨
量廃園寄

-健箆副首畢

峻工年月 55.12 
新規/建替 新規

焼却能力 1.5νd 
炉数

発亀能力 ー}例

敷地面積 600 rri 
建築面積 25 ITi 

延床面積 -m 
事情造木造 /階

煙突高さ 12 m 

-関連J6股

-周辺の都市街E量

… 1 

兵庫県
神戸市北区君~町6

回プラント剖E
十方工業

・傷害口、ノゼプ河野

市

川

明

凶

附

品

不

卯

4
-

の
J
U

村I戸市 I 

妙賀山清掃工場 I 

神戸1

兵庫県
神戸市兵庫県山図町小宮S字妙賀山1・1

林建殻工業

117ラント頓狂
三後工業

ロンセブド唱の -鰻重鍵g区主ヨ

-建築設置f主主雪
周辺碩噴へ時融合

周辺・.. の".11哩
情書盛の褒喧

量向調Il.印象的表喧
植しみやすさの.哩

量産JS-IE温慮拘置調
シシポル位向型提唖

圃量的余停への剣lIi
帽調Eのテーマへの句Z

世来的印.司・匝
そ由値
.画書

置鑓般住銀

綾工年月 56.12 
新線信管 新規

焼却能力 1 Vd 
炉数 I 

発電能力 ーl抑

敷地面積 臼'0rri 
建築面積 4 凶

延床面積 -m 
精進木造 / 階

煙突高さ 8 m 

-鋼連鏑2量

-周辺の都市飽2量

兵庫県
神戸市北l&iI~・町目下fI字前理町

-コFラント噸E
十方工業

・儀考 (コンゼプト喝の



μ
圃
明
凶

w

n

m叩

3
-

戸fiIfiIi. 

旧/西クリーンセンター |目

得戸市首区伊川谷町井吹

百プラント... 工
)11筒重工業

ロンゼブト暢 .ll!l1量~区分

・建築訟針主E
周辺・111.への副官

周辺調境町..・表現
MUのfl哩

苗代J'lll町・町食哩
痩しみやすさのヨ受理

威圧S'!E1I15町位圃
シンボル性町表現

.IE胸骨'"へのJtll>
111t町テーマへ師Jtll>

世家田町..由岨瞳
その.
.図書

-周辺の都市億段

敷地面積 16，災訓om 
建築面積 5230 rrl 
延床面積 10901 ば

術進 SRC 6/2階

煙突高さ 59.5 m 

.Jt卸お創玄区分

・墜蝿掛主窟
則自国嶋へ咽・~&

周辺鯛唖""1・食哩

同-')1提唱
直代的Il即・R町車哩
置しみ令す占のft唖

... 待感 IUlI園町民蝿
シシポル性町食唖

睡眠的決偽ヘ同町b
It刷テーマへの旬応
S賀y.O'.)"，.crJ."..酌-

!!Il"l‘ 

-周辺の都市街彼

75.05 
額獲

690 tld 
3 
-J&y 

tiI_i 
束クリーンセンター I 

師
四
揖
凶

w

m
w
m
2
-

戸神ーす I 

脇浜活絹工場 I 

兵廊Il
.会区島浜海~通5.2

山崎一一

敷地面積 10677m 

建築面積 - rrl 
延床面積 5402ぱ

構造 SRC 6/ 階

煙突高さ 50 m 

-建接掛十

圃コFラント税E
三菱重工業

・備考ロンゼブ同事3 圃制裁t!j&区治

・建鑑鑓十主冨
周辺蝿唆への融合

周辺瞳境町符阻寝壇
湖底惑の護現

近代的えよ印唱隆司g受理
置しみやすさの金壇

鹿屋畢 IUl盛時低同
シンボル性的畿現

・E胸像作への対応
"定的テーマへ町句E

後穫の聞a医師.瞳
そ同位
録制司修

-周辺の都市節也

大阪ガス工場

mm
健

凶

山

町

仏

新

印

3
-

d-s 

tiIlーす I 

旧/苅藻島クリーンセン I 

ター |目

兵庫県
神戸市長国区苅湯島3丁目 12・28

・建揺録十

佐藤工業

・フラン卜覗江
川崎重工業

・編著 Cコンセプト喝の

lIM!l5l出事

竣工年月

新規縫幸子

焼却能力

炉数

発電能力

白

書

凶

刷

3
ω
3側

戸 1

苅藻島クリーンセンター

-鍵益出主畢

媛工年丹

新規/建替

焼却能力

炉数

発電能力

神戸市長図区苅iI島町3丁目12番

-関透B面1量
公館

温水プール

79.11 
新規

450 tld 

3 

-J&y 

落 合クトー

敷地面積 26773rri 
建築面積 10151 rrl 
延床面積 25892rri 
m造 SRC 6/2階

煙突粛さ 1∞m 

敷地面積 38550m 

建築面積 6470 rrl 
延床面積 14582rrl 
構造 SRC 4/2階

煙突高さ 100 m 

-関連飽Il!'

温水プール

-剛雌益虫分

・Il'獲lSltt主g
周辺・鳴へ骨量白

周辺司嶋的...拠唖
締iI盛時a硬

直代的令司・町11噴
慢しみやす喜の表砲

凪I正!I!'f(週畢の邑圃
シシポル色町表111
.. 崎・h件へ""JI.'

..It四，ーマへの鰐E
健康回申a・骨組置

そ骨量

園事

-周辺の都市範19:

東短櫨築事務所

・フラント護区

川崎重工業

・傷事。ンゼブ卜喝の -制或鎚怒区全ヨ

園建築設計主旨
縄辺環頃への血合

周辺.).量的怜睡表現

111111:隠同盟理
近代的Il印..白磁壇
置しみやすさ町ゑ現

匝A!!'圧迫盛田低雌
シンボル性回表現

瞳量的条件へ町対応
拘置のテーマへのm応

世家田町』帳の11・E
そ由也
鎌田署

-周辺の都市施E量

2費工年月 95.01 
草野線/連事，RfJtl!J.章容

焼却能力 低幻 νd
炉数 3 
発電能力 6反)()J&y

西クリー…

神戸市須磨区落合3丁目1-1

-τFラント鑓工
川鱗重工

ロンゼブト奄わ

84.03 

新規

450νd 
3 

28ω}抑

敷地面積 34333m 

建祭面積 95臼 Iτf
延床面繍 2臼 78rri 
m造 SRC 6/1 階

煙突粛さ 1∞m 

敷地面積 19899rrl 
建築面積 氏沼5rrl 
延床面積 18556rrl 
m造 SRC 8/2階

煙突高さ lωm  

.$量Jt:!s忍分

・建築訟tt主主E
周辺・嶋への量.

同辺圃句Eの....唖

n・皿JjI').唖
置代的'.町・同濃縫
直しみや f$町線喧

凪庇慮・且二週噂町民凪
シンポr志位骨褒哩

陵鑑的"'"ヘ町対E
特定的テーマへ同対応

II調医師印・の・E
その也

圃書

-周辺の信市庖m

兵庫県
神戸市西区伊川谷町井吹

東銀建築事務所

Eプラント噸区

三菱.工

ロンゼフト唱の -鎧紙絶g区全f

・建謹掛主冨
周辺酒績へ珂岨合

周辺環績の悼・fl哩
網掴語の褒喧

重肉的な由S慢のfl唖
圃しみやすさ町.唖

威注量・庄園軍司畦輯

シンボル性町史唖

・E時金伶への"I!i
鱒置のテーマへ師側串

醒ヨ~'"叩・'"・匪民
そめ阻

喜

-周辺の都市箆段

下車処理喝

スポーツセンヲー

兵庫県
神戸市中央区港島中町8T自3番勉

昭事椴茸十

百フラント制E
三菱車工業

ロンゼブト暢



資料編・ 4

清掃工場デザイン・データベース:歴史編/東京都区部



.1t!Il隊出玄区分

-縫鎮11m主富
周辺・喰への量舎

周氾園側血町If..担

"'.盛時.壇
画代的な町'.町II!唖
買しみやすさ同夜喧

喧)[JS.圧迫患の量M
シンボル住町富里

・舵的.件への鋤応
輔置時テーぞへ前鯖串

従来由即・町・睡
その岨

嗣喜

-則正雌認区分

-建纂慈澄十主主E
周辺・aへの・R舎

周辺欄慢の"・a・
補.曹のIIIJl

垣内的色町・町11壇
置しみやすさ的優理

岨比15.庄司盛時量楓
シンボル住由康唖

・・~同‘伶への対応
崎電のテーマへ町~It'

提来町印‘際的・且
その岨
11園事

圃施lSItl鱒

峻工年月 28.10 
新規/建普 不明

焼却能力 26.25 Vd 
炉数 2 

発電能力 ーl&{

敷地面積

建築面積

延床面積

構造ー

煙突高さ

-関連施段

1570 m 

-m 
- m 

/ 階

- m 

-周辺の都市施股

闘世掴

綾工年月 29.05 
寓 |新規/建替 新規

事 |焼却能力 37.5 Vd 

炉数 2 

発電能力 一l&{

敷地面積 984.96m 

建築面積 - m 
延床面積 - rri 
m造ー / 階

煙突高さ - m 

-関連施E量

-周辺の留市馬殴

東京書Z
~t区量島8+3

置遣選録十

-フラン崎区

・傷害口ンゼブ卜喝事3

入新井塵芥焼却場

東京&!
大A区Ii井宿7-186

-プラント頃rr

ロンゼブト喝の

-雌革健室担分

-建築~十主旨
周辺.~への昌吉

周辺環唆町怜圏雲受理
淘寓畢町量現

近代的Fょ町a医師2受理
観しみやすさの褒硬

直庄.15.圧迫畢の量M
シンボル億四夜型

掴健的‘件への対応
悼定のテーマヘ回対E

置棄の印象の・・E
その岨
鍍園事

-制妥結~治

-建築銭tt主冨
周辺圃唄へ'"融合

周辺軍司E町怜置!I.哩

情調'島町 11現
近代的fl.印a隣町!I.唖
置しみやすさの愛哩
~I霊園ー圧迫軍司量掴

ンンポル住町Il現

・・E時袋行ヘ町向応
"定のテーマヘ町吋

世奈の印.白血
そ白

書

東京6膚:. 1929 

1929 

-騒鑓揖

綬工年月 24.11 

新規惜事事 新規

焼却能力 22.5νd 
炉数

発電能力 ーl&{

敷地面積 一m
建築面積 105.9ば

延床面積 ーば

術造ー 1 / 階

煙突高さ - m 

-関連施殴

-周辺の都市si殴

-鑓鐙仕鎌

峻工年月 27.04 

新規/建替 1M!. 
焼却能力 26.25 Vd 

炉数 2 

発電能力 ー}例

敷地面積 2511 rri 
建築面積 一凶

延床面積 -rd 
事情造ー /階

煙突高さ ー π1

田関連飯1量

-周辺の都市施m

…… 

東京事Z
荏原膨大声高町

-っちント施工

-備警(コンゼプト司;)

大井塵芥焼却場

品川区大井伊贋町5-710

・建嬰邸遣す

-コFラント範工

-備考〈コンゼプト喝の



-周辺の都市経段

下*忽理噂

官官穂積 :_foiJ.r:，!I:

辺
国
明
凶
山
m

l
不

0
8
-

9
d

。J
日暮里…却場

1718 rri 
- ば

ー π1

踏

-m 

東京事E
荒川区西日暮受1・26

1十

・フラン崎E工

薗情事 白ンゼブ同軍司

???2'之乙
.~量鍵窓区分

・窪護率遺十主E雪
調辺明司血への圃骨

a・4喧唆山~1It'"唆
t育訓眠喧向11<'型

近代!'j忽即亀山表現
慢し hやす£向表現

.'1'甚・正.01五山保障
，ンポル伐のil唖

岨像的""ヘ白首位，
HヨE晶子- ~ヘ町制包‘.j民自印愈山・E値

ぞ0宮崎
県団事

.1t!lt鉛也玄区匁

・援護級!t
周辺IA~・へ的圃合

同d関場開..同様岨
S縛淑組so."，壇

画代胸忽叩‘山磁製
慢しhやすさの現唖

蝿"阻・ rris!S..Cl.O(
シシ'j!.TU主'1JI<現

.，(.的昔、約への句応
l<1¥:酌， ・マヘO，):t-.:，

健』根町叩臥刷....

..酌健

司邑，.. ‘ 

-既宣銅損

峻工年月 35.11 

新規/建替 fliHl 
焼却能カ 一 νd
炉数

事E官E能力 ー }例

敷地面積 ー πi・

建築商繍 ー 打1

延床面積 ー 汀1

t荷造 一 / 階

煙突高さ ー ロ1

-関連絡段

-周辺の都市街滋

-rri 、
ー ロ1

::!277 rri 
31 階

- m 

-周辺の都市街tlt

一一

-フラント穂江

〈コンゼブト嬉3

大図区萩中3

-建瓢鎗十

・プラント備工

・傷害 くコンゼブド警の .~劉出玄区主ゴ

・建築訟2十主旨
周辺閤唆への融合

周辺環曜の特徴11唖
岬1M盟0)漫現

近代的'.fl1徴的良唖
Il!しみやすさ O)tJ，現

畦IHS'fr迫岳山眠M
シ〆ポルnのIlI!1

u・1底的句作ヘ的対応

."'11.:")-'" - +~への対応
ftx.の印象的締;Ii

その岨

".Ij‘ 

四鑓級住鎌

峻工年月 31.05 

新続犠醤燐立!!.I(1J1Q
焼却能力 11.25νd 
炉数 4 

発篭能力 ー }例

敷地面積 - rri 
建築面積 - ni 
延床面積 - rr{ 

織造 ー / 階

煙突高さ - m 

-関遠liffii量

-周辺の都市liffil主

大崎塵芥焼却場第2工場 . 

東京

東京都
品川区大備本町2-438.1

間禁鑓十

・フラン卜創立

・傷事 (コンゼブ卜等〉

-矧蹴l8l8.まま

・辺康Il!!t主S
周辺・tIIへの掴合

閥辺・鳴の怜闇11担
鯛.園田g提唱

置代的危印.町g提唱
置しみやす~ ')Il現

睡底鳳 ・底追風の畦掴
シンボル住肉食電

圃置街角"へ町剣形
"宜的テーマヘ町~IIS

健司眠司印.骨・世
{'町働
園事

敷地面積 14912rri 
建築面積 - rri 
延床面積 - rri 
精進 RC 411階

煙突高さ - m 

-周辺の都市Id設

開

第

凶

側

四
品
新
制

5
-

(1日}練馬区谷原2-1906
・建婚鑓十

・フラン卜制区

置備事〈コンゼブト~ -他紛凶玄区分

・建築総書十主主富
周辺圃境への岨古

周辺環壇同特圃畿圏

"'..の表現
近代的危印.の.理
置しみやすさの竃唖

畦圧15.圧迫畢骨量圃
シンボル性町表現

圃銭的余件への対応
時置のテーマへの対応

置却をの町.の血盟
そ町岨
蝿自書

~暗
-地鎌鍵t8I&まま

・建援組It主li
周辺司R槍へ回融合

周辺・・町悼祖1111
綱揖S司漫唖

E代的，~印.咽Il唖
.しみや守宮町獲唖

戚IfIS・民迫邑町邑圃
シンボル色町S提唱

4・睡崎..件へ即刻蕗
縛宜的テーマへ田，，11>

醒"'.，印.の.量
その盤
固嘗

-縫Illtt重量

綬工年月 62.10 

新規/建替 I#Hl 
焼却能力 200 tld 
炉数 6 

発電能力 一防相

敷地面積 45侃3m 
建築面積 1612 rrl 
延床面積 回 72rrl 
m造 RC 41 階

煙突高さ 印 m

-鱒遭鯖級

H裕7
-周辺の都市範怠

-腿郵世話量

綾エ年月 35.11 
新規/建嘗 童話線

焼却能力 -tld 
炉数

発電能力 -¥N{ 

敷地面積
_ rri 

建築面積 ー ロi

延床面積 -m 
織進一 / 階

煙突高さ ー π1

-関連筋段

-周辺の都市鎗i量

東京銀
足立区千住郷町

-フラント覗E

Oンゼブ同扮

東京穆
板橋区志村西台町4433番地

EフランT健江

口、ノ包ブト事 -御輿創玄区分

・建築設計主旨
周辺慣後への量告

周辺圃噴句It.表現
繍置畢骨fi唖

重代的な司a医師表現
睡しみやすさの習を理

院正重・庄量草舟軍属
シンボル管室町漉現

.‘崎4~への"'1&
H電のテーマへ町~I&

躍史的問・a・H
壬の邑

圃菩

置鑓銀位鎌

綾工年月 55.08 
新規/建害事 童話錫

焼却1能力 ー νd

炉数

発電能力 ー納町

敷地面積 -rrl 

建築面積 -rri 
延床面積 -rri 
精 進 ー / 階

煙突高さ ー ロ1

.A連篤2量

-周辺の都市飽~

時(第)塵芥焼却

世田谷区八幡山2・7・1

-プラント侮工

臼ンゼブド唱の



64.03 

!日 / …
ー νd

-kW 

_ rrl 

-rrl 
-rrl 

/ 階

-m 

葛飾区水元ト2(}-1

.-.:1:ラント省E

ロンゼプト唱の

-建築怒遣す主主富
同辺...への畠合

周>Illllq置の!t.表現
M嵐Sの辺提唱

重R崎な聞.田.哩
置しみやすさのIl唖

瓜正圏 .a圃懸的伝掴
シンボル性的復哩

・健崎条件へ町鮒lI.i
1f宜的テーマヘ司，..JI;

匪来町印・Rの-
そ骨組

!l自得

敷地面積 28筑10m

建築面積 3039 lli 

延床面積 6749 rrl 
m造 SRC 5/ 階

煙突高さ 55 m 

-ωm玄区分

・建築磁針主Ii
周辺司境への世世

周辺・...珊祖"
柵限.のIl唖

置代的t.叩.田後現
置しみ1>すa由竃現

・E匝..限量・的量蝿
シンボル性即夜明

圃恒的‘体へ町湖E
・・定的テ・ 4へ骨紛ot.

11・の印.骨組且
その岨
‘同鴨

-局辺の都市自巨額

M
相

m
凶

山

川

6
8
m
3
-

ロ

緩

印

刷

臼

-

- …| 多 1 I

-m 

• 
・コちント侮工

口ンゼブ卜暢

江戸川区2丁目10香油の1外

・連濁錆十

Eプラント錨工

田熊汽缶

・備考ロンセブト⑥
草加 1967 

-協制区区分

・建築設計主主言
剣辺圃壇への血合

周辺損喧の怜11.唖
M属草の表現

近代的t.印象的表現
睡しみやすさの.現

厳正感圧迫感の置陣
シンボル伎の後檀

.髭JI<.角作への剖E
ttll!のテーマへの対応

健蔵町町・aの・a
そ骨岨
・圃.. 

ト
-鐘車社鑓畢

主量工年月 69.02 
新規/建替 建誓

焼却能力 6∞Vd 
炉数 2 
発篭能力 15<ωkW 

敷地面積 14661 ぱ

建築面積 2567 rri 
延床面積 刀45ぱ

精進 SRC 6/2階

煙突高さ 78.7 m 

-関連~t量

温水プーI~

M!M. 
.老lIi

-局辺の郡市筒I量-世銀量鉱区区主f

.W極録十主1i
周辺開後ヘ町融合

同泊圃明司持..唖
備置車町表現

置代同色町a医師.・E
置しみやすさ町1.. 1 .，.r値・ ft温畢骨量凪

〆ンボル惜町.ll
圃圃崎・h骨へ町側応

・・宜的テ マヘ町制応
健康的町.町・ー

その.

" 

練馬区谷原6丁目10番11号

・建援踏f
東京都判官締局

・フラント甜!iI
川崎重工

・備事ロンゼブ同署3 -並虫垂雌益出

国建築露出~t主主E
周辺圃唆への酎合

周辺慣慌の終値及型
湖南語的g実現

近代的t.L即・IUla現
創しみやすさの畿唖

凪lF.lS.匡量量的畦副
シンボル住町表現

岨配的余件への前E
持定的テーマへ同対応

従来町印a陸自・皿
そ田恒
.自書

地面積 17871 m 

建築面積 3256 lli 

延床面積 13205 rr.i 
m造 SRC 6/7階

煙突高さ Iωm  

-雌~主主

・建第鐙計主E雪
周辺圃・へ骨量.

周辺四四礎的!t..唖
"'11軍司表現

置1U9忽町.再度R
.しみやすさ拘置.

1l.aI!'!E埠事骨量量
νンポIH宜的.ll

圃館岡・~，字ヘ町制~
1f電町テーマヘ町.It<6

".の印.町・R
そ刷也

事

-周辺の郵市‘2章
恵~対主

M
葺

官

凶

山

m

m
仙

怠

仰

2
-

旧/千歳清掃工場 . 

東京f4.

東京S
t世田谷区ハ舗山 2丁目 7番 1号

贋狸短鎗f
東京都清婦局施訟創漣鍛針調書E

Eプラント舗江

ttノゼブド唱の
東京E膚. 1971 

-制嚢雌玄区分

・建築事活十主主雪
.週周司Eへの白台

周辺圃境町縛a・.現
繍置畢時車哩

重代前な申.回表現
・しみ令すきの表現

匡正..医量量4>_
シ〉ポル置の理現

値島崎.'"ヘ町句応
怜璽のテーマヘ相対串

IU，島町・R咋.a
ぞ"岨

-縫級位鎌

績工年月 64.03 
新規Ii!替 童話綾

焼却能力 ー νd
炉数

発電能力 ー}抑

敷地面積 ー ロ1

建築面積 -rri 
延床面積 -rrl 
M造ー /階

煙突~さ ー ロ 】

-関連絡股

-周辺の都市&l!~

-健級位宝畢

峻工年月 68.04 

新規/建替 新規

焼却能力 ー νd
炉数

発電能力 -kW 

敷地面積 ーロ1

建築面積 -rrl 
延床面積 -rrl 
機 造 ー / 階

煙突高さ ー π1

-関連liil量

一 工場 IAζ ，円llliI E・

足立区西保木間4.7.'

-τFラント備工

ロンゼブド唱の

!日

東京S
~t区志茂1 ・2

-フラント噸E

・周辺の都市施股 ・傷者。ンセプト⑥

敷地面積 27846rrl 
建築面積 5534 rrl 
延床面積 14ωom 
m造 SRC 6/2階

煙突高さ I∞m 

-周辺の郷市値段

oai盲

回

線

凶

削

竺
J
3捌

~~一 ・・[J~に E・3管、'"、 ・

田谷t主婦工場 I 

~~，--_.・東京-

東京畿
世田谷区犬猿1・1・1

東京毎朝町婦局

・フラント-m:
デ・ロール
ロンゼブド⑥



74.03 

-貫録硲創玄区分

圃盗掘間金S
周目・司直へ由融合

周辺圃噴司"園高唖
柵膚革由a提唱

量代的危聞・骨11喧
慢しみのす章司g提唱E

岨圧睡圧迫盛田健闘
シンボル世田1.鴫

園尾崎・~Itへ的対E
・・史的テ- ，へ引"も

健司.v，町・町・R
司E刷・a.‘.. 

倍率.

下車処埋

草・公1

東京郵
江東区夢の島3番地

タクマ+情水建a
・っちン崎江

タクマ

ロンゼブト喝の -邸重雄窓区分

-建護翻住冨
理・，.へ肉岨古

縄辺圃喰骨骨.1l1J
鴻iIl!ll即11哩

近代拘tL印・の表現
圃しみ令ずさの.11

匝圧草・底且車町量級
シンボル牲の111圏

直隼崎会件への財曜5
怜芝町テーマへの対応

薩憲田町・h由・・a
そ町値
目甚

! | 
~uø.' __________ __  

n、ィ、

板F官掃工場 目E同~... _ --

東京~~

ロ

揖

官

凶

叩
m

uh
措

E
O
4
m
u

d
-

恒

日

勾

4

F

h

9

u

 

月

開

カ

カ

年

品

川

能

能

工

規

却

数

電

抽
明
新
焼
炉
発

敷地面積 44423rri

建築面積 10937 rri 
延床面積 23238rri 
精進 SRC 6/2階

煙突高さ 130 m 

-周辺の都市Il1!I量
下水処理場

福祉センター

福祉工

保育』

ω
帽

尻

凶

附

な

捌

4
捌

敷地面積 53767rri 
建築面積 8103 rri 
延床面積 17491 rd 
網造 S舵 7/2階

煙突高さ 90m 

-周辺の11市筒Ji

虫力発電JJi

ン暗証

デ・ロール
口ンゼブト噂〉

5IlQ_A目

-建顎包語f

薗プラント積立

日本鋼管

・備考(コンセプト等〉
/11.町

.1t!!I毅出玄区分

-建議範活十主旨
周辺園建への融宮

周辺圃唖白~.置壇
lIIiII!lIの援現

近代的な印.白夜壇
睡しみやすさの表現

邑庄!s・圧迫量的世帽
シンボル伐の!I-現

・臨時保体への剤事
情定由テーマへ町割串

後織の印象の・8提
その他

.・"

四
揖
官
凶

W
M

3-仰
2

捌

l
嘗

1

7

埠
刷
出
唱
t

E

b

船

醐

工

規

却

数

電

剛

抽
型
新
焼
炉
発

敷地面積 34734rri 
建築面積 出35rri 
延床面積 114日 rri
構造 SRC 7/2階

煙突粛さ 100 m 

-関連施E量

駒蟻する区民センターへ然

圏直侯飴

1975 
-周辺の都市範段

東京事Z
大国区下丸子会33・1

-建鶏鎗十

タクマ+消水建39:

117.ラント鍵江

タクマ

(コンゼプド唱の

外装¢絵り替え

.1t!!I量艶g区主主

網;u.'竃ヘ町・e
周辺情調E町縛圃Il唖

111111車問実理
喧代的11印.町理提唱
置しみ令可r，量的a喧

嘩広量 ・札迫園町低櫨
シンボル世町a現

・植崎・~"'.、町剣S
.. 賓のテマヘ同対応

自警刻際的印a院の・蝿
ぞ由也

書

圃旋訟住銀

銭工年月 82.12 
新規Ii主主，JIi.緩
焼却能力 銃刀 νd
炉数 3 
発tII能カ仰01抑

敷地面積 37，α)() m 

建築面積 93何 rri
延床面積 22358rri 
m造 SRC 6/2階

煙突高さ 160 m 

-関連絡E童

市民センター

量水プール

-l!.A.1tセンター

-周辺の都市IJI!股

小学~
，h-箆センター

保健康

京王・高鈴戸駅

東 J百

一日一一一 -~~I ・言言者吾き E ・1~， IニrJ;.J市~""・

杉並区高井戸東3.7-6

-漣甥霊錯十

-フラント剥E
日本鋼管

・備司~Oンセプ河野
.却

-畑正雄窓区分

-建築怒遮十主l!i
周辺圏壇への血古

周辺圃壇町締阻夜現
III~的表現

E代耐えι印象的表現
鰻しみやすさの夜唖

圃庄tI'lf:n軍司量掴
シンボル往時表現

圃証的条件への剣E
..置のテーマへの鮒応

提3恨の印象的・皿

そ司・8
・園事

-縫車貨当軍

鰻エ年月 76.12 
新規/建替 A聖書F
焼却能力 12，∞ νd 
炉数 3 

発篭能力 12，α)()I抑

敷地面積 42311 rri 
建築面積 11672rri 
延床面積 21617rd 
構造 SRC 6/3階

煙突高さ 130 m 

-関連施股

周辺の福祉還元‘盤等に

I!..源侯総

1舗2
-周辺の都市範股

区民tンター

-鍵紙健侶区分

-顕Illtt金S
周辺..への・e

周辺.，..珊・.唖
a・&!s町長唖

畳4柏市c.田・の11哩
置しみやすさ骨吸唖

1lB'1S'庄園闘の量級
シンボル償凹11M!

圃健闘‘伶ヘ町財応
特定的テーマへの対応

置4隆副印・時・R
そ町‘

書

附

2
仰

1
替

7

1

mw
纏

船

船

工

規

却

数

電

悼
喧
新
焼
炉
発

敷地面積 23690rri 
建策面積 5696 lTi 

延床面積 13625rrl 
m造 SRC 5/2階

煙突高さ l印 m

-周辺の都市‘2量
1t1Jl丘公・

三菱重工+竹中工海底
・フラン崎区

三菱重工
口、ノゼブト曜の

.a 
-修正雄窓区分

-建婁艶f主冨
周辺・痩へ町.昔

.i1l..の...置喧
柵-再度唄

置代的1>.聞・町11哩
置しみやすさ町.里

離正a.正直届咽低調

シン#1¥0世田.哩
睡竃崎・~'"への剣応

Itlf:のテーマヘ骨僻I!;

11'*骨申."'.. 
そ田

• 

止、m・ 圃

葛飾清掃工場 E 

東京領
事飾区水元1・20・1

-フラン団E
三菱車工

口ンゼプド唱の

ω首

官

凶

山
M

3-胸
4

側

月

間

カ

カ

年

品

川

能

能

工

線

却

数

電

綬

新

焼

炉

発

敷地面積 37103rri 
建築面積 10920ぱ

延床面積 24474rrl 
f'IIj! SRC 6/2階

煙突高さ 130 m 

1982 
-周辺のg市範鐙

老人会鯖

小掌担

足立清鰐工場 I 

l 東京E'-lil 1 

Eプラント舗江
デ・ロール
ttノゼブド唱の



.tt担割疫彊泊

• 

-矧量t世g区全ヨ

-建鎮翻十全冨
周辺・..へ司副 &

網辺圃測量町...，処理

fII圃覇町a現
近代的色町.町褒哩
慢しみやすさ同礎現

眠足感・臣壇喧の量凪
シンボル乾町a現

・岨的‘件ヘ町制!I;
..-.:σ，，. <へ町財耐巴

世W町印“1)欄瞳
ぞ働省1

R開‘

峻工年月 91.03 
書械健軍事 務炭

焼却能力 600νd 

炉型t 2 
発篭能力 11従初}抑

敷賀生面積 29752 ぱ

建築面積 8275 ni・
2重床面積 17930ぱ

精進 SRC 5/3階

突高さ 15θm 

密通広渇公園・函連小学綾

.fI鼠区民センタ-(，区

衛館.o・M.ホール・
プール・体育鑓・ボーリン
1'/・テニス・社会11宵鎗・
明e.. 1J.ど〉
*留置ふれあい鑓 tリサイ

ヲルプラザ・シルバ一人材

センター}

-周辺の都市範股

~あい111

回指気埠

竣工年月 95.12 

新規/建替 筋線

焼却能力 4∞νd 
炉数 2 

発篭能力 5氏JOk¥市

敷地面積 24l別 m

建築面積 11600 rri 

延床面積 32氏IOrri

m造 SRC 6/2階

煙突高さ 140 m 

-関連o!t宣
・有明スポーツセンタ-

H直属冷彊E層プラント
下水処理樋上信利用Jftt
fテニスコート}

す F、""、 ・・

目黒t主掃工場 l・，l:n官 I

目黒区三回忌19-43

佐議工業側

・プラント剖E
日本鋼管

ロンゼブト~

江東区有明 2丁目3-10

薗建灘録十

村視~隣室
町っちント頓狂

三菱重工

・周辺の都市街滋 ・傷害ロンゼブN君。
有明テニスの滋

晴海ゴルフセンター

-地爆誕歪歪互分

-建築踏住冨
局辺...へ司雌舎

周辺繍強的怜徹夜唖
鱒薗惑の表現

近代聞な聞・町表現
直しみやすさ町褒現

量亙星座追盛田量姐
シンボル伎の度重

..的条件への対応
時定骨テーマヘ自動串

置3慢の印a院の・檀
その他

民田署

-制基雌玄区長ま

-建築15l!'十主主雪
側辺...への圃舎

周辺圃境町椅憾表現

IIIiJI畢町E受理
近代的な印・の表現
置しみやすさの度型

車庄s.圧迫盛のIUt
シンボル性的表現

.鍵的粂件ヘ由対応
怜7をのテーマへの対応

従礁田町a慢の・・・
~回岨
鍾胴.. 

-ω草地区区泊

-建築鑓十主旨
周辺蝿境への副音

周辺環境の..111表現
情iI!Sのit型

近代的な町・Rの表現
睡しみやすさの表現

民庄5・正副量的量掴
シンボル性的Il理

・・・E的条件への対応
締置のテーマへの同E

提調医師印象のa・鍵
その岨
繍圃菩

釦.03

童話緩

600 Vd 

敷地面積 92017rri 

建築面積 邸∞ m・
延床面積 21800 rri 

m造s.配 6/1 階

煙突高さ 41 m 

-周辺の鶴市lfil量
破tfllJ中史観翌市喝

武田市場

つばさ公園

-鑓級位由匝

峻工年月 卯 .11
新規/建替 新規

焼却能力 氏JOνd

炉数 3 
発電能力 150，ω}抑

敷地面積 92017m 
建築面積 154∞ 凶

延床面積 41印orri 
m造 SRC 6/2階

煙突高さ 41 m 

-関連絡股

大関構掃工場tIJー工喝

揚陸.I&~
鉛自由舗法J臨瞳
I/j良広喝

*:tf，歯車島会舘

・平和島公畑プール

-周辺の都市Iii段

東京g中央卸売市埴

太田市継

つばさ公掴

-師亜鑓士録

後工年月 96.03 
新規/建替 道幸子

焼却能力 印oVd 

炉数 1 

発電能力 12ω01抑

敷地面積 17564 ぱ

建築面積 5153 rri 

延床面積 21262rri 

構造 SRC 7/2階

煙突高さ 128 m 

-関連防段

緯水公踊

希賓丘公櫨

・区温水プー)v (起て惇え

It画中}

-周辺の都市fdl量
環te8号線

…| 
大田清掃工場・第一工場 I 

西側眼
5ント磁区

タクマ

ロンゼブド唱の

耳京抗

大田2主婦工~・第ー工自 国，~弱 身ー叩~. ・

-建環節瞳十

清水建設

・コちント範工

目立造船

・備考ロンゼブト喝の

刷新

千歳清掃工場 園

-建築髭車十

早川邦彦建築研究室

・コFラン崎区
川直荷重工

・傷者ロンゼプト唱の
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札附 | 

発寒2宝掃工場 I ，Fヨ E・
山

近文清掃工場 E 

-筋量鑑並軍

竣工年月 96.03 
新規/建替 新規

焼却能力 2却 νd

炉数 2 

発電能力 1800 l抑

日

規

凶

附

位

ぁ

仰

側

唖

月

間

カ

カ

凶

年

々

能

能

醐

主

規

却

数

電

町

鎖

新

焼

炉

発

敷地蔚積 33368m 

建築面積 4380ば

延床面積 d 

m造/階

煙突高さ m 

敷地面積 23896m・
建築面積 6853 rri 
延床面積 23691 rri 
m造 SRC 6/2階

煙突高さ m 

-関連筋段

旭川市近文リサイクルプラ
ザ$ふれあいセンター

{ホール.Iif内プール・

グートポー)Y舗などJ 北海道

旭川市近文町13丁目

-関連MU量
売事第二糟婦工jjj

・温水プール
発JlrA陸軍栂 (r官さっぽろ

211t回』主要事業} 北海道

札幌市西区発寒 15条 14丁目1-1

・建臨尉

~ti航董開発コンサルタント
圃プラント錨工

三菱重工

園周辺の都市街段 ・備考(コンゼブト4⑥

売買事ゴ)Y7センター

冒建摸Rt

(船大建指十

町プラント穂江

荏原製作所

・周辺の都市施~ ・傷害ロンゼブ河野

サイPリングロード
JR函館本線

組)1/ 1992.2 
-世盟副箆盟主才

績工業

・建纂級量十主旨
周辺調喰への抱合

周辺楓...の縛微E提唱
用.15の11壇

近代的f.印.の.哩
視しみやすさの<<唖

匝庄15.邑温厳司世嗣
シンボル世田夜明

圃値的・h件への対応
怜置のテーマへ町財6

世襲崎町・町・.

そ的・a
11固11

.lt!lI翁極玄区分

工業専用

・建築訟2十主旨
周辺繍壇への融合

周辺唄壇町"徹夜現
11111115の表現

近代的t.町a院の表現
睡しみやすさの表現

厩底思・圧迫I!IOJ低M
シンボル性の表現

圃量的余件へ町間I!;
怖症のテーマへの対応

世3際的印.院の・“
その他

.固答

11 
! くりりんセン夕一 . 

4 ・

札幌市 | 

駒岡清掃工場 I 

μ
出

揖

凶

山

M

2
ω
2側

3
替
官

H
J

句
J

損

前

借

船

船

級

工

規

却

数

電

剛
拙
明
新
焼
炉
鳳
冗

回随級住銀

綾工年月 96.09 

新規n重替 筋線

焼却能力 330 tld 
炉数 3 
発電能力 7氏JOkW

敷地面積 59反)4 rri 
建築面積 7182 rrl 
延床面積 2ω'33rri 
m造 / 階

煙突高さ m 

敷地面積 471α')6 m
建築面積 1~幻13 lTi 

延床面績 23438 rri 
m造 RC.S / 階

煙突高さ m 

r丹恒弘』
官軍司何回~ ~ご三

-関連飯1st

ぐり Oん宛電所「内'.>
・ぐりりんプラザ

，.ぐf)f)んパーク fゴ'jy7・.7:1.レチフク ・ジzギ
主グコ-:1.・ it:の本.>

ーi重量E

北海道
事事広市西 23条北4丁目

・建禁蹄十

~t糟誼貨発コンサルタント
箇プラント省江

荏原'豊作所
・傷害白ンゼブト-<8)

園建鰭鑓f
~ti飯間続コシサルタント

Eプラント頃u
ヲワマ

・周辺d瀬市箆19: ・傷者口、ノゼブト句。

H.慢しらかぱカントリーク
ラ7

-地峨lt!t&区主ま

械化繍駆減

・建築設計主冨
周辺慣壇への・合

周辺咽拘置同特徴夜雇

1111&墨田表現
置代的止ま印a駆的置理
組しみやすさの表現

IlIU!.a:圃園町量組
シンボMt町愛車

圃貨同魚体への対E
IJlt的テーマへの対応

世楽町印・の・.
その他
簸閉署

-周辺の都市鯖録

保石揖

中島し尿処理‘湿

-健婦鎚区区分

市街{凶煙駆控室
・建築訟針主主言

周辺環境への融合

周辺・唆時特・駐車壇
側厳重骨量聾唖

近代的な町‘院の表現
置しみやすさ昨夜唖

匝毘量ー匡量量的量掴

シンボル住町褒哩
圃・量的集停への対e

Kltのテーマヘ同封Z
提唱隆舟申.向億S置

そ両個

鎌田寄

衛生処理施窓箆威



商館市 . 

目乃出清掃工場 . 

5 ・

i\Ptt!:t.:'Ä~l!'~ï1ï[!1T t~It:: 'J;f')5Hl. 

八戸清掃工場・第一工場 . 

函館前日乃出町26-2

(聞 大建制十
lント積江

タクマ

.~ 口ンゼブト号〉

門川

健

肉

削

船

v
m
m
2
捌

92.03 
炉JlI'l

mνd 
3 

1600胤 f

-周辺の都市値段

歩年斑lf預
金S小掌俊

.111俊道住宅

うみのほし学

司H

19'忍5.16$工重量
・建築訟針笠宮

周辺圃纏ヘ骨圃合
周辺・Jltの・・・3担担 。

繍億量町表現 。

量 削 岬脚.. a::::=II' : 
置しみやT;!f>表現 C:===:::2a ・

量Ilõ !5 '岨齢制 II';===~~ ， 
シンボル金のa提唱E。

植量的‘件への同串
締電のテーマへの.lIi= '

健泉町即..町担_ s==
そ町邑 = ，
鋪耐 客

口 |
胆江吃区広句行政ta

胆江地区街生センター | 

7|  

俄}大建1m

・フラント到底
タクマ

ロンゼブト喝の

[1子 1

環境局・ 2同工場

ーー手県
水沢市佐倉河字仙人49

.09 

凶

附ω
2
 

2
 

-周辺の都市‘2量
'*"電工量rOIl.
tJcIT，. 
緩本宛【司I"JI!)

何

回

属

凶

山

間

白
血
刷
倒

3
卿

'2 

‘' 

八戸市大字割前 l字lIll鍋石1-1

(鮒荏原製作所

Eフラント鉱工

荏原製作所

ロンセブド唱の
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百フラン晴江

ヲワマ

・周辺の都市錨8 ・備考口ンゼブト句9
a合/iI/tt;"7- rごみ担限工当初滑E舎からエネJW--生産工場〈
老λ福祉センター とイメージをー領』
締木搾水場

そうか公鴎 (大輝纏緑地公
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-地緩鍵区区分

市町四睡駆峻
.l準怠蛍十主旨

周辺司績への圃昔 E昌司
周辺慣袋町怜11111壇。

織11曹のg受理 EEヨa
近代的危印.町表現 '2 
aしみやすさ町穫現 .0

眠 g・圧迫惑の眠属 医:::::23
シンボル位向車現 。

圃像的条件への同1{; 0 

・・定田テーマへの対応 。。
"1<崎町a隣町.置 。
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峻
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炉

発

敷地面積 44335rri 
建築面積 rrl 
延床面積 16143rrl 
m造/階

煙突粛さ m 

-池側室盟主主 -周辺のII!市箆Ht

-霊鎚量!t主冨
周辺鵬嶋ヘ骨岨合

周辺圃嶋田陣・.壇 。
情圃園田.恒 巴

量fU'l忽即・町a健唖 11====12
置しみφ司書町.瞳 c::=:=

岨隆圃・ 広迫感川邑凪 ===
Yシポ凡住町食唖 =ヨ声

・銭的・~"'へ町1It1!> a::
ItlI!向'f" vへの対略 。

瞳幌町柑.町・・t。
ぞ町・E
・岡.1:ーー・田園田園-....

lIl8勉強彊

峻工年月 92.03 
新規/建替 草野線

焼却能力 270νd 
炉数 3 

発電能力 1950 I抑

敷地面積 20364rrl 
建築面積 3796ぱ

延床面積 9748 rrl 
m造/階

煙突高さ m 

千葉県
浦安市千鳥15-2

置建襲掛十

(綜}祖京製情折

箇プラント樹立

荏原製作所

・備考〈コンゼブト~
#羽 J995.6 

-周辺の都市B値段

東北・上M'匝"・
東京舛環自動車道戸fflJK
IC 

.lt!J1葉地窓区分

工業

・建築郵話す主主雪
周辺・唖へ町圃官 。

周辺圃鳴の...・.壇。
情車墨田袋唖 r:::::::::=2‘

世代的f1.聞蝕の褒喧 l。
巴しみやす宮町痩檀 c::==

血圧S・医量園田量旭区="
シンボル性司寝哩 1:::::ヨ2

.底的条件への鮒略。
特定町テーマヘ町酎匹 。

提棄の印・R町・a礎.。
その・! 0 
.固寄

敷地面積!2C胤)()m

建築面積 9868 lTi 

延床商積 rrl 
m途 / 階

煙突高さ m 
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戸田市美女木978

(船荏原製f間
百フラン卜省江

・備き Cコンゼプ同事3
『近{¥)'I(y，感覚を取り入れたものとし 刷 I

附こもeaして砲座州諸てσ糊買を収納し.こ
れまでのイメージを一新した
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敷地面積 24錨8 rrl 
建築面積 4355 rrl 
延床面積 8臼9rrl 
構造 RCIS / 階

煙突高さ m 

{鮒荏原襲作罰

百フラン卜穂江

荏原観作所

・周辺の都市箆1st ・傷害ロンゼブト帽の

園町.-':(/J跡事iflHJfPA

-制葺絶忽区全f
制背t

・建第鼠針金li
周辺...へ

周辺・唱即時繍.壇。
繍..町11哩 c::==~"

置代的r.町.同夜唖 障::1' ・
置しAやすさ町賓檀 E‘U 'lE迫嘩の"'. ・シンボル性向車壇。
.‘的"'，..へ時剣関与-==，

怜電的テーマヘ咽鮮事 。
瞳楽町印象時・・..。

号制値 o
5C=・・

-周辺の都市箆級

千襲ニューヲウン中央銀

スポーツパーク

-健期総笠車分

2種住居

・連集露出主主言
周辺・聞置へ骨量合

周辺嶋崎置の・・・E唖1:::::==:::a3

..ーの表現
富代的な印.由度壇
岨しみやすさの穫壇

民Æ!l .æ:迫15"位蝿~
シングル住町11喧=

置量問‘~へ同情"'=コ3
・・置のテー Fへ白首事 。

置"・3印.町・R・t 0 
そ品色 E= ，
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側

…守主組合

印西クリーンセンター

印西市大毎 1丁目1・1

(樹日本鋼管

置プラント萄江

日本鋼管

ロンゼブト暢

『ニュータウン中央133芯しb

る』

銅m舗Eを想定した

を修館す



市原市

福!Nlクリーンセンター・第 圃
ニ工場 . 

市川市 . 

クリーンセンター . 

30 ・

市川市田尻1003

-建喫監置す

側刊耳慣上団結十事務所
.7ラント施工

川鱗重工

・備考〈コンゼブ卜喝め

Iil::PJlI流崎明玄対4自然と冊目し、i!i!鴨叫妻宅
地とも関和する民話W清司置、健相団結量J

取締も明るく、消横四初ある革掛量j

11] 

{樹荏原聖断特荷

ント頓狂

u:原製作所

・健司!crノゼブト~

町溜鑓ガ事

綬工年月 94.03 

事抗措lli星電書隣地建

焼却能力 6∞νd 

炉数 3 
発篭能力 7氏)()!例

敷地面積 271∞oni 
建築面積 9850凶

延床函積 23431 rrl 
m造 SRC 7/1 階

煙突高さ 卯 m

-関連施股

・建III予定 {金属外量曜の
管理償}

-周辺
:峻

-地側室盟主主

市街{t
・理蝿鎗十主冨

周辺胃潰へ町量合 C::=:P
周辺環喰の...痩壇 。

"'1115回表寝。
置代的危申.町畿唆 1::::ヨ2

圃しみl'すぎの.哩， 。
民亙畢・底追盛時量圃 C::=:P

シンボル往時g電車 。
圃量的金持ヘ回開I!; 0 

..定府テー マへの封車。
世.田町.の鍾揖

その也 C=::::::J4
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的
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-周辺の都市施段

江戸川

高谷運動公園

東京疏通卸亮センター

嘗属高寓伸被

.!t9t街也玄区泊

市街旬隅毘減
・建築怨針金冨

周辺蝿慣への砲台 ==:t>
周辺圃唆師"織農壇。

槽II畢的表現 c:: = ー
近代的t.l聞・師事受理 ==:;:::::J>
睡しみやすさの度哩 ， 

威圧lS.圧迫盛時ItIIl~ :
シシボル性由寝耳E

圃亀町~，..へ田食電車 4 

‘定的テーマへの叫応 。
俊<<仰印・の・闘。

そ四.. 0 .圃，，=

-建築也活十

(即日本鋼管

・フラン同区

日本鋼管

ロンゼブド唱の

f従来のごみ疲園部ゆイメージを新し隣室す
る海浜土浦と鋼和のとれた近附加アメニティー
鎚殺l

千.県
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-周辺の都市街股.It!!!硲也玄区匁

工業専用
・建築訟量f主宣言

周辺・嶋への畠itc=:=:>
網a慣唆町椅圃表明 C::::J・

柵!l.!・昨畿圏
(U'l危印.由.唖
しみφマ~町.哩

‘足感 ・圧迫峰骨量阻

シンボ I~曾町a.C::=====:JOO 
..的..伶へ町旬時5 。

....')'7'ーマヘ.，鯛必。..G')lllt・h・a・t 。
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訴幾
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f，~杭 1

北念日直掃工場 E ロ~切 ・

92.03 

新規

435 t/d 

.fi1!l路損

綬工年丹

新規/建替

焼却能力

炉数

発電能力
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四

鉛..市大神保町1356

(開荏源製作所
園フラット鵠江

荏原製作所

開口ンゼブ河野

政殻姐慰訴t開

15∞削

.m
ぱ

ば

階

m

回関連1fit量
機却残櫨リサイヲルプラン
ト{リサイタル骨#の利
鱒】

運動‘ {工場内〉

テニスコート f工喝内}

-周辺の都市締Ilt

a自信県震の轟{大鰻償録埠

公麗}

変電所

/ 

敷地面積

建築面積

延床面積

精進

煙突高さ

士 川耳、よlII.IIlI.I

クリーンセンター

n
e凶
剛

弘

JJ3m

.It!!!副重盛分

市街f調駆減
・霊祭鶴!t主望書

周辺唄鍵への融合 E置旬
飼辺圃境白"圃褒喧 .。

綱湾盛田表現~
近代的危町..町表現 a。
.しみ令すさ町後唖lC:::I2

民IEJI.圧迫JIのIU":O
シンボル住町表現。

圃量胸像作へ町対耳 障~3
軸置のテーマへの対応 。

提棄の印.の・且。
その値。

毎回書

木更津市潮渓3丁目 1

汁

日(蜘

・フラント剖E
石川島燭磨

・備考 Cコンゼブト喝f)
『意鑑浄色合川こ工夫をこらし、また繍体賓飼?
に継殺を錨して、ごみ燐詞江崎のイメージを-ifr
する近f¥!野広範訟としています'.J 

敷地面積 24000 m 

建築面積 4368 rri 
延床面積 7178 rri 
m進/階

煙突高さ m 

-関連盟E段
繍/Jiスポーツセンター

{量内温水プーI~ • 
市民いこいの寵・

ゲートポー11-11・

テニスコート・隆盛}

鎗

-周辺の都市範III-出羽雌盟主ま

11l.工費量

付件九
小 千 ・干lI!I.IiW...'!平!l1仇三五日口 I 

ごみ焼却工場 4・5号炉 I 

t重工年月 86.11 
新規/建替 øJtg~l宣

焼却能力 210 tld 
炉数 2 

発電能力 }抑

25 

• 
周辺...へ町岨台 。

周辺圃嶋田嶋圃a唖。
網圃量的IlIllC

置代的t.l印.の表現 11=1'
aしみ.すd的取壇 。。

副団・匡週8""植医=
シ:ポ凡像前夜唱。

圃量的‘Itへの旬l!i置ヨ'
帽1t両テーマへ田賞16 0 

置.町即..的・・量 。
その.。

書

敷地面積 26455rrl 
建築面積 πf 
延床面積 8101 rrl 
構造 / 階

鍍突高さ m 

小平市中島町2・1

敷地面積 15752 m 

建築面積 2126 rri 
延床面積 4539 rri 
m造 RC.S4/1 階

煙突高さ J卯 m

'''''''1 

(樹東建築般費十

ント箆工

荏原Il作所

!ittノゼブト4軍D
f従来の乙み処理鋸詠ひイメージをー新し、周辺
と句町1巴筋漏遺』

-周辺の雷市億般

利'./!Ultof(#/!lIIIt1)何/l/It
でt> ~õ)

大尉11チザ;..-c.c.. 
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. . 

. jt!副館笠盟企ヨ

市街仕刃鴎鹿島章

・建築段!t主主雪
周辺圏壇へ町融合

周辺贋喧骨".1'1壇。
，..亜の.現

重代前fl.即.町嚢喧
麗しみやすさの裏唖

皿屋量・正盆盛時低周
シンボル恒町直哩 C::::J・

..  闘会得へ的財司>C::::J・
骨電酎テーマへの同I!;。

置・E骨骨..の・2置。
そ白色 c::ョ，
田署 c:=

係滴慌上回mt:
3ント省区
川崎.ヱ

ロンゼブト唱。

「僚かな設発効と自烈甥開閉ごマッチし

とし、倒閣自主すへ吋耳墜事勾ヨ苅町ずるなど.清潔

なイ;1.ー河槌散づくりγ

園周辺の郵市値段

1i111土宮

亘氏食占E・1i111土水R

4・."1I1A!.. 
調町j(ft1，..~

IIJBI. 

-地雌鑓区区治

-建築般!t主~
周辺圃嶋への.$

周辺咽纏骨骨置.壇。111..冊復唖E
遍ft的危印・骨・壇。
睡しみ令ずさ向畿埴E=・3

嵐庄屋・正量盛時邑蝿
シンボル性骨量現 a:::::::I' ， 
閥的集停への剣応~ ・

崎賀町テーマへの対応 。
1(殿町町..由・. 0 

その. 0 

.園署



.lt!II記留玄区分

l1lエ量産
・建築位置f主冨

周辺圃鳴への画合
周辺町喧町特徴a唖E~

局直盛田11唖 4 

iIi代的...."'.'"・哩 づ

.置しみやすさ時夜明 ・ ， 
a民.'lTillII山量姐

シンポ I~慢町 11唖 E--ヨ2
圃且時・."へ町剣劇~ I=ーーーーーーーー_，・".#"l"'.マヘ，)lt応 。

"印・由・・a。
司，.，・ ・=垣、. 

-周辺の都市徳銀

東京・中央:J/II莞副h樋
.J..IB高峰

つばさ公

卸 .11 京む l 

大田清婦工場・第二工場 I 

大田区京浜島 3丁目6-1

(樹清水建1st

Eプラント頃江

日立造船

ロジゼプト句。

間部・デザイン頑とあ策強L-.

情t試封、ようにしていますJ

-勉鎌鑓区区匁

司自工業
・建築位計主重量

同耳...へ咽畠舎

周辺・・の・・・・褒哩
掬揖舗咽11哩

置~胡危即・町・哩
.しJ与やすさ町11哩

且_.圧迫盛骨量蝿
シンボル隆司表現

瞳極的余件へ咽11'11>
"11':町テーマへのm匹

flJ慢の聞・阪の・.
そ骨組

.園管

現---_.目黒・清掃工目 . 27宅τrJ;.u l!.r!_~.._ _ _  _ 

験地面積 170弱4rrl 
建策面績 5153 rrl 
延床面積 21262rrl 
a進 SRC 7/2 
煙突資さ 128 m 

-周辺の都市範E量
~8 母.

t量関谷区八稲山2・7・1

早川

・フラント-5I

川商高1l1:

帽ロンセブド唱の

f1舟屯1m液量に，輸lし.助組島効、ら観しま

れるとともに賀σ凋恥噛猷唆康舗の剤耐ご寄与す

ゲ公共締役J rlJllilY駒旭闘志周辺側駒ス
ケ~Jl，Iこ白地て繍分化し、医也陰彫~て到すた

設備をもたせ・・側聞こはコロネ{ド 峰 登・‘

暗唱おすそ野鶴封こ凶:tiItり・世拙こスリッ
卜を入札下からライトアップ・・6一色で、
シ、ーす~じ揮民地殉蜘ランドマークになるよ
うfよデザインJ

91.03 

筋線

600νd 

2 
11α)()IN{ 

敷地面積 29752rrl 
建策面積 8275 rri 

延床面積 17930 rri 

m造 SRC 513階

煙突高さ 150 m 

-鋼連箆III
回選広壇公霞・回道小学後・8鳳区良センタ - (，区集

術館・ 1I!J~1f! ・ホール ・

プール ・体育館・ポーリン

ダ・テニλ ・社会敏膏館・

児~.lIIf，l ど}

・国道ふれあい館 fリサ。JI-プラザ ・シルバー入組
センター}

-周辺の鶴市IJiIll

ふれあい鍾

置鎚鼠位歯医

峻工年月 卯 .03

新規/建響 新規

焼却能力 6∞νd 

炉数 3 

発‘能力 121αXJ!抑

験地面積 92017m 
建築面積 85ωd 

a¥ . |延床面積 M ∞ぱ
精進 SRC 611階

煙突高さ 41 m 

・関連飽段

大間網目E工喝第二工・

錫睦』直:Il.鉛舶鎗送星組

防災広喝

.:<</1.革島会館

・平狗..公踊プーJI-
東京都

目思区三図2.19-43

園建矯鎗十

佐藤工業(鮒
・フラント頓江

日本鋼管

・傷事口、ノゼプト-.w>

「第心の位発拙こある当工場拡建物防色彩や形

状守4庁するとともに陶広町愈鳩鐙節制を殺

けて、周辺扇鴫と帽駒を錨っています.J 

.lt!II離怠区分

工業専用 航空法

・建築箆遣す主主言
周辺醐喧へ町血合 ・。

周辺圃壇の怜衝撃提理 t==::T
淘間感司君襲現 = ・ ， 

近代的fl印・のg受理 ，0
aしみやすさの表現 ，0 ・ i 

雌盛・圧迫輔の畦IIIt::=:=::::==T : 
シンボルItのII担 。

園経均金体への周属 医=
特定のテーマへの"応。

従来.，.事.円.瞳 0

~司・a
a四 .. 

-邸雌益虫虫ま

績工業・WIII鎗f主8
周辺幅嶋ヘ両副舎

周辺...町怜国車場
"'.園町g提唱

通代的危印.時轟量
四しみ・す書町穫唖・a庄111.圧迫曜町轟蝿

ιシポル慢の11現
圃邑..，.，，.，、町鮒16

"置のテマへの鮒応
裏切開.叫・縫

そ町. 

• 

-矧援組玄区分

lJ工業
・獲蹟飯倉f主主雪

鱒辺・..ヘ田圃歯
同盟圃噴の...IlJf。

綱11盛時11壇 。 ‘ 
遁R同U町・の褒麹， 0 ， 
aしみやすきの..-======

劇団 ・圧迫盛時 制 r.::z， : 
シンボル世の.明 。

..II'l<:t件への針。 =::::::p
・・置のテ副マへ師側占 。

置..町印.町・.~
そ四.

_，喝'‘

-周辺の都市鑓滋

東京事E中央卸事E市岨

太田市樋

つばさ公111

東京部
大図区京浜島 3丁目6・1・B沼鎗十

{船酔必鍛
箇プラント鏑工

タクマ

・備考ロンゼブN目。

鳴物や燈鶏立色彩・デザイン面巴彪滅遭い

周陸知県銀を推財話ZいようにしていますJ

敷地面積 28567ぱ

建築面積 3368 rrl 
延床面積 8132 rri 

m造 SRC 411階

煙突高さ 59 m 

-関連施股

し尿処理範I!t(工噂内}

リサイ1;JI-事麗所{工場

内〉

-周辺の都市b1!1量

捜111と書庫/11の合iM~
下車処狸渇
百草属国地

2費工年月 86.03 

新規/建替彦摩地厳重F
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日Tf下 ・

クリーンセンター . 

日野市新井210-2

(附奪第百憧

・フラン卜暢江

目立造船

・傷害 Cヨンゼブト暢

rm辺ι潮嶋u
-飽燥地区区分

2種住居

・建築掛性富
周辺曹司Eへの圏複合 。

圃辺冒慢の鱒圃.哩 E
補滋曜のi!I哩

近代的広町.の袋現
幌しみやすさ町iI現= " ・

臨曜日盛田ct.=・
シンボル金の義理 =

檀艇同条件へ町.lt16='
嶋定町テーマへの対応 。

提朱町印象町・置。
その他 c:::::r
.聞書 。

lIìiditii~， __  _ 
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ごみ処理施設 |目
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敷地面積 24α)()rri

建築面積 11600 rri 

延床面積 32，α)()m

m造 SRC 612階

煙突高さ 140 m 

-関連lJi股

・有明スポーツセンタ一

泊蟻冷・mプラント
下水処理樋上甑利用施股

fテニスコート}

-局辺の都市飽股

有明テニスの.. 

締結ゴル7t;ンター

95.12 

I!f.線
∞νd 
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56∞則

現内、ー'A
有明清錦工場 1 

東京郡
江東区有明 2丁目3叶日

十

J同特窃峨移撞

・フラント唄立

三菱重工

時事ロンゼブト喝の

『東京テv，f，ートタウンの康鋭ぽ餅目した

1本淘コ事昔、ぷフローティングをイメージした

ので.また.r.，耐のついた三角形のシャープY'.dI惨

状夜糎玖書志地峨のシンボル.ランドマークにな

るようにしています.J 

東京G
東久留米市下隻4T自3.10

滑

阿(樹

園プラント稲iI

石川島帰

。ンゼブド唱の -制随筆彊分

2種中術住専 2種中高層住専+1種住居

・建築銭tt主主音
圃辺・aへ'"画会

周辺明喧町...褒喧 。
滑-のZ開 a::::::==:::so

量~聞な卑.骨i!I哩 l 。
置しみ令す宮町11壇

量産!s・匡調量の量掴 」

シン，(..0-1をの表現 = ，
.‘崎会，.へ町鵠;:;c::=コ・

縛定めテ m マへ向)1';:;。

甚.の町・時・・lJ:=
~由旬 11::::::::1 ・
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-鑓蕗駐鎌

t愛工主手丹 92.09 

事前線/@警 炉更新

焼却能力 6∞t/d 

炉型:k 2 

発電能力 I筑XJkW

敷地面積 167，臼 m

建築面積 3何orri

延床面積 8143 rri 

m造 SRC 612階

煙突高さ 1∞m 

.10進路滋...rd立三原台温車プ-

11-
・三原台児賓館

・三原台ft草笛・E員住宅

-周辺の窃市‘t量

""fl...通信#...IC 
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置鑓蝕位鎌

峻工年月

新規/建替

焼却能力

炉数

発fl能力

-ω亘雌沼玄主主

工業専用
圃建築磁性2

周辺圃置へ田昌吉 o 
a・週・11骨骨...哩 E

情.115のa唖・
車内的伝印.司a唖 ー

置しみやすさ骨密唖 C:==:::I2
低圧邑ー 正量盛時位蝿 ・

シンボル住町安壇
圃臨時.停へ白剤ec:=:=ヨ:0

情定骨テーマへの"e
提唱を同町.的・R 0 

そ町. 0 

園事

厚木市現院党センター

・フラント脅豆
荏原製作所

aノゼブト司;)
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凶

即
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川附川i釘引川州j川巾川;治別払糾1

第2清掃処理場 目
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II!慣"1(中・/11と申告a
亀}

祉

敷地面積 18978rrl 
建築面積 3974 m 
延床面積 10651 rrl 
m造 RC， 6/1 階

煙突高さ 59 m 

-関連筋E量
賢殴焼却炉綾

If綬粗大ご品処理健
司且温水プール

神奈川県
茅ヶ崎市荻圃836

目立造船(樹

・=ちント筋工
目立造船

・備考ロンゼブト司;)-局辺の都市締役-制重地忽区分

工業専用

・建築お遮f主主富
周辺蝿唆への島台 。

周辺照明Eの持微祭壇 。
情IJI恩師畿唖 lC::I2

近代崎忽印象的褒哩 00
mしみやすさの強現 唖 4

盛正哩 ・正副略的IU(:0 
シンボル牲の奮哩 Eヨ・

檀徒同.'"へ町財1& 0 
鱒司E同テーマへの同1& 0 

健康的印a院の・..0
その・ 0・圃S

神奈川県
海老名市本郷3ω

市

E丑 (t来}
町プラント錨工

石川島婦磨

・備考ロンゼプト暢

I連築物のデザインやカラ-1ご工夫をこらし、ま
た構内I;U郊と儲殺を施して、従来のごみ鏡濁江
場のイメージ守寸貯する近fl帥鴻殻j

-周辺の都市lilU量
水鱒

東.iIIl;".
-節減総監区匁

市街It
・霊祭闘世ii

周.n・喰への融合 。
周辺圃喧の怜険表現 。

情掴墨田a唖 .::::=ヨ3

世代的"印.的理費壇 。
慢 しみやすさ向後唖 0 ・
JU!・伍迫盛岡CMC::J3 : 

~ ン縄県 JL， n.町漫壇 。.c的..終へ酌旬毎 回 句
怜t:の，.-~.， #'、山崎E 。..J_.flI・臨め・・a。u.・・・ 0 ..“ 

ITIJl;¥内

清掃工場

-踊宣銅賞畢
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新規惜聖書庫草地JOtR:
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王禅寺清掃場

神奈川県
川曲面市肩車生区至徳寺1285

神奈川県
小図原市久野3768

}I崎市役所

5ント‘工
三菱重工

ロンゼプド喝の

@開消肋石B

目立造船(附

3ン崎区

目立造船

白ンゼプト暢

敷地蘭積 19438m

建築面積 4149 m 
延床面積 8019 rri 
m進 RC，S4/1階

煙突高さ 40 m 
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園周辺の也市自白段

.#1 
公民館

-関濠錨段

*.lftJ干におa
e緑化t!;ンタ-

3 
Iftfllfi90r x 2 

4・tfl1fi751.'<2

-制轟鎚区区分

市街{凶煙駆革ま

・建築葛誼十主室
周辺輯塊へ白幽合 。

周辺恒壇白It.車壇 。
fIIijf!f;の蜜理 .。

近代的危町a険的脅現 ，。
麗 しみやすきの111現 1。

雌 15.日 盛田副 l。
シンボル佐町褒唖 。

圃箆的‘体へ町対応 '。
縛置のテーマへの"応 。

従象的町・の血..0
そ回値 。
自書

-関遭箆t量
*111.ふれあいプラザ (ff

理僚の2F.思8・'会
主・トレーニング重・ 録集

室}

* ~I地台温水 プー/~ (HO 
f') 

事/1，台公

が

環境管理センター I 

縛奈川県

大和市草4・3・12.1
三菱車工(悌積浜割符折

・フラント頓E
日本鋼管

。ンゼブド唱。

ruと鯛和ふ 温かく観lみ¢める

相榛原市下丸沢2074-2

・建媛鎗f
三菱重工(船積浜製作宇野

町プラント頃江

三菱重工
・備壱口ンゼブト号。

円高淫震抱こなじむクリーンな絶句

敷地面積 22957ぱ

建築面積 Iω52 rrl 
延床面積 23348 rrl 
m造 SRC 6/2階

煙突高さ 80 m 
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敷地面積 21780ぱ
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煙突粛さ m 
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*MA首にUlI/予定
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..能力闘1V.:学後
~t縫合体膏館

-周辺の都市箆段
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F・.謹のA唖 E
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建築面積 nf 
延床面積 臼21rrl 
構造

煙突衡さ 80m 

-鱒遵箆E量

I-.sJ" .. 
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…i方向組合 | 

ごみ処理施設 置
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三菱重工(船検浜鮒符済
ラント輔区

石川島11m
E口、ノゼブト等〉

f過袋物(1).1託や色合川 :こE夫をこらし、 d

:nJL喝のイメーシモー析す

桁~司 1

新田清掃センター I 

If潟市笠木3斜 4-1

.-}霊鶏量E十
(附荏原製f骨折

Eプラント鉱工

荏原製作所

・備考〈コンゼブト~
「市街也IIO¥s.潤鋭創刊Zあります以そ明士

会条件.自然条件を光分考百置し、勝利と景観を盛
筏u剥Mを備え消滅な鎚般となるようにしてい
ますJ

-掘鑑賞軍

後工年月

YJ 新規/遺著書

焼却能力

炉数

発電能力

敷地面積 71462ぱ

建築面積 凶

延床面積 12567ぱ

精進 / 階

煙突高さ 59 m 

h
H

闘
関
凶
山
川

侃

新

制

3
卿

-周辺の都市飽Jll

指慣例

犬神工島硲埠

市民ZポーツI!:唱
ゴルフ梅宮iPi

-関連施滋

園勉懐紙翠玄分

工業専用
園建謹怒住冨

周辺現象へ町画会
周辺・峰崎縛・E襲哩

湖底量の竃壇
置ft崎怠即a隆司l!I4
置しみやすさの褒現

震丘屠・ E迫畢の置櫨
シンボル性的表現

倹睡的余停への対臨
鱒定的テーマへの対Z

産葉町印・骨量鍵
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備品荏原割符折
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意j
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セレモニーホール金調理
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.~区幼

情工業

・建蝿鎗十主旨
側辺欄.. への幽合
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嫡置盛町AIlt-====:=1' 
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a足15.1(泊嘩由世眠 障=2
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…附情 1
クリーンセンター I 
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ワゐ

-健郎社泊瞳

峻工年月

新規/建聖書

焼却能力

炉数

発篭能力

府市 l 

環境センター I 

ω
胡

絹

凶

剛

山
郎
新
制

3
抑

!自盈韮冨艦隊f説 』
五回暫審理毘誌や~舟~・
『且喧騨伊司A唱 3ヨロー・匹 :二:与・'ーτι!Ii!!II

敷地面積 202，ω 凶

建築面積 rrl 
延床面積 rrl 

m造 RC.4/1 階

煙突高さ 59 m 

-開通飽段

• YONETSU-ICAN ;! ;! 
おか (1宮内プー)~ .必紛J

匝圃圃園田園園田園田園圃圃・園田園田園

徳井県
亙#郡金温町笹図甲府市上町601-4

-建努量録十

石川島情磨

・フラント鵠江
石川島矯庫署

・備考口ンセブト匂わ

rl.iJO)1l制ニ持わしし喧蹴として、版刷茸糊

工場をコンセプトl::d晒l

-雌鉛ぽ玄区全宣

都市計画区樹4
・建築訟針主~

周辺損獲へ町融合 。

周辺蟻慢の持陣表現 =
清原語の表現 E =

近代的な印a院のa現 f o 

睡しみ令すさの後現
且疋感 .IE迫盛の量掴 : ‘ ; 

シンボル性的賞理 一
圃 刷 会 体への財1(;1===手

情宜由テーマへの封車 。
提ヨ艇の印a陵町植躍 。

その岨 c::::::r・
鋒白書

日本鋼管

・フラン時江
日本鋼管

・傷事ロンゼブト喝の

「近刊玖脱殻として建脚閣にも仮国Eし.納こI
喝!t.管場業短知コ寸」都を悩薗とし
フトなイメージとしました.J 

-周辺の都市IJiI量
割以ヒ部都市計画区成(広掛

-周辺の都市錨t量
小編1ポーツ公園

調/11

敷地面積 44440rri 

建築面積 91仰 m
延床面積 16705ぱ

機造 SRC 4/1 階

煙突高さ m 

-関連箆2量
リサイヲルプラザ {工場
内}

多目的グラウンド (I織

内}

*温水プール

-鎚磁極彊分

市街悩晒盟主直

・建築醐住旨
周辺慣唆へ町画書

周辺咽唄の縛圃褒砲。
綱高曜の車哩

道代的t，印・町.岨
'唱しみやす占師表唖

量且圃・ 促且軍司&1...-===
シシポ1畑 町農哩 c:=:::::

岨且崎lfIff.へ時対応 =コ'
.."岬テ，マヘ町対II>= "

置司民田1lI11のa・置 。
その.

自書

稲村

クリーンセンター . 

市街{贋駆峻
・湿揖鐙十主冨

周辺銅績へ町.合 。
圃i1I.礎的・・・E唖 。

111- 同夜哩 -====:J5
喧ft崎草即・の安唖= -
蝿しみやすさ白書E唖~

風圧畢・ 匡迫感時置圃 =ヨ3

シシボル告の.唖 =
・・量的1tff.へ由貿品 。

怜電由テーマへ伺1111>。
瞳.Jl聞・lVl・Il。

そ'"也 。
園事

福井県
編井市寮町切-41

石川

町フラジト-m

石川島情

(コンゼフ卜匂わ

『従来のごみ続珂喝のイメージをー新させる
湾斯な(M.最盟副

隠さ簸犠扮デザイ〉や色票実ごE夫そ こらし.両辺

環境とa;c酌を刷、っていますJ

ω胡
川

凶

剛

山

新

制

3

一一敷地面積 141∞d
建築面積 5123ぱ

延床面積 9468 rrl 

m造 / 階

媛突高さ 80m 

-周辺の都市甑l宣
東山公・

東山墨岡島公白

e . 

日目的立 合 |1"""III:õI5.~.:~"".::z.、 日 比 1・

上回クリーンセンター |目

長野県
上回市天縛 3丁目11-31

-コFヨント省E
R原イニ
ロン包ブトペ唱。

ロ

相

双

凶

山

山

部，
m
2

8864凶

d 

rri 
4/2階

59 m 

. 

."辺の都市範lSl

上回総..公園

陸上値E壷
!lJlIf，t・
体育値

・雪書体膏センター

..  . .  綬

-細亜~分
工業

・建績飯倉f主~
周辺積岨への・舎

周辺圃績の".a哩

"'.・5の.・
遁侃的危聞・の.唖
睡しみやすさ町11唖

厳正S・正量畢拘置圃
!，.シポI~ I!のIIJIt

圃且崎会体への術思
情調E司テ ーマへ由貿屯

書家田町a岬・8理
-f・~.
鍾圃5
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クリーンセンター

何
回
唱
凶

W

侃

却

3
胤

情岡県
浜金量fti江之島2350

96.03 

~ 
450 tld 

3 
2400 kW 

大沼市役所稿欄施跡捜1{!

5ント嘆区
石川島燭

Eロンゼブド帽の

『従来のごみ続濁喝のイメージを ~fる近内均
な組依l

I連第散防デザインや色叙ごE夫をこらし、風迎
とR湖脈1を4幼‘ってい志す~ J 

一…-新沼上i青掃工t易 I 

-周辺の舗市錨般

車内側

中之江川

東中之江川司会遁埠

開

情

況

凶

附

侃

vm
仰

3
側

ー

輔

官

H

J

h

J

加

明

也

骨

即

位

制

工

規

却

数

電

醐
抽
明
新
焼
炉
発

鱒岡県
鱒岡市南沼上1224

厨運灘鑓↑

(駒大成還ま量

・プラント筋工

日本鋼管
・備考〈コンセブN由。

敷地面積 451ωortI 

建築面積 9878ぱ

延床面積 226271討

精進 SRC 5/1 階

煙突高さ 59 m 

-関連施股

."，1地にIt厨

-周辺の都市筋股

事11#111

-鍵誠漣忽区分

慾工業
園建築訟It主重量

1IIi1l....への・台 。
周辺環境町"徹夜壇。

a・&!5咽愈現 ア

近代的r:申a除のII哩 ... 
哩しみ令ずさ師事足唖 ー ' 

a疋"'!E迫畢回世揖 』・ーーーーーーーー‘ : 
シンボル健のIl哩

・離的It，.，への対1li~
縛定冊テーマへのa君臨。

世3医師印.骨組贋 ・。
その也 C::::=::Ia

事

(駒大建蹄十

冨プラント唖江

タクマ
瞬白ンゼブト喝の

『周辺轡駒場制こ包まれた環境とマγチする偏和
のある外観を目指して殻針されました.建物や煙
繁華主色君主デザインi面に形遁溜い縄磁力螺銀
を樹;Jt~ミようにしています~ J 

-酒慢性鎌

貴車工年月

新規/建箸

焼却能力

炉数

発電能力

(… l川111目…3
清婦セン夕一 . 
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園周辺の也市範段

量fi.前轟の@丘から渇込111が
塗れとし.事につaがる泡

怠

鼠鐙11暖老後

-勉緩鍵窓区分

市側協暗毘減

園建築w十主主E
周辺環噴への融合 11::ョ，

周辺圃境町締IIIll唖l:::ョ、
情11畢のさ現 c:ョ，

近{納な印aの祭壇 匡
睡しみやすさ町表現

威圧感圧迫感の艦隊 障 :
シンボル住町獲製 ー -

a伝的長件への対応
純注目テーマへのJlIl'。

従業の印・の圃韓 ι。
~由也

・・"，.

富士宮市山宮3678-4

オ
(船大建甜十広島事務所

・フラント鉱工

タクマ
考ロンゼブド唱の

『富士山及uf電波加減の民iI:と¢測和を図るた
ぬ建紘煙験海口調斬新なデザインを取り入れ

ると剣=、鮒こ色彩について1対益部乃皆係のご愈
見をいただき、自然と鱒和したやさしい色合いと

なりました.J f:景観を重慢しt=i.酎明笛割方で.

従来のイメーシモー窃「する』

敷地面積 31550 m 

建築面積 3402rtI 

延床面積 7927 rri 
m造 RC/S6/1 階

煙突高さ 59 m 

-関連B画段

・給自ーなど

-周辺の都市岡量

奇量苦情物館

天母出公m

.Jt!l1雌邸担

市街畑隅B&Jl夜
・建築短針主8

周辺圃瞳へ町血合
』・.o.~患の鱒圃歳唖

111.量的後現
砥代的，.印.向車.. 
植しみ4やす事的議喧
昆rr~. 底誼揺の量圃

シンボル伎の・唖
.量的会得へ酌"q;

-・史的.，. <へ由同時〉
IU.山岨aの.. 費

..酌・B_..‘ 

MDll 

環続クリーンセンター E 
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漸
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2
川

.Mll銘力軍

峻工年丹

新規値替

焼却能力

炉数

発篭能力

日一| 一一 ねけ E 
クリーンセンター . 
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園施E鑑ガ葺

峻工年月

新規健替

焼却能力

炉数

発電能力

富士市大潟232

敷地面積 18630 rri 
建築面積 2881 rri 

延床面積 8092 rri 
構造 SRC 5/1 階

煙突高さ 59 m 

-関連施股

富士縫合運動公回 f温水

プール】

・富士ハイツ{ホテル}

.知県
刈谷市学級土町東田46

.遺贈鑓十

(掬大建毅費十名古屋事務所

・フラント範工

三菱重工

・傷害Eロンゼブト唱の

敷地面積 4筑ゆom・
建策面積 ぱ

延床面積 ぱ

構造 RC.S / 階

煙突高さ 59 m 

-関連結鈴

e ワ~ーターパレ;t.KC

f余剤ホーJルJ..110 
交代Jt

川崎重工(悌

・=わント備工

川筒重工

晴香0:ノゼブト⑥

I棚田揖ますへ古盤納I;:W駒し.周辺¢腕ぱ調
唆とマッチした景鋭を備え、情潔で幅t>>:の齢、範
段となっています~ J 

-周辺の都市街段

••• 
-・・・

-世担翁創茎区分

市街化調整区峻
・建築訟置す主主主

周辺・境への融合
周辺冒境町締植表現 」

情掴岳町表現 =
近代的，.印.のft現 ===
慢しみやすさの褒理 ・。

民圧感・圧迫墨田量揖 1::::ョ ー
yンボル性的表現 。

圃量的1ft，.，への剣応 声- -
鱒宜のテーマへの対応。

量3眠時印象的鰻躍 :。
その也 -a 

a圃寄

-周辺の窃市錨s
ゲートボーJ~喝

吹戸/11

JR東薦遂事練

校寺が4つ

東開立1種住居

.11担彊地区区生虫
市街ft

・建掴鑓f宝章
周辺剛壇へ町耐告 ・0

周辺圃噴の...畳程。
開眼喝のIllll

置代的.(l印・同夜明
置しみやすさ町膏現

Illl:M・底追阜の置圃
シシボI~世町IlllO

..底的a偽ヘ町，同事 。
悼宜的テーマヘ町情事。

Il吹町町・の・躍。
その也。

回答

品川方市 |目

中央クリーンセンター I 

66 I 

犠)大建怨霊十 各省選事務所

・フラント健江

三菱重工

Eロンゼプト暢

r~諌めイメージを→訴した頼桁訓織とし.中
央総合唱ぷ舗とのバランスを考.し丸施設I

「従来￠将械工場のイメ-~由も脱皮させた滑君臨
齢制11::;1滋間航工樋J
『溜~よ燐-

M
帽

尻

凶

削

脱
却

m
m
2

一一敷地面積 7位 52rrl 
建築面積 回41 rtI 

延床面積 12719rri 
m途 SRC 5/2階

煙突高さ 59 m 

-関連絡Z量

・やすらぎ公園 t同鱒車.) 
リサイ?J~プラザ t工‘
内}

属縄中!Jt.合公!

スポーツ医学施R(It 

中}

不館物処理場

.(，: rJ 1~rli 

クリーンセンター |目

[;1: ・

.知県
春日井市縛屋町~ I沢1-2

W
品

使

凶

削

釦

v
m
m
2

一一ft地面積 rぜ

建築面織 5氏)6rtI
延床面積 12249 rrl 
m造 /階

燈突高さ m 

側大津1m
・プラント舗区

目立造船

ロンゼブト唱の 範E量-局辺剛期総蛍E分

市街個略~車
・建築訟針主主言

周辺事1.への歯音 E::::s‘
同沼暗唱量的特.車喧 7 

鱒置畢の車唖
近代的な町a・町理費唖 さ

置しみやす苫町II哩
厳正E!!S・疋届畢の量圃

ンンポ喝恨の1I喧 ‘ 
...時‘鍔へ田尚q; 0 ; 

時置のテーマヘ的費者耳 。
IlJlJ)聞・町・.。

そ骨量。

急Elf ・

-周辺の都市‘量量

抑a工麗節調E
神極園調量

小牧...組合

0 . 
司・ : 

西剛丈工専
-地ぽ絶認忍主主

欄1'1:1理駆調度
・逮築~t.主宣言

周辺・aへ骨量合
周辺町.. 町....唖。

iII直圃のlllllC: 
近代的な即・町褒唖= 3
11しみやすさ同捜岨==

凪lI'!IS・匡且S骨低凪 -===
シンボル世骨塵唖。

.1It的・，.，へ四対事 ':=2
縛置のテーマへの同応。

置E象時期・院の・・t0 

その・ =ヨ"
間喜
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E肺正 .
渡刈清掃工場 圃

受知県
貨田T胃潰刈町大明神3日

三菱重工(樹臓卸断

・フラン崎E
三菱重工
白ジゼブ卜4唱。 -制強創玄区分

市町四贈駆減

・建築掛怪童書
周辺欄境への岨合。

周辺・貨の...Il壇。
鯛11畢の型建唖

重代的危印象的袋喧 7 

楓しみやす主的表現。
風圧lS.1l:迫感骨量陣 。

シンボル性的疲担。

檀証的象件への~~ C===~==~==~
特定的テーマへの対応。

世調慢の印・Rの・回 :。
その岨。
舗聞書

圃縫芯組2・
2量工年~ 96 
署員mlJl量箸鍵勉強普

焼却能力 1日JOtld 
炉数 3 

発電後力 27，∞0削

象地面積 680ωm
建築面積 1971ωd

延床面積 50銃刀 rd
m造 SRC 6/2階

煙突高さ 100 m 

."遣施I盈
・名古島市商燭プー)1-

-周辺の都市圏直段

.銅賞通.IIJFlJ地

園建遜鎗f
(附大建描十

・フラント畿IT
川崎重工

・様替口ンゼプト骨

『明るく、lIBt.t!感じを与え.鰯ご刀まれた純
lItとする.J rl厳狂強めなれ清潔な感じを与え
るような形状、色彰等を祭矧し、焼却工場である

ことを型車じさせない外観づくり同筋合てい<.J 

.11卸葺地t&I8治

工業 ~ t鱗ば市街四割墜
・建築銭ま十主~

周辺属現へ町融合。

周辺現場Eの...a壇 1。

淘寓患の表現 E
近代的fl印織の聾唖 匡
鰻しみやす主的表現~，

量産草区迫感的低.1=::===:::::::::;，0
シンボル住町表明 。

.11;的吸停への対応 c:::::::I2

・・3宮町テーマへ田司車 。
従来的印aの・織 :。

そ同組 0

・..~ O:::======，.

政調E面積 36403m 

建築面績 3必2rrl 
延床面積 6595ぱ

織進 / 階

煙突高さ 59 m 

-同辺のI!市岡量

o..繍)1/(1ft/1/'益事川町

岬/11ft)
グラJレド (fOIllIItJ
JR碇海il本書官

閣

制

制

勧

勧

品
田
工
規
却
数
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喝

醐
崎
明
新
焼
炉
発

敷地面積 17654m 

建築面積 回日 m・

延床面積 14607rrl 
精進 / 階

煙突高さ m 

-関連筋股

-周辺の都市~段
矢田/1/
*愈地l:t3つの組合市町村

のT度境界上に配置され

る，

東.IPII:センター

工農地梼
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京都知多衛生組合

東部知多クリーンセンター . 

ヰ I
，寸三 l 
義.千三目

t知県
知多S東浦町大型~C岡字蔵1141

川筒車工(樹

百フラント信工

川崎貫工

者ロンゼフド唱の
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大阪府
貫録市学園464

川崎重工(悌

百フラント錨工
川崎重工

(xノゼブド帽の

場事沼和終年lIDloa局主E銅臥略陪)l!jo
lIDIod炉麹甑厩猟lB!f-平1il5年1:tJ司ナて.
輔玲例理虹の3炉時芳和史しました与

'1J!!'-mままです. 健治包即

日市
前島クリーンセンター . 

93.03 

炉更

600νd 

kW 

峻工年月 95.09 
新規/建箸 廃絶.llJ1!t
焼却俊カ 360 t/d 

炉数 2 
発電能力 4αXJI抑

京o府
宇治市字治折居18

日立造船嚇}
町コちン卜蛍立

目立造船

・傭警ロンゼブ卜喝の

『照駆扮自然栗境国間昨日した近伸ザよZ衝で
す二」

敷地面積 30367rrl 
途集面積 44∞rrl 
延床面積 rrl 
構造 / 階

煙突高さ m 

-伺辺の都市飽E量.lt蛍磁也玄区治

市街仕方萌00ま
・建築訟E十主主主

周辺蝿狙への抱合 。
周辺現績の絡調険表現 。

補濠S町 2量現 = "
近代的な印象町蜜現 1=1'
冒しみやすさのE哩= 宮

島 F喧・圧迫岳町量掴 =
ンンポル住町表現 c::=ョァ

圃役的‘件への問応。
骨定の~ーマへ的対応。

t種規田町a・田圃担 。
その他。

問 符

~ 

ニ画面量
産盟

三菱重工 (附
置フラット税E

川崎重工

・傭きロンゼブト⑥

f淘 l腕域間文大プ4自然と飽和L内近隣似@棋と

も鵬柑する民話初遁芭置.建数時高量を考えました.
また.体覇軍モ鋼るく、清溜噌ゆある簾量生としてい
ます~ J 

高慢l!i前島 3丁目8・1

-...._ニ11

敷地面積 74(.別 rrl

建築面積 7364 n1 

延床面積 21582ぱ

術進 SRC / 階

煙突高さ m 

-関連飽段

.終処公・

鰐 I工・
淀川右蝉埠蟻下水道前島ポ

ンプ場

前島検車慎渇

..前島，.，利用センター

(7リンピ7前.1&=温本

プール..会揖}

-周辺の都市鱒滋

淀川

大阪膏司置高段・中牢

20 

州市IglOOllfMlilMtliftMMlI!!I手lU1I!工1 げ_.IUI川四iIIlμ~制L 口 目

第2事業所 I 
-

叫

規

凶

剛

山
刷
新
加

3

E

月

間

カ

カ

胡

年

必

能

能

陶

工

規

却

数

電

醐

綾

新

焼

炉

発

88.07 

新規

ωo t/d 

2 

11仰剛

-与mミザ耐えさE
目迫電¥二童福べぉ 目
白副箇~~'-an ぐみl
円工、 l ー.-..t 可回--、常115ご し-でー・

IliJlll回目

泉佐野市am.JT鴻鮒緩組合

・フラント曽E
日立造船

跨者〈コンゼブf喝の

情問を緑の本々でおおうな♂指a地減と
を4劫‘った』

敷地面積 10306rrl 

建築面積 2815ぱ

延床面積 4874 rrl 

m造/階

煙突高さ 40m 

-関連1d股

-周辺の郷市街殴

田氏)1/

膏畢

砂音寺・広.It寺.，祖

国尻町役婿

田町梅本線吉見盤駅

泉北部境liWIil施設伺合 I 

l -ニ事業所 I 

91.03 

炉JtI綾
4却凶

3 
}抑

大阪府
和東市禽町92

.
m
d
d
階

m

-矧葺~区分

市街化調整包減
・建築位計主主書

周辺鋼喧への幽古 8 

周辺司喧畑特融表現 。
柵1<<嘩町褒喧 ・

近代的危即・R的表現 ，0
置しみ令すさの・II・o

a疋昆・圧量盛時位橿 '0 ， 
シンボJI..伎町表現。

圃健闘附への鈴鹿 ，:::::::::12
縛置のテーマへの"応 。0

世柴田町a院の・a:。
そ町他 1::1'
園事

(係)東惣漣築事務所

・0.ラント剖E
タクマ

蒔事ロンゼブ時め

嶋制立白を選演としたモダンな舛観にするとと
もに.鉱山会要請耐也・権隷続分をす分にとり、 .. 
軍司:taIしています.J 

大阪府
大飯市住之江区北加賀屋4丁目1・26

敷地面積 32699rrl 

建築面積 7164 rrl 

延床面繍 21238rri 
綿造 SRC 6/1 階

煙突高さ l∞m 

-関連.t量
焼却灰船積装置

芝生公贋・俺・アプローチ
のコロヰード
・住之江11合会館【会館.

プール}

下水処理喝

-周辺の都市自白E量

級雄公司

グラワ〉ド

工援団員邑

95.03 

2章
氏刀 νd

2 

145∞INI 

7
U

一一

-邸麗雌理主ま

工業専用

・建築訟齢主8
周辺綱嶋へ再融合

.iIl.lIの・・岨1¥lIll:::::111
糊嘩刊現 c::==::a"

嵐代崎伝聞・R骨..
置しみやすさ町I!I里

山正11，正温盛骨・E掴
，シポル置同I!I唖 ===::::J"

-・的・Utへ町曾島 区---ヨ3
1ft町テーマへ町噌事。

廃業時印・の・・t 0 
ぞ町.-=盟国・

• 

臨海幽玄

大阪市西淀川区大和図2丁目5剖

敷勉面積 34α)()rrl

建築面積 却'21 n1 

延床面積 23492rrl 

m造 SRC / 階

煙突高さ 120 m 

(駒大建甜十
・フラント制圧

タクマ
ロンゼフト@-周辺の都市値段

傘工業

-量虫垂鑓怒区匁

市町四昭駆量産

・建築怨!t主童書
周辺胃岨へ町量台。

・iil.組司骨・表現 。
"l1li轟晶表現 。

近代闘な即・田.壇。
買しみやfさ町11壇 。

世畢・岨蜘制。 ， ， 
シンポ~'l司祭壇 。

直属同列島'tへの対11;=3
鱒電時テd マへのa電車 。

聾 U).田・町・a ， 
そ時・8，。
!l園事

駒大建翻十
・っちント剖E

タクマ

ロンゼブト@

樹立~・lMt't."f:t近と咽陪留るとと
も仏各償援艇建絢相こ主主さめて軍奮を航1I:し
ても疲れ』

-周辺のS市‘"
大野Il/ll参道((AI!骨IJ)

西淀川盤・手段

大野下ホ処理・
信省住宅

工員m・
: ~神百大医"踊R-園田・8

 

北側:~住婿

.Jt!IIf1I!t8:区泊

穆工業
・霊禁級針主旨

周辺嗣ヘ咽削 C:::::I・
周辺国袋町"・11喧 t::::ョ‘

柵.盛時.唖
置代的tl申.町.哩
皿しみやすさ司会.. 

.ul!.直直睡町量圃
シンボル世的.lJI

・量的4長停への対応
電的.，.-マヘ咽貧困5 0 

..・9町・町・.。
そe、・a。

ー



-周辺の笥市崎段

...公蘭サバ-7Tーム
廓立:.台.7.J/'ーツ公也

書簡緯壷喝

富田

仰
却
属
凶

邸

抑

市 aaaz
l i1ou"r"M'M凶~よ~

清婦工場 I 

9回k W

南河内情lI:錨援組合
Eプラント蛍E

目立造船
麿口ン乞ブド唱。

巾~蜘」
.11担量結区区分

命工業 南側 :1.11住居

・建姐樹主主富
周辺...への量1!t1C=ョ・

剣週....町"..11 • 
a・置量的表現

重代的危町・のa昼寝
置しみやす苫町聾唖 ー

瓜底盛・底追患の量掴
シンボル色町表現 ・

檀量間企侮ヘ白剤I!;====:P
栂調tc!>ナーマへの対匹 。

賀来町町..)・. 。
そ骨組 1:::2句

!!l回事 =

. 
-

-ヨ1反応。jト定引合 1・
柏羽藤クリーンセンター |目

刊

M

使

凶

川

町

M
U
巨

m
m山

3
ω

4
・

引

h

a

u

敷地面積 35423 rrl 

建築面積 8必4 rri 
延床面積 17322 rri 
m造 / 階

煙突高さ 59 m 

-地鎌単語盟主f
市街f凶鯉臨厳 東側:工業専用

・幽間性富
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・プ-)~ (建11予定}

-周辺の都市街股

工..団地

祖"，

大限1I

環境事業局・八尾工場 |目

B61・

大阪府
八尾市上尾町7丁目1

.建鶏鑓十

(係}東知漣築事務所

Eプラント頓江

三菱震工
・備考ロンゼブト喝の

I連帯層お国切o/JJ下段計サ近と¢海綿1を偲るJ

敷地面積 23626m・
建築面積 2839 ITi・

延床面積 回'87rri 

m造 SRC411 階

煙突高さ 59 m 

-周辺の都市絡Z量
長良東公・

班長公箇

住宅問漣

訴思小学後

. 

地面積 15778ぱ

建築面積 rri 
延床面犠 4600 rrl 
精進 RC.S41 階

煙突高さ 75 m 

回

線

凶

附

郎

新

m
2
m

芦屋市浜風町31-1

(駒日本繍管

・フラン同E
日本鋼管

蒔考(コンゼブト句。

昭代淡路緒放として瑚妙wこを逼強し.事制こ

管理線量銭鍬ηアーチ剤、煙突外舗のクローバー
墨ぬど.康鋭を観Lみやれパソフトなイメ-:/1ご
しました.J

田畑或鑓区区分

市街ft蝿駆峻 1回:1種中高住専
園建露掛主旨

同迎賓喧への血合。
周辺圃聾回特積獲壇。

1l1li1墨田直壇。
量仇闘は印象町Il哩 ，0
蝿しみ令す苫の褒哩 ICI・

風圧JtI.a迫感町tUlt:::::lF'
yンポル世の禽現。

圃量的4除件への"応 -==
骨宜的テーマへの縛応 。

置零時印象的・E躍。
そ的也 c==::7'
.同署=

ω伺

m
凶

附

巾

&

由
a
m
n
U
9
4

，
.
“
，
，
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三オ

クリーンセンタ=-

.lI!lI磁~塁治 ・周辺の湯布範12
市町四睡眠減

園建築館針金E
周辺・唄へ骨量e。

周辺個墳時悼岨.11。
制.11岨骨11壇 c:::::ヨ3

置代的'L印・町直哩 = .
置し砂やすきの.哩~

風圧!S'IEJIIS"‘蝿 '0
シンポ凡置のlIt唖 c

..的金併へ骨・電車 。
..置町テーマへ時旬車。

世司R田印・の・且。
その量。
聞書 ー 一一一一一『司

目立造船犠}

Eプラント嘱iI

目立造船

0:ノゼブト暢

晦物η最鰻をf労使宣するなど、今までのイ
メージを一新した、市開こ緩しまれる媛il!t1閉ざ

したもWであり‘ J

.lI!!1重越区区分

市街仕須盟三峻

・建築踏十醤
周辺鳴喰への融合 。 ， 

周辺喧・E句"・11喧 ? ・

"'/1(盛時・喧 ・-
重代崎な印.町高壇 O

mしみ"T主回復唖
量産J5.a適量骨量. ? 

シンボル色町虚喧 ~ ・

."同"件へ同列車。
特定府予ーマヘ両対応。

置，の町・の.. 0 : 

~'"邑。

5= ・a・

-縫樹ガ葺

綬工年月 88.03 

新規/建替摩草地JfJl世

焼却能力 2∞νd 
炉数 l 

発骨量能力 15卯}仰

敷地面積 371α)()m

建築面積 2980 ITi 
延床面積 6960 rrl 

m造 SRC 1 階

煙突高さ m 

圃関連箆段

1If2プラント

m 
~噌」同ー出向~~
，~.~-~....・・・一一 ，-~~-=-j 寸

•• ρ ‘!!.I&IrJ:.J.II..f" !.'・'宅~~宥で，、，....

ント

枚方市国ロ 5T目1-1

(倒クボタ

・フラン同E
久保田鉄工

・周辺の都市飽段 ・傷害宮口ンゼブ時め

fO谷川

合府営住宅に趨まれている

敷地面積 91385 rrl 
建築面積 ぱ

延床面積 10727rrl 
m造 / 階

煙突高さ m 

-周辺の都市値段
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m
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切
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環境クリーンセンター

箕面市大字寮生関谷28叫 1

{槻荏原副骨折

・フラント者E
荏原銀作所

ロンゼブド唱の



-貫録震矧玄区分 -周辺の都市飯n
111/11 
鑑鶴岡E量肉セ ンター

水道会.

長陣'!E革工.憧事肩

ω却
m

凶

即

位

m
2
m

間丹市 | 

市川美化センター I 

三菱車工徽3繍浜割符斉
Eフラツ時E

三菱重工

!iOンゼブト暢

「外働託跡のごみ従宛灘滋のイメ-'..Jを位以し

たスマート宿泊物としました， J 

-刷出盟主f
Z潔専用 O硲おHU81

・建揺鑓性冨
鋼辺恒壇へ町画音

周辺置壇時特..哩 E="
繍思量的置唖

遺制帥.由良唖 匡:::=1・
置しみやす富町褒喧

皿屋!!!i'嵯温惑のE揖 -ーーーーーー 一一一一一一←".6
シンボル世田康壇= '

・量的金件への対応 匡---
鱒史的テーマへの対1!iC=コ'

世泉町即.白血躍。
そのa
・園事

.......・ ・
~叶

クリーンセンター I 

96 I 

刀

掴

官

凶

叩

附

肱

新

m
2
腕

敏地面積 rri 
建築面積 m・
延床面積 8668 rri 
m造 RC.S5/2階

煙突高さ 59.5 m 

-関連箆股

し尿処理‘霞

-刷創部分

~.工策
・観樹住S

周辺・，.ヘ町圃合

・・E慣喧町怜圃喪置 。
情楓峰町11哩 11::::Z:12

車代的危印象的.唖 r:::::I2
健Lみ争ずさ町".1' 0 E 

瞳圧S・圧迫・骨量圃 7 
シンボル健闘g提唱 。

・量的..件へ町側応 r::::ョ"
怜電町テ-'1へのm芯 。

健司F骨聞.. 町.録。
そ由也 。

.'"・

-周辺の都市施E量

怠庫11/
合玄摩市役所が反:10m
市立Ir合体育館

市民プール
カラカラテル恭
子ボリプール

回
話
宵
凶
山
間

似

仰

3
側

数地面積 26773rri 
建築面積 I卯 90rrl
延床面積26()54rri 
精進 / 

煙突粛さ Jωm  

-関連箆戯

画g下水処理・
・かるもプ-/1

-周辺の都市箆~

工.陶II!

神戸時

刈藻島クリーンセンター . 

神戸市長国区刈..島町3丁目12

(附

・プラント都江
川崎重工

情。ンゼブト喝事3

制撤阪別績と色調::ea-するとともに、周辺へ
抗潤いを鈎たせるよう、組鮒をしてい安仁』

兵庫県
宝爆市小浜1・2-15

-建礎鑓f
三愛重工側横浜製作所

園プラント者江

三菱盤エ

ロンゼブト号

明散防別喜盟主路湿殿賓と広明和を考えタイ凡後
りとし、般地均には多くの低E置を施し、まが精十
台をイメージした鍵決4ごするなど、儲:l!法まれた
市関こ貌しまれる滑稼で明るい誕没です.， J 

-鑓減鑓窓区分

市街イ回開駆威
・建揺怨十主旨

周辺圃喰への歯音
周辺軍司E町締憧表現。

情11畢町型受理
近代的t，即..のfl壇~
睡しみ令ずさの.現 E=，

風圧魁 ・圧迫感的障.C======::::15
シンボル性的g受理= コ3

岨峰崎象件へ町';11>1===
持定のテーマヘ町財応 =

世泉町町.骨量属。
その包 =

.-;Jt~ 

'0 

. 

-旋髭出鎌

峻工年月 95.03 

新規/建箸 定書許

可焼却能力 氏H日νd
炉数

発篭能力 65∞剛1

敷地面積 34333rri 
建築面積 9574 rri 
延床面積 26561 rri 
構造 SRC 6/1階

煙突高さ 100 m 

-関連施股

-周辺の都市Iif!&量

モトヲロ;1./(-7神a

Ifi神高速永井谷出入口

住宅団地{計画}

神戸市 . 

西クリーンセンター . 

94 ・

兵庫県
神戸市西区伊川谷町井吹

贋還難鑓十

(係〉東知強築事務所

・フラント蝶!iI
三菱重工

・傷害白ンゼブト喝の

強物付要琢明観と色車副活白置してい安す.ま
r.:J司辺へZ車跡、を持たせるよう鱗樹をしていま
す.，J 

E鏑鈎位盟量

綬工年月

新規/建替

焼却能力

炉数

発電能力

敷地面積 1α別 m

建築面積 rri 
延床面積 rri 
m造 SRC / 階

煙突高さ m 

-関連施1st

L尿処狸..  

-周辺の都市崎訟

紀//11"菟

回

線

凶

開

胤

Mmm叩
2

捌

州市

青岸エネルギーセンター 目

宵保エネルギーセンター

・プラント鉱工
タクマ

・備考 Oンゼブ刊の -仕切葉鍵忽区分

市町四喧毘域
・建築銭童十主主雪

網辺蝿唄への岨合
周辺繍唆の怜廠表現 1:::::1'

補揖.C7)1I!哩 =
置代的危印象的表現= "
幌しみやすさの表現 c:::ョ， ， 

IlIEIS.日 墨田剛 c::=ヨ2 ' 

シンボル住町II!岨 C:::=:=:IP
圃量的条件への揖応 ;。

拘置町テーマヘ時間応 ι。
匪濃町印・の庫民 .0

そ町包 c:ヨ唱
鎌田署 7 

敷地面積却764 m 
建築面積 3106 m 
延床面積 乃40rri
m造 S.RC5/0階

煙突粛さ 59 m 

-他制経盟主主

市町t
・建築設計主li

周辺・~.へ町岨~ c=:=:=:::iI7 
周辺咽嘆由絢圃R壇。

繍11.骨.哩 c=:=:=:::iI7
置fU'lな申・の・壇。
.しみやすさ町.壇。

威圧盛 ・圧迫感骨量陣。
シ;.001(ル慌の轟壇。

瞳量的~IIへ町鍵I!i 0 

H宜的テーマへ町:lt11i。
IU保田町・，)・慮 。

その.。
圃書

-周辺のS市箆N

92.04 

#;i!l 
270 t/d 
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1

1

損

前

川

唱

恥

勧

蜘
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却
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醐
帥
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新
焼
炉
発
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m
階

m

仰

蜘

/

川
切
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積

積

積

さ

扇

面

面

官

同

地

築

床

造

突

敷

建

延

稿

短

-関連施磁

調聾池

生崎山値公園高屋

-周辺の都市lif!l量
S申山a公贋

0:. 

91.03 

新規

220νd 

2 

kW 

生市

~リ 11_ ____  _ 

清掃センター 目

奈良県
生駒市儀口町2116-91

• 
{附科戸製鋼所

冒プラント磁E
神戸製鋼

梼警口ンゼプト句。

f医院却彫ゆため判官下式戸口絡投とし、 型F尖を

はt;N.岨啓明拙こも|分留.aし.e~と調和し
た線量置としています， J 

(悌日本絹管

置プラント‘エ
日本鋼管

者ロンtOト喝の

明書弘清潔曜日三船電量Eし、周回と明怖を
島コてい玄す~ J 

印
刷
属
凶
山
間

風

用

制

4

目

月

時

カ

カ

訓

年

加

川

能

能

鈎
工
組
脱
却
数
電

附
峻
新
焼
炉
由
児

敷地面積 l筑間 rri
建築面積 凶

延床面積 rri 
精進 / 階

煙突高さ m 

-則違範u
*1If;編ltt;..タ- <.* 
プーm

-地鼠鑓怒区分 ・周辺の修市範段

1種中高住専 周辺 :1種中高層住啄 1種住居.21盤揖毒事 小公置に廊まれ品

・翠黛鮫針主~
周辺圃壇への凪告 。

周辺.賓の".1提唱a。

四'"ー四.唖 1:1'
量f切暗主印.町.壇 。
膿L.'叫すさ町a喧 C=

属鹿‘・庖坦Sの伝 掴 =
yンポル住町直哩 = '"

・u'魚体ヘ町旬E 。
量的テーマへの吋1Ii= ・
IU'由聞・n量民 l。

そ時値。

事

奈良市 | 

環境清美工場 I 

奈良県
奈良市左京5丁目2

目立造船(悌
町フラット積江

目立造船

ロンゼブト鞍
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回
属
凶
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M
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-周辺の.市範段

畿白谷JII
:kt'i./t区スポーツセ〉タ-
tt金目E栓センター
JR可iUI中島労・...

: 11・耳医学後

広帥 | 

環境事業局・安佐北工場 |目

広島市安佐北区可鶴町大字中島1460-1

広島市役所環境事業局
直プラント輔E

日本鋼管

口ンゼプド帽の -池減絶窓区全ま

準工業

・建謡鎗住冨
鱒辺積場Eへ四砲台 。

周辺繍唱の時置a唄
柵.喧の11唖

置代的f.l.即・の褒噴 to ・ 4 

睡しみやすさ町護哩 . 
風足暗・ E昌信骨量圃 . 

シンボル住町袋哩 C:::::I'
圃鴛胸像件への対応 c::r句

"置のテーマへの対応。
置ヨ陸自印.町a・1( 0 

そ町個。
錬圃嘗

広川 | 

環噴事業局・南工場 目

敷地面積氏別4m 
建策面報 3臼7m
延床面積 9377 m 
構造 RC. 6/2 

煙突i1iさ 57 m 

-周辺の窃市&tU量
当l'iaザフ1;-.(/fif"1 
ftl 
当l'ia公lfI("""ftl 

白

線

占

山

叩

M

M
筋

抑

2

同市

当新国語境センタ=-

備a荏原盟国作手商
・フラント咽E

荏原躯作所
開口、ノEフト暢

明句也柑コおお在を話副主総~舟坑泊邑皮としま
す.まr...湖、や煙主君主色彩・デザイン耐ご紛t
髄aし.周防渇闘をそこ制必いようにしま
す.J 

巧

岡

田

凶

開

m
z
m
2
雌

敷地面積 10406rrl 
建築面積 従幻'8 ro・
延床面積 11821 m 
m造 RC 4/2階

煙突高さ 59 m 

-ω麗蝕包区全宣

備工業 近くに近隣碕業
・建築設計主~

鍋辺...への血合 C::==::::::I'
周辺恒唱町...lIi唖。

綱田昌町11現
盛代的f1.印.舟褒唖 ・
圃しみやすさ骨量司E・0 ・ ' 

凪IUI・匝輔の醐障 =.
シンボリル往時貧壇 。

岨量的、何 へ町"JIi~
拘置.，テーマヘ町，，11>。‘E・刷用'.町・・a。

その.

圃‘

-周辺の都市飽段

踊偽公館

広島大学窓聾学g

広島市南区東密3丁目17-1

広島市役所環境事業局
・フラント制E

三菱..工
・備きロンゼブ卜喝の .lt!ll愛組玄区分

宣告主業 南:二E専
・建築鈎2十主主言

周辺四療への融合 。。
周辺環樋の..，慣習受理 。

精贋量的混唖 CI司

置ttl的な聞・Rの置現 E___  -ヨ7

喧しみやすさの轟喧 ・
民四・日軍司副 固

シンボル住時畿理 IC:ヨ2

圃a量的条件への同11>'。
偽電のテーマへの対車 。。

従来町印.町a・a。
その111 0 ・fi'lt

敷地面積 9917 m 
建築面積 4377 rri 
延床面積 109印 m
m造 RC， 5/1階

煙突高さ 59 m 

-関連.M9~

-周辺の都市踊!i~
下水処理場

亀島高~A<#1

*Slt費節

連島南公民館

ロ
胡m
凶

剛

志一抑
2

胸

-ゐ巾 . 

水島活指工場 E 

倉敷市水島川崎通1・1-4

・遁契郵遺十

目立湖白(駒
薗プラント覗江

目立造船
田備考ロンゼブN層。

置施芭滋期医

唆工年月

車両規よ建替

焼却能力

炉数

発竃能力

敷地面積 13αJOrrl 
建築面積 m 
延床面積 15167rri 
m造 5/2陪

煙突高さ m 

-関連衡8
・下11.'硲スポーツ公園
温水プール (797ピ

アこいじ}

-地脚~
市阿国瞳甑減

・盟問十笠宮
周辺圃喧へ町申告

周辺掴唄酎時四・表明 。
"'.11向車壇 。

置{明岬制..-==ヨ2 ， 
置しみやすさ田康咽E="，

民且且・庇量圃の・Ul → 

るシボル何回111現。
圃.酎・h件への句悠 C::::::I2

It1t町テーマヘ骨院事 。
軍司医師町・伺岨車 。

ぞ田. 0 

・回答

-周辺の都市飽段
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官
凶
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見

強

制

3
捌

!っ一一作j三間組合 1 
恋路クリーンセンター E 1-

山口県
下松市大字河内340

パプコック目立(鮒
・フラント-In

パプコック日立
・傷害口ンゼプド唱の

強制こも、従来のごみ燐認喝のイメージそ寸青
する事務徐デザインと1司滋η景銀にも4分とけこ
むよう長国Eしております.J 

.lt!!I糞健室区分

工業専用

・建築銭針主E
周辺・場への岨合 ーーーーーーーー-

周辺繍慢の"鎗産現 .。
情iI!S町寝現 E

喧代的危印.由演壇 4。
睡しみやすきの袋現品。

量lEt!-匡回同副 :。
シンボル盤的復壇 0 

.笹崎条件へ町肯IIS 0 

Itltのテーマへの財匹。
聾療の印象町.躍。

その岨 O.6. 

数地面積 16972m 
建集面積 3840 rri 
延床面積 8災幻 rri
m造 SRC 4/2階

煙突高さ 70 m 

-周辺の都市値段

<<"1 

仰

相

続

凶

山

間

風

m
2
胤

山 t~ ì:!!…i生出ミね

クリーンセンター l 

高総市役所環境総務調理
3ント穂江

目立造船

sロンゼブド唱の
晦忍と江湖蜘J

-矧轟Jt!I8区分

市街化:JIIIJ'&調車
・霊祭儀雪f主B

周辺司積への幽合。
周辺曹司置の梼園褒喧 c::==ー

繍庫軍司置唖 =
近代的f1.印a険の.現 。 十

睡しみやすさの.里 」

民II喧・匡温S由量量 1==ヨ:z
ンシポル世田豊壇 C:::===:S2

岨量的金体への鱒軍 E
情竜町テーマへ町周置L。

自足袋町申.也値慮 。
その値 e:::J，
副書

-厳重鑓並軍

綾工年丹

新規/建替

焼却能力

炉数

発電能力

85_07 

新規

3ω t/d 

2 
}州

相市

箕沖清掃工場 E 

敷地面積 34α)() m・主ぷ:て....._.....，・弘明日

建築面積 m 

延床面積 7090凶

織造 RC/ / 階

煙突高さ m 

一一叫，山

四回目..-....・『・・-. 

稲山市lt沖町107・2

{船日本鋼管
冨フラツt曽江

日本鋼管

用量ロンゼブト場

『笑鋭清海軍陣=寸分量遣し.海戸院雌量的湖
鼠圏脚色と<1;11脈1を図っています.J 

87，08 

炉.II1fl
370 t/d 

2 
1800 I抑

下問 1

環境センター奥山清錦工場

-関連庖股

多目的グランF
..に交代地

-周辺の郡市踊量

福山構

Jta停車嶋

-周辺の郡市箆滋

M

M
，m
階

m

/
∞
 

側大建蹄十

・フラント剖江
タクマ
ロン官プト喝の



Ml.来 1991.5 
.!I!!l蕊I創玄区分

市街化
.11掴陽性冨

周辺・・Eへ町岨合 ・
岡沼圃喧柑....壇 。

陶圃ISの.現 11::1，
oI!ft的信印象目度哩 tc===::::;5
圃しみやすさ町費喧E =・
ー匠週園田量同
シン>r.!H¥同.現 c::::::112
揖的色Itへ町間屯 。

総理E伺テーマヘ闘"応 。
の叩.同組躍。

~町.. 0 

・圃賀

.J!lli1Jのg市降級

中山111
情車時主λ司Rーム f間前震』

老人車ーム石つい・

コカコーラ鬼どの工‘

白

書

凶

山

町

心

a
m
2

辺.字務組合

日(榔
Eプラント蛍E

石川島調1.
~ロンtÐト辱〉
f漣鋳物のデザイシやカラ→ごE夫をこらし、従
ごみ鍵現在加〉イメージを~する耳封切な
としています.1

-邸量処怒区全宣

市町凶贈臨威

・建集飯倉f笠宮
周辺圃唆への也合。.i11...の....現。

情様車町11唖~
E代閥復即a除由霊長ll&:3唱

岨しみやすさの後現 . 
匝庄畢・匡迫感司監.&:::1'

シンボル住何度壇=2
.億蝿条件ヘ町Jtllil=ヨ句
..~町テーマへの対応。

健康司印・h町・a。
そ司包。

嘗

竹
川
田
蝿
凶

W

M
U
f
m
m
3
刷

敷地面積 21筑幻 rrl
建築面積 rri 
延床面積 1筑間 rrl
m造 SRC 512階

煙突高さ 59 m 

-関連飽段

・久留米市民温水プール

-周辺のu市崎段

上樟班員センター
老人ホーム舟農園

A留米工大It聾学毎

~f.'r ~~riï y、IU':'1、 圃

上津クリーンセンタ=-

一一一一一一宇

一
ーし

¥

一ゑ
一-園建顎艶活十

(船大建錨十
・コ戸ラント税E

タクマ
・備事(コンゼブト司j)

『周辺¢甥柑肝魂宛?tJ.どの立地条件を考慮して、
遇策散防デザインやカテ斗こ工夫をIlらし、従来
のごみ虹路嫌蕗初イメーシをー務庁る近{めザ以下
級とし、周辺と¢鴫有1を図っています.J 

-飽減m区分

市街化調整区域
・建袋路住 冨

周辺圃壇への血合 l。
陶辺圃壇町怜傑表現 CI'

柵111岳町護理 C '
近It崎危印象町耳唖 位=-
置しみやすきの盟理~

匝正風・圧迫盛田位櫨= ヨ降
シンボル世のき受理 c=>

圃配的条件への剣応~
特定的テーマへの対応。

世艇の印.町仮眠 。。
その也。
鎖闘;0

-周辺の郵市蹴B
.，嘗公民館

刊

M

凶

剛

山
円
建
∞

3
初

3

H

U

 

匝

月

時

カ

カ

閣

年

品

川

俊

能

蝕

工

規

却

数

電

醐

峻

新

焼

炉

発

敷地面積 28666rrl 
建築面積 6925 rrl 
延床面積 rrl 
構造 / 階

煙突高さ m 

-関連自値段

fプラズマ槍IIlIP.内鼠}

-周辺の都市lfil量
あゆみ学園

回

線

凶

山

m

m

m

2

 

今日~.taillI-_____・
クリーンセンター I 

1[.l!J 1・

町1

今治市町谷町谷甲431

• 
目立造船(楠

.7ヨント備工

日立造船

開口ン包ブト唱の

fまた 1碕倒コ羽鶴本を多〈配し崎敵"尊重との
胸構図るなど、従来のイメージ含寸断し、市民
に叙しまれる鎗a置を目指したものであり玄す 』

松川 l 

商クリーンセンター I 

-選奨鎗十

(船宿京製作新・7ラン卜鑓江
荏原インフィルコ

・備考白ンゼブト骨

「地欄益お司買いある生活環境を111隠し、
シメ杓レとして煙該当こ展鐙台を般燈しました.J 

.1$1船凶玄区分

市街(1:
・雌甜十誼

周辺・・へ町・a・
周辺町・"'..掴g陸軍 。

掴11111町置喧 c::::ー
苗代的Il印.の夜明 。
岨しみやすさのII!III 。

凪疋g・lEJlIIの恒園 。
シシポM主的a提唱 。

-・同会fI'-、両省略~ t::::: 
帥定的テーマヘ町旬応。

世襲町印・町-=・
-t司也 。

11 

峻工年月 90.07 

新規/建替 S開J(f
焼却能力 2ωνd 
炉数 2 

発電能力 k'o町

-関連B匝股
..  工‘
東四E資.化センター

ガラスぴん~JIIIセンタ
..  ，汚水処理渇{処理水量
利用}

・余熊科期センター (/#
a・温室・グラウンド}

-周辺の都市街路

九州自動車道

縞同可

クリーンパーク東部第二工
場

rri 

2764 rri 
日36rri 
412階

π1 

貯金-.~:~r~ ; ~i_ ._ -
.静養母七|
.き濡-乙でl
1 .圃園+ク明、三-司、 - I

福岡市東区大字蒲図 5丁目11・1

・建嬰llIt

福岡市役所

・コFラン暗証

荏原製作所

膚警口ンゼブH置。

f工括抑コ志村う・くす・フつじ等を値えて
緑化するとj対二建物納割高互の自然こよく関和
するように重量Eしております.J 

冨矧副長益回

工業専用

・建葉録音f主主書
周辺司壇へ町融合。

周辺咽境町鱒徹夜壇 。
111111.的表現 E

近代崎氏本印a・の褒壇 ，0
・EしJ与やすさのヨ受理 。

風圧感・圧迫舗のItM~
シンボル性町表現 。

.置時金件への対応 匡
鱒量的テーマへの対応。

置3艇の印a阪の阻慢 。
その他
鎌圃書

、、
1 、、

.J!!鰍lI!t8区分

工業専用
回逮祭祖霊十主s

圃沼田鳴へ咽融合 E=ヨw ・
周辺圃嶋崎".II!唖

.置盛時圏壇 -===
遁代同な即・aのa提唱 IC:::::I‘
.しみやす害時実司E

凪此..1{温盛町邑蝿
シンボル唖町薦唖

圃担問噛件へのt!1li=:=>
"定町テーマへの"'Ili 。

提泉町即・の・.C::::::II'
その也。

署

峻工年月 91.03 

新規/建替廃絶遊撃

焼却能力 氏mνd
炉数 3 
発電能力 αχ幻kW

敷地面積 33933 rrl 
建築面績 rrl 
延床面償 15726rri 
m造/階

煙突高さ 85m 

-間通箆E量

.，大ご品..化センター
日明下車量~...
中央値突事.(輸・'1/1)

日明かん・ぴん震源(1;セ、

;1'-

安代量畠

-周辺の信市l&1ll:

山 |

環境局・日明工場 |目

福岡県
北九州市小倉北区西港町96-2

(樹大建mt
・っちン同区

三菱.エ
ロンゼブト暢 -健婦m区分

市警"1須喧E峻 道路はさんで1種低湾住専
・建護霊&t主E

周辺.壇への雌書 IC::ヨ宅
周辺圃唖.)..a・.llc::::.、

繍置!s町表現= 2
重代蹄...聞・の・唖 -===
・Lみ令ずさ骨董壇 E--

厳正盛 ・IUIIS拘置蝿
シンポA世同11唖 7 

・血崎会停ヘ田町IliCコ可
・・置町テーマヘ両対応 。

世~.r咽・め.置。
与の包 c::ョ，

甚

問

削

減

凶

削

∞
叫
新

m
3
。，u

a
R

月

間

カ

カ

胡

年

品

川

能

能

酎
工
規
却
数
量
唱

剛

峻

新

焼

炉

発

敷地面積 285，∞ rri
建築面積 32∞rrl 
延床面積 rrl 
構造 / 階

煙突高さ 59 m 

-関連161量

-周辺の鶴市街銭

大牟田繕縁地運動公・

一 白紙Al'J.'IiIlじj・討がもtMiDll!!IIlNilftJ 日

新聞クリーンセンター I 

傷。再耳慣上国政費十
・つFラント噸E

川筒.工

・備替口ンゼブト喝の

明記盟主すへ守王位建相ニ収納し‘周辺夜瀞かな環
境とマッチした鼠銀を備え.勝切創，噛闘とし
ています.J 

地面積 143反)()rri
建祭面積 d 
延床面積 26銃刀 rrl
m造 SRC 512階

煙突高さ 80m 

-関連鑑E宣w.費量E化セン$'-
lflJl物鼠量破究センヲー
リ<7-ft7J1-プラザ..... ..停.
・テニスコート
・ゲートポールコート f生
の~...1t俊》

-周辺の郷市範2量

92.03 
建替

7印凶

3 
1αJ()() !NY 

ね'1河市 園

l クリーンパーク西部工場 . 

1~ ・

ドタ警るふたI
k雪弓君主|
l、三三二ごゾー:守二三~

福間県
福岡市西区大字袷六町1191

燭荷市役所環境局
町フラント穏E

タクマ
ロンゼブ河野

~現職情形など立地条件を樹払
扇境とt・蜘を勾留置した外観としています.
矧欄コ主主原級錫由敬三=かつスムーズに見J
できる雌花量取するとともに.f事多冊宮駅渇展
鑓スペースを段値しています~ J r!L<明る<11'1
mなイメ，柏エントランスオト)1ぬt来渇P
やさしく迎えます.J 



94.03 

JtlIJl 

600 t/d 

2 

105∞開

敷地面積 筑間ぱ

建築面積 7537 rrf 

延床面積 24010ぱ

m造 RC， 5/2階

煙突高さ 80m 

-周辺の都市錨段

~ランド

働物管理センタ一

九JIf自動車道抵癖PA

(JJ理事8動車学.J
{京自E膏S島市崎}

1992.2 
・邸拠~分 ・司辺の都市街Jlt

市街it蝿 駆 威 西側 :1種低層住専、 1種中高住専 矢上f/Jle
・建築怨ます主llf

周辺掻唆へ町血宮 . 
周辺.司置の鱒置ft壇 。

1II 11~のI!!哩 C:II ・
近代的な印象的I!!唖 a:::::::sz
蝿しみやすさのg昼寝 C:II‘ : 

匝庄.s・匡迫喧田信圃 匡:=3
シンボル性田署長哩 c:::ヨ2

蝿量的余件へ咽封応 11=1・
特定町テーマヘ司剣JIj.0 

盤調際司即a除の岨属 医=ヨ2

そ町曲 。
飯田答

林市 I 

東部環境工場 1・

質量本市戸島町2570

側大建諮十
百フラン崎区

目立造船

署ロンゼブド唱の

f緑と噂蜘J

-邸量t出玄区匁

市町閣駆減
園建築郵澄十主望書

周辺綱績への融合 ・。
周辺掴喧の怜融漫壇 .0

111111量の実現 10 

軍代崎氏色町..の表現，。
置しみやす富町復壇，。

威圧111・正直信即位11 10 

シシポル性的護担。
随鋭的象外への鱒応 ，。

悼定的テーマへ町"応 。
It衰の町・町・且 o

その他。
偲回答
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! 大分市 E 

i 東部清掃センター・清掃工 E 
場 .
1f'.Iel・

敷地面積 235ωm

建築面積 凶

延床面積 85卯 rri
m造 /階

煙突高さ m 

-関連施殴

・民慢する公腐の温.. 

-周辺の都市街E量

佐野偏物公樋

大分県
大分布大字佐野3400-10

・還摸包者十

日(楠

町プラント覗E
石川島調書磨

・備考ロンゼブNIt) -削剥sI&分

市街低限駆減

・建築訟雪十主主言
周辺環境への酷音 。

周辺蝿喧の縛聞表現 。
情a院患の表現 ア

近代的な印a院の後壇 ? 

置しみやすさのa受理 Eコ1

量圧感・庄迫軍司世蝿 ;。 :
シンボル性町表現

由自E的車体へ回酎応 Eコτ
e・定申テーマへの判応 t:::=4

世到底的町..の担躍 。
その他。
飯田容

88.03 

草量級

300 t/d 

2 
笈XXJkI剥

地面積 225734rrl 
建築面積 10757rrl 
延床面積 3170 rri 
m造 RCIS / 階

煙突高さ m 

.A遠慮8
・轟a暗東公・ fコミュニ

予ィープ一品・コミュニ

ティ体育鏑・ヲラプハウ

ス』

敷地面積 30843ぱ

建策面積 6438 rri 
延床面積 14479rri 
織造 SRC / 階

煙突高さ m 

-関連絡E量

煎本市緩山叢師温室組合

{箪飯野菜省エネルギーモ

デル団絶/...温室農屠へ

の寺寧温水供鎗}

園周辺の都市崎段

aJ11 
西老人笥祉センター

茜自1!1官民センター

86.03 

新規

450νd 

2 

3∞0附

長崎市 . 

清掃部・東工場 . 

三菱重工(榔績浜創作所

・フラント唄iI

三菱E車工
・備考ロンゼブト喝の

r，砲械と明蜘J

-建築~十
(船大建掛十

.7.ラント艇江

タクマ
・備考(コンゼブト苛め

. ・I出現矧玄区分

市街凶暗駆威
・建築髭活十主主言

周辺町唄への也会 Eヨ'
周辺環境町特徴愛理 ，0

締厳重の表現 ==: : t "
近代的な印・町褒現 o
践しみやすさの表現 CI可

民圧暗 圧迫感町低M~・ 4
ンシボル性的表現 r:::2噌

圃剣E崎象件への1I1!;;':::::::=::p
..定由テーマへ司間$。

11';食町聞a帳町.瞳 。。

その他

鍾圃~

一←ー ④
延岡 1991.11 

-隠鑑賞軍

竣工年月 85.03 

新規/建替 筋線

焼却能力 240 t/d 
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資料編・ 6

清掃工場の建築デザイン手段・設計主旨に関するアンケート/調査票



- デザイン・設計主旨調査シート (整理番号: “no>> ) 

調査対象のl “事業主体"

施制:I <<施設名称抑 | 
建築設計会社名/プラント設計会社名
本調査シートにご記入いただいた方の会社・自治体等名称.

連絡先住所(主 回一一一 )一一…・"
話番号: 一 一 ご担当者部署氏名

く<施設本体(工場棟)について、お答え下さい>>

V 全体的なボリューム構成(外観上の立体構成)について

以下の項目中から 1つを選んで、 口内をチェ ックしてく ださい。

口 プラント構成を優先して基本形状を決定した

口 意匠的に凸凹を操作して、分割的な形状とした

口 意匠的に凸凹を減らして、一体的な形状とした

口 意匠を優先して基本形状を決定した

A 上記のデザインとした主旨について

日IJ添えの設計主旨リストの中から、最も近いと思われる設計主旨を 2つ選び、記号でお答えください。

(一一 )+ <.一一) 補足

V 高さに関するボリューム操作について

以下の項凶中の該当するもの全てについて、口内をチェック してください。

口 (項目A)地下化や地盤面を掘り下げた

口 (項目B)頂部付近をセットバックした

口 (項目C)基壇部でセットパックした

口 (項目D) その他

口 (項目E)特になし

ム 上記のデザインとした主旨について

該当した符項目名を記入し、それぞれ設計主旨リス トから最も近いと思われる設計主旨を各 2つ選んで、
記号でお答えく ださい。

(項目 一)について(一一 )+ (一一) 補足

(項目 一_Jについて(ー一一)+ (一一) 補足

V 主要な屋4良部のデザインについて

以下の項日中の該当するもの全てについて、口内をチェックし、必要な下線部に記入してください。

口(項目A)陸屋根

パラペットの断面形状 → 口傾斜型、 口曲線型、 口その他装飾型

口(項目B)傾斜屋根

口(項目C)ボールト(曲面)屋根

口(項白D)屋上庭園

口(項目E)その他(渡形、半月型、目隠し壁など)

ム 上記のデザインとした主旨について

該当した符項何千百を記入し、それぞれ設計主旨リストから最も近いと忠われる設計主旨を各 2つ選んで、
~~ryでお符えください。

(項目 )について :(‘ ) + ( 
(項目 )について( ) + ( 
(項目 )について :( ) + ( 

ñlì~ 
M足

MI}li 

園 設計主旨リストについて

調査シートでお答えいただく、デザイ ンの主旨(意図)につきましては、以下の「誇言十字旨 1)ストlか内

最牛、t斤いr照われる扇同葬必ずヌつづっ選7F、該当のl.._.._J+ (ーーω)部分に記呈ヱご記入ください。必

要なものについては簡単に補足内容を記入して下さい.

* なおリストの項目は、本調査に先立って収集しました調査対象となる130余りの消掃工場の広報用パン

フレットの内容から、施設デザインの主旨に関連するキーワードを抜粋・整理したものを基本としまして、

前回の調査結果をもとに補足して構成したものです。順は不動です。

「設計主旨リストJ

(a) 周辺環境に対し、目立たなくして調和を図るため

(b) 周辺環境に対し、特徴を表現して調和を図るため→(環境の特徴について補足して下さい)

(c) 清潔感を表現するため

(d) 近代的なイメージを表現するため

(e) 親しみやすさを表現するため

(η 威圧感・圧迫感を低減するため

(g) シンボル・ランドマークとして表現するため

(h) 機能上の要求条件に従うため ー (機能条件について補足して下さい)

(i) 特定のテーマを表現するため → (テーマの内容について補足して下さい)

(j) 従来の施設イメージを継続するため

(k) その他 ー (具体的な設計主旨について補足して下さい)



口(項目E)その他 → 具体的に.

口(項目的 特になし

ム 上配のデザインとした主旨について

該当した各項目名を記入し、それぞれ設計主旨リストから最も近いと思われる設計主旨を各 2つ選んで、
記号でお答えください。

(項目一一)について (一一)+ (一一) 補足: 一一一一一一一一一一一一一一一一|
(項目一一)について :(一一)+ (一一) 補足

V 施種本体との連結部のデザインについて 一 一ー一一一一一 ー一一一一ー
連結部形状について、以下の項目から 1つを選んで、口内をチェックしてください。

口地下化した、ロカバーをデザインした、口施叡本体に一体化した、口特になし

口その他 :ー一一 一一一一

/:); 上配のデザインとした主旨について

設計主旨リストの中から最も近いと思われる設計主旨を 2つ選び出し、記号でお答えください。

(一一)+ (一一) 補足:一一一一

V 基調となる色彩・仕上について

煙突全体の基調となる色彩 ・仕上について、各項目から 1つづっ選ぴ、口内をチェックしてください。

基調となる色彩 :口赤白、口施設本体と同色.

口同色以外( 口濃色系、口淡色系 ) 

( 口白系、口灰系、口茶系、口育系、口その他ー一一一ω 一一一一一五)

基調となる仕上 :口吹付タイル、口磁器タイル、口石材、口鋼板、口その他一一一一一一一一一一一一

ム 上配のデザインとした主旨について

それぞれ設計主旨リストから最も近いと思われる設計主旨を各 2つ選んで、記号でお答えください。

色彩について(一一)+ (一一) 補足

仕上について : (_ ) + (一一ー) 補足 .

V 外装の塗り分け等のデザインについて

以下の項目中の該当するものすべてについて口内をチェックし、必要な下線部に記入してください。

口(項目A) 垂直ストライプを施した

→ ストライプの色 口施設本体のものと同色、口同色以外:ー…・…一一一一一一一__..]{S.
口(項目B)基部を表現する塗り分けをした

→ 基部を表現する色 口施設本体のものと同色、口同色以外 .....-一 向" 一ーー"系
口(項目C)頂部を表現する塗り分けをした

→ 頂部を表現する色 口施設本体のものと同色、口同色以外 :一一一一一一一一一一一一一系
口(項目D)槙樟・マーク・壁画等を付置した → 内容

口(項目E)特になし

β 上記のデザインとした主旨について

該当した各項目名を記入し、それぞれ設計主旨リストから最も近いと思われる設計主旨を各2つ選んで、

記号でお答えください。

(項目一__Jについてc..… )+ (……) 補足

(項目 一一)について :( 一)+ (_---) 補足

V 他の機能の付加等について 一一一一一一 一一一 一一一一一
以下の項目中の該当するもの全てについて、口内をチェ ックし、必要な下線部に記入してください。

口 (項目A) 時計

口 (頃日目 展望台
口(:rfi日C) ライトア ップ

口 (項目。)その他の機能 :

口(項目E)特になし

ム 上配のデザインとした主旨について

該当した各項目名を記入し、それぞれ設計主旨リス トから最も近いと思われる設計主旨を各 2つ選んで、

記号でお答えください。

(項目"一一)について(一一一.>+ (…一一) 補足

(項目"・ー)について(一一)+ (一一) 補足

V 煙突全体によるテーマの表現 (灯台、笛、中世ヨーロッパの塔など)
煙突全体で、特にあるテーマを表現している場合は、そのテーマを記入して下さい。

テーマ :一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一一 一
/:); 設計主旨リストから最も近いと思われる設計主旨を 2つ選び、記号でお答えください。

(_一一)+ (一__J 補足

くく施誼全体の外構・配置について、お答え下さい>>
V 施訟全体の外構 ・配置に関するデザインについて 一 一ーーー
以下の項目中の該当するものすべてについて口内をチェックし、必要な下線部に記入してください。

口(項目A)外周に植栽帯を配置した

口(項目B)敷地内へ公園等を設置した

口(項目C)施設本体 ・煙突・管理棟等の配置上の工夫をした

→ 具体的に :

口(項白D)その他

口 (項目E)特になし

ム 上配のデザインとした主旨について

該当した各項目名を記入し、それぞれ設計主旨リストから最も近いと思われる設計主旨を各 2つ選んで、

記号でお答えください。

(項目一一) について(一一 )+ (一一) 補足

(項目 一一)について (一一)+ (一一一) 補足

V 植栽・フェンスに関するデザインについて
以下の項目中の該当する ものすべてについて口内をチェック し、必要な下線部に記入してください。

口(項目A)植栽の種類選定に特に配膚した :
口(項目B) フェンスを植栽帯の内側に隠した
口(項目C) フェンスに意匠的な工夫をした

口(項目D) その他

口(項目E)特になし

/:); 上記のデザインとした主旨について

該当した各項目名を記入し、それぞれ設計主旨リストから最も近いと思われる設計主旨を各 2つ選んで、

記号でお答えください。

(項目一一)について(一一)+しー ) 補足: 一一一一一一一一一一一一-I 
(項目一一)について: し一 )+ (一一) 補足 _______ I 

*アンケー ト調査は以上です。ご協力誠にありがとうございました。

*お手数ですが、本調脊シート(5ページ)一色主を、同封の返信用封筒にてl.11l22日までにご事字決下さい

ま主よユ、お願いを申し上げます。

V 基調となる外壁の色彩 ・仕上について 一一一一一 一 一一寸
各項目ごとに 1つづっ選ぴ、口内をチェックし、必要な下線部に記入してください。

基調となる色彩 ( 口白系、口灰系、口茶系、口育系、口その他:一一一一一一一一一五 ) 
基調となる色彩の護法 ( 口濃色系、口淡色系 ) 

基調となる仕上 ( 口吹付タイル、口磁器タイル、口石材、口PCパネル、口その他:一一一一一 ) 

A 上記のデザインとした主旨について

設計主旨リストの中から最も近いと思われる設計主旨を各 2つ選び、それぞれ記号でお答えください。

色彩について (一一)+ (一一) 補足 :ー

素材について :(一一J+ (_ ) 補足

V 外装への塗り分け等のデザインについて 一一一ーー

以下の項目中の該当するもの全てについて、口内をチェックし、必要な下線部に記入してください。

口(項目A)水平ストライブを施した → ストライブの色彩 : 一一一一一五
口(項目B)ボリューム要素 (見学者通路、ランプウェイ、EVシャフトなど)別に塗り分けた

→ ボリューム要素名:一一一一一一一一一一一、色彩 ・仕上:一一一一一五ι一一一一一
口(項目C)基纏部を塗り分けた → 色彩・仕上:一一一一一五・一一一一一
口(項目D)壁面をグラフイカルに(幾何学僕緩・格子模様など)塗り分けた

グラフイツク形状・ 一一一一一一一一一一盤盛、色彩 ・仕上:一一一一一一五一二一一一一一
口(項目E) サッシュ・扉まわりを色で強調した → 色彩:一一一一一一一一一一一ー一一五
日(項目F) 白地割りを整理した

口(項目G)マーク・ロゴ(文字)を付置した → 内容・位置

口 (項目的特になし

ム 上記のデザインとした主旨について

該当した各項目名を記入し、それぞれ設計主旨リストから最も近いと思われる設計主旨を各2つ選んで、
記号でお答えください。

(項目一一一)について(・一一.)+ C_...J 補足

(項目一一)について :仁一 )+ (一一) 補足

(項目一一 )について(……)+(_一ー) 補足

V 窓・関口の配置・形状のデザインについて

以下の項目中の該当するもの全てについて、口内をチェックし、必要な下線部に記入してください。

口(項目A)横連窓(スリッ卜)を設定→位置:一一一一一ーーー (見学者通路、プラント収納部等)
口(項目B)縦連窓(スリット)を設定→位置: …………ー (シャフト部、プラント収納部等)

口(項目C)大開口を設定した→位置に _........._..._...._......_...- 一 (玄関まわりカーテンウオール等)
口(項目D)窓・開口の配置を意匠的に整理した

口(項目E)特になし

ム 上記のデザインとした主旨について

該当した各項目名を記入し、それぞれ設計主旨リストから最も近いと思われる設計主旨を各2つ選んで、
記号でお答えください。

(項目……)について(回目 )+ (---・ ) 補足

(項目 J について(… )+ ( ) 補足

(項目 Jについて(一 ) + ( ) 補足

V 施設本体の角部形状のデザインについて

以下の項目中の該当する もの全てについて、口内をチェックし、必要な下線部に記入してください。

口 (項目A) 直線的に角切りした

口(項目B) 幽線的に角切りした
口(項白C) エッジ (角部)を強調した → 具体的にー ー

口 (項目D)その他意匠的な処理を行った

口(項目E) 特になし

& 上記のデザインとした主旨について

具体的に

該当した各項目名を記入し、それぞれ設計主旨リストから最も近いと思われる設計主旨を各 2つ選んで、

記号でお答えください。

(項目…一 )について(一一)+ (一一) 補足

(項目 -.-) に つ い て (回一一)+ (一ー) 補足

V 部分的なボリューム要素ごとのデザインについて 一
施設本体の中心的ボリュームに対して、付加的なボリューム要素まわりのデザインについて、以下の項目

中の該当するもの全てについて口内をチェックし、簡潔に内容を示してください。

口(項目A) EVシャフトまわり(頂部の形状、縦連窓など)を意匠的に造形

→ 具体的内容

口(項目B)ランプウェイまわり(屋根の形状など)を意匠的に造形

→ 具体的内容:

口(項目C)見学者通路まわり(屋根の形状、緩い曲面壁など)を意匠的に造形

→ 具体的内容・ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一
口(項目D)管理棟・玄関まわり(ガラスの大開口、吹き抜けなど)を意匠的に造形

→ 具体的内容

口(項目E)他の要素 (トップライト、庇、空気吸入口、コロネードなど)を意匠的に造形

→ 具体的内容・

口(項目的 特になし

A 上記のデザインと した主旨について

該当した各項目名を記入し、それぞれ設計主旨リストから最も近いと思われる設計主旨を各 2つ選んで、

記号でお答えください。

(項目 ー一)について(一一)+ (一一) 補足

(項目 一一一)について : (一一)+ (一一) 補足

(項目一一)について : (一一.> + (一一一) 補足

V 施設全体によるテーマの表現 (波、音楽、中世ヨーロッパの城など) 一一一一一一 一一一「
施設全体で、特にあるテーマを表現している場合は、そのテーマと主旨を記入してください。 I

テーマ :一一一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一l
a 主旨 (一一)+ (一一) 補足:一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一|

<<煙突について、お答え下さい>>

V 主要な断面形状のデザインについて 一一 一「
主要部分のおおまかな断面形状について、以下の項目から 1つを選んで口内をチェックしてください。 I

口円形、口楕円形、口三角形、口四角形、 口多角形し一 角)、口鋼管+鉄塔形 | 
口その他 :

ム 上記の断面形状と した主旨について

設計主旨リストの中から最も近いと思われる設計主旨を 2つ選ぴ、記号でお答えください。

し時一)+ (一一) 補足

V 断面形状の角部処理等のデザインについて 一
以下の項目中の該当するもの全てについて、口内をチェックし、必要な下線部に記入してください。

口(項目A)直線的に角切りした

口(項目B)曲線的に角切りした

口(項目C) スリット(溝)切りを施した
口(項目D)エッジを強調した → 具体的に
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